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シーリンク材I誌「適材適所 
●耐欠性抜群のシリコーンシーリング材。用途に応じてお選び下さい。 

ガラス回りに、サッシ回りに 

SH780 ・ 5H781 

驚I/ 

品 種 SH780 SH78 I 

成 分 形 ~成分形 ~成分形 

反応タイプ 無酸タイブ 酢酸タイプ 

特 長 
酸を発生しブ二‘：いでの 
腐食性がない。 タッ 
クフリ一時問が長いn 

接着力大。タックフ 
リ一時問が短かい。 

用 途 

ガラスまわり、サッ 

シまわり、コンクリ 

一ト、モルタル、プ 

レコン、大理石など 

の石灰質、木材、鉄、 

銅など。 

ガラスまわり、サッ 
シまわり、ガラス、 

タイル、ホウ口ウな 

どや酸におかされな 
い金属類などの表面 

のなめらかなもの。 

品 SH790 SH792 

成 分 形 

反応タイブ 

－成分形 

無酸タイプ 

2 成分形 

無酸タィプ 

特 長 
低モジュラス、接着 

力大。 
イ氏モジュラス 

用 途 

力ーテンウォール目 

地など、大きな動き 

の目地。 

動きの大きな目地。 

また、深目地に最適” 

力ーテンウォール等、深目地に 

SH790 ・ SH792 
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座 ＝r r き虹

JIS A 5758 認定品 

類をみない追従性と接着安定性にご注目ください。 
★色数も豊富にそろっていますから、ご自由にお選びいただけまま★資料は豊富にとりそろえておりますので、最寄りの営業所にこ信青求ください。 

産業への新しい提案とその開発技術がテーマでt 

roraq 
~ 
SiIi[me 
'―~ 

しトーし・コリコーン株武会社 

本店・東京営業部TEL (03)243-155］代表 

東京都中央区日な橋宝町2-8(－井りレ6号館I 

大阪営業部TEL (06)376-1251代表 

名古屋営業部TEL ( 052) 563-3951代表 

九州営業所TEL ( 092) 712-6 158代表 

仙台営業所TEL〔 0222) 27-9528代表 

広島営業所TEL 0822) 49-78 11代表 

北些営業所TEL ( 0762) 23-15 85代表 

東関東営業所TEL (0436) 22-5743代表 

北海道営業所TEL (011) 2 31-5 281 代表 



昭和弱年度 

高分子学会賞に輝く 

た末門トMSポリマー 

変成シリコーン・ポリマー 

すぐれた耐久性、接着性、 

年間を通しての作業性、等 

で好評を得ております。 
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⑨鐘淵化学工業株式会社線 
本 社 〒530 大阪市北区中之島3 -2 一4 朝日新聞ビル 

電話06 (208) 6218（ダイヤルイン） 
東京支社 〒107 東京都港区元赤坂1 - 3 -12赤坂センターー・ピル 

電話03 (40's) 1011（大代表） 



歴史と実績一それが信頼をつくります 
ング業界のリーダー 

シーリング材の草分けであるエービ 
ーシー商会は、JI S商品の製造販売 
など常に品質重視の姿勢を貫いてま 
いりました。 

ウレタン系シーリング材一 

A 日亡、コーキング、ウレクン 
(Jis認定品） 

シリコーン系シーリング材 一 

h ロ~ら＝一‘，, 、一八h “口~ γ’IJ一・~‘V' 
（ニ成分型） 

ABC商会では、使用目的に応じて 

各種シーリング材を用意しており 

ます。用途に合わせてお選びくだ 
さい。 

ポリサルフアイド系シーリング材 
~ ~ 一 ~央・ 

,Il ~~’' 

句Is認定品） 

A日C ユキング、・ケレタン麟 
（ー成分型） 

ウレタン系シーリング材 

A日C“コーキン』7“ウレタン7ロ 
（ニ成分型） 

油性シーリング材―--

A 日C4コーキンク“(JIs認定品）

（株A日亡要TEL鷲fflI7JFflT2(5~7) 7 1 1I鼠1 

HI一《HE肌IC*..UK 
ハイケ三コーク 夢I1イウレタシ 

（ノンタール系塗膜防水材） 

議ーI ”に慧 
''I、響議 

油性コーキング’ 

―液性プチール系 
ニ液性ポリウレタン系 
ニ液性ポリサルファイド系 
ー液性アクリル系 
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特殊建材 
V ストップ ： 無収縮性急結止水セメント 
波型止水板 ： 無機質粗粒面波型止水板 

． 一 ― 

個）株式会社ハイケ三カル 
本 社 東京都品'II区荏原7丁目7番17号 

廿 (03) 781一9984（代）〒142 
786-0165 

平塚工場 神奈川県平塚市四の宮中島2736 -2 
査 (0463)21-2950・ 2674 〒 254 
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注目の的ノ 
山S耐久性区分9030に適合する 

高性能ー成分形ポリウレタンシーラン 
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ji業誉誉’学iA 、馴 

難 
．特長 0 一液ですので、計量、混練、脱泡などの手 

間がいりません。 

0 モジュラスと伸びとのバランスが良く、振 

動伸縮に対する追従性が優れています。 

0 多くの被着体に対し非常に擾れた接着性を 

もっています。 

0硬化後、各種塗料による塗装が可能です。 

0 耐候性、耐熱耐寒性、耐水性、耐薬品性に 

優れ、長期にわたり高性能を維持します。 

・荷姿 カートリッジ（320mg) 25本入リカートン箱、 

ミニベール缶(5kg) 2個入リカートン箱、 

ペール缶(15kg) 

・色 グレー，ホワイト、アイボリー、アンバー 

製造元 

かトイ上学玉：業木朱式昌社 

東京都港区西新橋2 一23一l .03j 437 --34S2I 代夫） 

発売元 

株弐会社岩田商会 

名古屋 052・231・8591 

06-356-1121 

0822-49-7642 

092・472・0235 
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0222・66- 1007 

03-438-051! 

0262-24- 0309 

0534・64一6331 
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●屋上防水工事 
●外壁防水工事 
●シーリング工事 

東日本建設防水協同組合員 
東日本シーリングエ事業協同組合員 

ゴムアスフアルト防水工事業協同組合員 
全日本プレハブ建築防水協会会員 
全国アロンコート・アロンウォール 

防水工事業協同組合員 

東京都知事許可 般56第36279号 
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z 株式会社シ’りクヌ 
取締役社長 出水秀夫 

東京都渋谷区代々木1一28- 1 

TEL 03 (370) 0 1 2 1 (ft) 

あらゆるシーリング工事は当社に 

お任せ下さい0 
いくら材料がよくても、よい施工が 
なされなければいけません。当社で 

は数多くの実績を誇っております。 

■責任施エ■ 
●住友スリーエム施工代理店 

●ョコハマゴム 

●信越化学 
●東芝シリコーン 
●日本添加剤 
●その他建築特殊硝子 

有丸本工業所 
本 社 仙台市扇町1 -3 -6 0222（代）(94)6662 

盛岡出張所 盛岡市下太田沢田67番地~6 0196(58)0420 
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シーリンクか材のことなら・・・ 

~ 

シ 7 
●建築・土木用 

セカイチョーシーラーMS 
（変成シリコーン系） 

セカイチョーシーラーTH 
（ポリサルファイド系のJ'S A 5758) 

セカイチョーシーラーPu 

（ポリウレタン系のulS A 5758 

セカイチョーシーラーU - I 
（ポリウレタン系、1 成分形） 

セカイチョーシーラーEA 
（アクリル系⑧JIS A 5758) 

セカイチョーシーラーRB 
（ブチルゴム系， 

ケミコーク 
（油性コーキングのJIS A 5751) 

セカイチョーシーラーSI, SR 
（シリコーン系） 

セカイチョーシーラーV 
（ブチルゴム系ひも状） 

セカイチョーシーラーVN 
（自己消火性、ひも状） 

セカイチョーシーラーvc 
（シールドエ法セグメント用、ひも状） 

セカイチョーシーラーPu-PW 

（土木用、ボリウレタン系） 

エバートーン 
（クッション性複合シーリング材） 

●エ業用 
難燃性シーリンク’材 弱電機器用、空調機器用 

熱伝導性シーリンク”本す 弱電機器用、空調機器用 

凶隣剰生シーリンク沫オ 弱電機器用、空調機器用 

そ の 他 車：輔用、 コンテナー用、太陽温水器用 等； 

●防水関連 
マグネトーン（非加硫ブチルゴム系定尺防水シート：住宅浴室内壁やベランダに） 

、ツーバイテーフP（非加酬tブチルゴム系複合テープ：住宅サッシ廻り、 パネル目地 

屋根防水に） 

‘二， 

…1' 

''’ メー“' ！己？ 
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腎 

毒」雷 

● 

（施工例 ェバーグりーン淀川） 

世界長株式会社 
本社・化成品部・西宮工場（JISエ場〕 

ニ〒663 兵J車 県 酉 宮 市 津 門 大 筒 町 

東京化成品営業所 

〒 250 東京都渋谷区道玄坂2 - I0 - -- 7 

名古屋化成品営業所 

〒46~名 古 屋 市 東 区 矢 田 町 8 

仙台化j戎品出張所 

〒 980 仙台市大町 l 一 l - 30 

福岡化成品出張所 

〒 812 福岡市博多区博多駅東3丁目13-18 

8 1 3 9 T E L 0798(35) (74t 

T E L 03(462)6l61 

1 2 0 T E L 052(722)33UI 

T EL 0222(61)6732 

T E L 092(474) 5582 

5 ・ー 



山内ゴムは、これからも、お客様と共に歩み続けます。 
~ 

トップシーラーU2 ウレタン系2液シーリング材 
トップシーラー＃5000 アクリル系シーリング材 
トップシーラー＃5000N 凍結融解安定品 

トップシーラー＃30 ブチル系1液シーリング材 
ペトラテープ 防蝕テープ 

サータイト井1000,# 2000 アクリル弾性吹付材 

l」」内ゴム工業株式会社 
不社・人阪言業所 枚 方 市 招 提 田 近 9 丁 月 7 番 地 〒 573 電話0720-56・11131 
東 京‘言・業所 東京都中央区八重洲iT目4 番21号（共同ビル） 〒 103 電話03-273-1871 
名古屋営業所 名古屋市中村区名駅4Tg 2 番認号（名古屋第2埼玉ビル）〒 450 電話052-561-5401 

仙 台 出 張 所 電話0222一67-弱25 松 本 出 張 所 電話0263一35 ・5656 
松 山 営 業所 電話0699-33 - 5091 厚 木 出 張 所 電話0462一認-2443 
金 沢 駐 在所 電話0/62-91-1050 木 尸 出 張 所 電話0292-74 -2185 
九 州 出 張 所 電話092-473-1647 北関東出張所 電話0289ーノ6-210/ 
工 場 枚 力・鹿 沼・長田野 

総合防水建材

1 -If:,夢景者で 
ウレタン防水材 

シー ト防水材 

伸縮目I地鳩 
断熱防水 磁 

エポキン．ライニンク構 ーー胃 

野口興産相i式合社 
東京都荒川区西日暮里5 -7 -6 (806)0175 
倉庫・練馬区豊玉北2 -10 (994)5601 

三護 

注入エボキシ材 

鯵性吹付材 

『くソクアソプ材 

施I具副資材 

奪 
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面 

、
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み
 一度使ってみて下さい、品質施工性とも 

一日瞭然です 
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.zIソシ，7= No. 500（変成シリコーン系） 

z ，ダソシa7= No. 300（ポリサルフアイド系） 

z ，ダソシ7i No. 200（ポリウレタン系） 

．‘ 

◎日本添加剤工業株式会社 
営 巣 部 
大 阪 支 店 
名古屋支店 
本 社：］二 場 
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生きた建造物には生きたシーリング材を 

◆ポリサルフアイド、ウレタン、アクリル 

などの老化、亀裂にニユーコーク＃1 000 

◆飛行場滑走路、駐車場などの目地に、 

ニユーコーク＃2000（土木用） 

りγ－ 

シーリング材のコンサルタント 

株式会社ノーベル樹脂イヒ学 
エ場：埼玉県川口市東領家4 -19-4 
電話：0482 (23 ) 45 ~ ~（代） 

シーリング工事 

ウレタン塗膜防水工事 

特殊」I L!\月那方水工事 

細田工業株式会社 

代表取締役 細 田 直 

東京都港区芝大門2 一1 -

T 105 電話03(432) 8 7 3 1代 
東京都知事許可（般- 56）第33027号 

司
 



（のI?fテタの !‘子3製品 
製鉄化学のシIJコーン製品はシリコーン化合物 

の製造およびその利用技術で世界をリードする 

西独のワツ力ー‘ケミカル社との技術提携によ 

るもので‘す。 

蛇 

、 

ワッ力ー‘ 
. 

ノ 

■ 

ー液型シーリング材（シリコーン系） 

訓I了ロかうコI-
セイテツ、シリコーンシーラントは常 

温で硬化する安定な一液型のシリコー 

ンラバーで接着、シーリング、コーキ 

ングジョイソトなどの目的で建築用、 

土木用、船舶用あるいはー般工業用と 

Lて広く使用されています。種類は無 

酸型（A -79）および酸型（S -04）が 

あります。 

浸透型撥水・防水材 

J'ア-JL 
アクアシール・190S（トップコート用） 

アクアシール・シーラー 

（アンダーコート用） 

●吸水防止性抜群．ノ ●耐アルカリ性能良好ノ 

●耐久性良好／ ●通気性保持．ノ 

●耐汚染性優秀ノ ●接着性良好．ノ 

（の製鉄化学工業株式会社 

化学品事業部・営業部 
大阪市東区北浜5 - 22 丑 06(220)8550 

化学品事業部・東京営業部 
東京都千代田区九段北トF 3丑03( 2 30) 854 8 

SONY ) 

ソニーシーラントは、弾性にすぐれた 

強カシーリング材です。合成ゴムと合 

成樹脂を主成分とし、パーフェクトな 

までの接着力と保持力を完成しました。 

建築・車両・船舶・航空機・化学工業 

など、あらゆる産業のカゲの力として 

活躍しています。 

高性能シーリング材 

W ~ "F 
幅広いニーズにお応えする豊富な品揃え。 

’車i両、ノくス、トラック、トレーラーノぐン、コンテナ 

ーなどの各種接合部のシールに「 

ブチル・L6004A ? 

●窓サッシと壁、トレーラーバン、コンテナー、,令 

凍ケース、 トタン・スレー ト屋根の継目などの接 

合シールに。 

ブチル・L6005AI 

●エ場や住宅の各種屋根、壁なと一、内外装の接合シ 

ールにロ 

h夜型ウレタン・L6500 

●A LO板、PCキ反、モルタル製品、コンクリート製品 

の目」也シールに。 

アクリル・L6400 

●ガラスをはじめ金属、木材、タイル、ブラスチッ 

クなどの接合シールに。 

シリコン・L630 1 

●金属のジョイント、ガラスグレイジング、サッシ 

コーナー、ブラスチックや木、コンクリートなど 

のシールに凸 

ブヲ：・ルテ・ープ・R500 1 
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大阪営業所n(o6)363-207I---- 3 

四こ轟響 

詑→ 

ソニーケミカル株式会社 
本社 〒~ロ3 東京都中央区日本僑室町ト6 

廿（ 03)079-044 lOS 

名古屋営巣所廿（ロC)937 5391 -2 

福岡出張所廿(092)73~ー~077 



よい材料はよい試験機から．ク 

（博，暴露試 験機二） 

本機は日本シーリングエ業会技術委員会、日本シーリングエ業会顧問・東京工業大学 

小池迪夫教授のご指導により製作いたしました。 

◆概 要 

本試験機はシーリング材の耐久性及び品質改善を目的とした標準的試験が出来る構造になっております。 

主な仕様 

本体部 

フレーム及架台 （鋼製） 

ムーブメント発生部（アクリルライト厚さ40mm 

固定、移動ピーム （アルミ製） 

計測部 

仲縮量検出器 （0 -30mm) 

温度検出器 （-10CCー +90t) 

記録計 （- 10c～十90CC ) 

昭和石油アスファルー 片・株竹中工務店殿維’ 

新機種の紹介 

し硬化試験機  ） 
本機は東京工業大学」、池迪夫教授のご措尊によリ開発致しました。 

◆概要鵜蓄精綴ね饗験繋療羅応議 
隔に自動的に離間させる構造になっておりまち 

」舞「 

「
 

営業品目 土質、コンクりート ’アス7アルト試験愉、建築材粁試験機、各種自記記録装置 

特殊試験機の設計、製作 
④試験機の詳細についてはお問合せ下さい。 

拠ニッケンa式会老 
本 社 〒「 4o 東京都品jll区北品川2 - 8 -I ~ 電話03--472-0727閥 
筑波営業所 〒300-2 ~ 茨城県筑波郡谷田部町春日4- ~4-6 電話0298-51-8219 
エ 場 川 越 ・ 富 士 
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~~ 

/BOND CIVIL ENGINEERING SYSTEM 

グ 土木建築用ボリサルフアイド系ンーリンクで

ボンドシ-J的ロ 
●その他各種シーリング材 

シリコーン系…ボンドシリコンコーク フチル系 

ウレタン系 

アクリル系 ボンドアクリルコーク 油性系 ボンド油性コーク 

接着剤・シーリング材の専門メー力一 

コニシ株式会社「土木建築部
●本社ボンド部ノ大阪市東区平野町2司0（平和ビル）2●06(228) 2963グイヤルイン 

●東京支店ノ東京都中央区LI本橋室町4-5（近三ビル）廿03(245) 6941ダイヤルイン 

●営 業 所ノ札幌19011(261)2521ノ仙合”0222 (95) 3178ノ新潟ft0252 (31)5577ノ金沢ft0762(23) 1565ノ静岡110542 (55) 5131ノ 

名古屋11052 (563) 61刀／高松て1C876 (35) 2020 /岡山費08 62 ( 25) 1961 ／広島丑082 (294) 6611ノ福岡1●092 (551)1761 

接着剤の明日を創る 

コニシ 
ボンド 

ヤマモト日ガン 
袋入りコーキング材がスムーズノ 
◆100Vのミニコンプレッサーも用意しております。 

K 二七二三三ニソマ 

ーキングガンの総合メー力一 

①株式会社山本製1，所 
画 545 大阪市阿倍野区松崎町2丁目7番10号 

雷二壬 十 Rら n 口 n ／ー 一「ハ ／、 ーー 

エアー式 
YPG・55S型 

YSG一50HS型 

、

喜

 

ェアー式 
YPG一55型 

I“、 

YCG270N型 ぐ
 用途・容器に応じてお選び下さい 
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ポリウレタン・I液型弾性シーリング材 

』ム ン力7fr'yクズIa 
ソーセーシ’' 

日本で最初のポリウレタン・I液型弾性シーリング材として発 
売以来10年。数多＜の実績の中から生まれ、使い易さに徹し 
たこれからのパッケージ．ク 

●廃棄物が少ない。（内装フィルムが小さ＜折りたたまれる為、廃棄物が力― 
ドJッジに比べ小さい。） 

●使用効率が良い。(400 c.c；入りで力一H'Jッジより25％内容量が大きい。） 
●保存安定性が良い。（真空パツク二重包装の為、長期保存が可能で9ケ月 

保証。） 

●使用方法が簡単です。（専用ガンにセットするだけで工具を汚しません。） 

〈荷姿〉 

0 ソーセージ 

400cGノ本（ I カートン20本入） 

4 本入／真空パック×5パック 

〇カートリッジ 

320c.c.ノ本（ ~カートン20本入） 
IIj －・'.1ノソ拓 

0 ペール缶 

~ 5kgノ缶 

］十」 

m 

〇比 重 

~ .2 

三薫舞 〇標準色 
グレー、白、ダークアンパ＝、ベージュ、黒 

A 日本言.Iーカ，素言t会社 
本 社 〒l 05 東京都港区新構4 -2 -1 ・第25森ビル T E L (03) 436-8031（代表〕 

大阪営業所 〒530 大阪市北区野崎町7-8 ・ 梅田バークビル TEL (06) 315-7851(代表） 
名古屋営業所 〒460 名古屋市中区大須4 -2 -58・大和ビル T E L (052)26lーョ481・4961 
富山営業所 〒930 富 山 市 本 町 7 - - 7 ・オキタビルT E L (0764 )42-3202(代表） 

札幌営業所 〒360 札幌市中央区北2条西2丁目・加森ビル l T E L (011)221-6331(代表） 

仙台営業所 〒980 仙台市五橋2 -4 一27・宮城県米ビル T E L (0222)67一--2601（代表） 

福陶営業所 〒812 福尋市博多区博多駅前3 -51-14 ービーエスビル博多 T E L (002) 472-1684-5 

工 場 〒254 神 奈 川 県 平 塚 市 長 瀞 1 - I T E L (0463)21-1101〈代表） 
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建築の革新に応iZ~ 
三星シ里ーリ 割り’’材

ノ
 

ポリサルフアイド系シーリング材 

三星引リコーコシーラント
ポりウレタン系シーリング材 ブチルゴム系シーリング材 

三星シールPS 

三星引ールゴチ」し 三星シールAU 
水性アクりル系シーリング材 油性系コーキング材 

三星シールAC 三星コーキコ 
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三星産業株式会社 

臣
．
『
！
「
…
・
1
造
…
「
…
・
・
一
 

■
■
■
■
．
.
.
.
.
.
．
●
●
●
！
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
（
.
 

‘

●

和

●

●

加

加

』

』

●

‘

【

加

‘

'

'

 

．
【
．
．
■
■
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
■
■
■
■
■
■
●
■
●
●
●
■
・
 

・^－ 

‘
，
」
、
”
二
・
』
・
 

・
←
『
」
‘
－
」
‘
 

「
ー
ー
コ
い
『
・
一
・
」
－
1
七
”
こ
・
・
 

.
．
■
．
■
■
．
■
．
.
.
.
．
国
．
．
■
．
.
.
.
．
■
．
.
.
!
.
!
 

一13 ー 



ョコI、マコム~ 

実績のハマタイト 
建築用シーラントの代表的存在になりました0 
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宿野村ビル、安田火災海上本社ビル 新青山ビル 

HAMATITE 

変性シリコーン系シーリング材 nマ7イトユりo 立 
ポリサルファイド系シーリング材鋼説うァィドシー弓ント 

阪色グランドビル 

ボリウレタン系シーリング材 合IL胎シーラント皿司①

◇YOKOHAMA 
横浜ゴム株式会社ハマタイト事業部 神奈川県平塚市中原上宿900 〒254 TEL0463 (32)2700（代表） 
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新年を迎えて 
日本シーリング工業会会長 

梅沢芳朗j 

新年明けましておめでとうこざいます。 

昭和57年の新春を迎え，皆様方のこ健康とこ発展を心 

からお祈り申し上げます。 

年頭に当り,一言こ挨拶申し上げます。すでにこ承知 

のことく, シーリング業界を取巻く内外環境はここ数年 

来，厳しさを増しており特に本年は昨年以上に難しい局 

面が予想されます。まず初めに, シーリング需要量の停 

滞が懸念されます。財政再建方針下での公共事業の圧 

縮,景気回復遅れによる住宅着工件数・民間設備投資の 

落ち込みによるシーリングエ事量の伸び悩みが予想され 

るからであります。 

統いて，経営体質面からの問題点が提起されます。す 

なわち，昨年夏以降からの主原料・副資材および運賃な 

どの流通コストの値ヒげにより,製品コストはジリジリ 

上昇し,企業努力での吸判1」‘界をはるかに越えており, 

轡I舞舞難ョ難難 
難鷲難 l縛

丑慧』童I乏舞 ’才 舞郵拷 ' 

I 
一方で工事量減少から過当競争による材工価格の低迷と 

生産量の停滞によるダブルパンチのために,各社の経営 

体質は悪化しつつあると言えましょう。そして,最後に 

JIS, JASS の改訂の背景に見られるように，シ・ーリソグ 

業界に課せられた社会的責任が増大しているという事実 

であります。 

すなわち，換言すれば，高品質,高レベルのシ・・ーリン 

グ機能を求めようとする社会的ニーズに応える義務を負 

いながら,他方原料コストアッブと材工価格の混乱によ 

る経営体質の悪化という懸案の解決が当業界にとって最 

優先の課題と言えまし上う。 

今年こそ,業界全体の活性化に努め，益々体質改善を 

進め，将来に夢を托せるシーリング事業にするよう，私 

共業界挙げて努力する決意であります。 

また当業界に関連するユーザー業界の皆様におかれま 

しても質と量の両面からのこ理解を賜り，皆様のこ要望 

に応えられる体力を備えられるよう一層のこ指導，こ鞭 

撻を賜りますよう，心からお願い申し上げまして,新年 

のこ挨拶にさせていただきます。 

今 正h 
I・逮 

日本シーリングエ業会副会長 

梅本禎治 

日本シーリングエ業会の運営に関与して,早や16年が 

経った。もともと在阪会社の代表者が，東京に本部をも 

つエ業会の役員を引き受けること自身，中途半端で，満 

足な仕事ができないことは承知していた。 

当時の渡辺会長（現相談役）の熟心な推挙をいただき， 

大阪支部設立の準備にかかったのがそもそもの馴れ初め 

であったように記憶する。わがエ業会も，年々内容が充 

実し内外の信頼は当時と比較にならないまで発展した。 

梅沢会長のすぐれた指導力のもと，わがエ業会はメン 

パ・-47社を擁し，山積する諸問題にひるむことなく挑ん 

でいるのが現状である。 

圧巻といえるのは，1983 年にワシソトンで開かれる 

A ・S・C,（日米欧接着剤シーラント国際会議）に日本 

接着剤工業会と共同で参加し，わが国シーリング材技術 

の評価を国際レベルで間うチャンスが来たことでありま 

す。市況低迷のなかで苦難は大きいが，年々需要の漸増 

していく恵まれた立場を認識し,衿を正して各々技術の 

研鑑につとめたいものである。 

ReasoIIa蕊e Pr1ce 
日本シーリングエ業会副会長 

金子 譲 

48年の石油ショック以来のコストプッシュと販売価格 

の低迷が，現在われわれシーリング材メーカーの最大関 

心事である。 

わが国では顧客に対し「わが社は特別に安い価格で… 

・・」などと，製品価格が高い，  と表現するのが一般 

的だが，諸外国では日常の商取引きのなかで「We can 

offer you a very reasonable price.」などと売り手，買、、

手双方の立場をうまく表現する言葉「Reason曲le Price」 

（適正価格）が使用されている。この言葉には，正当に 

評価されているという売り手の自信がうかがわれるが、、 
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かがだろうか。 早い時期に顧客からの信頼を勝ち得て,Reasonable 

価格問題も現実に立てば，適正価請に程遠い現状で， 

（新建築会館の成勢を祈る、 
日本シーリングエ業会相談役 

伊藤憲太郎 

建築会館の敷地が読売新聞社の事業用地に狙われてさ 

たことは,周知のことである。学会側は容易に応じなか 

ったものと思われる。ところで今度の話は,読売側で 

は，現在の会館の敷地より何倍か広い，国電田町駅に近 

い，同社所有の土地と等価交換しようと、、う提案であ 

る。学会側は動いた。会館は鉄骨鉄筋か鉄筋の骨組をコ 

ンクリートで被覆したいわゆるIi!I火構造であるが，建築 

後50年を経過した今日では建築の老化が進む一面I 建築 

空間の拡大と建築設備の近代化の要請が強く，遂に建築 

設計の懸賞募集を行、、 多数の関係者の協力により成案 

を得て，着工に踏み切った。現場ではすでに大手建設会 

社5社のJ .V.の形で工事が進行しているが，来秋10月 

完工，11月入居を予定している由である。現在建築会館 

には学会事務所の外に10社あまりの店子がいるが，銀座 

を離れたくないとか，銀座を離れては仕事に困るとか悩 

んでいる向きもあるという。計画の最後のとりまとめが 

永びくのもやむを得まい。 

そもそも現在の建築会館は昭和5年10月開館したが， 

その当時は，現在の「日本建設材料協会」の前身とい、 

える「建築資料協会」がlFの奥半分と2F全部を占有 

する最大のスポンサーとして協力した。このlFの奥半 

分は建材や建築設備・機器の展示場で, 106のプースが 

並んでいた。 

第2次大戦の最中, この会館の建物は建築学会に寄贈 

された。この建築のための費用をすぺて完済して身軽に 

なった建物の所有者らは，学会発農のため，この挙に出 

たのである。かくて学会は当時,工学部門のなかで最も 

裕福な学会にのし上がったであろう。学会は財産保全の 

ため，新しく管理委員会を設けたが,筆者はその委員の 

1 人としてこれに参加したので，特に印象深いものがあ 

る。これは戦前のことであるが，建築の先輩はわれわれ 

後輩に建築学会に対して損得を離れて協力せよと教えた 

Price と胸を張れるようになりたいと思う。 

験 
ーーーーニミ矛裏妥 昇敏4r4差註差2井ク耳事排圭 .h 

才 

" " 

ものである。上記会館建物の寄贈は，先輩の自ら示した 

その現われのーつであったと見てよい。このような建築 

界における美風は将来に亘って継承されることが望まし 

いが,それと共にわれわれ後輩は,先輩の折角の好意を 

尊重し,学会発展のため,大いに活用してこれに応える 

義務があることを忘れてはならない。 

従軍時代の思い盤 
日本シーリングエ業会相談役 

渡辺三郎 

終戦後早や36年経過した今日ですが,最近とくに初年 

兵から大尉まで約6年間御奉公した軍隊時代の貴重な体 

験が思いだされてなりません。当時はあるときは生死の 

境を彷徨い，あるときは奇跡をうみ延命につながりまし 

たが，命令指揮系統の一体化,理路整然とした積瓶的行 

動力，末端に至るまでの愛国心の昂揚など弛まぬ姿勢は 

今までも忘れません。 

これは上司の徹底した教育指導によりますが,元は教 

育勅語,軍人勅論（五箇条）,作戦要務令に基く実践であ 

ります。今日軍隊は放棄したものの総ての面に活用すべ 

き条項が満載されています。これは未来永割．反故になら 

ない名文であると信じます。また，たまたま上司の訓示 

のなかに「戦機は匂いなり，勝機は一瞬にして去る。皆 

心せよ」との言葉がありました。すなわちいかなる場合 

でも対処できる戦術を保持し行動力のSpeed up をはか 

り敵に先制攻撃を加えよとの端的かつ総てを決する名言 

であり未だに私の脳裡から離れません。戦中と戦後の様 

相は時代の流れに従い変ってきましたが昨今の政治外交 

産業振興にも参考にしたいことが，多々あると思います。 

具体的には字数の関係上申し上げられず残念ですが， 

各位のこ判断にお任かせし多少でも得るところあればと 

思い出すままに述ぺた次第です。最後にエ業会のますま 

すの発展を祈念致します。 
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ロ ト時 
日本シーリング工業会常任相談役 

青木 済 

最近は時間を差し繰って足の鍛練を兼ねていろいろの 

物を見て歩くよう努めております。 

そのなかで今年特に印象が強かったのは,数力月前， 

晴海で催されたロ産業用ロボット展の見学でした。 

ロボットについては少年のころ『人造人間．人間タン 

ク』など未来小説や映画などで夢中になった記憶があり 

ます。 

ところで会場で動き廻っていた産業用ロボットは，こ 

のイメージとは異なり，全く月を見張る進歩成長振りで 

した。長い器用な腕が自由自在に動き，電気熔接，塗装 

精密機部品の加エ，組立など数工程の単純繰り返し作業 

ながら,全く着実，正確に1級の熟練工並に，しかも長 

時間休みなしに,労働過重，賃金の不平を言わず, まこ 

とに誠実優秀な技能エで人間の5倍位の能率を掲げると 

いうこれらのロポットは進歩したマイコンで遠隔燥作さ 

れるので，深夜無人のエ場で黙々と真面目に働いてくれ 

ます。真に頼りになる “助っ人”です。 

近年生産性の高い日本産業が注目され，世界各国から 

続A?と視察団がやってきています。今口世界各国で稼働 

している産業用ロボットは10数万台と推定され，わが国 

ではその70％以上が生産されておるとのこと。したがっ 

て会場も国際色豊かに大混雑を極め，黒山の大盛況でし 

た。 5日間の会期に33万人の入場者があった由。 

ロボットエ学技術は今後共どんどん進歩し,将来は人 

間の五官機能を備えた知能ロポット時代を現出，新たな 

産業革命」否，雇用問題をはらんだ一大社会革命が到来 

すると思われます。 

すでにコンピューター技術は，宇宙，兵器，医療,平 

和産業, ビジネス などあらゆる分野にパイを拡げつ 

つあります。当然産業用ロボットも改良され，定置式か 

ら移動式のものまで駆使できる上うになれば，あのいた 

ましい北炭の大惨事なども小事故に止められよう, また 

われわれの関係する高層ビルのシーリングエ事の施エ, 

点検，補修をロボットに代行させる日が来るのも夢では 

ないと，想像すると楽しくなります。 

い写悪の整理 
日本シーリング工業会名誉顧問工学博士 

、 

最近右眼の故障でピントが合いにくくて困る。ゴルフ 

でアプローナに距離が読めないばかりかグリーンの傾斜 

が逆に見えることがある。そんなことで読み書きが憶劫 

で・前庭の晴耕ができない時は自分の旧い写真や文献類 

の整理をやりだした。ところがこの整理仲々進まない。 

温故陶酔の老人症のセイらしい。 

先日も学生時代ポート選手のころのものが出て米た。 

日木漕艇協会第1回のレースに出場し両国橋下をスター 

トして間もなく鮮やかに敵を抜いたものを見た時大声で’ 

台所で仕事中の家内を呼んだ。若いコックスンになった 

気になって色の腿せかけた何枚かの写真を見せて，茅誠 

司さんは1級上だが一緒に合宿したなどと話しているう 

ちに整理は半端になった。家内は別段感動する風もなく 

いつの間にか台所へ去っていた。 

古い写真や文献をたずね（温）て一番感激したり興奮 

できるのはそのiL巾にあった自分であって他人には判ら 

ない楽しい特権であろう。しかしこの特権は態度によっ 

て一人よがりとなり他入に迷惑をかけたり鼻持ちならん 

ことが少なくない。猿まねで空虚な論文・報告や誇大広 

告・過剰官伝で思うことが少なくない。心レたいことて； 

ある。 (S. 56.11) 

ノ 、ート」ウエアシ3ウとホームセンター 

日本シーリングエ業会名誉顧間工学博士 

西 忠雄 
 ノ 

身辺雑事に追われるなかに機会を得て海外には出かけ 

ることにしている。今夏ち上っと異色のツアーを試みた 

のでふれてみよう。 8月17日に発って12日間の旅であっ 

た。総勢20名の一行は在日アメリカ大使館に集合出発と 

いうことで肝入りの大使館商務部は「ホームセンター」 

を主題とし，シカゴで開催の「ハードウェアーショウ」 

の参観とセミナーに始まりニューョーク，パッファロー 

カナダのトロント，一転して，ダラスI ロスへ南下する 

というものである。第1はハードウェアショウである 

が，これはミシガン湖畔のマコrーミックプレ・ースの広大 

な鉄骨建家に溢れるばかりの展示ショウで，第36回目， 

正に戦後直ちに始った一大ショウで建築自身並びに周辺 

のハードウェア全般に亘るもので次の部門から成って、、 
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る。(1）手工具，動力工具，家庭用具,電気用品製品, 自 

動車用工具，装置，省ユネ製品,安全保安製品およびそ 

の関連製品を含むあらゆる種類の全物製品，(2）動力トラ 

クタ，芝刈機，農，庭園用具，ホース，撤水器,肥料， 

化成品，種子苗木，バーペキュー用品，芝生，野外用家 

具，その他用品。 (3〕ペイント， ブラッシ， パネル， 配 

管，照明，垣根，棚,絶縁材，台所，浴室用品そのほか 

われわれの概念より遙かに広大で実に2600社から25万点 

以上の製品を展示，かつそれは見せるだけのものではな 

く活発に商談されるものである。一晩セミナーと称する 

会合があり，アメリカ側7 , 8人，当方日本側は他2グ 

ループ合せて30人余のものとなり意見の交換を行った。 

やがてこれらの品は夫々全米のホームセンタ・ーに陳列さ 

れ極めて上昇率の高い活発な流通商品となるのであり， 

われわれはこのホームセンタ・ーに直結するメーカーの代 

表的なもの数社を親しく見学し建築材料特に仕上げ材料 

についてーつの巨大なマ,ーケットが今アメリカに拡張し 

つつあることをマザマザとみた。初めての経験ながら何 

か大きな刺激をうけると共に将来につき考えさせられる 

ものが大きかった。 

28年ぶリの対面 
日本シーリング工業会顧間東京工業大学教授 

小池辿夫 

昨年の夏ある雑誌に， レイモンド・ロウィ著「口紅か 

ら機関車へ」に触発されて，進学志望を精密工学科から 

建築学科へ変更したことを書いた 誤ってエドモンド 

と書いたのは4半世紀以上前の記憶違いだったが。 

昨秋，例年のように1泊2日の人間ドックに入った。 

初日の検査がすべて終りあとは寝るだけとなった夜，街 

へ散策に出かけた。本屋の立読みで時間をつぶしていた 

カち どうしても買いたい本が見つからず帰ろうとした矢 

先，ふと目についたのが例の「口紅から 」であった。 

28年ぶりに鹿島出版会から復刊されたと、、う。早速購入 

したことは言うにはおよばない。 

それからの半月ほどは，通勤車中のほどよい読物とし 

て時間を忘れさせてくれた。しかし，28年前教養学部の 

学生であった小生が, この本のどこに触発されたのかI 

さっばり判らない。錯覚だったのだろうか。立読みのこ 

とだから，それほどの頁を読み進んだ筈がない。してみ 

ると，自分自身の決断のバランスが，ぎりぎりの限界に 

達していたのであろう。 「口紅から 」に刺激された 

気まぐれの脳細胞のーつが, 50対50のパランスを崩す重 

大な過失をおかしたのかもしれない。 

あるいは，まえがきの冒頭の一節,“自分ながら一番 

適していると思ったことどもをやってきたのは，世にも 

幸運なことだった。私にとって仕事は大変楽しいし,お 

まけに大した苦労もかからない”，触発の張本人はこれ 

だったかも知れない。 

あれから28年間の生活をかえりみるとき，重大な過失 

をおかしたあの気まぐれな脳細胞のーつに，深甚なる感 

謝の意を表さねばならないだろう。 

今口も元気澱刺，充実清朗。苦労からほど遠い生活を 

送っている。 

手づくlJの芝居 
日本シーリングエ業会顧間干葉大学助教授 

加藤正守 

新宿の私の家の近くに芥川比呂志が主宰しているステ 

ージ円の実験的小劇場がある。劇場といっても平家の町 

工場を改修した質素なもので,芝居小屋といった方が適 

当かも知れない。過日，ここでラシーヌ作，渡辺守章 

訳，演出0）ノくジャゼ・一後宮悲劇を観る機会があった。 ト 

ル七1帝国の盛衰と革命計画を背景に,男子禁制の後宮を 

舞台として，皇帝の弟パジャゼとアタリード姫の秘かな 

恋，そして権力を笠に結婚かさもなくば死を迫る皇帝の 

寵姫ロクサーヌの3人の，命を賭けた悲劇であるが，そ 

の凄じいまでの舞台に圧倒されてしまった。演技の巧拙 

は別として，また新劇的かたさや理窟ぼさがないわけで 

はないが,犇々として妥協を許さないきびしさが伝わっ 

てくる。スターシステムを否定するものではないが，大 

劇場とは違った何か魅力的な舞台にひかれてしまった。 

芝居のおもしろさは，プロデューサー，脚本，演出によっ 

て決まるといわれているが，小劇場の演出家と俳優によ 

ってつくられた手づくりの舞台に感動したのだ。渋谷ジ 

ャンジャンで演ぜられている中村伸郎の「授業」は7年 

間もつづけられ，今なお人気が高いという。演技力もさ 

ることながら，手づくりの熟成された舞台のおもしろさ 

にひかれているのではないだろうか，スターによる大劇 

場の豪華な舞台も楽しいが，小劇場のこのような手づく 

りの舞台もまた楽しいものである。 
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〇建築工事施工監理指針改訂原案作成, 12月15日建設省に提出。 

〇日本カーテンウォールエ業会立案の「メタルカーテンウォール分解部接合目地 

シーリング材の耐久計画」に対する意見書を同工業会に提出。 

〇建設省の推せんにより,助口本建築防災会の「建築物とその周辺の防災対策調 

査委員会」に技術委員を派遣。 

〇新年会（1刀9日於西熱海ホテル） 

講演会,講師・小池迪夫先生（東工大） 

〇機関誌シーリング18号発行。 

〇側）中央職業能力開発協会の要請により，技能エの委員会に技術委員を派遣。 

〇第4回シーリング管理士および第2回シーリング技術管理士養成講習会同試験 

の実施く2月7日～10日）於新大阪チサンホテル 

・シーリング管理士＝受講者74名，受験者74名合格者23名。 

・シーリング技術管理士＝受講者47名,受験者47名,合格者20名。 

0JIS A 5758 への対応状況調査を実施。 

0J1S A 5758 への対応調査表を建設省に提出（4 月15日）。 

〇建築ガスケット協会からの依頼による「緩衝材とシーリング材の取合部の試験」 

に協力開始。 

〇第2回シーリング管理士再講習く東京地区，4月26日於工業会）受講者S名。 

〇シーリングニュース13号発行。 

〇第2回シーリング管理士再講習（大阪地区， 5月10日於新大阪チサンホテル） 

受講者8名。 

〇建築学会JASS8の第5小委員会が編成され，エ業会から3名の委員が参加。 

〇第16回通常総会（5月20日於東郷記念館） 

0ALCの技術委員会に技術委員を派遣。 

〇座談会t’ポートピア’81のシーリング材”開催（6月19日於新大阪チサンホテル） 

QJIS A 5758 への対応状況調査実施。 

〇北海道建築設計監理協会主催の「寒冷地におけるシーリング羽料と施工研修会」 

に講師派遣その他で協力（7月22日於北海道厚生年金会館）。 

〇シーリングニュース14号発行。 

0J1S A 5758 への対応状況を建設省に報告。 

01983年3月の接着剤・シーラント国際会議へ参加の方針決まる。 

〇建築学会の要請によるJASSに対する問題点の摘出と意見の作成。 

〇東京都財務局に対する説明会（10月12日）。 

〇建設省建築工事施工監理指針の第1次原案に対する意見書提出（10月15日）。 

〇住宅公団に対する説明会く10月15日於住宅公団％ 

〇緩衝材とシーリング材取合部のテスト結果を建築ガスケット協会に提出。 

〇シーリング管理士試験問題集発行。 

0 座談会奄動暴露試験について， (10月26日於鉄道会館ルビーホール 

O シーリングニュース15号発行。 

〇「積算の仕方」発行。 

〇支部との懇談会（11月5 日於札幌，11月6日於仙台・福岡，11月7 日於名古屋 

11月8日於大阪％ 

. 

〇東シ協「シ”ーリン 

グ防水工事の施工 

指針」を発刊 

〇昭和55年度後期シ 

ーリング防水技能 

検定試験 

〇シーリソグ防水技 

能士合格発表（3 

刀） 

〇カネカMSポリマ 

ーが高分子学会賞 

受賞（5月） 

〇昭和56年度前期シ 

ーリング防水技能 

検定試験（8月） 

〇第4回DIY ショ 

ー開催（9月） 

〇昭和56年度前期シ 

ーリング検定試験 

合格発表（10月） 
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 建築用シーリング材・防水材・関連製品の御用命は当会メンバ に 

東日本シーリング工事業協同組合協力店会 

小 野 田 建 材 欄 〒104 東京都中央区銀座3 -2 -19（建築会館） 

化研マテリアル脚 〒105 東京都港区西新橋3 -6 -5 （入江ビル2 F) 

〒104 東京都中央区新川1 -25-il 

〒177 東京都練馬区上石神井1 - 432 1 56 

〒1望一02 東京都稲城市東長沼641 

〒103 東京都中央区日本橋蛎殻町1 -32- 9 

〒116 東京都荒川区西日暮里5-7-6（ハイツ西日暮里） 

フ ョ 脚 〒130 東京都墨田区業平4 -4 -11 

藤 本 化 成 閥 Ti 50 東京都渋谷区渋谷3 -27-12（並木ビル） 

欄武蔵ェービーシー建商 〒176 東京都練馬区豊玉南3 -11-2 

山 田 塗 料 閥 〒330 埼玉県大宮市東大宮4 -48-9 

ョコハ景背最警（株） 〒105 東京都港区海岸1 -9 -15（竹芝ビル） 

△ 
武 

TEL 03(567) 8571 

TEL 03(432)7654 

TEL 03(552)2031 

TEL 03(928)5811 

TEL 0423(78)3535 
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57舞を展望する 
関連業界動向を中心として 

広報委員会 

，シーリング材需要動向 

建築産業全体としては,咋年に弓は統き相変らず好材 

料の少なかった56年であったが,その中でもシーりング 

材の販売量は依然伸びつづけている。しかし，その伸び率 

はやや下りぎみで楽観は許されない状勢になっている。 

シーリング材全体の販売量は49年以降毎年10％以上の 

伸びを示していたが，56年は前年比9.3％増の45830 トンと 

なった。その中でも中心的分野である建築用シーリング 

材は50年以降毎年数％から20％台の伸び率を見せている 

ものの，伸び率は54年の前年上ヒ15.1%, 55年同12. 8影増 

と比べ，56年は同8.8％増の34865 トンとなった。（表一1 ) 

建築産業の低迷にもかかわらず,シーりング材販売量 

の伸びが示されたが，これは建築産業を中心とした各産 

業界でのシーリソグ材に対する認識の高まりによる需要 

の増大が主な要因となっている。中でも建築関係ではプ 

レハプ化構法による単位当り使用量の増加，許容伸縮率 

を考慮した目地設計の適正化による月地幅， 目地の増 

力5,さらにシーリング材の普及により建築他業種く板金， 

大エ，左官など）での使用量増加も見のがせない。また， 

土木用途および自動車関係，DIY関連などでの需要も 

年々増え続けている。さらに，メンテナソス工事用途も 

増大しており，油性系を除けば57年も伸び傾向を示すも 

のと思われる。しかし」ユ・ーザーの評価の変化および価 

格面から基材別の伸び率格差はさらに拡大されるものと 

思われる。 

量的には56年もどうにか順調な足どりをたどっている 

シーリング材ではあるが，拡販のための過当競争激化に 

よる受注価格の低水準化や施工業者の体質の弱さなどは 

変っておらず,業界が改善しなければならない問題も多 

い。しかし材料，技術面では前年に弓は統き57年も明る 

い見通しである。林料面では54年に制定された新j Is 

対応品が数多く市場に出回り」品質向E,強化が見込まれ 

る。さらに数年前から注目を集めている動暴露試験につ 

いては，エ業会仕様の第1号機が技術委員会によって完 

成するなど，シーリング材の耐久性性能評価という点で 

も大きく前進することが期待される。またJASS （日 

木建築学会工事標準仕様書）の改定が56年2月には発表 

され,業界への浸透が期待されている。さらに施工技術 

向上という面では53年度から始まったシーリソグエ事の 

技能検定試験では1, 200名を越えるシーリング防水施工 

技能士およびシーリング管理士140名，シーリング技術 

管理十50名がすでに誕生し, 57年の試験でも多くの技能 

士などが誕生するものと思われる。 

このように，材料，技術両面での充実化が見込まれる 

ことは57年のシーリング業界にとって明るい材料であ 

る。ここ数年順調に伸びてきた販売量の増加傾向は，56 

年がそうであったように，今後建築着エからみれば低迷 

が予測される。しかし，建築産業の不況の中でもメンテ 

ナンス物件の増大,土木，DIYその他用途の拡大など 

新需要の増大によって，57年も多少の増加傾向にあると 

予想される。 

シーリング材全般の伸びの中でも基材別には多少様相 

が異なり，ユーザーの性能要求の変化，新基材，新製品 

の登場によってさまざまな動きがみられる。 

基本的な動きとしては，油性系の減少と弾性系シーリ 

ング材の増加である。油性系の減少は年々大きくなり， 

建築用シーリソグ材の中でのシュアはかつての過半数を 

大さく割り, 56年ではついに13. 5彩となった。（前年は 

15.796)。逆に最も伸び率の高かったのは変成シリコー 

ン系で前年比87.3％増となったが，これは量的にはまだ 

少ない。変成シリコーン系を除くと最も大きい伸び率は 

シリコーソ系で前年比21.1％増となっている。 
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続いてポリウレタン系 （同12. 6％増）, ポリサルファ 

イド系（同11. 0彩増） となって、、る。 

シリコーン系は53年74％増, 54年に37彩増と急増した 

のに続いて, 55年の伸び率は12.5％とやや下降したもの 

の56年は21. 1％増の5450ト5-と大幅に増加した。比較的新 

しい2成分形が，シリコーンの中でも25%近いシェアを 

表―1 シーリング材の年別販売推定量（単位トン） 

もつ1350トンであり，前年比12. 5％増となっている。 2成 

分形は3 ,..,4 年前から超高層のメタルカーテソウォーノレ 

など大型物件での採用が急増しており,明るい材料が目 

立っている。しかし，石目地などにおける被着体の汚染 

問題など解決を迫られている問題は依然として残ってお 

り,今後の課題である。さらに1成分形のルート販売の 

伸びは相変らず続いており，このルートでの用途の汎用 
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（注）日本シーリング工業会の推定による。 

化とガラス関係における安定した需要 

など，シリコーン系にとっては好材料 

が多い。 

ポリサルファイド系は56年が8715 

、の前年比11,0％増で前年の伸び率 

(18.0石）は下回ったものの，弾性シ 

ーリング材の」Ilでもっとも古い歴史と 

実績を持っていることは利点のーつで 

あり，全建築用シーリング材中のシェ 

アも25,0％ともっとも高い。最近は大 

型物件こそ少なくなったものの，その 

長い歴史によって用途の底辺が広が 

り，ますます汎用化の道をたどってお 

り，かつての油性に代って建築用シー 

リング材の中心的地位を占めている。 

また56年には，わが国で初めてのは成 

分形が上市され，今後の動向が注目さ 

れている。 

ポリウレタン系は53年の40.4%, 54 

年の49. 9％という驚異的な伸びこそな 

くなったものの，56年も前年比12.6% 

増の」7600トンでさらに増加している。 

シリコーン系と同様に上市されてから 

日の浅い1成分形は一戸建プレハプ住 

宅や小規模物件など，あるいは建材金 

物関係ルートが相変らず好調であり， 

この分野はさらに増加が見込まれる。 

2成分形は従来の油性系用途に代る弾 

性シーリング材としての需要が年々増 

加しており，特にPC板目地において 

はほぼ用途が確立されたといってもよ 
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アクリル系は56年度は9.0％増の4740トンとなった。主 

要用途であるALC板の出荷量が56年はついに落ち込ん 

だにもかかわらず，室内関係の小物用途などの増加が著 

しい。さらに，近年では低価格である利点を生かして建 

材関係の一般用途にも一部使用されており,量的な面で 

はほぼ順調に推移すると思われる。とはいうもののIA 

LC 板出荷量がついにマィナスとなったことは,アクリ 

ル系にとって57年の動向が厳しいものになっていると、、 

えよう。 

ブチル系は新築シーリソグエ事において多量に使われ 

ることはないが，広範囲な用途で使用されている。しか 

し販売量は建築用では15％減となっている。現在では主 

用途は板金関係を中心とした金物ルートとなっている。 

SBR 系も56年は横バイの400 与で少量ながら地味な 

用途での安定需要となっている。 

油性系は年々販売量が減少し, 56年も前年比6.2彩減 

の4720、となり,建築用シーリング材中のシェアも13. 5 

彩と大きく落ち込んだ。長い実績と低価格であるという 

利点があるものの，シーリソグ材に対するユーザーの要 

求性能の高度化によって大規模物件で使用されることは 

少なくなっており，今後も需要が回復することは期待し 

にくい。 

4年前に上市された変成シリコーソ系は，従来の弾性 

シーリング材にとって代るべく積極的な市場拡大をはか 

っている。実績が重視される建築業界では急増は難し、、 

ものの，56年の伸び率は87.3％増で，量的には1030トン 

と,着実な伸びを示している。建築用シーリング材中の 

シェアも56年は3％とわずかであるが，ユーザーのこの 

材料に対する期待度は大きく，57年も最も注月される材 

料のーつであることはまちがいない。 

乙建築業界の動向 

2-i 建設投資の動 き 

建設産業の不況感はぬぐえない現状にあるが，政府の 

（対前年度上ヒ11.8％増）とわずかながら回復傾向が見ら 

れた。 しかし55年度の建設投資は名目で49兆7000憶円 

（前年度比4. 1彩増）にとどまった。これは前年度の当 

初見通し（52兆5200億円）に比べ2兆8200億円の減額修 

正となるが，住宅を中心とした民間投資の停滞が大き、、 

のが滅少の主要因となっている。このうち政府建設投資 

は名目で19兆7300億円（前年度比6. 1％増），実績で[3兆 

5300億円（同4.0％減）であり，民間建設投資は名目で 

前年度上1i2.9％増の29兆9700億円,実績で4.9%減と，政 

府投資に比ぺ大きな減少幅を示した。 

56年度は民間投資の回復が見込まれることなどから， 

名目では52兆4500億円（前年度比5.5％増）となる見通 

レである。また実質では35兆2400億円となり,昨年度よ 

り1.8％増加した。しかし，住宅建設は大きな落ち込み 

を見せ，当初見通し（120万戸）を下回り, 110万戸程度 

にとどまるものと見られている。 

57年度も政府の行政改革の影響などもあり，厳しい経 

済状勢のなかで特筆すべき好材料は見当らず，公共，民 

間ともに低迷状態が続くものと見られている。 

表―2 昭和56年度建設投資見通し 

（単泣 円、％、 

二ぐこ 
士 生 資 ‘領 Sり 加 水 

54 年 度 

（実績見j8,み） 
15 年 度 

（見込み） 

56 年 度 
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（注）L 実質値は昭和00午度価格である． 

2. 05, 56'F度の数値については四捨五入ニよリ百雌円単泣の伉としているため， 

内訳の合計力朝－の項目と必ずし‘ー致Lない． また．増加率も慎円単位の計吐 

で算‘IIした‘Pで．表申の計敵で算山Lたしのと必ずLレ・致しない。 

2'-2 建 築 着 エ の 動 向 

建築用シーリング材の需要動向にもっとも大きな影響 

公共投資拡大策などにより，昭和54年度は47兆7298億円 を持つのは，わが国建築産業の推移であり,その数字的 
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な表われである建築着工面積の動向であろう。昭和48年 

までの高度成長にのった篤異的な伸びが第1次石油ショ 

ックによる景気の冷えこみで大幅に落ち込み，49年の建 

築着工床面積は29％の減少となった。51年からようやく 

回復傾向をみせ，54年は久しぶりに前年上h5.7%増の2 

億4530万ゴとなったものの，55年はふたたび景気にかげ 

りが見え始め，9,6％の減少となった。56年に入っても 

第1四半期が前年同期比14. 3多減，第2四半期は建築基 

準法改正に伴う 「かけこみ着エ」などもあって同1.4% 

増となったが，第3四半期は再び13.7％と大幅な減少を 

見せ，57年も楽観は許されない厳しい状況となって、、 

る。（図一1 ，表一3 ) 

さらにこのうちシーーリング材と関連が深い不燃建築物 

だけを見ると, 49年に前年比37. 8多と激減し，その後51 

年から徐々に回復し，54年は全建築着工を上まわる回復 

率を示したが，砺年は前年比6.4多減の1億3141万III,と 

51年以来の減少となった。また56年に入ってからも第1 

四半期が前年同期比11.2彩減，第2四半期が同12.7%と 

増加したものの,第3四半期は同17. 1%減となり，平均 

すると減少傾向にあり，全建築着工同様厳しい状勢と言 

える。 

住宅建設は48年の190万戸以後毎年150万戸前後で動、、 

て、、たが，54年は149万3023戸, 55年が126万8628戸とこ 

こ2'-3年大幅に減少している。現時点までの状勢では 

この流れは当分続くものと思われ，56年は110万戸程度 

にとどまると予想される。これは景気の冷えこみから個 

人住宅の大きな落ち込みが影響していると思われる。 

しかし一戸当り住宅規模は, 55年は過去最高の94. 3m' 

く前年度比2. 1彩）増となり, この面では56年も増加す 

る傾向にあると、、える。 

なお,政府では第4期住宅建設5カ年計画の初年度と 

して56年の住宅対策事業費は5兆587億円（前年度上hi. 0 

％増）を計上しており,これによって良好な水準の住宅 

建設の推進を図ることとしている。 

56年から60年までの第4期住宅建設5カ年計画は，第 

3期計画において定められた60年の居住水準目標を弓は 

継ぐとともに国民の要望の高まっている住環境面につ、、 

て新たに住環境水準を設定し,これを指針としてその改 

善に努めることとしている。また,この計画での総住宅 

建設については770万戸を見込んでいる。 

住宅都市整備公団での住宅建設戸数は56年度が前年比 

2000戸減の3万8000戸であり，57年もほぼ同数となる見 

込みとなっている。ただし居住環境向上という居住者の 

要望に応えて賃貸住宅で大型3D K 化，分譲で3 LDK 

化が弓は継き進められている。 

また建設省で進められている住宅性能表示制度，住宅 

保険制度創設の作業も注目されており,当然防水機能の 

中でシーリソグ材の重要性は高まるものと思われる。 

建築動向全体の中で着工数量は落ちこんでいるものの 

単位当りシーリング材使用量の増加とメンテナンス需要 

の増加がみられることは，建築用シーリング材にとって 

は唯一明るい材料であるといえよう。 

表-3 建築着工統計（建築統計月報より） ※次頁に続く （単位千m') 
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2-3 プ レ ハ ブ住宅建築 

51年度以前には，不況の影響で落ち込みをみせていた 

プレハブ建設（完工）も，52年度には，政府の景気刺激 

対策の効果により前年比3.8％の増加を示していた。し 
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図―1 建築着工面積（総床面積） 

（図-1~4 とも建築統計年報,月報より。56年‘よ一部推定） 
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図―3 木造建築着工統計 

(56年は9月までが実績,以後白い部分は推定） 

かし，53年，54年度ではその増加率は」きわめて微増に 

とどまり，55年度に至っては前年上ヒ5.7％減と，再び減 

少傾向を見せている。これに対して，全着工新設住宅に 

占める割合（プレハプ化率）は55年度で11.9彩となって 

おり, 1,2％と若干の増加があった。 
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これらのことや」新設住宅着エの落ち込みから考えれ 

ば56年,57年度も厳しさがさらに続くものと思われる。 

まず, 55年度におけるプレハブ住宅建設動向を規模別 

に見ると，一戸建が前年比5％増であったのに対し，低 

層連続（アパートなど）が18.4%減，中高層では同18. 5彩 

のマイナスとなっている。公共建築は，中高層住宅の大 

部分を占めるものであるが,近年は低迷を見せており， 

また，民間需要も冷え込みが続いていることがプレハプ 

表－4 プレハブ住宅販売戸数（プレハブ建築脇会肩べ） 

単位：戸 

51年度 52年度 53年度 54年度 55年度 

囚プレハブ住宅 
販売戸数（完工） 152, 324 158,133 159, 430 160,497 

伸び率（%) 3.8 08 07 △ 57 

⑧全着工新設 
住宅数（暦年） 

1

,

5

2

3

,

8

4

4

 

1,508,268 1,549,362 1 ,4
9

3

,

0

2

3

 

1,268,628 

囚／⑧ 10.0% 10.5% 10 .3% 10.7% 11.9% 

圏プレハブ住宅 
生産能力数 

352, 932 
(242) 欝

 

274,723 
(209) 

「
囲
 

278,713 
(189) 

囚／C 43.2% 50 .3% 58.0% 63.2% 54.3% 

山k.り亡讐撃麟艦難錯甥器麗器輪爵弱(p：駐鷺投群 
2桂孟繍舶計，爵毎U工嶋数である． 

表一5 

住宅にも大きく響いているといえよう。一戸建住宅の中 

で変化の激しいコンクリート系は，53年度に前年比32.4 

％増と好調であったが，54年度は逆に5. 5％の減少, 55 

年度になって再び6.3％増とわずかに回復を示している。 

これを構造別に見るとI 木質系が一戸建7. 9％増，低層 

連続37.6形減となっており,低層連続の落ち込みがきわ 

めて目立つ。鉄鋼系は一戸建で3. 7％増，低層連続で14.2 

％減，中高層は9.6％減となっており，やはり低層連続に 

かなりの落ち込みが見られる。また，コンクリート住宅 

は一戸建が6.3％増であるのに対して，低層連続が19.5% 

減，中高層分野でも18.7影減と落ち込みを示している。 

以上のようにプレハブ住宅建設戸数は，ここ数年の頭 

打ちから減少傾向を見せており，新年度も大きな期待が 

かけられない。ただし，一戸当り床而積の拡大や住宅耐 

久性能の向上といった要求は消費者の間で相変らず続、、 

ており, シーリソグ材の占める重要性は，ますます高く 

なっていくものと思われる。 

プレハプ住宅に使用されるシーリング材は，コンクリ 

ート関係では圧倒的にポリウレタン系2成分形が多い。 

プレハブ住宅階層別，構造別販売戸数（完エ）（プレハブ建築協会調べ） 

単位：戸 

に1白＝由＝ 
"'’「‘‘又 

にり‘FI右＝ 
J いf ノ－又 

にっ‘F 由＝ 
UJ ＋皿 

に‘'Fr ' 
J 生十J又 

じ仁‘F 由＝ 
JJ +’× 

対前年度比 対前年度比 対前年度比 対前年度比 対前年度比 

一
戸
建
住
宅
 

木 質 系 21, 879 85.0% 23,256 106. 3' 22, 975 98. 8% 23, 422 101. 9' 25, 284 107.9% 

鉄 鋼 系 56, 202 91. 1 52, 975 94. 3 55, 234 104. 3 58, 061 105. 1 60, 217 103.7 

コンクリ一ト系 4, 730 132. 5 4, 645 98. 2 6, 148 132. 4 5, 808 94. 5 6, 176 106. 3 

小 計 82, 811 91. 0 80, 876 97. 7 84, 357 104. 3 87, 291 103. 5 91, 677 105. 0 

共
 

同
 

建
 

住
 

宅
 

低

層

連

続

 

木 質 系 6, 712 263. 5 7, 325 109. 1 6, 833 93. 3 5,968 8?. 3 3,623 62. 4 

鉄 鋼 系 26, 745 183.? 25, 989 9?. 2 29, 089 111. 9 31,749 109. 1 27,228 85. 8 
ン
 

ク
 

J

 
コ

ト

 

」

系

 

4,533 76. 4 5,891 130. 0 7, 799 132. 4 6, 838 87.? 5,502 80. 5 

小 計 37, 990 164. 9 39, 205 103. 2 43,721 111. 5 44, 555 101. 9 36, 353 81. 6 

中
 

高
 

層
 

鉄 鋼 系 282 309. 9 428 151.8 808 188. 8 783 96. 9 708 90. 4 

PC 工法 27, 218 68. 6 26, 276 96. 5 22, 579 85. 9 21, 594 95.6 16,671 77. 2 

PS 工法 388 147. 0 532 13?. 1 442 83. 1 534 120.8 572 107. 1 

HPC 工法 3, 52? 35.4 10, 792 306. 0 7, 174 66. 5 5,740 80. 0 5,020 8?. 5 

RPC 工法 108 291. 9 24 22.2 349 1,454.2 384 

小 計 31, 523 63. 0 38, 052 120,7 31,352 82. 4 28, 651 91.4 23, 355 81. 5 

共 同 建 計 69, 513 95. 2 77,25? 111. 1 75,073 97. 2 73, 206 9?. 5 59,708 81. 6 

合 計 152, 324 92. 9 158, 133 103.8 159, 430 100. 8 160, 497 100. 7 151, 385 94. 3 
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また木質，鉄鋼系の一戸建では，ポリウレタン系1成分 

形の使用が多くなっている。もちろん,それ以外の材料と 

してシりコーソ，ポリサルファイ ドなども多量に使用さ 

れているが，適羽適所という使われ方が浸透してきて、、 

る。大むね，中高層の大規模建築では2成分形，一戸建 

では1成分形という使い分けになってきているようであ 

る。施工体系も，エ場施ェから現場施エまでさまざまで 

あり,現場施エの中でもシーリソグ施工業者による施工 

だけでなく,プレハブ建築のエ務店による施工まで多種 

多様である。 

また,プレハブ住宅のシーリソグ材需要にとって見の 

がせないのは，最近になって活発化してきたコンクりー 

ト系のメンテナンス需要である。プレハプ建築の好況期 

であった昭和40年代中ころの建物に施エされたシーリソ 

グ材く主として油性ンの寿命が限界にきており・これら 

の建物に対するメンテナソスの必要にせまられている。 

住宅公団や東京都など地方自治体では2 -3 年前からこ 

うした建物のメンテナンスを具体的に検討し・改修仕様 

を作成しており,すでに一部では工事が始まっている。 

しかし，こうしたメンテナンスエ事が本格化するのはま 

だこれからであり,その点,今後のシーリング材需要に 

とっては，大きな期待が持てよう。 

/ 

阜建築関連業界の動向 

3-1 メタルカーテンウオー)レ 

過去10数年間順調な伸びを示してきたカ・ーテンウオーー 

ル需要だが，ここ2 -3年は足ぶみ状態にある。これは 

発注の大部分を占め，カーテンウォールの伸張を支えて 

きた民間需要が頭打ちになってきていることが大きな要 

因となっている。 

メタルカーテンウォールの需要も, 日本カーテンウォ 

ールエ業会の統計によると，昭不FJ54年度をビ・ークに伸び 

悩み傾向が続いている。54年度にはエ事受注総額で204 

億円と，前年度に比べて好調な伸びを見せたメタルカー 

テンウォールだが, 55度は196億円とダウソしている。 

同工業会では, 56年度も最終的には213-215憶円あたり 

に留まるものと見込んでおり, 自然増あるいは物価L昇 

比率を考え合わせると,実質的には横ばい，あるいはや 

や減少気味にあるという見方もできるb 

メタルカーテンウォ・ールは,コンクリートカーテンウ 

ォールに比ぺると，約50％のコスト高になることもあっ 

て，高層建物では安定したシェアを示しているものの・ 

中層以下のビルとなると，コンクリートカーテソウォー 

ル需要が正倒的に多い。これはやはりコストの問題が大 

きく‘ メタルカーテンウォール業界でも最大の課題とし 

て低コスト化に取り組んでいる。 

メタルカーテソウォールにおけるシ・ーリング材需要は 

畏らくポリサルフ7イド系が主流を占めてきた。だが， 

ここ2 , 3年, 2成分形シリコーン系，変成シリコーーン 

系2成分形が急速に伸びてきており,今やポリサルファ 

イド系を迫い抜いたと言われている。高層や大型のメタ 

ルカ・ーテンウォールにおいては，完全にシリコーソ系ま 

た変成シリコーン系シーリング材の時代に入ったと言え 

よう。 

しかし，カーテンウォール業界ではシーリング防水に 

対する不安も残っている。もちろん耐久性の向上という 

長年の懸案事項もあるが，パネル間のシールの耐久性に 

ついては，排水機構や2次シールなどを行うことによっ 

て充分に性能を維持できることが実証されている。さら 

にシーリング業界に対して材質の改良，施工技術の向 

上,定期的なメンテナンス施ェによる保障などを求める 

声が出ている。 

このようなシーリング防水の信頼性低下からシーリン 

グ材に頼り切るのではなく，ある程度は雨仕舞によって 

漏水を防こうという動きに繋がってきたと思われる。こ 

ういった動きが,等気圧理論を応用したパランスド‘プ 

レッシャー・ジョイント工法（オープン・ジョイント工 

法）の急速な普汲に拍車をかけている。実績面,エ法上 

ではまだまだ不安を残している同工決だが，先発の日本 

軽金属の 「T AW エ法」 を始め，住友ウォールシステ 

ム，不ニサッシ，日繊カ・ーテンオールなどが鎬を削って 

開発競争を進めている。従来工法に比・ベ・ると多少割高と 

なる同工法だが，業界では定期的なメンテナンスが必要 

とされる従来工法よりランニングコストという面で考え 
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ると有利になるとしている。 

大型物件の6割に同工法を採用しているという日本軽 

金属では, コスト高を解消する「TA W - E エ法」を開 

発, 中層建築以下にもオープン・ジョイントエ法浸透を 

図っている。また日餓カーテンオールも，まだ実験段階 

ではあるが，まったくウエットシールを用いないオーブ 

ン・ジョイント工法を完成しているという。このよう~こ 

「オープン・ジョイント工法には今のところ致命的な欠 

点はないと」 して，業界全体で従来のシーリング材によ 

る日地充填方式からの脱皮に傾いている。 

このオープン・ジョイソト二Li法の普及に加えて，従来 

工法においても，カ・ーテンウォール・パネルの大型化に 

よるジョイント部分の減少,弾性シーリング材にかわる 

定形ガスケットの進出と，メタルカーテンウォールにお 

けるシーりング需要は，まったく楽観は許されない状勢 

になってきているといえよう。 

これらの対策としては, もちろん材料の性能向上によ 

る巻き返しが第1だが,従来工法によって施エされた建 

築物の改修工事への注力，小さな物件へもシーリング材 

使用を定着させることが必要であろう。 

3一2 コンクリートカーテンウオー)レ 

コンクリートカーテンウォール需要は，メタルカーテ 

ソウオール同様，ほとんどを民間需要に依存しており， 

最近の民間企業の設備投資差し控えのあおりを受けて， 

横ばい状態にとどまっている。ただ官公庁物件にも採用 

され出しており，業界ではこの方面での需要の伸びに注 

目している。 

メタルカーテンウォールの項でもふれたが，コンクり 

ートカーテンウォールの方が安価であることもあって, 

着実にシュアを広げ，とくに中層以下では圧倒的に七1y 

クリートカーテンウォールが多い。高層でも昭和56年の 

日本建築学会で東京都立大学グループが発表した「高層 

建築物ク汐ト周壁構法に関する調査研究その1東京都にお 

けるカ・ーテンウォールの概要」によると，むしろコンク 

リ・→ト系のカーテソウォールがメタル系を凌いでいる。 

この研究は,東京都内の高さ45m以上の高層建築物の開 

口面について調査しているもので，それによると，昭和 

39,-.-,43年に建設されたものについてはメタル系が70％を 

占めており，コンクリート系はその10分の1に過ぎない。 

ところが53,.55年となると，コンクリート系が35%，メ 

タル系が30％と，コンクリート系カーーテンウォールが追 

い抜いている。さらにメタルとコンクリートの複合型の 

ものが25％以上を占めてきていることが目立っている。 

コンクリートカーテンウォールにおけるシーーリング材 

需要は，カーテンウォール自体の仲び悩みに連動して横 

ばいを続けている。正確な数字は明らかでないが，450 

~550トソぐらいではないかと見られている。建設業全体 

が不振にあるなか,カーテンウォールも急激な伸びは期 

待できず，シーリング材需要も当分の間は現状の数字あ 

たりで足踏みを続けていくと思われている。 

材料面では，これもメタルと同じように，ポリサルフ 

ァイ ド系のものからシリコーン系2成分形,変成シリコ 

ーン系へと代わりつつあるようだ。ポリサルファイド系 

シーリング材の耐久性が疑間視され出した昭和53 -54年 

ごろから急速にシリコーン系2成分形が増え始めた。し 

かし，シリコーン系2成分形による汚染が指摘され出し 

てから，変成シリコ・ーン系の進出が目立つようになって 

いるのが現況である。 

新たに注目される材料としては，バネル裏目地の防水 

処理へのホットメルトブチルゴム系の利用がある。耐 

久，耐便性に問題のあるプチルゴムだが,接着性には優 

れており，2次シールとしての活路が注目されよう。 

カーテソウォール業界ではシーリング材自体の性能向 

上は評価しているものの,仕上段階で主流となっている 

タイル先付けエ法でのシーリング施エの技術的問題，プ 

ライマー,バックアップ材など副資材への対応の問題な 

どを今後の課題としている。副資材への対応の明確な区 

分を求められてから久しいが，最近になってクローズア 

ップされてきたのが,大理石など石パネルの裏面にエポ 

キシ樹脂を塗布する工法，吸水率の高いタイル面に施す 

挑水性塗布防水剤などへのシ・ーリング材の対応がある。 

このように，コンクリートカーテソウォ・ール業界からの 

シーリング材メーカーへの要求は高まるばかりである。 

コンクリートカーテンウォール業界では，かなりの施 

工精度が必要とされる点，耐火性，実績面での不安など 
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からオーブンジョイント工法には慎重だった。しかし最 

近になってようやく目を向けてきたようだ。大型物件で 

初めて同工法を採用した 「新宿センタービル」 に統、、 

て，現在建設中の2 , 3の大型ビルで好結果が出れば， 

本格的に推進していくようである。 

メタルも合めてカーテンウォール業界でのシーリソグ 

材需要は,必ずしも明るいとは言えない意見が同業界内 

では多いが，シーリング材業界としては,施ェ，技術, 

材料面での改良といった面だけでなく,定期的なメンテ 

ナンスシステムを確立することによって，長期間のシ・ー 

リング性能維持に努めることも必要であろう。 

100 

% 22.5 

7 .5 

50 

70 

22.5 

5 

30 

42一5 

り 

26 

35 

30 

カ テンウォール 
以外の外壁 

複合系 
カーテソウォール 

翻閉-- ンウォール 

メタル系 
カーTンウォール 

39 
I 
43 
年 

図―5 

Ilq 

I 
46 
年 

にショックの色はかくせない。 

56年度に入ってからも，秋には多少持ち直すのでな、、 

かと期待されていたものの，依然横這い状態が続いて、、 

る。新築住宅着工数の急激な上昇は望めない，昨年8月 

の平均17％のサッシ値上げによる流通段階での買い控え 

はまだまだ続くなどの見方から,サッシ業界のなかには 

今後もこの低迷状況が長期に渡って続くのではないかと 

悲観的な意見も少なくない。 

サッシにおいてシーリング材を使用する部位は，ガラ 

ス廻りと，サッシと躯体との取り合いの部分である。 

材料では，サッシ廻り部分ではやはりポリサルフ7 イ 

ド系が多い。ここのところ注目されているシリコーン系 

2成分形だが，まだまだ実績が少なく,信頼性の面でポリ 

サルファイド系より劣るとの意見が多い。そのほかウレ 

タン系2成分形,変成シリコーン系などの需要がある。 

ガラス廻り部分では成形ガス‘ケットが大部分。その要因 

となっているのはコスト,施工技術の問題である。 

とくにコスト面の問題は，サッシにおけるシーリング 

材需要をこれ以上増やせるかどうかのカギを握っている 

ともいえる。ガラス廻りにおける成形ガスケットの値段 

は,シーリング材の約10分の1という。人件費などを考 

え合わせるならばやむを得ぬ面もあるが，サッシ業界で 

はせめて今の値段の半額にしないと，これ以上シーリン 

グ材の需要を伸ばすのは難しいとしている。 

改修需要はサッシでも増加しつつある。改修工法は， 

従来のハツリ工法にかわるサッシカパー改装工法が脚光 

を浴びている。 

サッシカパー工法は,神鋼アルフレッシュ社が開発し 

たエ法で， スチールサッシなどの改修を目的として、、 

る。腐食したスチールサッシに補強スペーサーを溶着し 

その上にアルミサッシをビス止めあるいは溶着するもの 

で，従来工法のように居住者がエ期中に移転したり，コン 

クリートモルタルによる躯体部分の補修の必要がない。 

工期も従来工法に比ぺると3分の2で済み，コストも約 

80％と割安になっている。 

同工法は，昭和54年に特許権が認められると官庁関係 

を中心に急速な伸びを見せ，同年には早くも300億円の 

工事高に上った。神鋼アルフレッシュ社では,これまで 

53 

55 建設年代 

年 
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年
 

\49
年
 

高層建築物開口面の主材料の推移 

※高層建築物の外周壁構訟に．関する調査研究 その1 東京都 

におけるカーテンウォールの概要（鵜沢康久）より 

3...3 サ ッ シ 

アルミサッシ需要は，昭和56年度に入っても不調が続 

いている。昭和55年度に，新築住宅着工件数の落ち込み 

からの需要減」また同年8月の第3次価格改定の完全浸 

透を狙って減産体制を敷いたが，56年度に入ってからも 

需要の伸びは見られず，また価格改定の完全実施も順調 

とは言えない状勢にある。これらをふまえて,アルミサ 

ッシの56年度の生産量は,昭和54年に比べて16. 8％も減 

少した55年並みの44万トソか,あるいはそれをやや下回る 

ものと予想されている。 

出荷量の方も, 55年度は44万63トンと54年度に比べると 

18. 4%も減っている。これは，昭和48年度の石油ショッ 

ク時のダウソに比肩するもの。サッシ協会でも何とか50 

万トンの大台は維持できるものと見ていただけに，さすが 
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S スチールサッシ需要から概算して,同工法でトータル 

では2兆円の工事高を見込んでいる。現在，15社が同工 

法の特許権使用の許託を受けており，ますます普及する 

ものと思われる。 

その対策の1つとして省ェネルギーという，社会的必 

然性からくる高付加価値の断熱複層ガラスおよび安全ガ 

ラスの需要喚起があげられている。 

断熱複層ガラスは,すでに北海道においては多く使用 

されているが，大きく脚光をあびたのは54年6月に省ェ 

ネ法が制定されてからである。省ェネ法では各地域こと 

に断熱基準が設定されており，その基準に基づく断熱化 

推進の助成策として，住宅金融公庫では，北海道・東北 

などの複層ガラス使用を合む住宅の断熱化工事に対する 

割増融資制度を設けている。北海道・東北地域について 

は，今後も普及化をはかっていく方針である。また東京 

近郊もオフィスビルなどが省ェネ対策として複層ガラス 

に注目しており，業界も関東を中心に積極的にPR活動 

を推し進めていくとしている。 

複層ガラスには,サッシはそのままでガラスを取りは 

ずして，アタッチメントを使って取り付ける方法も一音ド 

ではとられている。この方法は既存の窓を改造するより 

コストダウンができるため」複層ガラス採用の1つの方 

向づけにはなっているが，まだ多くの技術的な研究課題 

が残されているようだ。 

また，最近ではサッシ協会と協力し,複層ガラス専用 

の断熱サッシがJ I S A 4711として規格化され，さら 

に需要増が期待できるとしている。このように我が国て’ 

はまだ歴史が浅いが，業界では複層ガラスの需要拡大に 

積極的に取り組んでいる。 

こうした複層ガラスに対する関係各界からの注目を反 

映して，通産省では55年度から複層ガラスを統計指定品 

表一6 板ガラス需要総括表（版ガラス協会調べ） 
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図-6 サッシ合計年別出荷実績 

（サ，シ協会調べ，56年は推定） 

3-4 板 ガ ラ ス 

板ガラスの需要動向は表一6にも示されているとおり 

普通板ガラス，変り板ガラスが55年1817万4000換算箱 

（前年比2. 5％減）とここ数年減少してさている。一方， 

フロート板ガラス，みがき板ガラスは55年2151万9000換 

算箱（前年上ヒ13, 5彩増）と54年の35.4％増と比べると伸 

び率は減少したが,依然として10%台と高増加を示して 

いる。この要因は，表面が平滑ですぐれた透視像や反射 

像が得られ，さらに高価ではあるが耐久性に優れ，長、、 

期間使えるため，結局割安になることなどである。 

板ガラスの主要用途で6割を占める建築用の新設住宅 

の着工数は55年131万戸，56年110万戸と推定され，この 

分野への需要は大幅に減少している。 

また, 自動車用は輸出を含め, 56年は，全体ではほぼ 

昨年並だと思われる。その他の用途として産業用などが 

あるが,例えば日本では家庭内でインテリアとして鏡を 

使用しているケースが,アメリカに比べ50分の1とあま 

りにも少なく，ガラス業界ではこうした需要に対しても 

拡販をはかっている。しかし，板ガラス全体では建築か 

不振ら1~8 月までで約20％の大幅減少となっており, 

業界では今後の対策を検討中である。 

（単位轟52f 器篇魂） 

二誌こ讐 
普通板‘変リ板ガラス 7 ロ－ト‘みがき板ガラス 

数 量 前年比 数 量 前年比 

51 'I 24,004 91.6 9,863 133 .0 

52 23,615 98.4 12,538 127.1 

53 " 21,010 89 .0 13,998 117.6 

54 18,649 88 .8 18,958 135 .4 

55, 18,174 97.5 21,519 113.5 

56年I~8 月 8,676 70.3 13,363 92.3 

実 梢：板ガラスの厚さに関係なく、1 箱＝=9.29m'(100平方フィート） 

の面積で計算 
換算椿：種々の厚味の板ガラスを2 mn厚味に換算して、I.箱=9.29m' 

で計算 
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目とし,別表の数字が発表されている。 （表－ 7 ) 

ガラス用途におけるシーリソグ材の材料，ェ法などに 

ついても研究が続けられ56年春，建築学会ではJASS 

17「ガラスエ事」の見直しが行われた。また，日本シ・ー 

リング工業会でも，建築ガスケット協会に協力し，グレ 

ージングに関する検討を行っている。 

今後，シーリソグ材はこれらの高付加価値ガラスの需 

要増加とともに,用途に応じた性能が要求されるであろ 

う。さらに耐震対策上，硬化性パテから弾性シーリング 

材への転換も急ピッチで進んでおり，いずれにしても板 

ガラス関係でのシーリング材の需要は徐々にであるが増 

加していくと思われる。 

表－7 複層ガラス生産，出荷量（通産統計） 
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3-5 A L C パ ネ ル 

A LC パネルは艮い歴史の蓄積によって生れたもので 

1934年にスウェーデソで初めてエ業生産化されるように 

なった。わが国でも1962年ころからその技術が導入さ 

れ,現在シボレックス， イ トン，ヘーベル，デュロック 

ス（いずれも商品名）の4 種が生産されている。 

A LC パネルの中心需要分野は中層建築，さらに店舗 

併用住宅などの低層建築で需要を拡大してきた。昭禾655 

年度の出荷量は196万4356n? （前年比8. 6％減，通産省調 

ぺ 図一7）となった。54年度が22.8考と激増したため， 

55年度は8.6彩の減少となったものの， それまで出荷量 

を考えればまずまずの数字と言える。しかし, 56年度に 

入ってから新設住宅着工戸数の不振もあり,やや低調で 

現時点までに発表されている56年4月～9月の数字によ 

ると，生産量で前年同期比1. 4彩減,出荷量で同5. 7彩減 

と減少傾向にある。 しかし，今後も中高層建築への採 

用, またすでに市販されているA LC パネルの表面に意 

匠をもたらした製品などによって需要拡大を計っていく 

方針である。さらにユーザーに薄物指向があるため，メ 

ーカーによっては一戸建住宅向けの50皿厚品を市販して 

おり,これにも期待している。 

ALC パネルを使った建築物は鉄筋コンクリート,木 

造に比べて暖房に必要なエネルギーは約半分で済み,遮 

音性もあるので省ユネルギ・ーや対騒音性に優れた性能を 

持っている。現在では，各地で不燃都市建設が進められ 

ており，こういったことからも需要増加が期待できる。 

AL C パネルに使用されるシーリング材は90％以上が 

アクリル系で，ALCパネル接合部の月地,サッシ廻り」 

他部材の接合部に使われている。その他にポリウレタソ 

系などが大型建物や動きの大きい部位に使われている 

が,量的にはわずかである。しかし,アグリル系は安価 

でもあり，現状ではALCパネルには適した材料として 

の評価が依然高いようである。 

建築物におけるA LC パネル使用部位はタ陛に約70% 

使われており,残りの約30％は屋根,床,間じさりに使 

用されている。ALCパネルは3種類の厚みが使われて 

いるが,その主流(90％前後）は100,016厚の製品である。 

これをもとにALCパネルへのシーリソグ材供給量を試 

算すると平均目地幅8X7皿換算でA LC パネルのが当 

り約1.8 ~ 2.0 m のシーリング材が使用されていると予 

想されるので， 1‘当り170 g使用されていることにな 

り，55年度のALCパネル出荷量から換算して約3340 'ン 

晶m’〕一,4116 
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図-7 ALC 板生産,出荷統計 

(56年度は4 .-.-. 9月実績による推定） (ALC 協会調べ） 
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気 
のシーリング材がALCパネル工事に使用されているこ 

とになる。そして，その約90％がアクリル系と推定され 

るので，約3000トン程度のアクリル系シーリソグ材がAL 

C パネルに使用されていることになる。ただし，シーリ 

ング材の使用されていない床スラブ用のものがあるので 

実際にはこの数字より,シ・ーリング材の使用量は少な、、 

と思われるが，いずれにしてもアクリル系シーリング材 

にとってもっとも大きい需要分野であることは間違いな 

いようである。 

AL C パネルは今後，建築産業不振のおりそれほどの 

伸びは期待できないが，省ェネ，不燃化といった時代の 

ニーズによって現状レベルは維持するものと思われる。 

しかし，シーリング材に関しては，ユーザーの要求性能 

の高度化などもあり,基材需要に変化が見られ，的確な 

対応が必要とされよう。 

4．メンテナンス用途の 
シーリング材 

基材別には若干の趨勢があるものの，総量的にはシー 

リング材の需要増大傾向はここ数年順調に続いている。 

これは建築構法の近代化に伴い，シーリング材の必要性 

が定着してきたためであるが,近年の新しい傾向として 

新築工事以外の用途でのシ・ーリング材需要が注目されて 

いる。これらの用途は一般には補修用として分類される 

カち さらに細かく分けると，シーリングエ事の欠陥ある 

いは雨仕舞の不備に対する処置としての使われ方と, シ 

ーリソグ材の寿命到達に際しての部分的あるいは全面的 

再施ェとしての使われ方がある。量的には後者の方が圧 

倒的に多いが，シーリング材普及過程における許容伸縮 

率の漸減傾向と，それに伴う目地設計の変化などからの 

改修工事の必要性も増大してきており，両者ともユーザ 

ー，メーカー，施工業者にとって，材料，技術の両面か 

ら大きな注目を集めている。 

建築物の機能を考えるうえで,シーリング材の果たす 

役割は大きく，特に最近の部材化が進んだ柔構造の建築 

物においては，雨仕舞上不可欠なものとして絶対的な役 

割を果たしていると言っても過言ではないだろう。しか 

し,コンクリート躯体をはじめカーテンウォールなどの 

壁面材に比べると材料物陛上シ・一りング材の寿命が短か 

いのはやむを得ないことであり，必然的に材質の劣化に 

伴う改修工事の必要性が生まれてくる。また，油性コー 

キング材のウレタン系シ,ーリング材などへの打替に見ら 

れるような目地材のグレードアップを目的とした需要の 

ほか，前述したように日地設計の変化あるいはシーリン 

グ材の性能過大評価からの設計ミス，データ不足による 

不適切な材料選定など，材料性能評価の確立に向けて試 

行錯誤的な適用がなされてきた面もあり,この改修工事 

も必要になってくる。特に,建築好況期であり，シーリ 

ング材の需要も各基材とも大幅に増加した昭和40年代後 

半に施ェされた建築物が，いわばシーリング改修期に入 

ってきた，ここ数年はメンテナンス工事の本格化が始ま 

ったと見てもよ、、だろう。 

こうした背景からメソテナンス用途のシーリング材需 

要が急増し,その工法の確立，納得しうる標準的な耐用 

年限の提示などがユ～ザーから望まれている。これに対 

して,工法的には初期のシーーリング設計をカバーする意 

味でのオ・ーパーブリッヂ方式，旧シーリング材の簡易剰 

離機などが検討・開発され,また材料面では旧シーりン 

グ面に直接打設できるメンテナンス用途向けのマスチッ 

クタイプのシーリング材，さらに専用プライマーなども 

開発，上市されている。 

しかし,そうした対応もまだ開発段階と言え，オーバ 

ープリッヂ方式での意匠性，異種シーリング材の打継， 

旧シーリソグ材のカッティング方法，カッティング後の 

下地処理および接着性など課題は残されており，この分 

野への注目度はさらに高まると思われる。現状ではメン 

テナンス向けのシーリング材使用量は建築用全体の10 -

20％とも見込まれているが，今後は確実に増加が予想さ 

れている。 

今後は，シーリング材の材料性能評価をふまえたメン 

テナンス工法, 月地設計の確立が，また，現時点での急 

務としては寿命を迎えつつあるシーリング材に対して材 

料・工法両面での標準化があげられ，ユーザ・一の要望に 

応える体制の確立が望まれよう。 
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\＼取年鵠露する＼ 

5.土木分野のシーリング材 

5-1 土木分野のシーリング材 

54年度を境として抑制策がとられてきた公共投資政策 

だが,社会経済情勢の推移に即応した効率的な予算の配 

分を目途とする政府施策にあって，55年度の民間消費の 

伸び悩み，住宅投資の低調,国内需要の増勢の鈍化傾向か 

ら，56年度については公共事業執行の抑制を解く方向で 

公定歩合の引下げなど促進策が図られることとなった。 

しかし，56年度の動向としては，一般公共事業関係の 

計ーヒ予算基調は55年度と同規模で,年度平均の建設総合 

デフレーターの上昇を見込めば，実質的には3年連続の 

減少となる可能性が強い。部門別事業比も前年度と大幅 

な変化はないが，中では都市計画関係と，前年減少した 

道路整備関係が若干の増加を見せている。都市計画関係 

では，首都高速道路および阪神高速道路の新規着エや駐 

車場整備事業が高比率で伸長しており,公共下水道事業 

も56年度を初年度として第5次下水道整備5カ年計画が 

実施されたため，促進が図られている。 

土木関係で用いられるシーリング材は現在のところア 

スファルト系を主流にして，シリコーン系,ポリウレタ 

ソ系，ブチル系，ポリサルファイ ド系，ェポキシ系など 

各種あるが,構造物の目的,種類によりさまぎまな用、、 

られ方がなされている。また, この他にもクロロブレン 

ゴム，EPT などを主成分とした合成ゴム系の成形目地 

材，強度，接着性を重視したポりマーセメソト，昔なが 

らの木質系目地や発泡樹脂なども盛んに用いられており 

コンクリート構造物のひとつのネックでもある目地につ 

いては,まだ決定的なものがないというのが現状のよう 

である。建築の場合と同様に，材料価格と性能のパラソ 

ス，メンテナンスや作業のしやすさ,構造物および部位 

の重要性などが選択基準となっているが，現実にはアス 

ファルト系が多用されており，ここ数年来この傾向は変 

わっていない。しかし，一方では新材料（作業性のよ、、 

1 成分タイプや成形タイプのもの），新工法（成形タイプ 

と液状タイプの複合工法など）の開発もなされている。 

5-2 道路・橋梁用 目 地 

公共投資抑制策から停滞気味であった道路関係投資額 

も56年度は若干ながら増加している。この根幹は，56年 

で4年目を迎えた第8次道路整備5カ年計画であるが, 

今年度の新規事項には，防音工事助成限度額の弓比げな 

ども組みこまれており，新規着工道路事業のほか環境整 

備をも重視している点が注目される。 

建設省道路企画局の統計では55年3月までの国道，県 

道」市町村道を合計した道路実延長距離は1,110，幻8. 4km 

（前年度1, 106, 138. 0km，高速道路は除く）で,このうち 

目地材の必要があるセメント舗装道は3％の33, 223. 6km 

く同32, 078, OkilD となっている。総延長距離としてはア 

スファルトに比べはるかに少ないセメント舗装道である 

が, 54年, 55年と対前年比でそれぞれ7. 9％増，3.6％増 

の伸びを見せている。これは耐久性に優れるセメント舗 

装道が,課題とされていた施工性が改良されてきたこと 

また， トータルコストの見直しから,アスファルト舗装 

に決して経済的に見劣らないという点が認識されてきた 

ためと言え，今後も，この傾向は持統すると思われる。 

現在用いられている道路目地には，大きく分けて成型 

タイプと注入タイプがあり，成型タイプには木質系,ゴ 

ム・樹脂発泡体,瀝青質繊維系，瀝青質系などがあり， 

木質系が主流をなしている。注入タイプには加熱注入タ 

イプのゴムアスファルト系,常温硬化型のポリウレタン 

系，ポリサルファイド系，シリコーン系などの弾性シー 

リング材がある。これらの製品については，膨張時のは 

み出し,収縮時の空隙，変形,耐久性，接着性，耐水性 

耐衝撃性などさまざまな性能が要求されているが，すべ 

てを満足させる完壁なものは現状では見当らず，コスト 

面をも含めた上で,く社）日本道路協会では, ゴムアスの 

加熱注入式が妥当との見解をとっている。 

しかし，一般日地部以外で耐油性などの特殊性能が要 

求されるオイルピットや料金所近辺の目地にはポリサル 

ファイド系が定着し，また簡易補修には1成分形ポりウ 

レタン系, フィンガージョイント部の耐水性および弾力 

性が求められる充填剤には,最近ではポリブタジエン系 

のシーリング材が採用されており，それぞれ特色を生か 
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した分野で需要を伸ばしている。 

橋梁について見てみると，目地材の用いられる永久橋 

(RC , PC ,鋼，石遣およびそれらの混合橋）の55年 

3月までの延長距離は2, 466, 804m（昨年2,382, 261m) 

で，55年度の上部構造別の総延長（木橋なども含む）に対 

する比率では鋼56.1%, RC19.9%, PC20.9％となっ 

ており, PC 橋,RC 橋の増加が目立っていた54年まて’ 

の傾向は変化を見せ,鋼橋の比率が高くなっている。 

5-3 鉄道駅舎，高架橋などのシーリング材 

東北・上越新幹線および各地の新規着工新幹線，都市 

部での路線・駅舎の高架橋上化,無人駅・老朽駅舎の不 

燃建築化,地下鉄などの新設とそれに伴う駅の改良など 

国鉄・私鉄・公営鉄道の工事状況は活発で，土木面向け 

のシ・ーリング材の需要分野として最も注目されていると 

言えよう。 

高架鉄道では30'-'40mを1ブロックとしてPC箱形桁 

などが架設されるため,その割合で目地も設置される。目 

地幅は20'-'40皿と全般的に広く，従って材半トの使用量も 

多い。シーリング材は樹脂モルタルや発泡プラスチック 

板などと併用されることが多いが,ガスケットタイプの 

合成ゴム成形品も各種開発され多用されている。東北・ 

上越新幹線では寒冷地，多雪地が多、、ため, シーリン 

グ材も比較的高級タイプのポリウレタン系,ポリサルフ 

ァイド系,シリコーン系が採用され成形目地材に対して 

もサーモスタット機構が組込まれるなど,耐寒性,耐水 

性,耐久性に富む製品が求められている。 

全般的な要求性能としては，荷重を支える能力,伸縮 

力に対する抵抗性は必要とされず，変形能力と部材同士 

の結合接着力が最優先されるため，コンクリートに対す 

る接着性が重視され，また強度面に優れるものより,低 

モジュラスタイプが志向されている。建築面に比較する 

と目地の寸法精度が極めて悪く，士10皿以上と温度収縮 

による季節変動が激しく，被着体も湿潤していたり荒れ 

ていたりで良好な状態でないことが多く，国鉄などて叫よ 

接着力と変形能力に重点を置いて性能を規制している。 

さらに，止水性能が要求される部位では止水板との併用 

で性能を確保しており，成形タイプの目地材との併用も 

各種開発されている。基材としては上記の条件を満たす 

ものとして，ポリサルファイド系，ポリウレタン系,シ 

リコーン系が多用されている。今後の方向としては，夏 

季の圧縮によるはみ田しなどに問題があることから，圧 

縮側からの変形能力の規制，パックアップ材の形状工夫 

によるシーリング材変形の受止めなどが検討事項として 

あげられている。 

そのほか，営団・公営などの地下鉄でも各駅の新築あ 

るいは改良・補修工事で1成分形ポリウレタン，ポリサ 

ルフ7 イ ド,シリコーンなどのシーリング材が作業性の 

良さ,化粧性などの点から,壁面目地や洗面所などの器 

具廻りに多用されている。 

5-4 上下水道，共同溝その他 

昨今の都市再開発ブーームの中，上下水道，共同溝など生 

活に密着した分野の事業は重点的に行われている。やは 

りトンネル構造物が圧倒的に多いが，載荷状態，地盤条件 

が著しく変化する箇所， トンネル断面が著しく変化し前 

後の質量が大きく異なる箇所など不等沈下や地震時に多 

大な応力の発生が予想されるような部位にはジョイント 

が設けられ,高性能目地材が要求される。これらには，防 

水性に優れ，強度も充分なものが適用されるが概して成 

形タイプのセグメントリングが多用されている。しかし 

宮城沖地震で多大な被害をだした仙台市の上下水道設備 

の経験などから成形タイプを疑間視する向きもあり，変 

形に対して容易に追従する低モジュラスで比較的安価な 

シーリング材GF加硫ブチル，ポリウレタン系など）も支 

持を得ている。地下の狭所という施工条件の悪さから作 

業性の良さがこの方面では要求されているが,価格面の 

配慮と弾性系シーリング材の特長を生かしたものが望ま 

れている分野である。 

/ 

L6 

セールス分野での 
シーリング材 

ノ 

6一1 建材， 金物 ル ー 

近年，シーリング材の普及により,建材店や建築金物 
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店でもシーリング材が扱われており,一般の建築関係業 

者（エ務店・建築板金工事業者・ダクトエ事業者・左官 

工事業者など） も手軽に使用している。これらの業者は 

建材・金物ルートで購入しており，その使用する部位・ 

使用量などはまちまちである。 

このルートのシーリング材は，従来は油性コーキング 

材が主流であったが,亀裂・硬化などの問題点から，最 

近は耐久性・仕上りの良さが要求されるようになり,現 

在では各種のシーリング材（シリコーン系・ポリウレタ 

ン系・ブチル系・アクリル系）が使われるようになって 

きた。また, 2成分形のものは，混合などの施工上の手 

間から敬遠される傾向にあり, 1 成分形のものが主体と 

なっている。さらに,防水材用途として積極的に使用さ 

れるほかにも,各業種別で副資材として雑用途の需要が 

高まっており，このユーザーの認識をメーカー側で充分 

に把握し，それに対応した姿勢を示すことによって,将 

来的には一層の需要増が期待できる分野であることは間 

違いないといえよう。 

このルートでのシーリング材使用量は，名業界からの 

統計がないため，簡単に掴むことはできないが，シーリ 

ング材全体の販売量に対する割合も年々着実な増加をみ 

せており，今後も伸びる方向にあると推測され,注目さ 

れている。 

金属屋根工事の建築板金工事業関係では，基本的には 

シーリング材に頼らずに,あくまて‘もシーリング材は安 

全のために打つーということであるが，現在のように 

厚物（0.6111111以上）が多く使われ出してからは， シーり 

ング材は欠くことのできないものにまでなっている。笠 

木・パネル・水切りなどのハゼ組が考案され，0,6皿以 

上の厚物には以前のような方法（ハンダ付けなど）では 

不可能であるーということから需要が高まり,シーリ 

ング材が使用され始めたためである。 

主な使用箇所は①金属と異種部材の接合部（ただし外 

部のみ）②金属と金属の接合部（0パネル0笠木0水切 

0ひさしなど） 

使用されるシーリング材の種類は①シリコーソ系②ブ 

チルゴム系となっており，屋根の鉄板は熱吸収などの過 

酷な条件が多いため，油性コーキング材は亀裂・硬化と 

いう問題点が生じるため使用されていない。むろん使用 

が簡単なため，1 成分形が使われている。 

使用量としては,物件などによっても違ってくるため 

はっきりとした数字は出ないが,板金業者は常に2 '-'-'3 

本のカ～トリッジシーリング材を車に積んでいる。いつ 

使うか分からないということからでもあり，建築板金と 

シーリング材はいつでも “ついてまわるもの． というこ 

とになっている。 

今後ともこの分野のシ・ーリング材需要は伸びると思わ 

れるが，問題点も多く残されている。板金業者からはシ 

ーリング材の寿命・温度変化（地域・季節によっての） 

による動きに対する追従性－などを配慮してほしいと 

いう生の声が出ている。 

カラー鉄板を使用するエ務店・板金店は，主にシリコ 

ーン系のシーリソグ材を使用している。購入ルートは， 

鉄鋼関係の流通ルートに乗って，材料（カラー鉄板）を 

買う時いっしょに購入している。 

カラー鉄板の寿命は厚さによっても多少異なるが,平 

均的に4 ,-5年（厳しい状況下では2' 3年）とされて 

おり,一層の耐久性向上が望まれてきている。”耐久性， 

が重視されていることに伴ない，シーリング材も耐久性 

・仕上りの良さが求められ，弾性シーリング材の需要が 

大さくなってきている。 

エ務店関係では，簡単な部位はエ務店自身でシーリン 

グエ事を行っているのがほとんどである。使用材料の種 

類は，見積り価格や新・増改築・補修によっても異なっ 

てくるが,主に油性コーキング材であった。しかし」最近 

はユーザーの意識の向上からきれいな仕上げが好まれ， 

また長持ちする，利用しやすいーなどということもあ 

り，弾性シーリング材（主にシリコーソ系）が使用され 

ている。しかし,油性コーキング材も安価という利点を 

生かし，まだまだ多くの需要が残っている。 

主に使用される部位は，①雨仕舞の悪いところ②壁パ 

ネルの継ぎ目③サッシまわり④外壁グラック部分⑤流し 

の水切り目地⑥浴室・浴槽とタイルの接合部, タイルの 

張仕舞などとなっているが,念のため，安全のために使 

用することも多いという。 

使用量としては,部位・物件の大きさによってまちま 
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ちのため，一概には言えないが， 1物件あたりカートリ 

ッジ3本前後であり，常時持ち歩いているのは1 - 3本 

とのことである。少量ずつではあるが，使用回数は多い。 

また，少し大きなエ務店になると倉庫には20-30本の在 

庫があり, まとめて購入している。 

なお，仕入れルートはいつも利用している建材店・建 

築金物店である。たまに内装建材購入の際にいっしょに 

買うこともある。この業種も，1 回の使用量は少量であ 

るものの，必要品として用いられており,今後も安定需 

要が望めよう。 

左官業界においてもシーリソグ材の需要は年々増加傾 

向にあり，シーリング材を利用することで時間と手間が 

省けるという点が大きな理由になっているようである。 

使用するシーリソグ材の種類は，○単イt1jが安い0多量 

に充填すれば耐用年数が長い，などの意見もあり，現在 

では油性が最も多く使用されている。 

左官業界においても，シーリング材需要は伸び傾向に 

あると思われる。オフイスビルだけではなく，一般の民家 

でもALC板などの外壁材を使うことが増えており，シ 

ーリング材の需要も伸びていくことは確実と思われる。 

ダクト工事業界のシーリング材需要は, ここ2-3 年 

伸びている。 

最近は特に，半導体などの精密部品の生産工場が増え 

てきており，工場の空調は埃・ゴミの侵入を完壁に防ぐ 

ことが要求されている。以前までのダクト工事のハンダ 

付けでは時間と費用がかかる上，ハソダ付けには技術が 

必要という点で，シーリソグ材に目が向けられてきた。 

使用されるシーリング材の種類は，油性コーキング材 

が主体である。主に使用される箇所は①埃やゴミの侵入 

を防ぐために,ダクトの四角の継目②風・空気の吹き出 

し口廻り③空気調和器の継目，その廻りーーなどである。 

ダクト工事業界の場合，工場・ビルなどが主体となっ 

ており，一般住宅の厨房，レストラン・食堂などの厨房 

などは使用されてもわずかなものだが，シーリング材は 

今やなくてはならないものとなっている。 

使用量としては, 1 物件のエ事でカートリッジ30'-'50 

本が見込まれており,購入先は建材店で,その工事に必 

要だと思われる量（30-50本）をまとめて購入している。 

この業界では，精密機器産業が進み，クリーンルーム 

の必要性が高くなるのに伴って，シーリング材の需要も 

伸びてくると考えられ，今後,大きな期待が持てる。 

水道衛生工事業などの配管業種では，10年以上前から 

コーキング材に目が向けられており，現在では部位によ 

って異なった種類が使用されている。 

主な使用箇所は,①壁と器具との接合点②天井の目地 

③床日地①穴うめーなどであり，種類も屋内では仕上 

りのきれいなシリコーソ系，屋外では油性コーキング材 

となっている。 

使用量としては,各工事業者10-20本は在庫をもって 

おり，常時持ち歩いているのは,そのうちの5'-l0本であ 

る。ちょっとしたものにもシーリング材を使うといわれ 

るぐらいに,かなり利用価値が高いものとされている。 

ここでもやはり，材料とともに購入するシステムであ 

るため，建材店からの仕入れとなっているが，今後の需 

要傾向に大きな変化はないと思われる。 

以上のように， 1成分形シーリング材を中心として， 

施エの簡便さ，接着性，防水・気密性への認識，時間と 

手間の減少などがシーリング専門施工工事店以外の建築 

関連業界全体に高まっており，より使いやすい方向へと 

の要望も強いものがある。これらの分野は将来さらに伸 

びていくであろうと思われ， 明るい見通しとなってお 

り，今後も建材，金物ルートにおける1成分形シーリン 

グ材の需要動向は注目されよう。 

6-2 D I Y 用 途 

シーリソグ材の新需要の中でも年々関心が高まってき 

ているDIY(Do It Yourself）は,全産業の中でも低成長 

期における注目すべき産業としてとりあげられている。 

DIY 産業は今年になって，本格的産業としての第ー一 

歩を踏み出したと言われている。DIY協会が, 56年1 

月に開いた「第1回DIY 産業問題研究大会」では,従 

来，手さぐり状態のまま市場化されていたDIY産業に 

区切りをつけ， トータル・マーケッティングの展開をめ 

ざすための指針を討議している。また，9月に開かれた 

DIY ショーでは,今回初めての試みとして，「営業関 
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逐 
係者間でのトレードショウ」 を行い，成功を納めて、、 

る。このように，実質面を見ても，DIYは本格的産業 

として地固めができつつあるようだ。 

日本でのDIY産業は，昭和47年に2店のホームセン 

ターが誕生したのが初めであるが，10年を経た現在では 

ホームセンタ-600店，総売上高で4, 500億円という規模 

に育ってきており，急成長をとげている。日本のDIY 

産業は，規模からみると,まだ米国に比べ10分の1であ 

るが，業界の急成長で近い将来2倍から2.5倍の規模に 

達するであろうと予測されており,新規参入もチェーン 

ストア，大手他業種，外資系などいろいろな形て雄i行中 

である。従って日本のDIY産業が」 トータルーマーケ 

ッティングの展開を進めてゆけば,今後もさらに伸びる 

余地があると思われる。 

また，昨年3月にシカゴで行われた米国DIYショー 

（米国ホームセンターショー）では，日本からもDIY 

協会が参加， 日本のDIY産業を紹介するまでになっ 

た。 さらに今年は日本において “'82D I Y /H I 世界 

大会，の「国際会議ミが催される予定であり，わが国の 

DIY 産業も世界的な地位が，徐々に固まりつつあるよ 

うだ。 

このような動きの中にあって,D I Y /H I 向けシー 

リソグ材は順調な仲びを示している。用途としては，室 

内の壁,浴室のヒビ割れ,隙間タイルのはがれ，洗面所， 

台所などの水もれ，屋根，外壁，サッシ廻りなどの補修 

に使われており，日々の生活における補修用必需品とし 

て，着実な伸びを示している。しかし，DIY産業は， 

「多種多様な商品分野に関連する複合的な産業」と言わ 

れるように,既存の各業界とオーバーラップしており, 

そのためDIYシーリング材について，数字的に把握す 

ることは困難である。 

大ざっばな感触では,金額面で全シーリング材中に, 

DIY シーリソグ材の占める額は約1割弱，そこから推 

測すると，量的には約4 '-'5 彩になると思われる。DI 

Y 商品は，量的な比率としてはごく小さなものであって 

も，専門施工業者向けのシーリング材よりも割高になり 

そのために金額的にみれば，決して無視できない存在と 

なる。また，価格的にパラツキがないのも特徴といえ 

る。各メーカーともに，DIY商品にカを注ぎだしたの 

は，このようなメリットを考えてのことであろう。 

東京のあるホームセンターで吃， 消費者の動きを見 

て,シーリソグ材を有望な商品として取り上げている。 

55年までは50g '--lOOgの小型チューブが主流であった 

が，56年になってからは，330ccカートリッジタイプの 

人気が小型チュープに逆転しようとしている。55年はチ 

ューブ入りが刀に400本, カートリッジタイプが200本ほ 

どの出荷であったのに対し，56年は，チューブの出荷量 

は変わらずに，カートリッジタイブが400本と約2倍の 

伸びを示している。これは，シーリング材の需要がDIY 

の中でも本格的になってきたことを示すものであろう。 

取材中,ホームセンターを訪れた客に話を聞いてみて 

も,「防水， 防音の本を読んで， それに合うシーリング 

材を購入している山 「ちょっとした補修に職人を呼びづ 

らくなった数年前から，ほとんど自分でやっている」 

と，その答えからかなりのキャリアが感じられる。また 

購入店としては,「運ぶのが不便な材木などは」家の近 

所で購入するが，シーリング材は小さなものなので，種類 

の多い大型ホームセンタ・一まで購入に来る」と， 『シー 

リング材は,大型ホームセンターで』 という声が高い。 

各店を回った感触としても, 中小のホームセンターで 

は,あまり数や種類に進展が見られない。 

デパートについては，従来から日曜大工コーナーのス 

ペースが固定化している所では, 56年になって特別シー 

リング材の占める割合が増えている傾向はなかったが， 

日曜大工コーナーを新設,拡大したデパートでは，中央 

に特設の棚を設け，使用箇所別の商品説明をパネルにし 

て掲げてあるなど,かなりの力の入れ方がうかがわれ 

る。DIYシーリング材の基材別動向は大むね，次のよ 

うになっている。 

＜シリコーン系＞ 

本来は，浴槽廻りの隙間, タイル目地,洗面所などの 

水もれ中心だが，性能面の慶越性から家庭内ではとびぬ 

けた人気があり，あらゆる用途に使われている。シリコ 

ーン系は，耐熱にすぐれ，仕上がりがきれいである他に 

乾きも早く，失敗がないために，急を要した素人が，確 

実に使いこなせるというメリットがあり，金額的に高価 
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であるデメリットをはるかに上回っている。そのため各 

メーカーともに，最も力を入れているようである。ある 

大手メーカーでの対前年度の伸び率も加％弱と高い数値 

を示した。 

シリコーン系への不満としては，高価であることの他 

に,「使用する箇所の汚れを落とさないと，シリコーンは 

使用できないので，あまり汚ない所には使用できない」 

「シリコーソは塗装がのらないので，塗装できるように 

するか，色数を増やしてほしい」といった意見が聞かれ 

た。しかし，これらのことを考え合わせても,シリコー 

ン系はDJYシーリング材の中心的存在であることば間 

違いない。 

＜アクリル系＞ 

主に，屋内用として,室内の壁のヒビ割れ，隙間，タイル 

の目地などの補修に使用される。アクリルは，シーリソ 

グ材としての性能としては劣るものの,価格が安く使、、 

やすいことから，厳密な防水性能を要求されない部位で 

はかなり使用されている。あるメーカーでの対前年度の 

伸び率は10％となっており，今後も増加が見込まれる。 

＜油性系＞ 

主に屋根汐ト壁，サッシ回りの補修に用いられ,最近て‘ 

は」モルタルと同色のものの他に,外壁用として白色,茶 

色なども市販されている。油性系は，古くからある充て 

ん剤としてポピュラーなものではあるが,現在ではある 

程度成熟期が過ぎ，その需要量も横パイ状態である。 

このシ・ーリング材は，工事業者中心に使われているた 

めに,D1Y向けの占める率は低く,「乾きが遅い」 こ 

とから，家庭用としては使いにくい面があるようだ。 

＜その他＞（ウレタン系，プチル系,変成シリコーン系, 

エポキシ系） 

シーリソグ材多様化の波はDIY分野にも押し寄せて 

おり，前述の3材料の他に，ポリウレタン，変成シリ＝1 

ーン,エポキシなどの材料が進出しつつある。 

ポリウレタン系は,建築工事分野では価格I 性能の両 

面からすでに高い評価を得ているが，PlY分野にあっ 

てはその位置付けがはっきりせず，現在では建築他業種 

工事のいわばセミプロ向けとなっているようである。変 

成シリコ・ーン系は，建築工事分野でもまだ目新しい材料 

であり，米国のようにさまざまな品種が本格的に登場す 

るにはまだ時間がかかりそうである。 

エポキシ系は,木質浴槽の補修,洗面所や流し台のタ 

イル接着などに用いられ，大気中はもちろん，濡れた面 

や水中でも硬化するため，一般家庭で使用しても失敗す 

ることが少ないなどの特長をもっており‘，かなりの需要 

があるが，これは本来接着剤的な使われ方が中心であり 

シーリング材としての用途は2次的なものとなる。 

いずれにせよ日常生活の中で定着してきたPlY向き 

シーリング材は有望な商品であるといえるが,今後は消 

費者のシーリソグ材知識の高まりとともに，各種のシー 

リング材が用途別に使い分けられていくことが予測され 

る。むろん量的にはPlY認識の高まりとともに増加す 

ることが予想され，米国のように多品種のカートリッジ 

タイプが中心となるものと思われる。 

1 .自動車用シーリング材 

産業界の不調をよそに1人躍進を続けていた自動車産 

業は，欧米との貿易摩擦にもかかわらず，順調に生産実 

績を伸ばしてきた。しかし, さすがに56年上半期の生産 

台数は564万台（自動車工業会調ぺ）と横パィ傾向とな 

った。この背景には,国内外消費者の買いびかえや，自 

動車メーカーの輸出自粛のほかに, ビッグスリーはじめ 

各メーカーが開発を進めてきた低燃費・高性能小型車が， 

本格的に市場に投入されてきたことも見逃せない。 

各メ・ーカーとも，高性能ェンジンや機能部品の開発と 

同時に，車体の軽量化に取り組んでいる。陰ながらこの 

軽量化に寄与しているのが自動車用シーリング材であ 

る。ボルト締め，熔接部分の減少に貢献するはか,車の 

居住性，耐久性向上のために使用され，さらには，安全 

確保，美観上欠くことのできないものとして, シ・一りン 

グ材の重要性はますます高まっている。（図－8 ) 

JAS0 （自動車技術会規格）では，鋼板の合わせ部 

分やガラスまわりに,補強・防錆・防水の目的で使用さ 

れるシーリング材を表一8 のように規定している。 

これらの中で，自動車のデザイン・安全性・製造コス 

トの点で材料変化の激しいものが, ウインドシ・ーラーと 
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呼ばれるフロント・リヤウインド固定用シーリング材て‘ 

ある。固定方式には，従来からのガスケットによるもの 

と，ダイレクトグレージング（直接接着方式，略称DG) 

とがあるが,衝突時のガラスの破損による人体への被害 

を避けるため, 1968年に米国連邦自動車安全規格F MV 

S S-No. 212が制定されて以来，今日では，フロントウ 

インドについては100%DG が採用されていろ。 

☆ DG の将来は1液ウレタンによるFMS方式へ 

DG は,次の方式の歴史を持っている。 

①スタッド金属モールを固定し，3液ポりサルファイ 

ドを使用する方式 1961年GMで採用。 

②プチルテープ方式 1966年フォードで採用。 

③ネオプレンホットワィャー方式 1969年フイアッ 

トで採用。 

②のブチルテープは接着力が弱い，③のネオプレンホッ 

トワイャーは加硫の進行が不安定で，漏水事故が多発し 

た，などの理由で，数年前まで，①のスタッド固定によ 

る方法が主流になっていた。しかし, 3液混合の場合， 

在庫管理やノズル, タンク構成の煩雑さから，ウレタン 

2液が急速に採用されてきた。 

材料の変遷の一方,スタッドによるD G の構造も変化 

している。従来の金属のT型スタッドによるモールの固 

定では，その部品から錆が進行，水もれに至る例もあっ 

た。このため現在では」樹脂クリップによるスタッドレ 

ス構造が主流になっている。一方，日産レパード，いす 

g ピアッツァなどの最新車では,プラスチックモールは 

め込みによるフラッシュマウンテッドシールド構造（F 

，‘ 

4000 

3000 

00400 

合計－ 

ポリヴレクン喧 

図―8 自動車用シーリング材の出荷量 

表一8 自動車用シーリング材の種類 

Sb6年需 推定 

ノ
タ
ル
－
ッ
・
イ
．
?
 

スポソ下ウエルドシール ブチル系べースト 

NBR . SBR 

1,410トン 

へミングシ一ノレ エボキシ樹脂系 530トン 

ペ
イ
ン
上
フ
イ
ン
 

ポデイーシール CR 

PVC プラスチゾル 

14,000トン 

ル－ フドリップシ―ル PVC プラスチソル 上記に含む 

ト
り
ム
（
厳
装
）
ラ
イ
ン
 

ドアサ－ ビスホ－ルシール ブチルゴム系 1,450トン 

ウインドシ一ル コムガスケット 

固定方式 

プチルゴム系 

010鹿分ポリウレ’ン系 
DG 方式 ポリウレタン系 

I・二成分型 

4,000トン 

MS 構造） を日本で初めて採用した。フロントウインド 

固定工程の簡素化と美観上，モールが年々細くなって、、 

るためこのFM S構造は近い将来, DG の主流になると 

思われる。 

これらDGに使用されるシーリング材は，かつての3 

液ポりサルフアイドは完全に後退し,ほば100“ウレタ 

ンシーりング材に置さ変った。このうち1成分ウレタン 

対2成分ウレタソの比率は現在1 : 5程度。2成分型に 

対して1成分型は計量‘混合が不要で使用後の管理工数 

が減る，塗布機の構造が簡単で, メンテナンスエ数が少 

ない（特にライン停止後のノズルのつまりがな、りー 

などのメリットがあるため，今後3 1 成分化は急速に進 

むと思われる。 

GM が1978年に発表して，xカーで採用したFMS構 

造では， スタッド, クリップ,金属モールが不要なた 

め，軽く，錆の心配がない。 

車種別にD G 化率をみると，乗用車のフロントウイン 

ドは100%，リヤウインドで20%。また美観がさほど間 

題にされないパスやトラックでは，すぺてゴムガスケッ 

トが使用されている。DG用ウレタンシーリング材は依 

然，サソスター,樹浜ゴム2社の独占状態にあるが，他 

のメーカーでは, りヤウインドのガスケット固定用シー 

リソグ材や，補修用シーリング材市場での競争が激化し 

ている。 

☆注目される補修用一液変成シリコーン 

年間400 t といわれる補修用シーリング材も,従来の 

ポリサルフ7イドは完全に影を潜めた。現在の主流は， 

1成分形シリコーンとブチルテープで，その比率は，ほ 
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表-9 フロント・リヤウインド固定の方法 
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タグ・ 

I、従来構造 

II、スタ ドレス構造 

Ill. FMS1 造 

ガスケット 
」」り定方式 

I 'ガスケット＋ウインドシーラー 

（ウインドシ一ラーは次の3種類） 

new ①成型粘着晶（発泡体） 

1 ②プチルひも状成型品（軟細） 

old ③ブチルべースト 

I 、ガスケットのみ 

（ブチル成型晶太硬ひも状） 

ク ト グ レ ー ジ ン グの種類 

ぼ3 : 1 である。この分野で注目されるのは，昨年あた 

りから変成シリコーンが，シリコーンに代って使われ始 

めたという点である。変成シリコーンの価格は，シリコ 

ーンの約9割程度と少し安いこと, また,シリコーンの 

ように板金部分に付着すると,あとで塗装がでさないと 

いう欠点がないため,数年のうちには, シリコーソにと 

って変わるのではないかという見方も出ている。 

アフターマーケツトとしては, 自動車用ガラス店のほ 

かに， オーナードライバー自身で行う修理が考えられ 

る。郊外立地の多いDIY店・ホームセンターへは，マ 

ィカー来店が，ほぼ90％に達しており,必然的に自動車 

用品の扱い比率も高く，売上比率の約2割を占め，重要 

な商品となっている。しかし，これらのうちシーリング 

材は，ほんの一部で，ウインドまわりの一部の補修に限 

られるため，アフターマーケツトの主流は自動車用ガラ 

ス店でのガラス交換補修である。 

小規模な店の多い自動車用ガラス店では，客層や職人 

の好みにより使用する材料はさまぎまではあるが，一般 

的には，ブチルテープは輸入車, シリコーソ・変成シリ 

コーンは国産車という傾向がある。これは,プチルテー 

プは，複雑な形状のガラスにも施ェしやすいことと，施 

工後すぐに走行可能であることによる。このため，ブチ 

ルテ・ープは営業車への使用も多い。 

これらガラス店は従業員が1'- 2人という零細業者が 

多く，一部を除いてシーリング材に対する認識は極めて 

低い。修理に持ち込まれた車は,シーリング材の表面が 

乾けば，即納車という例もあり, シリコーンで24時間と 

いうセットタイムは,いつも確保できるわけではない。 

フロントウインド補修後，走り出したら，ガラスがはず 

れたという例もあり,DG補修用シーリング材は,ユー 

ザーであるガラス店の技術にバラツキがあるという点で 

新車ラインでの使用以上に難しいといえる。 

シリコーソ・変成シリコーンが，さらにシェアを伸ば 

すには，性能向上と同時に，ブチルテープほどではなく 

ても，セットタイムをいかに短縮できるかにかかって、、 

る。 
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お陰をもちまして、令全国の建築・土木作業に 

携わる方々から熱心なお問合せ、ご注文をたく 

さんいただいております。 

o I言越シ’Jコーニノ 
＝ノーラニノーー 

一一一－－一
I
I
I
I
I
一
I
I
I
I
I

一
－
－
一
 

一

I
I
I
I
I
I

一

一

一

一

」

I
I
I
I
一
I
I
I
I
I
 

-
－
一
 

一
－
－
一

III 

一

一

 

一
一
－

III

一
一
 

時代のニーズに応える建築・土木用シリコーン・シーリング材で支 

1 成分形シーラントの長所「作業性の良さ」と2成分形 

のすぐれた「特長」を兼ね備える理想的なシーリング材 

が誕生しました。 

信越シリコーン・シーラント80。時代のニーズに応える 

画期的なシーリング材です。 

1 成分形ですから混合の手間とロス、そして混合ミスが 

解消されるばかりか、気泡の混入の心配もなくなり、シ 

ーリング材表面も一段ときれいに仕上がります。 

さらに、特長は低モジュラス・高伸長。ジョイントの動 

きに対する追従性がすぐれていますのく 厳しい条件ド 

でも、 その信頼性はずば抜けています。 

荷姿も、 1 成分形のイメージを一新。40缶入りです。 

既存の2成分形用コーキングガンで簡単に使うことがで 

きます。またソーセージ状のフイルムバッケージ（400cc 

入り）もそろえました。 

すぐれた作業性と様々な特長をもっ信越シリコーン‘シ 

ーラント80。信越シリコーンの25年余にわたる技術と実 

績から生まれた新しいシーリング材です。 

■特 長 

1)1成分形シーリング材ですから 施工が簡単です。 

●混合機が不要と同時に混合ミスによるトラブルから 

解消されます。 

●2成分形シーリング材に見られる混合時に於ける、 

気泡の巻き込みが無く、シーリング材表面の美観も 

向トLます。 

●2成分形シーリング材と比較し、すぐれた自己接着 

性を付与しています。 
2）低モジュラス、シリコーン・シーラントですから 

’耐寒・耐熱性、耐候・耐水性、耐久性にすぐれています。 

●低モジュラス・高伸張ですから、ジョイントの動きに 

対する追従性がすぐれています。 

●無酸型ですから、金属やコンクリートを腐蝕しません。 

● JIS-A - 5758の耐久性区分では、もちろんハれ／ベル 

の「9030」にランクされるシーリング材です。 

（呼び名：SR-1-9030一A- N ) 

14"‘ー 
Silk,111 

信越化学／シリコーン事業本部 sP班 

東京都千代田区大手町2・6 -I（朝日東海ビル）〒100 

TELl 03)242-121 1 (ft) 
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◇座談会◇ シーリング材の実用耐久性・標準化に向~ 

いま、なぜ動暴露か 
小池・加藤両顧間を囲んで 

出 席者（順ン 

▽小池迪夫 
東京工業大学工業材料研早I己話g務 

▽加藤正守 
干葉大堂二挙ぎ緯可十に三目 

▽蛭J 

松本 

~ 

l 
1 

-vJ料研究室主任研究員 

Ii叱奈和郎 
ーフツシ工業制技術部技術開発課主任技師 

平野 日本シーリングエ業会では，昭和50年のJIS A 

5757ク)公布を受けて,昭和51年3月に「建築用シーリソ 

グ材とその正しい使い方」という本を発行いたしまし 

た。その本の中に東工大の小池迫夫教授からすでに動暴 

露試験を考えるぺきであるというご提案をいただいてお 

ります。 

私が技術委員長になりました昭和54年から，これを優 

先テーマにして，積極的に取り組んできました。途中経 

過につきましては， 「シーリングニ，ース」の中に，2 

回に分けて報告していますが，今回ようやく試験機の試 

作という段階を迎えました。今後，エ業会でこの試験機 

を積極的に採り上げることにより，シーリング材の耐久 

性の向上ですとか，保証問題への1つの足掛りにすると 

いう意味で大いに活用していきたい，またこ活用をお願 

いしたい。そう考えまして，本日の座談会を催すことに 

なりました。 

貴重なこ意見をいただきまして，この試験機が日本中 

に広がっていくことを期待したいと思います。 

では最初に小池先生から，動暴露試験の歴史を少しひ 

もといていただけたらと思います。 

小池 熱膨張係数の違う2つの部材の端に生ずる動き 

難・： ■り上弘昌 
マリル工業欄専務 

く司会〉 

▽平野英作 
日本シ リンク工業会技術委員長 

▽笹谷茂生 
三本シーリンク工業会技術委員 

▽山内雅夫 
ョ本シーリンク工業会広報副委員艮・技術委員 

を試験に利用した研究の一番古いのは，私の知る限りーで 

は，オーストラリアのマーチンによるものではないかと 

思っております。1966年！ － 昭和41年にアメりカであり 

ましたASTM の Engineering Properties of Roofing 

Systems というシンポジウムの中で，マーチンが発表し 

ているんですが，そのシンポジウムの成果があくる年， 

昭和42年に，ASTM, STP-409 として出版されまし 

た。そク州-Iにマーチンの報告が全文載っております。 

その報告には，6フィートの木材と同じ艮さのアルミ 

ニウムのチャンネルの一端を固定して, フリーのところ 

に温度ムープメントを起こさせる機械が出ておりまし 

て，アスファルト防水層の耐ムーブメント性のテストを 

しております。 

動暴露という言葉が本当にいい名前かどうか，いまこ 

こで論議は差し控えたいと思いますが，マーチンは，ム 

ービング・ジョイソト・テスターという名前をつけてお 

ります。 

これを見たとき，やられたなと」実は思ったんです。 

これくらいのことに気がつかないようでは駄目じゃな、、 

か。それほど難しい発想ではないので，当然思いついて 

もよかったと思ったわけです。ですがこの試験機を見て 
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すぐ月本で真似をしようと思わなかったのは,一方の部 

材が木材である点にあったんです。研究の美学からしま 

すと，金属のようなホモジニアスな材料を使いたい。し 

かし，例えばアルミニウムとスチールの組み合せでは， 

非常に長いものを用意しないと,所定のムーブメントが 

生じない。それでは置き場所にも困るということで二の 

足を踏んでおりました。 

そのうちに私は東京の方へ出てまいりました。それを 

きっかけにして，なんとかしてこういうものをつくりた 

いなと思っていたわけです。その最初の発想は，実は竹 

を使うことです。設計図を1ぺん書いたことがありま 

す。竹だったら伸び縮みしないからいいんではないか， 

適当に防腐処理をすればいいかもしれない。そのときに 

同時に発想したのが，梯子型なんです。今回のシーリン 

グ工業会の案も梯子型になっているわけですが， 1つの 

試験機で多くの水準のムーブメントを発生させるという 

梯子型の発想をしまして，それを昭和石油アスファルト 

の山本常務と実際につくるところまで検討をしたんです 

が，どうも竹のいいのが手に入らないということで,つ 

ぷれてしま、、ました。 

その後，日本に来たスイス人に久しぶりに会ったとき 

に， ドイツのあるシーリング材の施工店では，あまりの 

クレームの多さに驚いて,塩化ビニールを伸縮材とする 

動暴露試験機を使って，そこの施工店で施ェする材料は 

全て試験をしてから工事にかかるようになってから，ク 

レームが非常に減ったという話を聞きました。その試験 

機は自分でつくったのか，西ドイツの'so・TECHのも 

のなのかはわかりませんが，施工店ですらそういうこと 

をしているという話を聞いて，ぜひともこれは日本で普 

及させなければいけないと考えた次第です。 

そのときにもらったドイツの文献の図を，冒頭に平野 

委員長から紹介があったように， 「建築用シーリング材 

とその正しい使い方」の中に紹介したわけです。 

その頃（昭和48年）建設省の総合プロジェクトの中に 

防水委員会ができまして，これには今日こ出席の加藤先 

生も参加されて，いろんな防水の研究を始めた時に，筑 

波の建研の土地を借りて，本格的なコンクリートの基礎 

を置いて，非常に長いアルミニウムの部材を設けて，多 

水準の動きがとれるものを造ろうと，一応の図面を書、、 

て，部材の太さなど検討したことがあるんですが, それ 

小池迪夫氏 

ユ七 

．一曹「 

'
 

だ 

、か一 ：華二- 加藤正守氏 

も結局できずにおしまいになった。 

その後，シーリング材のJIS のほうは進んだんです 

が，どうもメーカーさんは, JIS ができて，JISに合格 

すると安心してしまうくせがおありのようで，それでは 

いけない，JIS の合格品をべ‘・ースにして営業活動をして 

いただくんですけれども，そのプラス・アルファの中 

に，是非とも動暴露の結果を入れていただきたいという 

ことから,当時工業会の技術委員長であった栗原さんに 

お話ししたんですが，いろんな事情で延び延びになっ 

て，それが平野さんに受け継がれて，現在にきているわ 

けです。 

工業会がなかなか腰をあげて下さらないのに業を煮や 

して，私がアクリル樹脂でつくって，その動きを見たり 

温度と動きの大きさを合せたりしたのを3年程前（昭和 

52年）の建築学会の大会で発表しております。 

私のような野次馬が申し上げたことを，今回シーリン 

グ工業会がまじめに取り上げて下さって, 「シーリソグ 

ニュース」に載った案にまでまとめられたことlお 非常 

にうれしく思っております。 

きょうの座談会も，こういうものを今後大いに活用し 

て，事故のないシールド・ジョイントを設計して，世の 

中に貢献しようという意図ではないかと，非常にうれし 

く思ってやってきた次第です。 

どの装置がべターか 

平野 いまお話がありましたように，工業会が先生の 

こ提案をいただいて検討してきました中で，試験機の設 

計に至るまでの過程について，この関係の主査をやって 

おります笹谷技術委員から，アウトラインを説明させて 

いただき，皆様にこ理解いただいた上で，共通の討議に 

入っていきたいと思います。 

笹谷 動暴露試験についてまずどういう機械が，ある 

いはどういうことが現在日本で行われつつあるかという 
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ことを調ぺてみるのが委員会としての最初のステップで 

した。調ぺてみますと，メーカー側にもかなりあります 

が，先生方がいろんな研究をなされつつあるということ 

がわかりました。試験機そのものにつきましては,いろ 

んな種類のもので検討されつつあるという状況でした。 

これらの結果から，試験機を統一して，小型で普及でき 

るようなものが必要ではなかろうかということで，その 

辺から検討したわけです。 

特にエ業会では，各メーカーでやられている暴露がど 

ういう試験機であるか，あるいはどういう取付け方をし 

ているか, どのくらいの動きがあるか，そういうことを 

中心に調ぺてきました。 

いずれも目地の動きとしては4皿から10"くらいの範 

囲の動きを与えて，末端でいろいろと試験なされている 

ということがわかって，試験方法その他につきましては， 

まだまだ検討の余地があるというような段階でした。 

その後，どういう試験機をつくっていくかの検討をし 

ました。まず，現在のものが，アルミを使った試験機と 

プラスチックを使った試験機との2つに大きく分けられ 

ますので，どちらを選ぷかという選択があったわけで 

す。工業会としては，できるだけ小型で低コストで製作 

でき，普及可能な装置が好ましいとの結論を得まして， 

プラスチックを使った材料で充分いけるんではなかろう 

かという見解に至りました。 

そこで伸縮部材としては，アクリルを考えました。メ 

ーカーのデータを利用できるということもあって，アク 

リルを使った試験機ということにしました。 

もちろん，プラスチックですので，熱的な物性の変化 

があります。その辺を検討していって，シーリング材の 

発生する応力との関係から，計算してつくり上げたもの 

が，すでに発表したような形になったわけです（編集部 

注：本誌56頁 図一1参照％ 

この装置は，鉄とアクリル板の熱膨張係数の差によっ 

て発生するムープメントをシ・ーりング材にかけていこう 

ということで，当初，まん中から左の部分の3段だけで 

考えておりましたが,一番右側にも比較のための静的暴 

露を設けました。 

形状としては標準型で，長さが2100，幅が1認5と、、う 

ことですから，比較的コンパクトに仕上げられたんでは 

ないかと考えております。ただ,コスト的には当初予想 

したものよりも高くつく結果になったということが心残 

りです。 

第1号機が・平野委員艮のところででき上がっておりま 

す。今後いろいろデ・ータをとられることと思、、ますが, 

もう少し精度の点などで検討されるぺき問題があるかも 

しれません。現在ようやく設計の段階を終えたというと 

ころです。 

平野 一応おわかりいただけたかと思いますが，つけ 

加えますと，シリコーンシーリング材も対象にして考え 

ましたために，アクリル板が40皿という厚いものになっ 

ております。そのために目方も重い，コストも高くなっ 

てきたというところがあろうかと思います。 

動暴露試験機につきましては，加藤先生，朝比奈さ 

ん，松本さんも古くからお考えだということですので, 

雁史の統きということで，朝比奈さんに，今までにお考 

えになったことのこ披露をお願いします。 

動暴露試験の必要性 

朝比奈 当初こういう方法を考えましたのは，古い話 

になりますが，昭和39年に，ホテル・ニューオータニ 

(17階）ができた時がキッカケです。その翌年，ゴンド 

ラを下げて調査しましたところが，ほとんど全部切断し 

てしまって，口開き状態というのが現実の姿だったんで 

す。いろんなスペックがあり，試験をした上でスタート 

したのに，あまりにも早い時点で，考えてもみなかった 

事故となったということから困ったのです。ちょうどそ 

の時，シールの国際会議かの資料を読んでいるうちに木 

材をペースにして，その上にアルミを乗せたシンプルな 

形の動暴露テスターがありまして，これで一度チェック 

、 
二 

“~ 

勲資 轟 

「

‘

 

' z 、 

二舗’厩 ーー二 
活発な発言が飛びかう座談会会場 

43 



してみようということで始まりましたのが42年です。 

その当時は，あくまでホテルニューオータニが何故1 

年でああいう状態になったか，その原因はシーリング材 

の配合にあるのではないかという考え方に絞りまして， 

6種類の配合をつくっていただいて，自然太陽熱の中て‘ 

動さを与えながらチェックしたわけです。それがスター 

トでした。 

その後，木材を鉄骨に置換えて形状係数のチェックへ 

変わっていったわけです。ですから記録としては連続で 

はありません。断続的にはなっておりますけれども，一 

応8年間続けたということです。 

これまではアルミ型材をペースにチェックしてまいり 

ましたが，いままで私どもが15年間使った結果から，型 

材じゃなくて，板材一一例えば柱形を曲げた部材の方が 

動きが大きいような状況が見られますので，今回場所を 

改めるとともに，型材の伸縮を取りやめまして,板バネ 

ルの柱形を取り上げてチェックしていこうというふうに 

思っております。 

平野 先ほど笹谷委員から，名社，各大学の動暴露試 

験の概要を説明いたしましたが,ここでもう一度こ出席 

の皆さんから，すでにおやりになっております試験機の 

概要と，その試験機をおつくりになった日的，あるいは 

試験内容からいままでわかってきていること，動暴露試 

験の必要陛についてお話をいただけたらと思います。 

小池 笹谷さんが動暴露試験について, 「シーリング 

ニュース」第11号でほうぼうの動暴露試験機概要録と、、 

うことでまとめて下さっておりますが，私どものところ 

はムーブメント発生機がアクリル樹脂です。これは20皿 

厚の透明なものですが,黒色のゴムシrートを表面に張り， 

裏側に断熱材を張りまして，温度ムーブメントが大きく 

なるように仕組んでいます。長さはこの資料では900 iBm 

になっておりますが， L800皿 も別にあります。 

何のためにこういうのを作ったかというと，シーリン 

グ工業会に刺激を与えるためでして，別にシーリング材 

を試験しようという気はあまりありません。第1段階 

は，ちょっとシーリング工業会さんにご挨拶申し上げた 

わけです。 

実は昭和54, 55年度に運よく文部省の科学研究費が、、 

ただけることになりまして，それを機会に,シーリング 

材の試験という意味ではなくて，シーリングジョイント 

のモデルをつくって，その挙動を調べようということか 

ら，長さが900mm の試験機を東西南北に鉛直に立てまし 

て,そこに充分硬化したポリサルファイドシーリング材 

を取付け, しかもシーリング材の応力が測定できるよう 

にビーム型のロードーセルを1対ずつ付けて,差動トラ 

ンスで動きをとらえ，動きの大きさ，温度の変化,応力 

の大きさを2年近く測っているわけです。東西南北の鉛 

直の他に，水平面も2つ設けました。 

こういう試験機が実際の部材に起こるムーブメントと 

どのくらい相似の動きをするかはわかりません。実際の 

建物では部材が少なくともなんらかの方法で止められて 

おりますので,ムーブメントがスムースには起こってこ 

ないと思います。ですが一端がフリーの部材があるとす 

れば，これと同じような動きをするんではないかという 

ことです。 

どういう結果が出たかということは，資料を持ってき 

ておりませんのでご勘弁いただきたいと思います。 1 つ 

だけ予想が当たったと思いますのは，シーリング材は， 

動きながら次第に縮んでくるようです。充分硬化した試 

料を20Cで, 目地幅15皿，応カ0 としてスタートしまし 

資料一1 動暴露試験機概要表 

研 究 機 関 
ム ー フ’メ ン ト 発生部材 

べ― ス材 tIt 試 体 記04 
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たが，半年たちますと, 目地幅l5niffiになっでも引っ張り 

力が生ずるようになっています。 

これは容易に想像できることでして，温度の高いとき 

に圧縮を受け,温度が低くなって引っ張りを受けますの 

で，圧縮セットと引っ張りセットのパランスの面から， 

どうしてもシーリング材は収縮側に少しずつ移行すると 

いう訳ですが，それがこの結果からもわかりました。 

水平に置いてつけてある試料は, ポリサルファイドと 

シリコーンです。その比較については省略させていただ 

きますが，それぞれの材質の特徴がはっきり出て、、ま 

す。シリコーンは温度が上がっても,モジュラスは下が 

りません。と、、うより，最近の検剥1こよるとモジュラス 

が上がります。ですから同じ動きが起こっていても，ポ 

リサルファイドのほうはモジュラスが低下しますので， 

夏の間小さな応力になりますが,シリコーンのほうは, 

かなり大きな応力になっているという，粘性が強いボリ 

サルファイドと弾性が強いシリコーンとではそういう理 

解できる結果が現実に起っております。 

この結果は，来年の3月くらいまでにはまとめて各方 

面にお配りをしたいと思っておりますので，詳しい内容 

はそれまでお待ちいただきたいと思います。 

平野 硬化前についてもおやりになっていたんじゃな 

、、でしょうか。 

小池 硬化途中については，人工的な温度と動きでや 

っておりまして,動暴露ではやっておりません。 

まず動的性能の把握 

影響についで若干実験をやったことがあります。 

その段階では, どうも1成分形のシリコーソがうまく 

いかない。ただ，あまり長期にわたってやったのではな 

く―確か1カ月くらいだったと思いますがーーその段 

階でも少し欠陥が出ていたような記憶があります。 

「シーリングニュース」第11号資料にあるような形で数 

年前につくったわけです。これはアルミ部材の動きその 

ものを直接動きに出すという機構で,非常にシソプルに 

したわけです。もちろん，いろんな特長があるわけです 

が，この場合は当然試験体の個数を考えますと,設置場 

所がかなり大きくないとできないということがありま 

す。シンプルな形のものですから，場所さえあれば割合 

うまくいっているのではないかと考えております。 

あとは特に説明するまでもないんですが,当然この種 

の試験をする場合に，実際とのつながりと、、うことを考 

慮する必要があるわけですが，その意味でアルミの部材 

を使ったわけです。しかし，実験ですから必ずしもイコ 

ールにはなりません。 

試験の目的としては，いままで静的に暴露していたも 

のを，実際に近い形でその性能を把握しようということ 

で,シーリング材を硬化後にセットするということと， 

もう1つは，未硬化時の動きがどのようにシーリング材 

の性能に影響を及ぼすかということが見られるようにセ 

ットされております。 

それから，この種の屋外暴露試験は，そう簡単には勝 

負は決まらないわけですけれども，1 つわかったこと 

は，動きと硬化機構,またある意昧ではシーりング材の 

種類とも関係しますが，動きが大きいというか，伸縮率 

で言えば，約10％を越すような段階だと未硬化時に影響 

が出るんではないか，逆に言うとそれ以下の場合です 

と,あまり影響がないのではないだろうかというふうな 

感じを持っております。 

さらに,接着性をどう把握するかというのがもう1つ 

のボイントですが，接着性についてはどうもチェックし 
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加藤 シーリソグ材の研究を長年やっておりますが, 

その耐久性を把握するにはどうしてもその材料の動的性 

能を把握する必要があるということから，確か30年代の 

後半かと思いますが,手始めにアルミと鉄，それからア 

ルミと木材の型材を組み合せたムープメントテスター的 

なものをつくったことがあります。その場合には主とし 

てどの程度動くかというふうなことを対象としてやった 

わけです。 

研究的には，スチールとアルミの組み合せと、、う形 

で,ムーブメントの挙動について測定しました。また， 

その試験機を使って，やはり40年の初めころ，2, 3 の 

シーリング材を対象に未硬化時におけるムープメントの 
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にくい点があるように思います。もちろん，最初からあ 

まり接着性のよくないものは，その影響が割合短時間に 

田てくるかと思いますが，実際に試験を行う場合は接着 

性を確認してやっておりますので,長期的な接着性をみ 

るのには，ちょっと不向きかなという感じを持っており 

ます。当然のことながらシーリング材の耐久性を把握す 

る場合に,実際に近い状態でそれを見るということが非 

常に重要なわけで，この種の試験機が今後も活用される 

ことを望んでおります。 

超高層 ビルがひ き金 
… 

平野 目地幅を変えて，設計伸縮率を変えると、、うこ 

とでテストされているわけですか。 

加藤 そうです。図面にありますように，動きの水準 

としては4段階-1 .5rn, 3m , 4.5m, 6m に，L の 

長さがなっております。大雑把に言えばそれに比例する 

ということになるわけです。 

さらには，目地幅は自由にセットできるようになって 

います。目地幅を大きくすれば伸縮率は小さくなると、、 

う形で,動きの影響を見るようにも計画されておりま 

す。 

平野 10％を超すと云々と、、、、ますと， JIS A 5753 

あるいはJASSで耐久性区分9030では，設計伸縮率が 

士20％という水準とだいぶ差があるようですが。 

加藤 それが直接的に耐久性に影響を及ぼすのか，初 

期の状態というか,硬化直後というか，充填後ある時間 

内における影響と,それが長期にわたって及ぼすのかは 

必ずしも明らかではありません。したがって,ある初期 

段階でモジュラスとか伸びとか外観変化などを見ます 

と，その段階では10％よりも大きくなると影響がでてく 

るのではないだろうかと、、うことです。 

もう1つ, これはテストピースで暴露されますね。そ 

のため周辺が空気中に暴露されているわけです。それが 

構造物に取付けられたカ～テンウォールなどの形から見 

ますと，1 つの特定条件という気はします。 

こ ういう状態で暴露しますと，シ・ーリング材の温度が 

あまり上がらない。そこらあたりがこの種の試験機の実 

験条件の特長です。また,それを与えるような工夫をし 

なければいけないのかもしれません。工業会が開発した 

板状のものですと，熟の逃げ場がありませんので,逆に 

言えば温度は上がりがちかもしれませんね。 

松本 私どもで現在稼動して使っております装置につ 

きましては，55年に日本建築学会関東支部で，装置の概 

要とそれで得られた成果の一端を述ぺさせていただいて 

おります。私ども仕上げ関係をやっておりまして，40年 

代の初めは，外装のタイルの剥離で非常に問題があった 

わけです。そのときにも下地のム・ーブメントによって， 

剥離とか亀裂がどのように起こるかを究める必要があり 

ました。これに対しては，鉄骨を裏に背負わせまして， 

鉄骨の熱による膨張で, コンクリートスラブを割るな 

り，その伸縮によって剥離がどう進むかということを研 

究したことがあります。 

それから, 44, 5年に，日本建築学会で,高分子防水 

材料についての共同研究があったと思いますが，その時 

にはコンクリートスラプに亀裂を発生させて,それを呼 

吸というか，伸縮させようということで，裏にスチール 

の棒にニクロム線を巻いて，それで熱伸縮を与えること 

によってムープメントを出すということもありました．, 

そのようなことから，ムーブメントと仕上げ材との関 

係とか,材料の欠陥との関係というのは興味を持って、、 

たわけです。私自身としては，シーリソグ材の研究を始 

めまして，いろいろなことを実験室的にはやってみたん 

ですが，現場のトラブルと最後のところが結びつかな、、 

ということがありまして，なんとか打開しなければいけ 

ないということがありました。 

たまたま昭和50年前後に，一連の超高層ビルを抱え 

て，なんとか雨漏りのない超高層をつくらなければいけ 

ないということで，材料選択という実務的なことが研究 

よりも多かったと記憶しております。そこで，それまで 

につくられたメーカーの動暴露試験装置，あるいは先程 

来話に出ております研究文献などをあさりまして試作を 

やったと記憶しております。 

それで現在の形になったときの,設計思想の1つとし 

て，とにかく私どもで材料をつくっていて,その材料を 

評価するわけじゃありませんので，たくさんの試料を載 

せたいということがありました。 

それともう1つは,ただ〇×の答えではなくて，水準 

をいくつか設けて，ここまでの線ならばこの材料は大丈 

夫だということの判断をしたいということです。 
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これらの目的で設計に入りまして，実際は伸縮部材に 

アルミの型材を使いました。 100皿 x 50mm の断面のもの 

を使いまして，具体的には3 m730の部材を突きつける 

という形，したが‘って動きの量としては，これの倍の部 

材の動きという考えになるわけですが，それを軸にして 

長さと組み合せ，先程の小池先生のお話からいけば，梯 

子式になるんでしょうか，そういうことが基本思想で 

す。 

もう1つは無段階の水準といいますか，0からあると 

ころまでということで，はさみ型にして動かせるという 

ことも組み込みました。したがって,ある材料がここの 

動きまでは大丈夫だけれども，これ以上だめだというこ 

とは，連続量の中で捉えられるということで採用いたし 

ました。 

したがって,当初の設計日標であった，数多くと、、う 

ことに対しては，JIS の試験体の形状くらいの大きさで 

、、きますと，約300 から400体くらいは載る勘定になっ 

ております。 

現在までにシーリング材の硬化中に動きを受けた場合 

にどうなるかということについて，それも冬施工の場合 

と夏施ェの場合について, 目地幅との関係，形状係数と 

の関係，バックアップ材の形状との関係等々につきまし 

て,検討しております。来年くらいには細かく発表でき 

ると思います。 

それで何がわかったかということですが，要は私ども 

は一連の超高層をやるに当って，その前にかなりの実態 

調査を行って,故障のパターンが実験室で再現できなか 

ったものが，この動暴露試験によって再現できるように 

なったということです。したがって,いままでわからな 

かった部分が，泥くさいやり方ではありますけれども， 

少しずつわかりかけたということが言えると思います。 

無段階と 段階との差 1 

平野 いまお話の無段階と段階との差は何か出ており 

ますか。 

松本 無段階の方は1つ大きなマイナスがありまして 

I-'が1になってしまうわけですね。また隣りにあるもの 

はムーブメントの量が少しずつ違ってしまうわけですか 

ら，その辺の統計的な処理に充分気を配らないといけな 

い訳です。しかし，こういう材料についてはこのくら、、 

までは大丈夫だという,先程から何％という数字があり 

ましたが，その辺は割合にいいところと悪いところは差 

が山てきております。 

参考までに,無段階の場合，0－ー全然動かないとこ 

ろから，loll皿動くところまで持ってこれるような形にな 

っております。 

平野 最大の動きはどのくらい出るんですか。 

松本 概ね8皿から9皿得られていると思います。ー▲ 

番動くところで温度差x0. 128 という数字が動きの量てト 

実測値で出ております。 

平野 それて9ま笹谷さん，こ自分の方の機械と結果に 

ついてお話いただきたいと思います。 

笹谷 当初いろいろ現場でのクレームがありまして， 

実際に近い試験方法を導入して検討していかなければ， 

問題の解決にならないんではないかということになり， 

50年頃だったと思いますが，ISO ・ TECIl社の機械 

を導入しました。 

それでこの機械で試験を始めたんですが，1 台ですの 

で，6検体しか付けられない。これではとても試験にな 

らないということで,少し大掛りなものをつくってみよ 

うかということになりまして，塩ビ板を使って，これを 

機械的に動かしてみようという形で,装置をつくり上げ 

ました。 

この装置につきましては,施工時に機械を上めれば, 

目地は動きませんので，その時に試験体をセットするこ 

とができます。 

大体1年問測定しまして，塩ビ板をフリーに動かして 

いますからI 日間最大6皿1，年間で9皿くらいのムーブ 

メントを得ております。これは南面35度に向けておりま 

す。 

それから現場での再現試験をしているわけですが」先 

程加藤先生からお話がありましたように，接着性につ、、 

ては,現場の再現を得るというところまで至っておりま 

せん。もう少し変わった方向の検討が要るのではないか 

と考えております。 

伸縮率ですが，促進的な形でやっておりますので，2 

年間でかなりの結果が得られています。やはり材料間の 

差というのはあるようです。 

それからシール材の変形とか破壊の傾向は，まだ実際 
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の現場とは多少違うところがある。あくまでも施工段階 

から動かして，しかも目地の形状が現場に即したような 

形で試験をしていかなければ多少違った面が出てくるん 

じゃなかろうかと、、うことが現在まで得られた感じです 

平野 一通り動暴露試験の概要についてこ披露いただ 

きましたので，以下,動暴露試験機の有用性から，今後 

の取り上げるぺき試験法，あるいは評価法についてお話 

を進めていただきたいと思います。 

動暴露は万能に非ず 

蛭川 かつて私もあるビル工事に際して，相当大掛り 

な試験を，材料選択のために実施したことがあるのです 

が，そのときにこういった動暴露の試験について，もう 

少し知識を持っていたならば，もっと多くの資料と成果 

が得られていたのではないかと考えて残念に思っている 

ところです。 

その時の試験の内容を申し上げます。そのエ事は地上 

24階建で延べ面積74, 000げほどのビルでしたが,外装が 

アルミキャストのカーテンウォールでして，ジョイソト 

のシール材を選択するために在来のポリサルファイ ド系 

のものと，シリコーソ系の数種の製品を比較することに 

なったのです。当時はまだシリコーンの大規模な実用例 

を聞いたことがなかったのて性能比較と同時に，いろん 

な問題が考えられていました。ですから，実験室的な性 

能を現実に現場で発揮させるためには,一体どんな問題 

を検討しなけれぼいけないのだろうかという，実用的な 

面から私たちは入ったわけです。 

それがどういうことかと言いますと，例えばアルミキ 

ャストの素材に塗装をしていいのかどうか,塗装した面 

にシ・ール材を打って，界面の剥離が起きないのか,それ 

はひとつには塗装の剥離という問題があったのですが， 

今度は塗装の面にいかなるプライマーを塗ったらいいの 

か，それから,非常に複雑な断面形状だったものですか 

ら，そのプライマーがうまく塗れるか塗れないか，など 

という問題があったのです。 

さらに進んで施工の段階では，風に吹かれもしようし 

ホコリもかぶるだろう。例えば下地の面がーたん清掃さ 

れたかに見えていても,当然考えられなければならな、、 

ホコりの付着が，一体どれほどの影響をもたらすものか 

朝比奈和郎氏 
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という点，あるいはプライマーの塗り重ねの影響，プラ 

イマーの塗布不十分の場合の影響など,現実に即したテ 

ストを行なったわけです。 

このテストの特徴は，被着体に現実の材質と断面をそ 

のまま使用して,現場での施工状態に近い状況で実施し 

たことです。私たちはこれらのデータをもとにシリコー 

ンの採用に踏み切ったわけですし, どの会社の製品を採 

用するかという選択をしたわけです。 

その後も一番気になるところは」縦横のジョイントが 

交叉する点で，これからも注意していきたいと思って、、 

ますが,これから先のいろいろな状況を見極める際の基 

礎になる資料として，当時こうした試験がしてあったら 

良かったと痛切に感じているところです。 

平野 操上さんいかがですか。 

操上 大変いい試験の方法ではないかと感じます。わ 

れわれが実際に現場の仕事をやっていてシーリング防水 

が良いか悪いかは，現場での実態調査でないとつかめな 

いという，非常に手間暇のかかる方法だったと思うんで 

す。ですから，そういう作業を幾分かでも軽減できる方 

法として大いにやるぺきだと思います。それと適材適所 

という観点から, これらに関する知識を，使う立場のよ 

り多くの方Alに持ってもらうための1つの大きなステッ 

プになるのではないかというように感じます。 

われわれ施工業者は経験的に捉え，また一方でこう、、 

う実験をされている方が判明した結果を出す。希望を言 

えば，長期間実験をやらなければいけないと思、、ます 

が，できるだけ早い時期に，できるだけ多くの場所で， 

大いにやっていただきたいと思います。 

松本 動暴露試験の場合には，温度ム～ブメントに限 

られております。ですから，なんでもかんでもこれでわ 

かるということについては問題があると思います。やは 

り目的を明確にしないといけないと考えます。 

いかにもこれを通ればいいんだというようなことがカ 

タログに一方的に書かれたりしますと，運用面で誤りが 
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生じるように思います。したがっで，読まれた方にこう 

いう試験の考え方と数値の扱い方をまず理解してもらう 

ことが第1だと思います。ですから運用,活用について 

は,せっかく工業会主導型でやられるんだったら，その 

辺を固めたあとで成果の展開を図っていただきたいと考 

えます。 

それから加藤先生にお伺いしたいのですが，接着はわ 

かりにくいとおっしゃったのですが,私の考えでは，、、 

ままで例えば実験室でオートグラフで接着試験をやりま 

して，〇だとか×だとかやっていて,現場で逆が出たり 

ということがずいぶんあったわけです。例えば薄皮がつ 

いているものをどう判断するかという問題が実験室的に 

はありました。この辺が割合きれいに出てくるんです 

が,先生の言われた主旨はどういうことでしょうか。 

加藤 私の申し上げたのは,材料の使われ方が最大伸 

び率というか，破断時の状態で使われているんではな、、 

ということが1つと，当然設計によって，数％から20% 

くらいの設計があるかと思いますが,小さな変位内にお 

いてはつかまえにくいということです。最大荷重となり 

伸び率の状態まで，応力なり変位を与えますとI 当然そ 

れがある場合には影響しているかもしれませんが,シー 

リング材としての設計変位内の状態では，ちょっとつか 

まえにくいのではないだろうかということです。 

この辺い、ろいろなところでいろいろなことをしてみ 

て，データを集大成してから言わないと,独断になると 

思いますが 

平野 月的を明確にというのは，標準化の中で工業会 

が考えるぺき事項のひとつなんですが,その前に，もう 

少し整理していただくという意味で動暴露試験の試験項 

目が発表されているわけですが,（編集部注：資料―2 

参照）その中で，例えばどの辺からやるべきかというの 

は，メーカー，あるいはいろんな方がそれぞれのお考え 

で始めればいいことですが，実用面からみて,現場のク 

レームを解決するための方法というようなお話をいただ 

けたら，それが今後取り上げるぺき試験法，評価法に最 

も早くつながると思いますので,ありがたいと思うんで 

すが。 

松本 日建設計の大阪木社に千葉春海さんという方が 

おられるんですが，動暴露に非常に興味を持たれていま 

して，51年以降くらいから自分の関与する大型現場では 

自ら設計した動暴露試験機を現場で製作して，山上めの 

ときから現場事務所の一番陽が当たろ場所に,暴露しな 

さいという指示がされておりました。これはポリカーボ 

ネイト板だったと思います。寸法は2mから2m500 くら 

いの末端へ，そこの現場で使う被着体，塗装系列を含め 

て，いわゆる引張・圧縮と剪断のムーブメソトがかけら 

れるものです。現場が大型になりますと, 2年半から3 

年くらいになるわけで,カーテソウォールであれぱ，設 

計者として図面を承認される前に，最終的に判断できる 

という工程を組まれて，いくつかのゼネコンはやったと 

思います。 

この場合には，千葉さんが自ら図面を弓は、れて，金属 

部分はオールステンレスでした。 

蛭川 私どもでもあちこちの現場で断片的にやるんで 

すが，統一性がないんですねロ千葉さんは一貫していく 

資料一2 動暴露試験の検討項目 

試験 目 的 を 明確に 

平野 そうしますと，松本さんの明確に出るというの 

は，動暴露にかけてから引っ張った場合ということにな 

るんでし上うか。 

松本 両方なんですね。 2つでやっております。です 

から，もちろん接着は実験室でやって×がつくものにつ 

、、ては,暴露で硬化2週間，3週間, 1 カ月後には，そ 

の試験機上で剥離という形で山ます。実験室で接着の良 

否を判別しにくいなどは，引っ張りセット，いわゆる形 

状の変化を与える動暴露では，複合的な形の大変に厳し 

い条件での接着の判断になるわけで，静的な引っ張り試 

験よりも接着破壊しやすい結果を得ております。また， 

動暴露で繰返したあと引っ張りますと，割合△がなくな 

って，〇か×がはっきりしてくるという傾向も認めてお 

ります。 

(1）硬化段階の諸問題の検討 

i ）施工時期と硬化速度の関係 

ii ）硬化機構と伸縮率の関係 

iii )接着性に与えるネ刀期段階の動きの影響 

(2）耐久性 

i ）基材、配合による許容伸縮1事 

Ii ）接着耐久性 

iii ）形状係数と耐久性 

(3）その他 

i )実験室での促進試験の基準尺として活J羽 

ii ）地域によるムーブメントの知見 

iii ）シーリング材の改善 

iv ）その他 
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つもの現場でやっておられるからいいんですが，私の場 

合は1つしかありません。なにしろその前のエ事のとき 

に，カーテンウォールのジョイントでシrールの剥離に出 

会っているものですから， 次のアルミキャストのとさ 

は，問題を起こしては大変だというので」試験をする気 

になっていました。幸いに費用の目途がついたので，テ 

ストできたのですが，相当大型のビルでないと試験費が 

出ないんです。今度の試験装置は経費の面からみて,わ 

れわれの場合でも手が届きそうに思います。 

加藤 いまの松本さんのお話は，実際に即した，しか 

も安全性を確認するという意味で,非常に良い方法だと 

思います。しかし，現場ごとにそういう方法を行うと、、 

うことは，必ずしもできるわけではないし, また経済的 

でもないです。したがって，こういう試験機が開発され 

ますと，そう、、うことはやらなくとも，その性能を確認 

できるんじゃないか。特に問題があるとすれば,接着性 

の問題です。これはケース・パイ・ケースで充分に，必 

要以上に確認していただきたい。シーリソグ材の材質に 

対する影響に関しては，こういうものが開発されれば， 

必ずしもやらなくても，充分性能把握でさるんじゃな、、 

かと思います。 

やはり基本的には，第1段階の目地幅をどう決めるか 

という設計の問題にかかってくるわけです。それが無理 

しておれば，当然いい結果は得られないわけで, よくわ 

からない状態では，なるべく安全性を大きくとったほう 

が良いのではないかと思います。 

平野 いずれにしても, 自分のところのシーリング材 

がどのくらいの設計伸縮率までもつか，さっき松本さん 

が無段階というお話をされましたけれども，その辺のリ 

ミットを押えておくことは必要だと思います。 

加藤 ぜひメーカーに明確な数字を出していただきた 

い, しかも信頼性のあるデータを出していただきたいと 

思います。 

15年先の 予見 も  1 

蛭川 こういう試験機を使って, 2年間とか3年間と 

かの試験値が得られれば,それを利用してせめーて1o年後 

くらいまでの成績はシュミレートできますか‘! 

小池 疲労の問題は実際に起る動きよりも大きなもの 

まで含めておけばできると思います。 

結果はセミログのグラフに乗ると思います。横軸に動 

きの大きさを等間隔にとって，縦軸にだめになったとき 

の時間をログでとれば，真直ぐという意味じゃありませ 

んが，なめらかな線に乗るんじゃないか。現実に起るよ 

りももっと大きな動きが起る仕組みにしておけばいい。 

メーカーの材料によって違いますので，その線が共通に 

はなりませんが,メーカーが3年なり5年なりおやりに 

なっておけば，実際に起るムープメントはこのくらいだ 

から，15年先まで大丈夫そうだというような見当はつく 

ようになると思います。 

塗膜防水では，動きと疲労，破断についてかなりセミ 

ログのグラフにスムースな線に乗りました。塗膜防水は 

下地から剥離が起ると有利になるということがあって， 

カーブが素直に乗りにくいんですけれども,かなり乗っ 

ています。ただ，それぞれの動暴露試験に起る動きが現 

実の部材に起るのより相当に大さいかどうかによって, 

促進的な意味があるかどうかが分かれます。 

先程からのお話の点，私も全く同感なんですが，欠陥 

が起るのに,長期的要因と短期的要因がありまして，そ 

の両者にこの試験機を活用することができると思、、ま 

す。長期的要因というのは，接着破壊が起きない状態で 

何年くらい持つかということで，いまの話につながるわ 

けです。それは大きな動きから小さな動きによる結果を 

総合しないとグラフができないわけですが,それを眺め 

ながら,その材料はどのくらいの伸縮率あるいは変形率 

まで設計条件として採用できるかということを決めるこ 

とがIつ。これは断然メーカーさんでデータを蓄積して 

いただきたいと思います。 

それと，短期的な欠陥というのはI 硬化のときの温度 

湿度の条件，あるいは打込みが朝であるか，昼であるか 

タ方であるかということ，あるいは接着性に特に影響を 

及ぼす被着体とそれに使うプライマーの問題，そういう 

”警 運轡， ‘ -

笹谷 茂生 
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特殊な個々の条秤によっていろんなことが起ってきます 

から，その辺の確認にもこ活用いただきたい。これは5 

年なり10年なり待ってるという意味じゃなくて，ある程 

度硬化が進んだら，適宜はずして，欠陥が起っていなけ 

れば引っ張ってみるとか，その他の実験室的な方法で確 

認ができる。 

もう1つの短期的要因は,動いているジョイントにシ 

ーリング材を打込みますから，変形して固まることがあ 

り得るわけです。そう、、うものは取りはずして別の試験 

機で疲労などの試験をする必要があるんじゃないかと思 

います。うまく固まったものよりも，決して有利にはな 

っていないはずです。固まりがけに引っ張られますと， 

真ん中がくびれるということがあります。単純にくびれ 

たのならいいのですけれども，それが圧縮されますと， 

鋭い食い込みになって現れることがあります。いい形に 

固まるかどうかということは，この試験機でこ検討いた 

だきたいと思います。 

平野 バックアップ材に関することですが，パックア 

ップ材を入れますと未硬化の段階では3面接着という事 

態が起こるはずです。この問題についてご意見があれば 

小池 そのことについては，現在1つの試験機を製作 

中なんですが，必ずしも動暴露試験機でやらないとわか 

らないということではないと思います。シーリング材を 

打込んでからいろんな時間で動きを与えると， それだ 

けでおかレくなるものもあるようです。見掛上おかしく 

ならなくても，バックアップ材のお蔭で3面接着になっ 

て，裏側の隅のほうに変形が起って欠陥のもとになると 

いうことがありますが，基礎的なことは室内試験でかな 

りフォローできるんじゃないかと思っています。できた 

ら来年度あたりに，パックアッブ材の材質と圧縮率を変 

えて,初期ムーブメントの影響を調べたいと思っており 

ます。 

松本 現行使われている発泡ポリェチレン製のパック 

アップ材で, 15日くらいはシーリソグ材とバックアップ 

材の挙動が全く同じなんです。15日以降に縁が切れてく 

るということがわかってきましたので，その辺，先程小 

池先生の言われたノッチ効果というか，対角線上のクラ 

ックや空気の巻き込みによる空隙みたいのが入ってくる 

のです。それまでにうまく硬化してくれればいいのです 

けれども，これが一緒になって動きますと, どんどん進 

んでしまう訳です。結局シーリング材そのもののゴムと 

しての性能というよりも，パックアップ材などの他の効 

果で性能低下を招くことになり, もう1つは欠陥を発見 

しやすい方法があればよいと思います。現行の私ども 

のものは，地べたに這っていますし，パックアップ材を 

やっておりますので裏から見えないわけです。したがっ 

て，数をやってたくさん同じ水準のところでサンプリン 

グし， 1つ1つめくっていきながら裏の状態を見て行っ 

たわけです。今回は標準化するということが目的かもし 

れないけれども，そのあとはいずれ裏から見れるような 

ものを検討していって欲しいように思います。 

小池 パックアップ材は軟かなもののほうがいいんじ 

ゃないかという気がしているわけです。くっついても、、 

いからふにゃふにゃのもの。ただ, 目地底として頼りが 

なきゃ困るんですが,頼りなくない程度で 

松本 現行使われているものは，圧縮サイドではけっ 

こうな力になります。 

」 試験機の普及が課題 
I 

小池 前に目地幅を動かしながら硬化させた実験をし 

たとき,応力を測ってみましたが，バックアップ材の剛 

性が高いと何の応力を測っているかわかりませんから, 

ウレタンフォームのように軟いのを使ったのですが,固 

まったあときっちり付いておりますけれども，界面あた 

りになんにも悪いことしていません。バックアッブ材の 

関係はこれからの研究課題の1つだと思います。 

加藤 小池先生が言われたように，うちでもパックア 

ップ材について検討しておりますが,動暴露試験でやれ 

ないことはないと思いますが，室内実験的なほうが早く 

結果が得られるんじゃないでしょうか。 

JIS と関連して，シーりング材の材質,性能はかなり 

よくなっていると思います。ただ問題は，施工条件と絡 

めたこと，つまりバックアップ材にしても，狭いところ 

にプライマーを塗るわけで，プライマーを塗られた状態 

でどうなるかとか，そういう実際的なデータが少ないん 

じゃないか‘逆に言うと，動暴露試験は,実際に近い状 

態でやるわけですから，あまり実験室的な考えにこだわ 

らないで，例えぱバックアップ材にブライマーを塗って 
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しまう。塗った状態でどうなるかということも合せでや 

られるといいんじゃないかと思います。 

操上 プライマーは現実には塗られるわけでしょう。 

そういう試験でないと意味がないと思いますね。 

笹谷 実際パックアッブ材の上までプライマーを塗っ 

た形で試験しております。 

操上 接着の良し悪しは，かなり過酷にやらないと出 

てこないでしょうか。 

平野 山内さんのところでは水をかけるとかで，水を 

かけると剥れるものはばっと剥れるというお話ですが。 

山内 松本さんのところでやっておられる初期の接着 

性の試験からヒソトを得まして，通常の被着体というの 

じゃなくて，常乾の塗料とか錆止め塗料にはいいブライ 

マーがないわけですから，そう、、ったような特殊な被着 

体についての初期の接着性を検証するのに，動暴露試験 

に同じ被着体を付けておいて，昼間暑いとき打って，タ 

方温度が下がってくる，あるいは急ににわか雨が降って 

温度が下がるという状態を想定してやります。そして硬 

化途中,あるいは硬化がほぽ完了した後にいきなりホ・ー 

スで水をぶっかけると,その目地がばっと開きますから, 

常乾の塗料とか，錆止め塗料の場合は,塗料そのものが 

温まっておりますので，そこで塗料の凝集破壊が起きた 

り，あるいはプライマ・ーが簡単に剥れてしまうという現 

象があります。ですから新しい被着体，従来なかったよ 

うな被着体とか，塗料，そう、、うものの接着性を早く見 

たいというときに，時々利用はしております。 

平野 簡単な接着性判定としておもしろいかもしれま 

せんね。実用面ばかり出てきてしま、、ましたけれども,そ 

れでは最後に, まとめということで試験機の普及という 

目的の中で一言ずつご意見をお伺いしたいと思います。 

朝比奈 資料に動暴露試験の検討が3項目載っており 

ますが（資料一2 49頁），コーザーの立場からいけば， 

耐久性のI, ii, iiiに尽きるということになるわけで 

す。このうちiにつきましては，自分たちが配合できる 

わけではありませんので，側面的なチェックになるんて, 

すが, 11番, III番にウェートをかけていくようになると 

思います。その根底は設計伸縮率が20%なのか30％なの 

カり あるいは10％にしなければいけないのか，その辺の 

確定ではないかと思います。それが最初だろうと思いま 

すけれども…・・・。 

全国一斉に動暴露を 

蛭川 私たちが一番気にしているのは耐久性の話です 

し, それの数値化の問題ですね。特に保証問題に対する 

対応の基礎資料を得るためにというような話がありまし 

たが，これが一番関心のある問題で，試験機を利用する 

ことによって所期のデータを得ることができて，保証間 

題の解決に必要な基礎づくりができれば結構なことで， 

是非そうしてもらいたいと思います。 

松本 標準化について言えば，この試験方法,測定方 

法というのは，機差一製作誤差というのがずいぶんあ 

るんじゃないかと思います。ですから例えば実際に温度 

の差がどれだけあったからムーブメントがこうでしたよ 

ということを測って，その値とシーリソグ材の状態から 

結論が〇か×かという形で出てくると思います。その辺 

が実際,何を標準にすべきかというのも，おそらくいま 

はわからないと思います。これは1つ提案なんですが， 

まずシーリングエ業会会員各社が,全国でこれを購入し 

て，ある日一斉に，同じ材料で同じ被着体で，同じ目地 

幅で打つ。それでどういうデータが出るか,ばらついた 

ところが標準化しなければならない部分だと思います。 

何を測っておけばそのデータを解析できるか, 当面，工 

業会の技術委員会として，これを研究し,何を標準化す 

べきかということの命題で，全国一斉，動暴露試験みた 

いなことをやっていただけるとありがたいのですが。そ 

れから記録装置というのがありますが，簡易的にムーブ 

メントのみを記録するというのと,差動トランス，増幅 

器，記録計など測定器そのもののことがずいぷん問題に 

なると思います。当面はこういうことの標準化が第1じ 

ゃないでし上うか。簡易にムーブメントのみを記録する 

ことについては,諸外国で提案されています。ーあれ 

はイギリスでしたか,アルミ板でひっかく方法は。 

小池 イギリスですね,アクリル板です。 

松本 時計仕掛けで回転するんですか。 

小池 人間の手でやるんです。私が提案したのは，横 

長の, 1年で10c皿くらいあればできます。 1 週間にIぺ 

ん動かすとして，h皿!間隔ー -0. 5皿でも、、、、て’すが， 

1 年に50何週ですから50何11110あればすむわけです。 210111 

間隔でもhOc皿くらいで1年分のデータが収ります。 
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いずれ動きの問題は毎日測っても,全部そのデータを 

持って回るわけにいきませんので,ある種の整理が必要 

です。 1 週の最大最小のデータがわかれば充分ではな、、 

でし上うか。そういうのを足掛りにして，地域差もそれ 

に現れてくるわけですし,何らかの記録デ・ータを前提と 

して，試験結果を判定してみないといけないんじゃな、、 

かと思います。 

松本 カタログ表示される場合に，その辺が重要にな 

ると思います。 

平野 試料温度の問題もありましょうし,差動トラン 

スその他の機械の誤差の問題も出てきましょうが,少な 

くとも，気温と試料温度は測定し,動きはどうなった 

か,その動きに対して目地幅をどうセットしたら, どう 

なったか，そのくらい最低限にレて進まないと,費用も 

かかりますからあまり普及しないんじゃないかと思って 

おります。とにかく普及させることのほうが大事だと思 

いますので，その辺は充分検討していきたいと思、、ま 

す。加藤先生いかがでしょうか。 

加藤 私はこの3月アメりカへ行って2 , 3 のシーリ 

ング材メーカーーを訪ねてきたわけです。その中の3-つの 

やりとりに， 「何に基づいてつくって、、るのか」，rF 

Sの規格に基づいてつくっている」。「それで許容伸縮率 

はどうやって求めているか」 と、、うと，rFS に基づ、、 

て数値を出しているんだ」 というわけです。こ承知のよ 

うにFS規格は日本に比ぺてかなり甘い－－ 彼らは甘、、 

と思っていないんですけどーと思うんです。それに関 

連して，それで充分かと質間したときに,わが社では 

1,000回もやっている。 したがって問題がないと、、う答 

えなんです。それ以上やることはかえってユーザーに経 

済的負担を与えるから，わが社ではやらないというのが 

答えです。これはものの考え方の1つですけれども，私 

の言いたいのは，この種の試験機を導入して,出された 

ものに対して, 当然経済的な裏付けがあってしかるべき 

じゃないだろうかということです。営業と性能とはイコ 

ールではないかもしれませんけれども，信頼でさるもの 

だという保証があった場合には,当然高く買ってほしい。 

場所から,装置全体の面から考えても相当なお金がか 

かるわけですから,それに見返えるような価格で,いう 

なれば損をしないような社会的な評価がほしいという気 

がいたします。 

平野 是非そうなることを期待してやみません。いず 

れにしても競争の原理が働きますから，皆さん全部おや 

りになる時がくると思います。その時標準化しておきま 

せんと,ばらばらのデータが出て，ユーザーの方が見当 

がつかないということにならないようにしなければいけ 

ないと思います。 

小池 いまの加藤先生のお話は,少なくともクレ・ーム 

が少なくなることで，経済的な見返りはあるんじゃな、、 

かという気がいたしますが 

この試験機についての使い方は,先程長期的なもの, 

短期的なものについてお話しましたので，もう申しませ 

んけれども,先程加藤先生もおっしゃいましたし，先生 

のデ・ータでも出ているんですが,実際のカーテンウォー 

ルなどのジョイントでは，シーリング材がかなりの温度 

に上がっております。この試験機にかける試験体でもそ 

ういう温度が再現されないといけない。現在のやり方で 

すと,例えばアルミの被着体は，吸熱板ではなくて，放 

熱板になっている。これでは試験条件が甘くなって，結 

局裏切られる可能性がありますので,熟を集めるような 

ディテール，裏に断熱材があって, しかもある程度の色 

のあるアルミを使うということにしませんと，やはり動 

暴露の試験が現実のものを再現しないということになっ 

てしまうんではないか。いま，どういうふうに試験体を 

つくったら熱が集まるかということについて,腹案はあ 

りませんけれども，黒っぼくし,表面に出る金属板はで 

きるだけ暗色系にすることと，シーリング材の周りはバ 

ックアップ材および断熱材で覆ってしまうという形で試 

験をしないといけないんじゃないかと思います。 

それが今の標準化されている動暴露試験機の50m111と、、 

うクリアランスの中に収まるかどうか，あるいは上に乗 

っければかなり大きなものも乗るんじゃないかというこ 

とですので，その辺こ検討いただきたいと思います。 

平野 貴重なこ意見をありがとうこざいました。先程 

申しましたように，技術委員会のほうて標準化の第3-歩 

として，試験体の取付け方法，試験法，評価法について標 

準化をしていこうと考えておりますが，その原案ができ 

ました時点では諸先生方のこ意見を事離（しながら，確実 

なものにし，かつ的確に使われるという形の中でこの試 

験機を有効に活用していきたいと考えますので，今後と 

もこ指導こ鞭撻をお願いいたしますd なお，この試験機 

の普及のため,是非とも関係者の方々にお奨め願いた、、 

と思います。本日はありがとうこざいました。 
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動暴露試験 ‘フいて 

l技術委員会 動暴露検討クループ」 

建築用不定形シーリング材の耐久性向上を目的とする 

動暴露試験について調査し,その結果をもとに動暴露装 

置を検討し基本的な装置の設計を行った。これまでの経 

緯をまとめ, さらに設計した試験機を活用する試験項 

目，試験方法について報告し，動暴露試験についての検 

討のまとめとしたい。 

1 ，シーリソグ材の現状と 
動暴露試験

シーリング材に関する性能評価方法は，海外の規格の 

準用に始まり, 日本工業規格として検討が重ねられ，わ 

が国独自の試験方法へと進んできている。試験方法に耐 

久性の考えが導入されたのは，1975年に制定された， 

JTS A 5757「建築用シーリング材の性能基準」からと 

いえるが，現在市場に導入されている弾性シーリング材 

7基剤を包含する最新のJIS A 5758「建築用シ・ーリン 

グ材」にもこの精神は受け継がれ，シーリソグ材メーカ 

ーの対応はもちろん,耐久性区分は，I JASS,仕様書な 

どに盛り込まれ，シーリング材の適材適所への使用が進 

められている現状である。 

シーリング材の耐久性は，このように設計,施工，材 

料の総合的な技術水準の向上にあり，進歩しつつあると 

いえよう。今後は過去の問題点を明確にし，さらに現状 

の技術を実証する方向の検討を行い，信頼性の回復と保 

証ができる水準へ技術を高める必要がある。動的自然暴 

露試験は，占くはポリサルファイド系シーリング材が弾 

性シーリング材としてわが国で使用され始めた昭和40年 

代の初期に海外では考えられていたようだが，ロ本では 

JIS A 5757 が検討されたころから，その必要性がいわ 

れ,昭和50年以後本格的に取り組まれてきたといえる。 

建築用シーリング材の耐久性が動暴露試験によって全て 

把握できるものとはいえないが，現状の評価方法に加 

え，知見を得るならばさらに技術の向上につながると考 

えられる。工業会で本テーマについて取り上げたのもーー 

つにはこのような考えによるものである。 

2‘動暴露試験と現状 

技術委員会では動暴露試験について調査し，装置の検 

討を行って，予算的に許されれば1号機を試作し性能を 

把握して会員の参考とするとともに，試験方法などの標 

準化を検討する方針で検討を開始した。 

まず現状を把握するため調査を行った。その詳細は第 

1 報に記した通りだが，まとめてみるとすでに多くの研 

究機関，メーカーで開始されていること, また最終目的 

は耐久性の把握にあると考えられるが動暴露試験を行う 

必然性にはそれぞれ異なった面があったことがうかがわ 

れ，装置そのものが独自の設計によって作成されている 

ことがわかった。ただし試験装置の大きさには差がある 

が,ムープメント発生部材はアルミニウムとプラスチッ 

クスに大別され，ベース材は鋼材が使用されている。ム 

ープメント量は年間6'-'lO皿が得ちれており,供試体の 

取fJ位置は全面か末端のみで，取付個数についてはまち 

まちであった。さらにほとんどの装置にムープメント量, 

温度を記録する装置が設けられ，試験結果を解析する上 

で必要な装置であるといえる。暴露位置にも工夫が見ら 

れ南面に傾斜させて暴露する装置もあった。 

さてこれらの試験装置で何が得られているかとみる 

と, まだ動暴露試験が始まったばかりで，装置の性能把 

握に関する報告がほとんどだった。本年(56年）の日本 

建築学会の研究発表中にシーリソグ材に関する報告を見 

ることができる。また実際に建設現場に装置を持込み, 
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実用に供した例がある。 

3 ．動暴露装麗0)検討と設計 

調査結果をもとに動暴露試験装置としての目標を検討 

した結果，小型で軽量，低コストで製作でき，普及可能 

なものが好ましいとの結論となった。現在の装置には大 

別して2種類の装置があるが，目標どおりとすれば熱膨 

張係数の人きいプラスチックスと鋼の間の温度変化によ 

って生ずるムープメントを利用する装置を開発すること 

であった。 

伸縮部材として使用するプラスチックスは耐候性の良 

い，機械的性質・熱的性質など諸物性値がそろっている 

アクリル樹脂を選択した。装置の大きさは調査結果にあ 

るように，アクリル板であれば,実用の試験ができると 

判断した。プラスチックスを伸縮部材として使用する 

場合の問題点は，温度変化によって生ずる変位がシ・ーリ 

ング材の発生応力によって暴露条件下で影響を受けな、、 

ように検討しなければならないことであった。弾性係数 

が温度,歪み速度によって変化すること,時間的には応 

力緩和，クリープを考慮しなけれぼならな、、ことであ 

る。ただしアクリル板の基礎資料から応力緩和, クリー 

プについては無規してもよいと判断され，弾性係数に関 

して次の仮定を置いて，アクリル板の許容応力を算出し 

た。 

a）アクリル板80C， 鋼3びCの場合I 1L64皿の変位 
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図―1 動暴露装置の概要 

が3時間で生ずる。 

h）ムーブメントに起因する引張，圧縮力によって生 

ずる歪みをlmn/2000fflm まで許容する。ただし弾 

性係数は引張＝圧縮とする。 

算出した許容応力は一10。Cで12. 2昭／cm2 から80℃で4,7 

kg/cm2まで変化することになった。試験体の形状はJIs 

の引張試験体を基準に置き, シーりング材の引張,圧縮 

応力は感温性の血番小さい, 1 成分形高モジュラスタイ 

プのシリコーンシーリソグ材を考え伸縮率30 -'40彩を想 

定して，10聴／C畔として計算し，伸縮部材の寸法を決め 

た。装置は小型で可能な限り多くの試験体が取付けられ 

るよう梯子型に試験体を取りつける方法にした。 

4 ．設計動暴露試験機の概要 

設計した試験体の概要図を図一1に示す。 

本装置は温度変化によってアクリル板と鋼の間に生ず 

る変位量を利用してシーリング材に歪みをかけながら自 

然暴露を行う装置として検討されたものである。本体は 

長さ2m×幅l111×厚み4cmのアクリル板と形鋼二75 X 40 

×駄〕 を組合せており, アクりル板はそりとかたわみを 

防ぐため可動横棒へつり下げる方式とした。横棒のたわ 

みも計算し標準型として中央部に鋼材を置さ2連式とし 

ている。なおこの装置は平置さとしているが，架台をつ 

けることにより傾斜を持たせることができる。その場合 

には長手方向で傾斜させることが必要である。横の場合 

にはアクリル板の重量 

（約50聴）をささえ，ず 爺ど 

= 

ilol 

\' Ll0～ン5。 5, 

れに支障ないようにコ 

ロなどを下端に設ける 

必要がある。試験体の 

取り付けは検討の結果 

図―2のようにした。 

記録装置は簡易的な 

もの，あるいは自動記 

録できる装置をつけて 

ムーブメント，温度な 

どの記録を行っておく 

必要がある。簡易的な 

ものでは1週間単位く 

らいで変えていける装 

（、皿 
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図-2 試験体の取付 

置で良いと考えられる。自動記録の場合差動トランス， 

増幅器，記録計の組合せだが温度も取れるようにした、、 

ものである。差動トランス，変位測定器各々2個，打点 

記録計，温度測定用機器2の組合せで約70万～80万円か 

かる。高価なものだからほかの測定設備と共用して用、、 

るように考えるぺきだと思う。 

るシーリング材の場合だが，基剤,配合が異なれば許容 

伸縮率も変わってくるはずだし，弾性シーリング材は目 

地が動くことを前提として用いられる材料だから求める 

必要がある。本装置は各段で伸縮量が異なるので静的暴 

露から4段階までの試験ができる。一定期間試験を行っ 

て物性を測定し比較して限界を求めるか，あるいは2-' 

3段までに異常が発生する期間を求めて異常のない伸縮 

量の耐久年数を推定することができると思う。この試験 

は被着体に十分接着することを確認して行う必要があ 

る。また本来なら施工直後より行うべきだが，硬化段階 

での問題は複雑な要因もあるので分けて考えることに 

し,硬化した状態から開始する方法が良い。 

2) 硬化段階の諸問題の検討 

シーリソグ材が硬化して建築部材との間に連続した防 

水層を作るまでの段階には複雑な要因がからんでいると 

考えられる。不具合が2-'3年までに発生する事故の原 

因はこの期間にあるともいえる。施工が行われる季節お 

よびその時の時閲によって助きは異なってくる。これら 

がシーリング材にどのような影響を与え，施工をさけな 

ければならない条件があるのかな、、のか，あるいはシー 

リング材の硬化速度はどうあるぺきなのか硬化機構も合 

めて検討する必要が出てくる。耐久性の時と同様に2-' 

3段階を使用して試験を行えば回答が出ると判断され 

る。期間的には短かくても良く，2カ月くらいで物性を 

比較する方法で行える。また短期間に発生する事故のう 

ち，はく離事故も多い現象なので，実際に使用される被 

着体を用いて同様な試験を行い接着性を確認すれば事故 

の減少にもつながるはずである。アルミニウムの表面処 

2
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5 ．試験項目、試験方法 

動暴露試験機を使用してどのような試験ができるの 

か，あるいは行うぺきなのかは，使用者によって目的も 

異なり, また条件も異なってくるため決めるのはむずか 

い、。したがってこの装置によって行なえる試験項目を 

考え例記し利用者の判断にまかせたい。試験項目につ、、 

ては第1報で3項目をあげたが，もうー・度もう少し具体 

的に記してみたい。 

D 耐久性 

動暴露試験機でまず行う必要がある項目は弾性シーり 

ング材がどれくらいの許容伸縮率であるかを求めること 

と考える。許容伸縮率が問題となるのは特に金属カーテ 

ンウォールなどの目地の動きが大きいところに使用され 

主な仕様 

本体部 

フレーム及架台（鋼 製） 

ムーブメント発生部（アクリルライト 1、さ 40mm) 

固定，移動ベーム（アルミ製） 

言f 測部 

伸 縮 量 検出器(0-'30m ) 

温 度 検 出 器（-10。C～十90C) 

記 録 計（-10..c～十90。C) 

写真 1号機本体 

、 



理面,常乾塗装面，難接着被着体面，新規建材など実験 

室と実際上で異なる結果が出ている被着体への接着性は 

確認できるのではないであろうか。またガラス耐光接着 

性，異種シーリング材の打継ぎ接着性などの項日も実験 

室でもできるが動暴露試験で確認できる項目だろう。 

3） 目地形状と耐久性 

シーリング材の形状係数はすでにJASS などにも取り 

うる範囲が決まっているが，パックアップ材の材質，物 

性および形状を含めた日地形状によって耐久性はどのよ 

うに変わるのか見ることもできる。また一般にはパック 

アップ上にもプライマーは塗布された状態で施エされる 

ので初期の粘着がどのように影響するかも試験できる。 

4） シーリング材の改善 

シーリング材メーカーとしては経済性を考慮したシー 

リング材の改善も今後必要と判断される。耐久性を付与 

する配合検討やプライマーの汎用化など検討の余地は残 

っている。これらをより短期間に行うためにはシーリン 

グ材の設計，すなわちモジュラスなどの物性値と耐久性 

の関係を求め実験室で行うぺき試験方法を検討する手段 

として使うこともできる。 

5） その他 

現在補修一L事も多くなっている。現在の補修方法と耐 

久性の関係も試験できる。また引張試験時の破断状態は 

完全凝集破壊が必要なのか否か興味のある問題だといえ 

る。同一機械で地域によってシ・ーリング材の耐久性がど 

のように変わるのか知りたいものである。 

以上試験項目としてはいろいろ考えられるが利用者側 

で優先順位をつけて行えば良い。試験方法だがまず第1 

に装置の性能を把握する。可能な限り誤差が少なくなる 

ように設計したつもりだが機械の作製誤差，設置場所, 

方法などによってムーブメント量も異なってくることが 

予想される。試運転期間を設け温度とム・ーブメントの関 

係を求める。理論値との差を見ておいていただきたい。 

この予備チェック値から中心点と年間変位を推定する。 

巾心点は4月, 10月ころと推測できる。各段毎の年間変 

位量が推定できれば試験しようとする項目に準じ目地形 

状を決定する。長期の耐久性を見る場合にはJJS の耐 

久性区分による伸縮％を中心において上下を見ておけば 

良いと考える，この場合前に記したように静的暴露も同 

時に行い比較の対照とする。硬化段階の試験を行う場合 

には被着体く1）片側を予め固定しておいて片方はルーズに 

止めておいてバックアップ材をセットしプライマ・一を塗 

布して規定時間乾燥後，シーリソグ材打込み寸前に規定 

月地幅にセットしシーリソグ材の打込みを行う。シーリ 

ング材の耐久性を主目的とする場合にはL形のアルミニ 

ウム形材が適当と考える。JIS のモルタルは小口を接着 

面として使用する。ほかの被着体の場合は突合せで用、、 

るか，塗板の場合はアルミ材にはりつけるかあるいは鋼 

などに塗装して行っていただきたい。 

試験方法の標準化については検討することも残って、、 

るので機会があったらあらためて報告することにする。 

6 ．終 り （ニ 

動暴露試験の検討に着手して3年目になる。早期に検 

討が完了せず報告がのびのびになったが,漸く試験機の 

1 号機が完成した段階にきた。迫ってその後の状況を報 

告する機会があると思うのでその折最終的な報告をする 

が,ぜひ本装置をこ検討していただき，シーリンク材の 

耐久性向上に役立ていただきたい。 

了‘'‘ノ’、・でーーーニノでr～ーー、登コ誉二二γ～ーー一I、一、一ーー、～ノ、～’ど、～、七と、でぐ登～γー竺 
「カネ力MSポリマー」技術が昭和 なってきているが,受賞者らは精緻な分子設計を行なっ ‘ 

) 55年度高分子学会賞を受賞 

3-. 4年前から新しく登場した「変成シリコーン系」 る液状ポリマーの新規な分子構造を設定した。そしてこ く 

弾性シーリング材のベースになる反応性液状ボリマー れを実現させるために高能率高選択性の高分子反応技I 

は, 「カネカMS ポリマー」という商品名で鑓淵化学 術，精製技術, さらに耐久性に優れるシーリング材配 

工業（老目が製i告阪売Lているが，このたびこのポりマー 技術を開発し，工業化を成功させた点が特に認められ 

I 製造技術など 連の技術に対し，昭禾ロ55年度高分子学 ものである。今までの弾性シーリング材は国外で開発さ（ 

会賞が授与された。この高分子学会賞とはあの有名な れたものばかりであるのに対し，この「変成シリコーン 〉 

ビニロンも受賞している由緒ある賞である。 系」シーリング羽1ま世界にさきがけ日本独自に開発されく 

近年の建築技術の高層化，プレハブ化に伴い，弾性 たはじめての高性能弾性シーリング材であり,海外へ 

シーリング材に対する要求機能も高度化し多岐多様に 進出も含め今後の発展を期待したい。 

レ・、ノ・，、ノ・、ーI・、一・．,-I・、一‘・、ー一‘J”、－」”，一ー～，」一，～ノ・、ノ・、ノ、ーノ、一・～ノ・・一,．一・、一・ーノ,,.,／・、ノ・、・、Jヘ一・，ーノ～ノノ・、JI・‘^Jノー，，ノ～・・ー・、一一～へJ～へ一へjノ‘ 
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1,はじめに海－一 － てー 
シーリング工事の仕様はlASS 8 の見直し時期に伴っ 

て全面的に改訂された。この改訂の主旨についてはすで 

に「防水ジャーナル」の56年7月号に述べられている。 

その動機はシーリング材のJISの改訂やシーリング材の 

過信によるトラプルの多発によるものである。 

JASS におけるシーリング工事の改訂の方針は次に示 

す通りである。 

① 許容伸縮率を設計伸縮率にあらため，その範囲を 

厳しくすること。 

② JIS A 5758 の耐久性の区分と伸縮率の関連を明 

確にすること。 

③ 2成分形シーリング材の調合・混練について自動 

化や機械化についてふれること。 

④ 異種シーリング材のジョイントについてふれるこ 

と。 

⑤ 目地設計の実例を示し，適切な目地形状が得られ 

るようにすること。 

⑥ 各種被着体の問題点を洗い出し，シーリング材の 

接着上の欠陥を少なくすること。 

⑦ シーリング材の表面途装の問題にふれること。 

シ・ーリングエ事において，現1!I；トラプルとなっている 

主なものは（a） シーリング材の接着破壌と（b）凝集破壊 

であり，そのほかに（C） シーリング材による汚れがあげ 

られている。 

ろが大きいが，プライマーの種類と被着体の相性に関係 

し，現状必ずしも明確になっていない。その選定にお、、 

ては何んらかの試験実施によって確認する必要がある。 

接着破壊に関する種々の要因についてはJASSの解説 

において表-1（次頁以下）の通り示されているが，こ 

れらは今後の施工実績から確かな情報を収集し,対策を 

講じて行く必要がある。 

シーリング材の凝集破壊はシーリング材の設計伸縮率 

（または設計せん断ずれ率）を越えたムープメントが負 

荷したことに起因している。この凝集破壊はシーリング 

材の硬化途上のムープメントによるものと硬化後のムー 

ブメントによるものの2種類が考えられている。 

シーリング材の硬化途上のムープメントによる対策は 

現在のところ明確になっておらず，現行のJIS やJASS 

にもふれていない。 

今後，動暴露試験などの研究結果をまって, JASS に 

もふれていく必要がある。 

シーリング材の硬化後のムープメントによる対策は目 

地設計法を示すことによって，シーリング材に余分な負 

荷を与えることがなく耐久性を高めることができる。こ 

の場合，重要なことは各種シーリング材の設計伸縮率（ま 

たは設計せん断ずれ率）を明確に定めることである。現 

在JASSでは設計伸縮率（または設計せん断ずれ率）を表 

-2 のように目安として示している状態であり，その値 

の選定には経験上のノウハウがあるように感じられる。 

シーリング材のそれぞれの特性のうち,温度による 

S-S 曲線をみても，シリコーン系とポリサルファイド 

系では大きくその傾向が異っている。仮りに同じ設計伸 

（以下62頁） 

ジダ材の接着破壊踊一 
シーリング材の接着破壊はプライマーに依存するとこ 

済水建設（株）研究所次長・工博 
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表一1 被着体の種類とシーリング材の接着性阻害因子 

菩議 接着性の阻害因子 主 な 問 題 点 
設計・施工上留意すべき 
ポ イ ン ト と 対 策 

コンクリ 
ート‘プ 
レキャス 
トコンク 

リート 

ぜ い 弱 層 被着面にレイタンスなどのような強 

度の小さいぜい弱層があると接着性 

が低下することはもとより，ぜい弱 

層で1波壊することになる 

ーぜい弱層がある場合は，サンダーな 

どで除去し， 清掃する 

・予想されるシーリング材の発生応力 

が被着面の強度以下になるようにす 

る 

離 型 剤 被着面に離型剤が付着していると接 

着が不ト分になりやすい 

・接着を阻．害する離型剤がf寸着してい 

る場合には， サンダーがけなどの適 

当な方法で除去し，清掃する 

・離型剤の付着とシーlJ ング材の接着 

性については実際のプレキャストコ 

ンクリートを用い， 事前に検討しーて 

おくべきである 

水 分（含水率） シーリング工事の際のプレキャスト 

コンクリートの含水率が高いと接着 

が不十分となる. なお，下図のよう 

に仕上げを施してあるプレキャスト 

コンクリートの被着面は十分に接着 

する乾燥状態になるまでに多くの期 

間を！必要とすることを認識しておく 

べきで’ある 
仕上げ（石Iタイルなど） 

￥二―-

ノ/ 

・プレキャストコンクリート部材製作 

後の養生（乾燥）および降雨後の乾 

燥は十分に行う 

・いずれの場合も目安としての乾燥の 

程度は8 %（誘電率式水分計）以下 

ーく’ある 

・なお， 含水率と接着性はプライマー 

によるところが大きく，事前検討で 

プライマーの性能を確認している場 

合はこの限りでない 

プレキャストコンクリート部材に対するシーリング材の接着性はJIS A 5758 

のモルタルを被着体とした試験結果で代用していることもあるが,水分の影 

響についてはト分に再現していないので，調合や乾燥条件を同じにし，形状 

を大きくするなどの配慮を要する 

AL C 

パネル 

ぜ い 弱 層 ALC そのものがぜい弱であり，表 

面が粗く接着しにくいのに加えて， 

たとえ接着していても外力が働くと 

ALC が破壊しやすい 

・プライマーは接着」生の確保と併せて 

適度に表面層を強化するような性能 

を有するのが望ましい 

・シーリング材の発生応カが被着面の 

強度以ドになるように設計する 

水 分（含水率） シーリング工事前に降雨にさらされ 

ると吸水．し，被着面は高含水率とな 

るが， この状態では接着が不十分に 

なりやすい 

吸水性が大きく，一度吸水してしま 

うとなかなか乾燥しないので工程・ 

仕上げ・養生などを事前に検討し”てー 

おくべきである 

石綿セメ 

ント板 
接着面積が少ないサ 
ンドイッチパネル 

・石綿セメン ト板などが表面に張り付 

けられていて接着面積が少ない場合， 

接若1波壊を生じやすく信頼性に欠け 

る 

・切断面が粗面でかつ切り粉が付着し 

ていてプライマーのぬれ（濡れ）カf 

悪く接着が不十分になりやすい 

防水を行うという観点からは」接着 

面積を大きくするなどディテールの 

面で工夫が必要で・ある 

②I ． 日 I 

水 分（含水率） シーリング工事前の降雨によって吸 

水すると，被着面は高含水率となり, 

接着が不十分となりやすい． それに 

加え，水分の挙動によって石綿セメ 

ントと内部の材料がはがれたりあば 

れたりする 

一工程や養生を事前に検討し，降雨に 

合ってもできるだけ吸水しないよう 

な措置が望まれる 

・後々有害となる状態まで吸水したな 

らば， シーリング工事は見合わせ， 

十分に乾燥させるよう心がける 

金 属 清掃用溶剤プライマ 

ー塗装 
・防せい塗料 

・各種塗料 

塗膜の耐溶剤性や下地との接着力カぐ 

劣ると塗膜の1疑集破壊や塗膜と下土Ih 

間で破壊し,雨水の浸入ロとなる 

塗料の種類と塗装方法ならびに諸特 

性（主に耐薬品性と下地との接着カ） 

を熟知し， 支障のない清掃用溶剤ー 

プライマー・シーリング材を選択す 

る 

被着面は金属ではなく塗膜であるから， その種類に合ったプライマーを選択 

し，使用する 
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蓄議 接着性の阻害因子 主 な 問 題 点 
設計・施工上留意すべき 
ポ イ ン ト と 対 策 

金 属 保謹フィルムの粘着 

性 

被着面に保護フィルムの粘.着剤が残 

っているとプライマーの性能を低；ド 

させ，接着が不＋分となる 

・保護フィルムの粘着剤の残存の有無 

を確認，する 

・残存する場合には接着‘性に支Il章を来 

さない清掃方法で除去する 

油 分 の 付 着 被着面に加工のための切削油や機械 

油， あるいは清掃のための油類が付 

着していると接着しない 

・有機溶剤でていねいに清掃する 

一清掃後十分に接著するか否かの確認 

をすることが望ましい 

結 被着面が結露していると．水膜が接 

著‘性を阻害するだけでなく， プライ 

マーが加水分解などを呈し， 変質し 

てしまうことにもなる 

被着面近傍の空気が露点温度に達し 

やすい場合は二工事を中止する （高湿 

で空気温度が被着体温度より高く， 

かつ空気と被着面の温度差が大きい 

場合には結露しやすいので注意を要 

する） 

表面処理を行う会社を交えてシ1lJ 

ング材の接着性の観点から事前に協 

議し, 戸斤要の接着性を確保できるか 

否かの検討を行うことが望ましい 

接着しにくいことを認識し，被着面 

の月荒しを兼ねた清掃方法なども含 

めて検討することが望ましい 

・全般に接著しにくいことを認識して 

おくべきである 

・被若面の腐食生成l物は除去するのが 

望ましい 

‘シーIJ ング材の選択に際しては，接 

着面に大きなカが負荷しない低モデ 

ュラスのものを選ぶようにすること 

は重要なことである 

・さびの発生を抑制し得るフ”ライマー 

（拡放係数が小さい厚塗形のプライ 

マー） を次図のように塗布し，被着 

面のさび発生を著しく遅らすか， も 

しくはさびによる接着破壊を予想の 

うえ， その分を増して充てん深さを 

設定する 

・ムープメントが作用した際に， 接着 

面に大きなカが作用しない低モテ’ュ 

ラスのシーリング材を選択すること 

も必要である 

・施工にあたってさびが発生している 

場合には， さびを除去する必要があ 

る 

・接着層の耐光性を検討しておく必要 

カずある 

・へら仕上げは意匠的な障害が出ない 

範囲で’下図のようにするのが望まし 

し、 

守 
・外側は傾斜をつける 

・接着面に太陽光が当たらないように 

する 

・水はけをよくする 

飛散防止フィルムをガラスに使用す 

る場合には，工場あるいは現場のど 

ちらで弓長るにしても， シーI)ング材 

の被着面にまで張り込まないように 

十分注意しなければならない 

皮膜の種類（陽極酸化・自然発色・ 

電解着色）や封孔」匹理の微妙な違い 

（封孔助剤，処理温度・時間，処理 

後の水洗いなど） によって接着性カ 

異なる 

ステンレス表面は，酸化！物で化学的 

に安定しており，接着しにくいのに 

加えて，仕上加二にのための研摩材や 

油類あるいは保謹フィルムの粘著剤 

が付着していることが多い 

・銅の表面は大気中で安定しており， 

化学的に不活1生であることから全般 

に接着性は悪い 

・被着面に腐食生成物（緑青）が形成 

されるとそれ自身力郵ぜい弱なために 

接着破壊を呈しやすい 

・硫化処理（硫化いぶし） を施してい 

ると表面に形成されている嶺i化銅の 

密着が十分でないので接著しにくい 

耐候性鋼には，酸化処理促進皮膜を 

施したものと施していないものがあ 

り，接着性の観点からは酸化処理促 

進皮膜を施したもののほうが問題で’ 

ある． この皮膜は，耐候性鋼表面に 

安定したさびの層を形成するための 

補助材であり， もとより密着が十分 

でなく， かつぜい弱なさびの層が形 

成されればそこからli皮壊しやすくな 

る 

・太陽光を通過するため接着層が劣化 

し，接着破壊を呈する例が多い 

・外・内側とも接着破壊を呈する 

營 

・シーリング材を接着させる位置まてネ 

飛散防上ヒフィルムを張り込んでしま 

うと接著が不十分となる 

・なお，被着面まで張り込んだ飛散防 

止フィルムを除去する際にカッター 

を使用するが， ガラスにきずをつけ 

ることになるので好ましくない 

アルミニウム 

（封孔処理） 

ステンレスヘアラ 
イン仕上げ・鏡面 
仕上げ 

／焼イ寸け塗装、 
、電解着・色ノ 

銅 
・銅 素 地 
・硫 化 処 理 

（人工緑青） 

耐 候 性 鋼 

表
 
面
 
仕
 
上
 
げ
・
腐
 
食
 
生
 
成
 
物
 

ガ ラ ス 透 過 性 

フイルム（飛散防止・ 
熱線反射など） 
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被着体 
の種類 

接着性の阻害因子 主 な 問 題 点 
設計・施工E留意すべき 

ポ イ ン ト と 対 策 

ゴ

プ

チ

 

ム

ラ

ッ

 

・

ス

ク

 

添加物 の 移行 可塑剤や老化防止剤などの添加物が移行し， 

接着層の結合力を6皮壊することもある 

・移行してくる添加物の種類と量を把握する 

・シ－I)ン・グ材とプライマーの組合せで適切 

なものを選択する 

高分子材料そのもの ・清掃用溶剤やプライマーあるいはシーリン 

グ材の揮発成分によって被著面が侵され， 

接着が不十分になりやすい 

被着面の種類によっては接着しにくいもの 

カある 

・被着面の溶剤性を十分に調査してから，清 

掃用溶剤・プライマー・シーリング材を選 

彭ぐする 

・使用予定の被着面で接着性の確認試験を行 

うことが望ましい 

仕L材 複
層
模
様
吹
付
け
仕
上
げ
 

被
着
面
に
吹
 

き
付
け
な
い
 

シーリング 

工事と仕E 
工事が取り 
合う 

被着面に仕上材が付着すると接井性が払な 

われるばかりではなく－外力が加わると仕 

上材が破壊することもある 

・工程および工事管理は両工事の絡みを考え 

て綿密に行い， 目地養生を行うときにはて 

いねいに1了う 

・これは， 仕上工事をエ場あるいは現場のど 

ちらで・実施するにしても共通である 

吹
き
付
け
る
 

被

着

面

に

 

が
グ
・
面
 

シ
材
で
 

仕

一

の

あ

 

材

ン

着

o

 

上

リ

被

る

 

仕上材のうち下塗材・主材・仕上材の -aド 

あるいは全部が被着面に施きれる場合，接 

杵破」貞あるいは仕上材の破壊を呈すること 

がある 

フ汐中各l堀戸 

・仕上材とシ一リング材の接着性およびシー 

リング材の発生応カと仕h材の強度とのバ 

ランスなどにっいて事前に検かrしておく必 

要がある 

わ
 
い
 

石
 
張
 

r
ノ 
仕
 
上
 

タ
げ
 

仕上材（タイル・石材） と下地間にまわる 

雨水の浸入防止あるいはエフロレッセンス 

を防ぐために，仕上材と下地の両者にまた 

がってシーリング材を接着させる工法が多 

くの場合探られるが， この際一方にはよく 

接着するが化方には接着しないことが多い 

・単一プライマーで両方の被着面に接着する 

ものを選択する 
・仕上材を施す下地がプレキャストコンクlJ 

―トのAI合には プレキャストコンクリ一ト 

の項と同様の配慮が必要である 

憲■懸■振 

異種材 
料の取 
合い部 

プライマーの塗分け 

が困難 

ガラスとサッシに代表されるように異種材 

料の被着面に共通の1種類のプライマ一で’ 

対応する場合が数多くあるが， この場合に 

どちらか一方の被着面に対する接着が不十 

分になることが多い 

・原則としてはおのおのの被着面に最適なフ” 

ライマーを塗り分けることが必要であるが， 

これが不可能な場合が多い 

・この場合には，両被着面にj直した共通のプ 

ライマーを使用するか， もしくは2種類の 

プライマーを塗り重ねるなどの対応となる 

が， いずれの場合も事前に実験的に接着性 

を確認しておく必要がある 

表―2 シーリング材の設計伸縮率および 

設計せん断ずれ率（%）の目安 

耐久性の シーリソグ材の 
区 分（1' 種 類 の 例 

引 張 り 

~ Ah"' 

圧 縮 せ ん 断 

Mlm AIl M , M lJl 

シ：リ コ・ー ン 系 

9030 奪成シりコーン系 
ボりサルフアイド系 
ボリ ワ レタン系 

20 40 20
 30 叩

 
60(4の"
3 

0020 同 上 11 30 15 20 

m 

40(30) 

7020 
ポリ ウ レタン系 

ア SBR
オ系 15 30 15 20 20 如(3のm 

7010 アる試オ系 7 15 ]0 10 20(-) 

7005 ブチル ゴ ム 系 3 。J 3 一 （-) 

油性コーキング材 1 1 1 一（一） 

備 考 

［注］(1) JIS A 5758（建築用シーS ング材）の区分による， 

(2) 皿は温度による伸縮を考慮ナる場合． 

〔日） 21ムは風・地震・振動による仲縮を考慮した場合． 

の （ ）はグレ一ジングの場合を示ナ 

現在市販きれている高モジュラス1成分形のシーリング材にっいては，Mi の弓脹り・圧 

縮およびせん断率はおの軸の10%程度とみるのが望ましい， 

縮率を採用したとしても，温度によるムーブメントに追 

従する様相はポリサルフ7 イド系の方が複雑であり，所 

定の設計伸縮率で挙動するとは考えられな、、。すなわ 

ち，月地部のムーブメントに対し，シーリソグ材の全体 

が均一に追従しうるか, または局所的に追従しうるかの 

問題である。仮りに局所的な追従しかしないシーリング 

材では設計伸縮率の値の決め方を考慮する必要が生じて 

くる。これは,ちょうどシーリング材の硬化途 

上のムープメントによる傾向に類似する現象 

であり，今後十分なI試験結果や実績から検討 

し,その値を求める必要がある。圧縮セットや 

復元特性も当然関係する性質のものである。 

シーリング材の硬化後のムープメントによ 

る凝集破壊の多くはメタルカーテンウォーノレ 

の方立形式のマリオンジョイントや笠木のジ 

ョイントに生ずるものである。設計上の目地 

幅は意匠性を考え,現在最大30n1111が限度とな 

っている。 

ところが, シーリング材の設計伸縮率が小 

さい場合には設計目地幅が30nuuを越える結果 

となることがあり，メタルカーテンウォールにシーリン 

グ材を適用する場合にはシーリング材の設計伸縮率が少 

くとも20％を確保している必要があり,できれば30％位 

の製品開発が望まれるところである。 
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（例） 

与条件は次の通り 

・階高h=3900皿 

・マリオン長さ1=3900uiui 

・熱による変形量J＝α・l・△t(1-K ) 

ここに・la=23 x 10一6ノ。C（アルミニウム）、 

1=600C（温度変化） 

、 K =0. 1（拘束率） 

d ==4. 84n"n 

設計目地幅 w ＝ゴー×100十t 

ここに，乞＝15形または，20%（伸縮率）、 

t

=3ini （寸法許容差） 」 
W =27.2111m (e=20%) 

W =35,3mm (E=15%) 

またプレキャストコンクリートカーテンウォーールにお 

いても地震時のムーブメントによる目地幅がシーリング 

材の設計せん断ずれ率の値が少くとも60％以上でなけれ 

ば30fll1を越える結果となることがある。この場合は階高 

が4500皿以上のかなり高いときであり,現実にはこのよ 

うな階高のカーテンウォールが設計されている。 

I 4，シーリング材による汚れ
この汚れにはシーリング材に起因する目地周辺の汚れ 

（目地周辺が薄黒く汚れる）やシーリング材自身の汚れ 

（シーリング材表面の汚れ）あるいは副資材によるシー 

リング材の変質（変褪色，軟化など）による汚れがあ 

る。 

これらの原因は表一3に示す通りである。 

表―3 シーリング材の汚れ現象とその原因 

汚 れ 現 象 汚れの原因 対象となる主なシーリング材 

シ一リング材 

自身の汚れ 

シーリング材 
表面の汚れ 塵埃の付着 シリコーン、変成シリコー 

ン、ウレタンなど 

、ンの 
一汚 

ン
 

グ
 
よ－
 '

'

 

リ
れ
 

微生物の繁殖 
（かび） シリコ一ンなど 

目地周辺の汚 
Il 

目地周辺の赤 
褐色の汚れ 

缶
」
…
 

1
 

‘
ー
ヒ
H
 

口
王
？
ノ
 

反
ル
 

応
樹
 

フ
！
i
I
 I

 

ポリサルフアイドなど 

目地周辺の薄 
黒い汚れ 

シーリング村の 
成分の樹了（低 
分子量のシリコ 
一ンオイルなど） 

シリコ－ン、油性コーキン 
グ材むど 

シーリング材 

の変質 

シーリング材 
の軟化、変褪 
色 

副資材（ゴム） 
の可塑剤や加硫 
促進剤の移行 

シリコーンなど 

JASS ではシーリング材の種類とその特徴またはバッ 

クアップ材の取扱いで解説として簡単に述べている。こ 

のうち，シリコーーン系のシーリング材による撥水性を伴 

う目地周辺の汚れは今のところ適切な対策が見出されて 

いない。プライマーによる解決やシーリング材自身の改 

善に取組む必要があり,今後の重要な課題である。 

5．終リに 
シーリング材は現在のところワーキングジョイントや 

ノンワーキングジョイントのいずれにも用いられてお 

り,量的にはノンワーキングジョイントへの利用が多 

、、。 

ノンワーキングジョイントに使用されるシーリング材 

はとくに耐候性にすぐれ接着性の良好なものが望ま し 

い。この場合，シーリング材による汚れが生じないこと 

も必要である。 

多くの市販品はこの適用に十分満足するものである。 

一方，ワーキングジョイントに使用するシーリング材 

はとくに耐疲労性にすぐれ, また接着性と耐候性にもす 

ぐれるものでなければならない。この場合には先に述べ 

た設計伸縮率（または設計せん断ずれ率）の大きいシー 

リング材が要求されてくる。 

現在のところ,設計伸縮率20%以上のものは材質的に 

シリコーン系のもののみであるが,この系統のものは日 

地汚染が問題になっており，満足な状況にはなっていな 

い。今後の改善を望むところである。 

現在，日本建築学会のシーリソグエ事小委員会では製 

造業者,エ事業者の協力を得て，シーリングエ事の制定 

に伴い，シーリングエ事に関連する各種他工事との整合 

性を検討中であり，それぞれのエ事におけるシーリング 

エ事の適用範囲を明確にする予定である。 
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高粘度ミキサーのパイオニアー日本yセ 

ウレタン・チオコールの2 液混合 

SK型ハードミキサー 

鷺 
y 

1 

一 中’ 

“こ,L ' J二 

戸嘱博或I・‘ き 

2 液型樹脂高圧注入機 

SOSEYグラウト 

注入圧70kg/cが 

50g -600gノ分可変 

配分比1:1-4:1 

注入ホースSm 

温調40CC MAX 

重量22kg 

0 

町」 

100V-200W 60RPM 
1l -20l専用缶取付可 

15分タイマー付 

100万CPS MAX 

重量12kg 

、真空ハードミキサーカも 
御利用下さい．ノ 

山
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s 日本yセ三耕式会社 名古屋市南区南野I -99 T457 

TEL (052) 612-7 3 2 I 

IT'S JUST SEALANT! 

鋤1 

アクりルエマルションをベースにしたシーリン 

ク材で，長期にわたり柔軟性を失うことなく、 

その性能を＋分に発揮します。 

フジテオコ-Jし 
液状ボリサルファイドをベースとした2成分形 

のシーラントで、構遺物の変位にi則臨し、日光， 

抽薬品等によく耐えま七 

のuS A 575 ~ 許可番号368206 

エ」(I--L司レ 
乾性油およぴ不乾油などの油や石油樹脂、タル 

クなどを混ぜて隷り合せ柔軟性のノ●テ状にした 

油性コーキング材です． 

のJIS A 5758 許可番号381074 

ユーゼi"Iー 
-‘う,一4凸円二 

ウレタンエラストマーの特性を活じて、シーラ 

ントとしての要求を満たし、且つ優tに諸性能 

を有する2成分形のシー ラントです。 

基皿置‘皿「踊．fi．弔、

昭和石油アスフアルト株式會社 
本 社 東京都品川区南大井1 丁月7 番4 号 (03 1(751)4291（代、〒140 

東京営業所 東京都品川区南大井」丁目7 番4 号 (叫 ))761)4271（代）〒140 

大阪営業所 大販「h 北区梅田町27（産経ピル） (06 )(341)63妬（代）〒530 

名古屋営業所 名古屋市中区丸の内1-17-19（長銀ピル〕 (0出）(231)6 5 6 6 〒 460 

新潟営業所 新 潟 市 平 和 町 4 の I (0252)(74)7561(代〉〒952 

福岡出張所 福岡市博多区綱場町2-2 (福岡第ーピル） (092)(291) 0 6 0 8 〒 812 

仙台出張所 仙台市北月町2 一22（ビトリービル） (0222) (87) 5319 〒 980 
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岡 

「ヘボ将棋 王より飛車を 可愛 

がり」と古川柳に歌われているよう 

に，将棋は江戸時代から庶民に広く 

親しまれてきた,室内の知的ゲーム 

です。そして現在の将棋人ロは2千 

万人と言われ，アマチュア小学生名 

人戦が開催されるくらいにまで普及 

しております。 

戦前から戦後のある時期までは, 

将棋を職業とする人は奄将棋指し． 

と呼ばれ，職業のなかでは下位の位 

置にあり，口の悪い人はミ男芸者， 

と呼んだくら、、でした。ところが現 

在はどうでしょう。昔のミ将棋指 

し．の名称は”プロ棋士．に変り年 

収1千万円以上の“プロ棋士，が続 

々と出てくる時代になりました。し 

かしプロ棋士になるためには何十分 

のーという大変な競争率の戦いをく 

ぐり抜けねばなりません。つまりプ 

ロ棋士の養成機関である “奨励会， 

を卒業しないとプロ棋士になれな、、 

仕組みになっています。過日NHK 

テレビで放映され話題になった「煙 

が目にしみる」というドラマは，こ 

の奨励会の激烈な，そして非情な戦 

いに敗れて，淋しくプロ棋士になる 

のを諦めて去っていった実在の人を 

モデルにしたものでした。私達サラ 

リーマンは今や印歳定年時代を迎え 

ようとしています。しかしプロ棋士 

を目指す人は，何と卸歳で定年なの 

です。つまり30歳までに奨励会を卒 

業しないと（卒業すると4段を認定 

され,プロ棋士として1人前になり 

対局料などの収入があります万 自 

動的に,将棋の世界から追放される 

訳ですから極めて厳しい職業といえ 

ましょう。 

将棋の世界で,華やかに脚光を浴 

びているのは，大山，中原，米長, 

加藤，二上，内藤といった高段者の 

タイトル保持者か，あるいはそれに 

近い人々であって，これはあくまで 

氷山の一角。既述したように，底辺 

で，うごめき，苦しんでいる人々の 

方が多い, という事実を認識する必 

要があると思います。 

しかし,これはあくまでプロの世 

界のことで私達アマチュアは楽しめ 

ば良い訳です。その意味で,楽し、、 

縁台将棋の状景を物語っている小咄 

を最後に紹介しましょう。 

x x x 

八っあんと熊さんが縁台将棋に夢 

中になっています。 

ノ1、「お乎は？」 

熊~股倉だ」 

八「なに！股倉？股倉たあ何だ 

7 ] 

熊「金2枚だよ」 

八「ちえ。 汚ねえシャレだな」 

しばらくして 

八「お乎は？」 

熊「股倉だ」 

八「うそつけ！金は4枚盤に出て 

、、るじゃねえか」 

熊「うんにゃ。今度は香車だ」 

x >< x 

私に与えられたテーマは「将棋の 

世界」ですが，趣昧としての木職は 

指将棋より詰将棋なので，詰将棋の 

話を少ししてみたいと思います。 

まずA図をこ覧下さい。これは古 

来より伝わって、、る有名な詰将棋 

で，かくいう私も小学生の時に見せ 

られて，鼻の頭に汗をかいてふうふ 

ういった経験があります。僅かな手 

数（7手以下）なので考えてみて下 

さい。詰将棋の本質をズバリ表して 

いる好問題です。 

9 9 7 6 5 4 3 2 1 
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A図（古作） 

A 図を簡単に解けた方は,次のB 

図に挑戦して下さい。これは大道詰 

将棋の原型で，大道詰将棋はこのB 

図をもっと 

複雑にした 

問題が多、、 

ので，余程 

棋力がな、、 

と手を出し 

てはいけま 

せん。必ず 

失敗します。 B 図（古作） 
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さあ, さあ，お立合い。これは簡 

単な問題だよ。2筋へ香車を打っ 

と，どうなる。これで終りだね 

…。なあんて口上にだまされて, ロ 

クに考えずに手を出すと,ひどい目 

に会います。 

A 図の解答は112頁にありますが, 

B 図を正解された方は，相当な棋力 

であることを認定します。正解を当 

工業会事務局まで，官製ハガキでお 

送リ下さい。住所・氏名・会社名・ 

年齢をお忘れなく。粗品を進呈致し 

ます。 （締切2月28日まで） 

※B図の正解は「シーリソグニュー 

ス」16号（春季号・4 月中句発行予 

定）に発表します。 

（世界長（株）東京支店長） 
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酢 酸 アルコール オキシム マスチック 

1成分形 1成分形 1成分形 1成分形 
性質・用途 

アミノキシ形 

成分形 2成分形 3成分形 

イ氏モジュラス 

（メタル・PC力ー 

テンウォール用） 

般 用 

ラス・ー般建材用） 

トロ三ノーIレ 

1ロ 

中・高モジュラス 

（ガ ラ ス 用） 

カ ビ 性 

ス タ ブ用） 

トローョーIレ 

361 
※の 

I4 三ノーIレ 

62 
山．シ・ール 

63 

難 燃 性 

（防火区画内用） 

ペインタブル性 

(RC 打継ぎ目地・ 

ALC 用） 

流 動 性 

（土 木 用） 

非 硬 化 性 

（油性補修用） 

Iーロョ・一Iレ 

66 

I.．三1司レ 

371 
中，ョーIレ 

17 
I'.三ノーIレ 

73 

はョーIレ 

38ロ 
田，ョーIレ 

381 

Iロ．三ノーIレ 

83 

67 
－ロ．三ノ-Uノ 

9 

イ言束頁のフgランド 

I・・ロシーIレ 

\ 
tJIS A 5758rsR-2一9o3o-A－め認定品、許可番号第381 142号 

各種用途に適した 

製品のラインナップ 

超高層ビルに数々の実績がある 

トスシール。この実績が保証する 

品質の確かさ、十分なる技術サー 

ビス体制、豊富な製品ラインが、 

どのような用途にもきっとご満足 

のゆく製品となって、皆様のお手 

許にお届けすることができます。 

●建築用シーリング材に関することなら、 

まず、東芝シリコーンにこ‘相談くださし 

－価唾 

東差言」リコーコ 

東芝三」リコーン 茎査 
本社ノ・可H06 東京都港区六本木5-2-31丑（ロ3)475-3641(-代 

支店／大阪・名古屋●営業所片し幌・仙台・金沢I広島・福岡 



豊かな実績 確かな信頼 

'‘チオコール”シーラント 
（ポリサルフアイド系） 

新製品 

速硬化I液、チオコール//シーラント 

トユコ-jレ 
・手軽にお使いいただけるカートリッジ 
タイブです。 

・2液ゆずリの優れた性能をパランスよ 
く安定して備えています。 

2 液と同様ご愛顧のほどお願い 
いたします。 

' 

"’、三、、、h、 

1
'/ 

w 

、、～ 

“、 

2液“チオコール”シ“コラント 

優れた総合性能と多年の施工実 

績に育くまれ品質に抜群の安定 

感があります。 

・現場環境の変化や施工の技術水準に幅広く 
対応し、使い易さも抜群です。 

’仕上リの良さに加え、埃の付着や汚染・腐 
蝕がなく、美観を損わない点でも抜群です。 

ノ2 液阜チオコールクシーラントは弊社製品、チオコール ＼ 
L P "を主原料として現在三十数社で製造販売されてお 
~J、品種の豊富さと全国を力バーする販売網によリ、お 

＼求め易さも抜群です。 ノ 
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東レチオコール株式会社 
本社 東京都中央区日本橋本石町36 日本橋室町ビル 

TEL 0 3 (2 4 I ) I 8 4 5f ) 
工場 千 葉 県 市 原 市 千 種海 岸 2 - 3 

総代理店株式会社野村事務所 
本 社 東京都港区西新橋~- I -I5物産ビル別館 

営業2 部 TEL 03 (502 ) ~ 4 6 6 閥 

大阪出張所 大阪市西区新町~一2 -I3新町ビル 

TEL 06 (538 ) 0 2 2 8 閥 
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穀為鰍籍 

日東ポリマー工業は今ここに至難 

を乗り越えて本邦初のの表示許可 

を取得し、一般市販品との品質性能 

に差をつけました。 

'i'sマークが保証する 

I ラスコークにご 

注目下さい。 

の笥575858~12 

確実なシーリングエ事 , 

東日本シーリングエ事業協同組合員 

都知事許可（般-52）第' 9573 号 

、
 

二‘ ■ 

謙■ 

爨 

責任施工とは、材米斗の確実 

な選定から、被着体との関 

係を見きわめ真剣な態度で 

工事を行うことと考えてお 

ります。 
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豊麟票 線 
I ラスコーク 
且費×A』× － 
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0 日東ポリマー工業株式会社 

AC・E -7 02 0-A・N 

本社工場 〒660 尼崎市大浜Ii 2 - 5 一1 廿（06)418-7421 
大限営業所 〒55●大阪市福鳥区吉野1 一14 - 2 廿 (06)445-762I 
東京営業所 〒101 粟京郎干代叫α外神(02-2・Ill共同ピルガせl 廿（03)255・6338 
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れません。とにかくそう、、う通りは 

せいぜい3,-4階くらいの高さのシ 

ャレたレンガ造りの建物，多くはぺ 

ンキが塗られていて,面白、、ことに 

ドライエリアを持つ地下室があっ 

て，そのため道路から入口までは小 

さな橋がかけられているといった風 

の建物や, くすんだレンガの壁と白 

いペンキの塗られた木製の沢山の窓 

を持つ，もう少し堂々とした建物が 

すき間なく並んでいます。これらの 

建物のほとんどは昔ブルジョア家族 

が召使いを従えて住んでいたものだ 

そうです。だから現在でもかなりの 

ものは住居用として用、、られて、、 

て，窓にはレースがかけられていた 

り,花がかざられています。大きな建 

物の方はオフィス用ビルに使われて 

、、るようです。こういう通りを歩く 

のはなかなか気分の良いものです。 

特に時々，例の2階建てバス“ダブ 

ルデッカー”の赤い車体が横切り， 

パトロール中の黒の丸いヘルメッ ト 

をかぶった長身の警察官が，向う側 

から歩いてくるのに出会ったりする 

と,別にアンノン族でなくてもロン 

ドンそのものに浸り切った心地にな 

り，思わず万蔵の三唱もしたくなり 

ます。 

しかししばらく歩きますと何とな 

く落着かない違和感に襲われてきま 

す。そしてこれと似た感覚を日本で 

体験したような気もするのです。こ 

れら住居が建物の外観はそう変らな 

、、ままで，突然店や，事務所やレス 

トランになったりしているものが現 

われるからです。そのうちに病院が 

現われ,ホテルまでが現われてきま 

す。壁をはさんでその隣りがまた別 

のホテルだったりすると何となく妙 

《I
'
-
 

一勿 
ひとクこマと 

in L0ndon 

田中享二 

I '.''''k●●●’，,, 

'
‘
《
●
j
'
 何もパッキンガム宮殿近くのおみ 

やげ屋でなくても，ちょっとした小 

物を売っている店の店先では，まだ 

沢山のダイアナ妃とチャールズ皇太 

子がにっこりと微笑んで,通りを行 

きかう人々を見つめています。それ 

は絵葉書の中からだったり，ペナン 

トからだったり，ティカップやコー 

スターからだったり，スプーンの柄 

かざりからだったり,およそ利用てi 

きそうなほとんどのものからです。 

1981年9月の口ンドンには，まだま 

だダイアナフィ～バーの余韻が残っ 

ていました。王や長嶋が，ちょっと恥 

ずかし気に微笑んだだけで何千万円 

もするのだから，こんなに沢山にっ 

こりすると，一体どのくらいの肖像 

使用料が入るのだろうか，いやこれ 

は英国王室のサービスてト1円も（正確 

には1ペンスも，というべきかも知 

れない）手に入らないのかも知れな 

いな．どと, そんなばかげたことを考 

えながら」ロソドンの町を歩きはじ 

めました。 

それにしてもあきれるほど徹底的 

に，通りに名前を付けたものです。 

ちなみにロンドンの地図がお手元に 

あれば御覧になって下さい。大抵の 

ものには通り名の索引が付いている 

と思いますが」 Abbey Rd‘から始 

ってZoar翫．に終るまてS3000以上あ 

ります。ロンドソのタクシー運転手 

はこれを全部覚えなければならな、、 

そうです。一方街角の建物には, こ 

れまた完壁なくらい通り名の案内板 

が掲げられていますから,決して整 

然とした道路網とは思えないにもか 

かわらず，初めての人間でも地図片 

手に結構独り歩きがでさるという訳 

です。 

そもそもはプライトンで行われた 

第2回「屋根と屋根材料に関する国 

際シンポジュウム」に出席するため 

イギリスに来たのです が，シン 

ボジュウムの始まるまで1週間ほど 

ロンドンで’自由な時間を持てま し 

た。以下はその時,私が見聞きした 

こと,感じたことです。私のひとり 

ごとですので,ゆめゆめ信用なぞな 

されぬようお願いいたします。 

さきほどの話の続きですが,地図 

を片手に歩きまわってみると，いわ 

ゆるメインストリートよりは， 1 本 

内に入った道路の方が,われわれが 

イメージとして持っているロンドン 

に近いようです。最近はどこの都市 

でもメインストリートは，近代的ビ 

ルが建ち並ぶためにそうなのかも知 
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な気分になってきます。日本人とし 

ての感覚からすると最低限ホテルく 

らいは1軒1軒独立して，いかにも 

ホテルらしい構えをしていてほし、、 

と思うのです。ここまで来てやっと 

日木での似た経験を思い出しまし 

た。都会の真中のマソションです。 

マンションは個人の住居を前提とし 

た建物のはずですが現実には住居以 

外の用途のもの，多くは事務所が入 

りこんでいます。たまたま何かの用 

事で‘t何とか会社”というのを訪ね 

て行って，そのオフィスが個人名の 

表札が掲げられている住居にはさま 

れているのを発見した時感ずるあの 

ちょっと落着かない感じです。これ 

は全く日本的事1白二よるのでしょう 

か, とにかくイギリスはイギリスの 

事情があってかなり昔の建物を，手 

を変え品を変え，社会条件のかなり 

変った現在まで使ってきているので 

す。そのせいかどうかは知りません 

が，ロンドンの街中も日本と同じよ 

うに工事中の建物をあちこちに見か 

けます。でも注意してみるといわゆ 

る新築のものは少く,かなりのもの 

が改修,改築です。外壁の色を塗り 

変えるといった簡単なものから建物 

区画の改修，さらには建物全体に足 

場を掛けての大規模な改築にいたる 

まで干差万別ですが，確かにアチコ 

チ手直ししたり,取り変えたりして 

います。だから，かつてのプルジョ 

アの邸宅が現在ォフィスになって、、 

ようと,ホテルになっていようと全 

然おかしくないので，“建築物は社 

会的ストックである” という日木で 

は本当かなあという議論もここでは 

納得がゆきます。 

シンポジュウムで同席させてもら 

った人から，ョーロッバでの防水材 

料の約半分は新規のエ事にではな 

く，古い防水層の更新に用いられて 

いるという話を聞きました。もっと 

も補修も幾分かは入っているかも知 

れませんが,このことは建物を現役 

で働かせるための建築部位の更新と 

いう作業が,かなりの建物で完全に 

ルーティソ化していることを意味し 

ています。建築物を耐久的に作るこ 

と，さらにそれを現役で使うための 

手入れをすること，すなわちストッ 

クとしての思想が徹底し，しかも確 

実に実行されつつあるというきわめ 

て当然のことに感心させられると、、 

うことはどういうことでしょうか。 

またまた話をもどします。それで 

ももっと街を歩きますと， 中心部 

に近いところでは，意外にも古い建 

物を完全に壊してしまった跡も多く 

見かけます。建物自体が物理的にダ 

メになってしまったという場合もあ 

るでしょうし,機能的に役立たなく 

なった，あるいは新しい設備の装着 

が限界であるなどの経済的に引合わ 

なくなってしまったという理由もあ 

るようです。 

だからこの社会的ストックは，前 

の話と少し矛盾しますが,意外と近 

い将来のスクラップ予備軍になるの 

ではな、、かと、、う気もします。特に 

最近て1まロンドン市内に住むのはど 

ちらかというと低収入の移民の人々 

が多くなり，もともと住んでいたイ 

ギリス人が郊外へ移り住み始めたと 

いう現実を月の当りにすると，これ 

らの古い街並は決して明るい未来を 

持っているとはいえない気がしてき 

ました。実際ロソドソの航空写真を 

見ると新しい大規模建物が点々とし 

ています。それらの建物はもはやレ 

ンガ造りでも石造りでもありません 

それでは何世紀にも渡り繰返し繰 

返し使用しうる建物を作ってきた民 

族は,現在の素材,エ法を用いてど 

の程度長持ちする建物をロンドンに 

作ってゆこうとしているのでし上う 

か。わが国でも同じものを使い同じ 

ようなものを作っているのですから 

気になるのは当然というものです。 

でも結局わかりませんでした。確 

かにいろいろなものを見たり教えて 

もらったりしました。しかしやはり 

こんな短期間で知ろうというのは， 

ずうずうしいと言うものでしょう。 

そもそも建物がどの程度持つかなど 

と間うこと自体，答があるようなな 

、、ようなものを無理にいわせる行為 

に等しい気もします。 

結局のところ本当の答は私がブラ 

ブラ歩いてきた街並みで見た建物と 

同じように壊される直前までわから 

ないのかも知れません。それらの建 

物だっても建設時には何年持つかな 

どとは，はっきりわかっていなかっ 

たでしょうから。 

それにしても現在建ちつつあるわ 

が国の愛すぺき建物達はその時どの 

ような対比を見せてくれるのでしょ 

うか。 

（東京工業大学工業材料研究所） 
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1983年接着剤・シーラント国際会議参加について 

総務委員会 

このたび日本接着剤工業会（略・日接工）より1983年接 

着剤‘シーラント国際会議への参加の呼びかけがあり， 

理事会で再三討議を重ねて参りましたが，現在われわれ 

日本シ,ーリング工業会（略・日シ工）としてなお一層の発 

展充実を期して諸施策を推進している折でもあり，この 

機会に単に国内のみならず世界に目を向けることも意義 

あることであるということから,基本方針として日シ工 

として当国際会議への参加を決定しました。 

この決定に従、、 今後技術委員会,総務委員会などが 

中心になり，日接エとも密接な連絡をとりながら,発表 

テーマおよびその内容，会員各位および関係者の参加の 

方法など，検討準備をすすめる運びとなっております。 

また当国際会議の開催時期である1983年は,奇しくも 

日シエく7；〕創立20周年に当り，その意味でもこの国際会議 

への参加を意義あるものとしたく,会員各位のこ賛同と 

こ協力を切望する次第であります。 

ついてはこの会議の内容をこ紹介して各位のこ理解の 

資と、、たしたく存じます。 

L 会議の提案者 

ASC (THE ADHESIVE & SEALANT COUN -

CIL, INC.) 

2． 主催者（共催者） 

1) ASC 

2) FEICA (FEDERATION EUROPEENNE 

DES INDUSTRIES DE COLLES ET 

ADHESIVES) 

3） 日本接着剤工業会 日木シーリングエ業会 

3． 開催日，場所 

昭和58年3月14日, 15日，16日，ワシソトン ニ 

ューシェラトンホテル 

4， 参加国（予定） 

ASC (USA), FEICA (EURODE llカ国）日 

木，カナダ，アルゼンチン，オーストラリア 

5－ 会議の運営 

1) 3 部門に分け各々3時間とする。3月15日に2 

部門，3月16日に1部門行う。 

2） 各部門に座長をおき，ASC, FEにA.日接エで 

1 部門ずっ座長を担当する。 

3) ASC が全体のMANAGING DIRECTOR と 

なる。 

4） 各部門の発表者は5 - 6名とする。発表時間 

は，1 名当り20'-25分とし，別に質疑応答の時間 

を設ける。 

5） 同時通訳は，現在英語と日本語を考慮している 

が，参加国次第でそのほかの国語も考慮する。 

6． 会議の内容 

D 技術関係 

a．新しいテクノロジーの展望 

b．新しい原料の展望 

2） 市場関係 

a，市場における需要とその傾向 

b‘接着剤およびシーラントの新しい応用 

3） 規制関係 

a‘接着剤，シーラント製造業者に影響のある各 

国内の規制 

b．輸出入に関する規制 

7‘ 発表者およびその内容 

1） 一応6名（3部門，2課題）の発表者を準備す 

る。 

2） アブストラクトを事前にASCに送付し，これ 

を3者で交換，意見交換した上，選択する。決定 

したものについては，英文のコピーを参加各国に 

送付し，各国内でPRを行う。 

3） 発表内容の全文は印刷して配布する。当工業会 

は未定。 

8． そのほか 

会議参加の方法として日接工では参加者による2週 

間程度のツア・一を組み（販売店などの希望者も合む） 

団体で訪米することを考えている。当工業会は未 

定。準備のための委員会はセメダイン囲原社長を長 

として,当工業会からも委員が参加，12月16日より 

スタートしている。 
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シーリング資格制度について 

グ管理士検定委員会 

現在, シーリング業界においては日本シーリングエ業 

会が認定する「シーリング管理士」および「シーリング 

技術管理士」 と労働省が認定する「防水施工技能士（シ 

ーリング刀 の3つの資格があり， それぞれの目的とす 

る概要は次のことくである。 

1． シーリング管理士 

工事分野における管理業務を担当し，職方（技能士） 

の指導を行うために必要な資質を備える。 

2． シーリング技術管理士 

設計分野において，シーリング材の品質，性能面で参 

画，協力できる資質を備える。 

3． シーリング技能士 

職方の経済的地位の保護，生活の安定を基盤に施工技 

能の向上と道義心を備える。 

以上3つの資格に対する職務分掌と資格分類を表―1 

および表－2に示す。 

「シーリング管理士」については，昭和47年より発 

足，52年より高度な1級を設定，2級との併存を行って 

、、たが，先にものぺた通り，53年に労働省認定となった 

「防水技能士」の誕生に伴、、 職方が技能士の資格を保 

有するという現象があらわれたのを機会に昨年を もっ 

て， 1 級， 2級の区分を全面廃止し, 「シーリング管理 

士」の呼称に統一した。一方，「シーリソグ技術管理士」 

については従来通りである。 

シ～リング管理士およびシ・一りング技術管理士の認定 

は，確かにシーリング工業会で行うものであるけれど 

も，この育成には建築技術者,学識経験者など多くの業 

界関連の人が関与している。このことはシーリソグに携 

わるすぺての人々の願いである「シーリングの重要性を 

広く認識し，シ・ーリングに伴う漏水クレームを撲滅す 

る」ことに他ならな、、。「管理士の資格を得たけれども， 

実際上， 資格そのものは役に立たない。」 という声を聞 

くことがある。これはその人の認識の誤まりではないだ 

ろうか。昇給などがあるとすれば，それはそれで喜ばし 

いことである。しかし本質はあくまで個人の知識向上に 

表―1 資格職務分掌 

ン技 
一術 

リ
管
 

ン理 
グ
士
 

シーリング管理士 防水施工技能士 
（シーリング） 

防水設計参、 
画 
性能・品質’'" 
の技術指導 

施工技術の助言 

協 力 

I図面解読 
一契約l適材推せん 

l積算・見積 

施工技術指導 
資材・機器管理 
安全衛生管理 

完了検査 ・一 
工事記録 
一保証・メンテナ 
ンスサーピス 

'’一‘混合．充てん 

－・・・完了検査 

r施工前の打合 
の準備 
の検査 

－仕上げ 
清掃・養生 

表―2 資格分類表 

資格名 一術 
グ・十 

シ
技
 

リ
管
 

ン
理
 

」 ノ一 ・ン管 
リ
理
 

グ
士
 

防水施工技能士 
（シーリング） 

認定 日本シーリ ング工業会 労働省 
（委任・都道府県） 

職能 
防水設計 工事管理 施 工 

性能‘品質の 
技術指導 施工技術指導 

難 
会員会社社員 
および理事会 
承認者 

経験7年以I一 
指定団休所属 
公的資格具備 

経験0 ~5年 
学歴による 

養成 
特設カ J キュ ラム 学科（一部通信制） 

実技（基本・応川） 合宿ス ク一 リ ン グ 

試験 学 科 学科および実技 

更新 2年ごと再教育講習後 な し 

備考 S54発足 S 47発足 

S個 
53A 

 資発
 格足

伴う,業務に対する理解と自信にあるはずである。専門 

知識の吸収に対する情熱と努力は,一般に言われる知的 

な能力などというものより，より価値あることではな、、 

だろうか。 

56年度の養成管理士の応募も，120名の満枠となって 

おり，この点については喜ぱしいことである。カリキュ 

ラムは昨年とほぼ同じ内容となるが，「積算」 の充実と 

「シーリング防水の故障と補修」の導入などは実際の業 

務にすぐ応用できるよう，配慮されたものである。今年 

度はさらに，日常の勉強資料として「積算の手引書」お 

よび今までの「試験問題と解答集」を発刊し，一層の便 

宜をはかった。 

以上,資格制度の趣旨，目的をあらためて再認識し， 

―・人でも多くの方の研賛を願いたい。 
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シーリング材の価格動向 

査 江哀，三 

1． ま え が き 

昭和56年度のシーリング材の販売推定量 

は，本誌業界展望に記されているように，昭 

和55年度に比し，約9％の増となっている 

が，昭和55年度の伸び15％に対して鈍化現象 

となった。これは，個人消費支出の停滞，住 

宅投資の低迷などから工事量の減少傾向が続 

き,受注競争の激化，ともすると適正な価格 

を割り込んだ見積り書の提出がみられ，量の 

低迷と受注単価の低下の，二重の苦難を乗り 

切らねばならない困難な時期に来ている。上 

記のことく,建築用シーリング材の需要は・ 

建築産業の低迷のなかにあって， (55年度対 

比で，着工而積，または住宅戸数でみてもそ 

れぞれ10％前後のダウン）5"F度は極めて善 

戦してきたと、、える。 

ただし，一方，価格面からみると,第2次 

オイルショックの余波といえるが，各シーリ 

ング材の原料価格は,別表のことく，軒並み 

値上りとなり，いまや，各メーカー内での社 

誓 
240 

2即 

2凹 

1凹 

1加 

H0 

l即 

内努カの限界にきている。 

今後の販売価格改訂がさけられぬ状況に至っている‘ 

, 

●MSボリ・マ・・ 

~SBR ラテッ7ス 

r ーーー一‘アルキット樹冊 

52 53 54 55 5611t 

図―1 シーリング材の主要原材料価格指数（50年＝100) 

表-1 シーリング材の主要原材料価格指数（日本シーリングエ業会。50年＝100) 

コ～~~．、牒料 50 51 52 53 54 55 56 

シ リ コ ー ン 系 
金 属 ケ イ 棄 
メ チ ル ク ロ ラ イ ド 

l00 ~~ 106
1~~ 

l06 ~~ l06 ~~ 
15414~ Iに 1I器 

変成シリコ・－ン系 M ・ S ポ リ マ ー * 100 110 143 150 
ポリサルフアイ ド系 チ オ コ 一 ル L P 100 122 122 122 137 158 161 

ポ リ ウ レ タ ン系 
ウ レ タ ン プ レ ポI)マ ー 

ポ リ オ ー ル 1001~~ ll: ll: ll: 169135 
215196 

243
223 

ア ク リ ル 系 ア ク I, ル モ ノ マ ー 100 122 122 122 137 196 202 
ブ チ ル ゴ ム 系 イソプチレン．イソプレン共重合体 100 112 115 115 138 166 183 
S B R 系 S B R ラ テ ッ ク ス 1加 104 108 113 117 140 140 
抽 性 ア ル キ ッ ト 樹 脂 100 104 105 102 117 129 135 

※M・Sポリマーは53年=100 
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2． 最近の価格の動向 

前述のことき状況のなかより, シーリソグ材の販売価 

格の改訂が急務となり，各基材とも10％以上の値上げに 

ふみ切らざるをえない。下記の表のことく，主要建羽生卩 

売物価指数（表－ 2 ）の推移をみても，シーリング材の 

価格の値上げは必然となってきている。 

シーリング材料価格の上昇に伴い,工事施工価格も10 

％以上値上り現象となり,内面的には，量より質の時代 

に移ってきたという現況をしっかりみつめ，問題の年と 

思われる57年度をいかに克明して行くか,いかに解決活 

路を見い出すべきか,材・販・エ，とも価格的には多難 

な年となりそうである。 

160 

140 

120 

501r.=100 

／二燐弐寒誓； 
ニ二二二年ニーー 

石油親品 

3． む す び 

建築業界の最今の状況は，極めて厳しく，特にシーリ 

ング材の価格環境は，来るところまで来たということて〒 

あるが,建築業界の技術革新の変選を考察する時,われ 

われシ・ーリング関係者は，建築業界における価値の見直 

しと,正しい主張を行い，量より質の時代の実践を羽r. 

ー体となって目指す時期だと再認識すべきと思われ 

る。 

それには施工業界との技術的協力関係を一層強化し， 

需要家関係に対する支援を勝ちとるように,今後一層の 

努力を要するのではないだろうか。 

／・ーーべ鍵製晶 
ン必7一■,4 1 >1544'ri6J 

血料 

50 5 53 討 55 50年 

図―2 主要建材卸売物価およびシーリング材指数（50年＝1100) 

＜参考＞ 土地価格指数 

（市街地価格，日本不動産 

研究所，50年3月＝100) 

、、×、、 21550 
年月 ×、、 
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表-2 主要建材卸売物価指数（日本銀行，50年＝100) 

ンぐ誉 総平均 普通鉄鋼材 アルミサッシ 
フラスチック 
建 材 類 

塗 料 石油製品 板ガラス セメント製品 

50 100 100 100 100 100 100 100 100 

51 105.0 107.6 103. 2 107. 1 100. 2 109, 1 111.4 102. 8 

52 107, 2 109. 9 111.6 111. 1 100.0 111,6 112. 1 108. 6 

53 104. 3 114, 5 111.9 109. 2 99. 3 101. 6 111.8 121. 6 

54 119. 9 122, 2 112. 8 112.6 106. 5 120. 7 124. 7 133. 1 

55 131.8 133, 4 131. 2 134.3 125. 4 205. 3 129.7 149. 1 

56. 1-9平均 133.8 134. 0 137. 7 139. 4 126. 9 223. 9 140. 2 152. 2 
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建築用シーリング材の標準色 

日本シーリングェ業会では，昭和52年9月に標準色および限界色の基準値を設定し,現在までにそ 

の普及促進をはかっている（表および色見本参照％ 

これは，現状の技術レペルで可能な範囲での各素材共通の標準色を設け，色と呼称の統一を計る目 

的で，日本色彩研究所の応援を求め,加盟会社の標準色を解折して，エ業会としての基本色を定めた 

ものである。 

建築用シーリング材の色は，完全には統一されておらず，建物の設計者あるいはシーリング施工工 

事の発注者が主として建物全体の外観を損わないように，各シーリソグ材メーカーが標準化している 

製品の中から，あるいは必要に応じて特注色という形で選定し，使用するケースが多い。 

しかし，メーカーのきめている標準色は品質，性能が十分検討されたうえで設定されているが，シ 

リコーン,ポリサルフ7 イ ド，ウレタンといったシーリング材の種類によっては，技術的な面からも 

色の選定は制製され，さらに使用者の側から見れぱ，各メーカーことの,色および呼称の不統ー功、ら 

くる色の選択の不便があった。また, メーカー側からすれば,色を統一・することにより,品質の統合 

整理,生産の効率化，品質管理の維持向上が可能となるという利点がある。 

日本シーリソグ工業会では,今後もユーザーのこ協力を得ながら，建築用シーリング材の標準色を 

普及させ,品質の維持,向上および生産の効率化を計っていく計画である。 

表一1 共通標準色 お よ び基材別標準色 

呼 称 （色名） ブラウン ダークブラウン ホワイト グ レ・・ー ブラック ク リ ア アルミグレー 

標準色（記号）注）1 
7.5YR 
4. 5/3. 5 

7
3
 

5
~
 

Y
/1 
R

.
5
 N 9.0 N 5.5 N 1.5 注)2 注）2 

シ リ コ,ー一 ン 系 0 0 0 0 0 0 0 

変成シリコ・ーン系 0 0 0 0 0 

ポリサルフ7 イド系 0 0 0 0 

ポ リ ウ レタ ン系 0 0 

ア ク リ ル 系 0 0 

S B R 系 0 0 

ブ チ ル ゴ ム 系 0 0 

油 性 0 

注) 1 JIS Z 8721の三属性表示記号による。 注)2 クリア，アルミについては，別途基準を定める。 
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建築用シーリング材標準色 

ブラウン 

7. 5 Y R 4. 5/3. 5 

ダークブラウン 

7 .5 YR 3. 0/1.5 

ホワイト 

N9 .0 

グレー 

N 5.5 

ブラック 

N1 .5 

印刷インクの性質上、実際の色調とは異って見える場合もあリます。 



建築用シーjング材参 価格 襲準設 
一 

昭和57年1月現在 

区 分 積算基準 
目地寸法 

（幅×深さ） 
材料価格 労務費 副資材費 経 費 計 

シリコーン系 

1 成分形 

円ノl 

8 ,200 

10 X 10 
15 X 10 
20 X 10 

8
2
6
 

2
3
4
 

0
0
~
 

1
1
 

380 
440 
500 

170 
190 
240 

330 
440 
570 

1
2
2
 

7
3
9
 

0
0
5
 

0
0
U
 

?
 

?
 

,
 

シ リコーン系 

2成分形 
6 ,800 

10 )< 10 
15 X 10 
20 X 10 
20 X 15 
25 X 15 
30 X 15 
40 X 20 

●
ー
・
上
っ
一
2
3
5
 

6
0
3
0
5

~
4
 

8
2
6
4
5
6
4
 

U
0
0
0

~
~
~
 

●
 

？
 

，
 

●
 

●
 

・
 

400440500550600660800 

4~~44~
5~~55~
6~~66~
8~~
 

0
0
0
0
U

~
~
 

5
9
4
6
U
7
2
 

1
1
2
2
3

(j

【D
 

9
9
0
7
9
2
5
 

U
0
0
0

~
~
~
 

2
3
5
5
6
8
3
 

1
 

,
 

2
4
0
2
4
1
1
 

5
0
6
4
1
9
1
 

1
2
2
-
3
4
4
8
 

U
0
0
0

~
~
~
 

●
 

【
 

【
 

●
 

，
 

●
 

・
 

変成 

シ リコーン系 
6 ,600 

10 >< 10 
15 >< 10 
20 X 10 
20 X 15 
25 X 15 
30 X 15 
40 >< 20 

U
U
0
0
5
U
~
 

6
9
3
9
4
9
2
 

6
9
2
8
7
7
只】
 

1
1
2
2
5
 

《
 

，
 

,
 

!
 

,
 

U
0
0
U

~
~
U
 

5
9
4
6

~
7
2
 

1
1
2
2
3
3
5
 

aJ

口
J
9
7
a
J
n
乙
に
】
 

0
0
0
0
5
U
U
 

2
3
4
5
6
8
3
 

1
 

,
 

0
0
0
0

~
~
~
 

5
0
5
3

~
8
9
 

1
2
2
3
4
4
7
 

0
1
5
6
7
2
5
 

,
 

,
 

,
 

,
 

,
 

!
 

,
 

ポリサル 

フ ア イ ド 系 
6 ,600 

10 X 10 
15 X 10 
20 X 10 
20 X 15 
25 X 15-
30 >( 15 
40 X 20 

6
9
2
8
7
7
8
 

6
9
3
9
4
9
2
 

0
0
0
U
S
~
U
 

1
1
2
2
5
 

,
 

!
 

!
 

I
 

・
 

0
U
U
0

~
U
U
 

8
4
0
5

~
6
U
 

3
4
5
5
6
6
8
 

0
U
0
0

~
U
U
 

1
1
2
2
3
3
5
 

5
9
4
6

~
7
2
 

2
3
4
5
6
8
3
 

0
U
U
0
5
U

~
 

8
9
9
7
9
2
5
 

1
 

,
 

0
0
0
0

~
~
U
 

7
1
5
6
7
2
5
 

1
2
2
3
4
4
7
 

4
0
5
3

~
8
9
 

●
 

，
 

，
 

●
 

●
 

，
 

・
 

ポリウレタン系 

1 成分形 
4 ,400 

10 X 10 
15 X 10 
20 >< 10 

440 
660 
880 

ハ
U
 
ハ
U
 
八
リ
 

3
4
5
 

9
4
U
 

150 
190 
250 

230 
310 
390 

1
1
2
 

2
6
~
 

1
0
2
 

0
0
~
 

●
 

●
 

，
 

ポリウレタン系 

2 成分形 
3 ,700 

10 >< 10 
15 X 10 
20 X 10 

370 
555 
740 

(
J
4
‘にJ 

9
4
U
 

0
0
U
 

150 
190 
250 

220 
280 
350 

q。【bd
' 

1
1
1
 

1
4
8
 

U
5
U
 

,
 

！
 

・
 

ア ク リ ル 系 1 ,800 
10 >< 10 
15 >< 10 
20 X 10 

180 
270 
360 

330 
390 
440 

150 
190 
230 

160 
200 
250 

8
0
2
 

2
5
8
 

0
0
U
 

1
1
 

,
 

,
 

S B R 系 1 ,500 
10 >< 10 
15 X 10 
20 >< 10 

5
2
U
 

0
5
U
 

1
n
乙
n
j
 

330 
390 
440 

150 
190 
230 

●
4
1
2
 

【hu 

o
J
h
'J 

0
0
U
 

7
9
2
 

8
9
U
 

0
5
U
 

1
 

,
 

フネチルゴム系 1 , 700 
10 >< 10 
15 X 10 探

 
I認 l598 l認 8

~
 

0
3
 

U
5
 1

 
,
 

油 性 1 ,400 

10 >< 10 
15 X 10 
20 X 10 
30 >< 10 

1
2
2
4
 

4
1
8
2
 

0
0
~
U
 

230 
260 
280 
300 

70 
90 
110 
130 

100 
140 
170 
200 

U
0
~
U
 

4
0
4
5
 

5
7
8
~
 

1
 

,
 

注1. 本価格の適用は目地長さ延500rn以上とする。 

2‘ゴンドラ使用の場合は本価格の20％以上増となります。 

3．ガラスまわりは本価格の20％増となります。 
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建築用シーIJング材市販製晶一覧 

シ リ コーン系シー リ ング材 

シリコーンシーリソグ材には1成分形と2成分形があり，主成分自体がシロキサン結合をして 

いるので耐候性・耐熱性・耐寒性のみでなく，耐久性にもすぐれている。 

1 成分形は空気中の水分に触れると常温で硬化する。酢酸型に代表される高モジュラス型のほ 

か，低モジュラス型や塑性タイプのマスチック型もある。 2成分形は基剤と硬化剤からなり，混 

合することによって均一に硬化し,低モジュラス高伸度のすぐれた性能を発揮する。 

〔特 徴〕 

・耐候性，耐久性がすぐれている。 

・耐熱‘耐寒性にすぐれ，温度による物性変化が少ない。 

・オゾン,紫外線などによる劣化が少ない。 

・低温での施工性がよい。 

・取扱いが容易で,毒性が少ない。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

扇、更, 取扱、、上の注意 主 用 途 

1
 

成
 

分
 

形
 

・一般にタックフリー時間が短いので,へ ・ガラス突き合せ目地，ガラスサスペン 

ラ仕上げを早めに行う。 ション （酢酸型） 

・酢酸型は硬化時に酢酸を放出するので， ・サッシとガラスとの目地 

鉄,銅I 鉛などの金属への直接施エは避 ・アルキャスト，ステンレスまわり目地 

け，無酢酸型を使用する。 ・大理石,プレコンまわり目地（無酢酸 

・酢酸型はコソクリート,ケイ酸カルシウ 型） 

ムなどのアルカり質に対する直接施エは ・躯体まわり （無酢酸型） 

避け，無酢酸型を使用する。 

・一般に未硬化のものは刺激があるので, 

一内装・網入ガラス（無酢酸型） 

・プラスチック 

眼に入れたり，皮膚に長く付着しないよ ・ガラス水槽（酢酸型） 

うに留意する。 ・ショ一ウインド， ショーケ・－ス 

・パスタブ，洗面所まわり 

※低モジュラス型にっいては2成分型と 

同じ 

2
 

成
 

分
 

形
 

・プライマーを必要とし,被着材によって ・金属カーテンウオ一ル目地 

プライマーの種類を選択する。 ・コンクリートカーテンウオール目地 

・アルコール溶剤を清掃用に用いた時は十 ・笠木まわり目地 

分揮発させてから施工する。 （硬化不良 ・サッシとガラスとの目地 

の原因） 

・基材と硬化剤はキット毎に全量を混合し 

・躯体とサッシとの目地 

・性能向上のための補修工事 

その都度使い切る。 ・貯水槽目地，土木エクスパンションジ 

・他基材と打ち継ぐ場合はシリコーンを後 ョイント 

打ちとする。 

〔貯蔵安定性〕 

1 成分形, 2成分形とも貯蔵安定性はすぐれており,未開封のまま温度25CC以下で貯蔵された 

場合，最低6カ月間はその品質が保証されている。 
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シリコーン系シーリング材 

会 II: i / ~ 商 品 1ノ － 色 
I

容量 荷姿 ~ 混合比 － 比 

！ 1成分形~ 

電 

二ソー・クリ7・ アン 習鱈，リッシ 1.04 i 

コ ー ゾ （株） 変ニトンリコノコ － 皇ラlりアア二’レ一 曹鱈、リ7ン ~ ク ~ 1.~5 -

りンス”一Iヒ学（株〕 へンギンシ一崩05 鳶Jこ’プラノン 曹3界リッゾ 1 ク － 1.05 -

ッャ一プ化学工業（株, シ,‘一ビ一シールS 
クリ7.ホワイト，ア 
ンパ一I タレー, ブラ 
ウン 

333ire カ一トりッジ ク 1.02 

信逮化学工業（株） 

透明,白，黒，グレ・一,ア 

77誘ぐ7 -fH ~ -- ゴトじリノシ － 

1. 05 KE43 アル・ミ ，アンパ一 予 1 ク 

KE45 

－ - - － 

透明，白，黒，グレー，ア ~ 
ルミ，アンパー，アイポ ク I ク 1.05 
リー，グークブラウン － ~ 

〒T46 グレー 

KE40 -B --2 

・ 

I 4, 1.05 KK 422 透 明 4, 

KK 420 高透明 ク ク 1.05 超高透明 

K E4288 白 

か 

ク ク 

1.05 防かび目三 －酢酸型 

K 154588 白，7 イポリー 

ク 

LOS 防かび性・オキシム型 

1

.

 6

0

1

吐モジュラス ン ラント80 白，ダレ一，黒，ゾラウン 420sz741レムノ＝ッ” 

ク 71) 白，タレ－- ，アンバ一一，黒 

, 

30

1

低モシュラス④ 

4, 70 ) 

4, 79 

TB5211 

白，クレ‘一,黒，7 /J：一 

. 3

~1

' 

ク レ・ ー ， γン／ 、 ― 

. 3~ 
塑性シーラント， 
3 成分形 

（株）ス り ーボ ン ド 

寸Iノイ ト,グレー，クり 
7 ,7 イポリー，アソパ 
一，アルミ，ブヲック 

/3 

1カ 

/ 

1 成分形 1. 04 無酸型 

T H 5241 7bワイト，グレー， ク ク リ7, 
7/バ
ー ク L04 酢酸型 

TB5271 ホリイ ト, ク“レ「 - 3 I 七ッ ト 60: 1 1.28 

製鉄化学工業（株） 

叱rテッシりコー 
ンジーラン ト 

A-79 
白，灰，黒，アンバー, 

7 イポりト ， ッルパ・一 

m 

1 成分形 1.42 

4, A -50 

ク S -叫 

白，灰，黒，了ンパ一, 

アイポリ一， タり7 

ク 

ク ク 

1 . 02 

1.02 

I 

白，灰，黒，7 ンパー， 

4, 

アイポリ一， シルパー 

世 界 長 （株） 

一コ 

」 一 

ン 

 一カ
1・（、〕 

チR 

グレ一，ホワイ ト,巨か 3I 

七一フ・ 

10 : 1 1.30 

一 一 

”・一 

七ラ 
カ－ 

ョ 

 Sイ
チI 

クリアー，ホワイ ト
 

33 肋
－
 

'‘ト Iまカ、
 

ッ 

1成分形 1,04 

」‘ 』 ダ イ ン （株） 

七メク’イソ 
ンりコーソッ一ラ一 

8060 

ホワイト， グレー，黒 
7 イポりー， J’チュラ 
ルスI・ー’ノ 

予
 
4. 
L04 オキシム型 

グ・！ 
J ・ー

セ・ン 
Jリ 

ノ ソ 

ッ 

 h－一

り 8~ 
 b【

 イワ

“・イュ 

ア ・ル 
・アス 

アント 

1り・ 

・ J ソ 

叫 ？ - 

リト一プ 

ク
 

4. 1.04 酢酸型 

ノ二 一ケ、 ’ル （徴） 1. 6301 

一 リ 

「！ ・ 

ア一ッ 

グー 
 ポレ

 黒ンク

白「I」 

350gfJ ト 'I .,シノ 

り‘ハ ・ 

儒 

東芝シリ」, ン （株〕 

ホワイト， ニ‘ートラ
 

トスシ一一ル 361 ル，
 グレ一， アンパ一－, 

プラック 
3I 丸缶 100 3 l 1.32 低モシュラス④ 

「

グ

レ

ー

 

，

 

ブ

ラ

ッ

 

ク
 ~
 

100: 3 - 1 .28 中モシュ 

ラス・ ガラス用 

- 7 イポリ－ 
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シリコーン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 

重 」 

東芝ッりコーン （株） 

トスシール 64 ホワイト,ブラック 3I 丸缶 100 : 3 L60 準不燃性 

トスッール 67 グレ一 I 16 4 丸缶 100 : 4. 5 1 .30 流動性 

~ 
－ ホワイ ト， グレー, 

ダークブジウ二／ 

1 
Iノ 

34 
08 
丸 

缶 

1成分形 1 低モジュラス 
アミノキシ型 

クリア，ホワイト，グレ 
トスシール 371 -，アルミグレー，ブラ 

ック，ダークプラウソ 

1
カ
 

腮
」
 

ク
 
1
.0
2 

ジ
 

酢酸型 速硬性 

トスシール 17 
 ダク

 一リ

アク 

・ブ 
グ一フ 

レウ 

一ソ 

ク ク 1
,0
2 酢酸型,高モジュラス 

遅硬化性 

トスシ・－ル 73 ホワイト 予 1 .04 防かび，酢酸型 

トスシール 381 

クり7，ホワイト， グ 
レー,アルミグレ一， 

ダークプラウソ， プラ 
，ク， 二ュートラル 

ク ク 1 .04 オキシム型 

ト.二t、ッール 83 ホワイト,アイポり― 予 ク 1.04 防かぴ，オキッム型 

トスッ十－ル380 
ホワイト， グレ・ー， ダ 
ークプラウソ 

1
/344 

IJ- 

落 ク 1.44 
低モジュラス 
7 ルコト－ル型 

トスシール 91 ニュ,－トラル 1/3 4 カr トリッジ み 1.38 緋臨，9話議 

トスッール 90 ニュ一トラル 3 ●丸缶 3成分形 1
.3
2 油性目地補修用 

トーレ・シリコーン 

(株) 

クりア， グレー,7ル 
SH 780 ミ，ホワイト， ブラッ 

ク，アイボりー 
1/3Iカートリッジ 1 成分形 1.04 無酸型 

クリ7,グレー,7 ル 
SH 781 ミ，ホワイト,7ンバ ク ク 1.04 酢酸型 

クリア， グレー，ホワ 
SE 788 

イト 
ク ク 

ク 

1 .04 無酸型，中モジュラス 

カ・イ 

ア 

, 

グ 
レ 

一 , 

ホ 

ワ 

”日ノk・ 

SE 780 予 1.04 酢酸型,中モジュラス 

SB 790 

SH 四2 

グレー,ホワイト， ア 
ソパ一‘ ナチ一ラルス 

 トー二ノ 

1/2 4 ク 
フイ Jレムノミッ ク 1 .40 無酸型，抵モジュラス④ 

グレー，ホワイト， 了 
ンバー,ナチュラルス 

3I 丸缶 
10 : 1 

トーン， プラック 
（硬化剤付キット） 

1,30 低モジ1ラス④ 

SE5003 グレ一－ 1/3 4 カートリッジ 1 成分形 1.55 準不燃性 

S E 5010 7 イボリ一 り ク 1.05 無酸型，防かび性 

SE 5011 ホワイ ト ク 

ク 

1.05 酢酸型，防かび性 

日東ポリマー工業（株） 
ニューワイドシ,ー 

フー 

クり7，グレー，ホワイ 
ト,7ンパー‘ ,ンルバ・ー 

7 イポり・一， ブヲック 
333.eカ・一トりッジ 

ク 

1.05 -4,30 

本 

合 
成 

虹 

鍬 

開 

ゴーセシールS 
BA ー-b0 

グレ一，7ンパー 
333叫カ一トリ，ジ 
5 e缶, 204ffl 

ク 1 .15 無酢酸型低モジュラス 

'.'
 
BA-li
 
ホワイト， アイポリ
－ 3334 カートりッジ ク 1 05 

無酢酸型，無変色， 
防カビ性 

・h- 

zガラ 

 ク［リ
7・ 

・－J 

ホン 
 パワ

イ一 

・ゾ 

" AP -20 , ク 

クレ ッ 

ク 1,04 酢酸型 

' AP -20R レッ ド ク ク 1.22 酢酸型，耐熟性 

2 BA -1lR 予 ク 

ク 

0.22 ク 

ク AP -22 グラス夕リ7 4 

ク 

1.06 酢酸型1 超透明 

・h
' 

イ
一
 

グ
ラ
 

ク
 
BM-3
0 

り
一
ク
 

? 7
7
 

ホ
ン
ル
 

ワ
パ
ミ
 

1 

二フ 

ア
 
・ 
・ 

ク
レ
 
・
 

333m4力・－トリッジ 
ioogチューブ 

ク 

l .05 ---1.20 無酢酸型 

ク BM -30A ホワイ ト， プラック 333mL!カートリッジ ク 1
.0
5 無酢酸型，速硬性 

白ア 
・イ 

 ポグ

レり 

一 一 

 ”ア

』7 

 黒一

三星産業（株） 三星ッlこラりト 333cc カ・一トリッジ 予 

l :lI 

蕪ぴ柵型 
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シリコーン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 ~ 色 容量 荷姿 ~温合比 比 重 

明星チ中ーチル （株） 

ス夕－ッー告-10 ダレー杜か 

スターッー告-20 ・・-I・白ほか ・ ’ 1.05 酢酸型 

ス夕ーシー省-30 プラプクほか ク ク 1・備 

横 浜 ゴ ム （株） 

ノ、マ夕焦一200 フこ二，ト子ク二‘旦・黒・ 3‘セ・ト 

ノ、・タ隻一310鏡4鍵差 

シーIJング工事なら 

技術ク） 
関西シーリング工事業協同組合員 

〇株式会社東洋防水 
代表取締役 畑山 祐 一 

〒545 大阪市阿倍野区文の里2 -3 一15 電話06(621)3741綱 

超高層ビルのシーリング工事 
アスファルト防水工事 

マグl」’声＃'f老 
代表取締役5Il丁 谷 月券 
専務取締役 操 上 弘 昌 
取 締 役 扇 原 修 亨 

~東京都江東区佐賀1丁目9番14号 
v ’電話03(643)5911（代） 

（株フマザルエンジニアグング 
命東京都中央区新川1丁目24番1号 
、ノ電話 03(553)2236(代) 

《
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変成シリコーン系シーリング材 

変成シリコーンシーリング材はオルガノシロキサンを有する有機ポリマーを主成分とするまっ 

たく新しいシーリング材であり，湿気硬化する1成分形と反応硬化する2成分形がある。硬化は 

水と触媒の作用によりシロキサン結合を形成し，ゴム弾性体となる。性能はシロキサン結合を含 

むためシリコーンシーりング材に近く作業性,耐熱性，耐久性が良好でありシーリング材として 

の要求性能をパランスよく保持している。 

〔特 徴〕 

・耐候陛，耐久性にすぐれている。 

・耐熱，耐寒性にすぐれ，温度による物性変化が少ない。 

・耐ォゾン，耐紫外線などによる劣化が少ない。 

・プライマーの併用により，各種被着体にすぐれた接着性を示す。 

・硬化時の温度，湿度の影響を受け難く，安定した硬化特性を示す。 

・混練性にすぐれ，特に低温作業性は良好である。 

・石材に対する汚染を生じない。 

・吹付材や塗料による表面仕上げが可能である。 

・1成分形は短時間で実用性能を発揮する。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

論「要、, 取扱、、上の注意 主 用 途 ~ 

1
 

成
 

分
 

形
 

・一般にタックフリ一時間が短いのでへラ 属
 
ン
 
メ

材

ラ

 レ
 
「
 
の
 

の
 
リ
 
ト
 
の
 
チ

ジ

 

建

気

 

金
 
コ
 
セ
 
石

プ

グ

 用

そ

械

 

目
一
 
2

月
 
ッ
 
ン
 

築
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地
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の
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，
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朝
 

j
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八
口
 

プ
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ラ
 

舟
 

マ
 

肌
 

使
 

機
 

仕上げを早めに行うロ 

・シリコーンをコ一テングしたテープ類に 

接着しやすいので，ポンドブレー力ーに 

はこれ以外のものを使う。 

・表面のドライは環境条件に左右され,高 

温，高湿程早くなる。 

・不完全なプライマー処理は重大な事故に 

なる恐れがあるので,指定のプライマー 

を完全に塗布する。 

・貯蔵は必ず屋内とし，35C以下を厳守す 

ること。 

・可使時間を過ぎると急速に硬化する。混 ・低層から超高層までの各種の目地ゃ継I 

練り後の充てんと仕上げを可能な限り短 目 ~ 

時間に行う。 ．金属類の目地 ~ 

・比較的空気を連行しやすいので，なるべ ．コンクリート類の目地 ~ 

く真空脱泡混合機を使用することが望ま ，セメント2 次製品類の目地 ~ 

－ し、、。 ，石材類の目地 
成 ・シリコ一ンをコーチングしたテープ類に ．プラスチック類の目地 － 

接着しやすいので，ポンドプレーカーに ・木材類の目地 － 

はこれ以外のものを使う。 ・グレイジソグくカラー・プライマー使~ 

・表面のドライは環境条件に左右される。 用） ~ 
形 また一部の製品にはタックが残るものも ・そのほか建築，土木，車輛，船舶，機1 

ある。 械，電気などのシ一ル。 － 

・不完全なプライマー処理は重大な事故に 

なる恐れがあるので，指定のプライマー 

-

を完全に塗布する。 
．ー ー． 

- 78 - 



変成シリコーン系シーリング材 

〔貯蔵安定性〕 

・温度25C以下,湿度加％以下で貯蔵された場合，メーカー出荷後，最抵6カ月間はその品質 

が保証されており，また通常1カ年は安定である。 

・貯蔵安定性はすぐれているが冷暗所に保管し，水分が入らないように注意する必要がある。 

会 社 名 商 品 名 色 容量‘荷姿 

（採）＝ービシー商会 ABCシリコー新 
水ワイト，ライトグレ 
ー，グレー,ブラウン， 
ダークプラウン 

ふ5，・ヒワI・ 

考 

④
 

重
 

七
 

j
 

比
 

入
】
 

混
 

1.43 」
 

一
 

鐘紡合成化学（株） ゴーレプfで8000 

カネボウ・ 
＝プユスシー （株） P -201X1 

白,グレー,プI,ンズ， 

7 ンパー 7‘セプト×4 

グレー，プロンズ，7 

劣-,魚 u ー人・プ 5k,4z . I. 

サンスター化学（株） ペンギンシi知 ページュ 

シ中ープイ畔工業（株） 

世 界 長（株） 

シ十ーピーツール 

M 

シ＋ーピーツール 

M - 2 

10 1.42 1
 

グレー，7ソパー，白， ,．」．一L 
り ’ ~ ， 『 10: 1 

グレー，ホ7イト 3加iSカート，，ジ 

セカイチ，ーシー 
ラーMS 

グレー，ホワイト，プ 
ラウン 3‘セット 10:1 1.45 

ダレー，ホワイト， 
プラウン 

・I 1 ダ イ ン （株） セメダイも一512 1鍵 
クレ・・，7 
ページュ， 

中 10: 

昭3叫カート，，ジ 

テ イ パ化工 （株） 

（株） H 興 社 

L 如 

JlS A5758 

①
 

加
 

38 

40 

盟
 

1
 

,
 

1
 

1
 

移
 

1
 

10: 

1.即 

1.40 

④ ‘＄】はカラーマス声ー 1.45 

10 

3‘セソト 
ボ＝ーシーラー 水ワイト，クレ・・，ブ 

MS -3000 ラウン 

3 ●缶 

10: 1 

10: 1 

3‘缶×4 

5印十プト 

5. 5L セ，ト×2 

10: 1 

0
 m 

3 ，七ット 

3‘セプ1・ 

ニニプシーラーMS グレー，黒，プpンズ 

グレー， ト
ン
 

イ
ウ
 

ワ
ラ
 

ホ
ブ
 
グレー，ブラック,ホ 
ワイト， タークブラウ 
ソ，はか

ク“レー， ゾ●ソ1,7 
fポりー，黒 

興
 

日東ポリマー工業（株） 

日本系加剤t業 〔株） 

；トスチ ソ ク 
ジャバン （株） 

明墨チャーチル （株） 

ニプ トーコーク 
# S000MS 

ソ7インシーり一 
菩印． 

ポスつシール 

尋2000 

ス’ーシール 

s-So グレーほか 

横 浜 ゴ ム （株） ハ声クIとAーII 疑ウりレンげテ 

,,,,,,,，書穀，, 

；●， 醗」」」 驚I羅醸 
~着；ま：ニ~！を；g:;；凌：・~‘' 
峯：縦隷斑7罵報購鍵醗「菩： 

晋菩雄 《」NW
」 

次t革落-IL 
二社．I常』mI型 

麓舞I懸翼羅毒 
嘩繊選霞ミ整緯 

・1
-
 

縄「 
驚， 

覇
 

ホリサルファイ ド系シーリンク材 

スII~コーゾL ⑨ 三洋工業 
一
 

4、社：東片t '“」東区亀戸6・20-7 胃03(685)3451 

－四ー 

1
 



ボリサルファイド系シーリング材 

ポリサルファイドシーリング材は弾性シーリング材としてもっとも歴史が古く，高層ビルの建 

築が可能となったカーテンウォール工法の発展とともに，可動ジョイントの防水に使用され，そ 

の真価を発揮してきた。 ポリサルファイドシーリング材の特徴は， そのすぐれた耐久性に加え 

て,植々の建築材料によく接着することで，金属,石材，コンクリート，ガラスおよび各種塗装 

に対する強固な接着は建築用途における汎用シーリング材としての地歩を固め，多くの実績をあ 

げている。 

〔特 徴〕 

・而劃く，耐酸化性，耐老化性にすぐれている。 

・耐熱性はポリウレタンとシリコーンの中間的な性能を有する。 

・引裂抵抗性が大きい。 

・プライマーの使用により，多くの建築材料に接着可能である。 

・施工時の環境温度により可使時間，硬化速度が変化する。 

・石材に対し汚染の危険のあるものがある。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

取扱、、上の注意 

・色合いにより物性に差があることが多い。 

・指定された混合比を守る。 

・夏用と冬用に分けている場合があるので， 

使用時期をあやまらないようにする。 

・接着性を確保するため」プライマーを使用 

する。 

プライマーの選定にあたっては製造業者に 

種類，使用方法を確認し,できれば接着確 

認試験を行うことが望ましい。 

・硬化剤には二酸化鉛が含まれているので， 

過度の皮膚接触などは避ける。 

主 用 途 

・金属カーテンウォール目地 

・プレキャストコンクリーート目地 

・ガラスグレイジング目地 

・サッシまわり目地 

・プール,貯水槽目地 

・コンクリートの亀裂の補修 

I土木工事のエクスパンショソジョイント 

・工場の床などの耐薬品性を要求される目地 

・電気関係の接続部の目地 

・そのほかシーリング目地全般 

〔貯蔵安定性〕 

通常，常温で6 カ月であるが，高温で長期間放置された場合」粘度の上昇，硬化速度の変化な 

どがあり好ましくない。できるだけ直射日光をさけ冷暗所に貯蔵するのが好ましい。 

会 社 名 口
旧
 

色
 

商
 

名
 

容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

アサヒボンド工菜（株） ( 

《 
与
ハ
ク
 

七
フ
一
り
 

p
ズ
レ
他
 

プ
ン
グ
の
 

《
ロ
ト
そ
 

m 
109 

グ
ン
ア
一
 

レ
．
ス
ン
 
・ 

・
ト
ラ
ム
 

白
プ
イ
・
 

黒
イ
・
一
 

5o (2.94,) 10: 1 1.70 

（株）エ一ピーシー商会 

カネボウ・ 
エヌエスシー（株） 

チ 
＋川 

コ 

一 
ク 

一新ブ 
・プラ 

新ラウ 

ラウン 

 新・ト
新グブ 

イン ・ 

レ ・クク 
一一グ●ラソウ 

新レダラブ”ヲ 

3
7
 

5
I
 

I
I
 

セ
ャ
 

・rL
- 

缶
缶
 

ッ
 
ッ 

10 :
 
1
 

1,45 ④ 

p 

5 ~ 

叩 

・・ 

ブブ 

 ンズ●

ク ・・ 
・ク7 

グりン 

一ム一 
一レ (．

5如 - ット 10 : 1 1.55 J Is受審中 

鐘紡合成化学（株） 
ゴ－レ」ッF己5000 グレー 

グレー 

5句セ.I. 

3.25‘セット×2 

10 : 1 1.62 

ゴ一レッ詳5100 10 : 1 1.44 

関西パテ化エ（株） りにタ一 5. 5如セット 10 : 1 1.60 
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ポリサルファイド系シーリング材 

会 社 名 商 晶 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

コ ポンドシール ＃10 
一
 

白
ア
 

・ン 

グ
パ
 

レ
［
 

黒
 

5 k - ット缶 10 : 1 1.60 ④ 

サンスタ冖化学 （株） ・ー、：タシール ＃165 グ・－ン 
レ
パ
 

イーッ 

7. 【
 

一
 

ホ
プ
 

ワ
ジ
 

ト
ク
 

4f -I!ット 10 : 1 1.54 ④ 

三 洋 上 業 （株） スリーコ・ーノレ 
グレー， ブラ，ク， ア 

ンパー,オフホワイ ト 
3I セッ ト 10 : 1 1.54 

シャーブ化学工業（株） 

” 

一 

1

'9

4
b

"7 

レ  バッ

櫓 

昭和石油 
アスフアルト （株） 

f ,"7y,7 Y. パ
 

ル
 

レ
一
イ
 

‘ 

④ 

住友スリーコ二ム （株） 
ウ＝ザーバン 

ピルデイング 
ッ一ラ,-

里 
，‘、 

3gmn 4‘缶 

100 : 12 1.53 

④ 

タレー 100 : 7 1.68 

世 界 長 （株） 
セカイチョー グレー，ホプイトほか 

ッーラr~TH 4 色 
3I セッ ト 10 : 1 1.61 

ポ 

り・ 
シ 

一 

ル 

 ア・グ
 ンレ

 バ一

 （ー

プ 
U 

ン 
ブ セ メ ダ イ ン （株） 

黒2 
・色 

3.25‘セット 10 : 1 1.42 ④ 

;1
 

6' 
ン
 

・ズ ソニーケミカル （株） L
 

6
 

1~
 

5
 

A
 

/
 

B
 

グ
ア
・
ダ
 

レ
ソ
一
 

一
パ
ク
 

・
［
ブ
 

ラ
プ
ン
 

ッ
口
ズ
 

・ 
5 k セット 10 : 1 1.57 

大 H 化 成 （株） ・サンシーラーp 
グレー， アンパー， プ 

3I セッ ~ 
ラウン,黒 

100 : 8 1.60 

大和高分子工業 （株） ダイワシ一ノレ＃700 ク一ロ 
，フ
 

レ
ン
 

一ス 
ン
ラ
 

パ
・
 

一ク 
4
.
8却セット 100 :
 
8
 

7
プ－ 

1.60 

テ イ パ化工 （株） 

ボニーシーラ一－ 
P S -2000 

グレー， プ口ンズ，黒， 3 g セッ ト 
アンパー 

100 : 8 
S卸4 ット 

1.55 ④ 

ボニーシ－ラ一 

P S -2508 
ブラック 36，セット 1 : 1 1.30 セルフレべりソグ夕イプ 

ボニ－シー－ラー 

p s -5000 
ブラ，7 ク 3 ‘セッ1・ 10 : 1 L60 高硬度 

東亜応用化エ（有） エポコー亡ーラ一 グレー,白，ブ口ンズ,黒 5却 20 : 1 1.45 

（株）東京ポ一ス工業社 ボースコ一e'ps 
グレー， ブラウン, プ 
ラック 

3 ‘セッ ト 凱謝100 1 .55 

（株） 日 興 社 

白I グレー，ゴールド 

ニッシーーノレ -fンバ一， ブロンズ， 3 g 缶 
黒I ライト7,,パー 

10 : 1 1,51 

日東化成工業（株） 
プラシール 

T -BG 

ホワイト， グレー，7 
ソノく, I ライトグレー 
ブFソズ,プラ，ク， 
ほか4 色 

3.86 セット 10 : 1 1.45 

口東ポりマー工業（株） 
ニッ トーコーク 

# 300S 
グレー，アソパー，ほか 5 k セット 10 : 1 1.50 

1.45 

掬
 

制
 

畔
 

磯
 

所
 

チオシールニッカ 
# 3151 

グレ一 5 加.t ト 10 : 1 

ク ＃ 501 ブ口ンズ ク 10 : 1 1.45 

予 ＃1000 7 イボリー，ホワイト ク 10 : 1 1.45 

ク ＃ 245 グレー ク 10 : 1 1.40 

日 本 シ 一 カ （株） 
一 

 ンい

ョ 

4 

ン 

カ 

 pノ
 Sト

グレー 409- '綴織l 93 : 7 1.55 

日本添加剤工業 （株） 
フ7インシーラ一 

# 300 

グレ一,ブラプク,ホ 
ワイト，ダークブラウ 
ンほか 

5句セット 10 : 1 1.54 

（株1ノーペル樹脂化学 

ニューコーク＃501 グレー，各色 38 10 : 1 1.40 

ク 黒 18I 1 : 1 1.20 土木用 

（株）ハイ ケミ :0 ル 

ケ 

「 一 ＃ 

4ク~ 
0 
0 

グレー， ブ口ンス， ブ 
ラッ ク 

5 k セット 10 : 1 1.50 

日本ペルノックス（株） ビス= '-1レ A -lU グレー， ブ口ンス 3 ，セッ ト 10 : 1 1.60 
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在庫豊富 

会フョ 

ボリサルファイド系シーリング材 

会 社 名 

d；スチプクジ中,lン 

(P1) 

商 品 名 色 

Iドスりシーノ‘ 

* 1000 

三 最 産 業 （株） 

比 凧 離 考 

1.56 ① 

I.60 

L 肋 

"
 

一
 

10 

10 

即
 

グレ・一， アイ．If リ・－, 
プI’ンズ， 7 ンパー， 
黒， プラウソ 

三星シール PS 

朋星1-1・・・-1 4' （株, 

機 jlc ゴ ム （隊） 

スタ・ ツ・・4・ 

T -27 

’・ーマ’イ トポリサ’' 
ソプイ ドツーりJI・ 

(S C -500他） 

グレー， アンバ・－，黒， 
プ‘’ン’い． 7 「ボりー 

グレ・－， アンバ・－ 
. 

グレー， 7‘ポりー， 
ヅラウン， r ルミほか 

黒， グレー． プPンズ， 
アンバー 

超高層ビルでも証明ノ 

23年の実績を誇る堅実な施工 
東日本シーリングエ事業協同組合会員 

・＋・菱n 目 幸太牛＝I山全女＋ 
ノ、、ノrH ノ、禾ノr7I、 Jん 本 1二山 

代表取締役 渕 上 正 

本 社 東京都大田区池上7 -30- 5 03(758)0342- 3 
新宿支店 東京都中野区弥生町2- 9 -5 03(375) 3 4 I 8 

鷲ji:'I7J ま鼓責任施工 
東京都知事許ロI（般-54)第7033号 

お任ゼニドさいノ 

列沈十Jもクjフッス 
シリコーン1液2液 

ポリサルファイド 

ウレタン1液2液 

アクリルブチル 

エポキシ注入剤 

油性 

本社・建材営業部 

大 阪 営 業 所 

角型丸棒特殊形状 

ゴムグレイジングロープ 

マスキングテープ 
他副資材 

ー括迅速納入 

株式会社 
〒130 東京都墨田区業平5 -5 -6 

TEL 03(626)3371囲 
〒532 大阪市淀川区官原5 - 6 -10 

TEL 06(395)020U 
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ボリウレタン系シーリング材 

ポリウレタンシーリング材はイソシアネート基（ーNCO ) を有する基剤成分と，活性水素化 

合物を含む硬化剤成分とを組み合わせた常温硬化型の弾性シーリング材のーつである。 

ポリウレタンシーリング材はほかの溶剤型，ェマルジョン型シーリング材よりも性能的にすぐ 

れており,無溶剤型弾性シーリング材としては安価であるから中間的な性能の要求分野への利用 

が多く,一般に中高層以下のコンクリート，石綿スレート，ALC板などの目地に用いられる。 

〔特 徴］ 

・低い吐出圧で容易にガンから出る。 

・加熱減量が少なく硬化後の収縮がほとんどない。 

・常温で硬化し，ゴム弾性体となり，復元性および耐疲労性は良好である。 

・耐寒性にすぐれ，-20C以下で使用できる。 

‘水分によっても硬化するため，貯蔵期間に制限があると同時に施工時の気温および湿度が高 

い場合には発泡のおそれがある。 

'90℃以上の熱に長時間暴露すると物性の低下を生ずる。 

・紫外線の作用により黄変するn 

・表面に粘着性が残る。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

ぷN 取扱い上の注意 主 用 途 

1
成
分
形
 

・冷暗所に保管し，6 . 月以内に使用する ・プレキャストコンクリ一ト目地 

こと。 ・RC 打継目地 

・目地が深い場合硬化までに日数を要す。 ・サッシュ回り目地 

よこれに注意。 ‘用水路，」li！水槽,プール目地 

2
 
成
 
分
 
形
 

・コンクリート亀裂補修 
~・指定された混合比を守る。 

・土木エ事エクスパンションジョイント 
・夏用・冬用と分ける場合があるので使用 

・床目地 
時期をあやまらない上うにする。 

・そのほかシーリング金般 
・ブライマーは指定されたものを用いる。 

・高湿度および被着体が湿った状態での施 

工は避ける。 

・基材および硬化剤は労働安全衛生法にも 

とづく取扱いをすること。 

〔貯蔵安定性〕 

‘ポリウレタン系シーリソグ材の貯蔵安定性は反応に富んだNC0基をもつウレタンプレポリ 

マーと湿分とが反応するか否かによって決まる。したがって，カートリッジや容器の防湿性 

能，貯蔵場所の温度条件により製品の一部あるいは全部が6 /月以内で硬化する場合がある 

ので制半巨)貯蔵にあたっては冷暗所，低温度の場所を考慮すべさである。また」一度開封し 

た製品は，早い機会に使うことが必要である。 

会 社 名 商 色 容量 荷姿 － 混合比 － 比 重 備 

黒，白，ブロソズ，グレ 

7 .,,.ヒポンドエ業（株） 
7 ナヒシーール ー， ライ トブロンズ， 

651 ~ 669 クりーム， アンパー， 
5k9 (3.57e ) 1: 1 b0k0 (7. lIe ) 1.40 

ライ トクレ ー,子の他 

新7‘イポりーホワイト 

ABC コーキソグ 
ウレクン 

新グレー，新ライトグレ 
ー，新ブラウン，新ダー 

4. 5‘セ・J ト令i 1: 2 
9.0 ●セッ~析 

1.32 ④ 
クブラウン，新プラック 

グレー，7イポりー， 
（除）てービーツー商会 

A B C 7レタン70 ホワイト,ダークブラ 9e セリト缶 1 : 3 1.33 
ウン 

ABC コーキンク グレー，ホリイ ト,ア 
ウレタソ イポリー，ダークブラ 330ci カーI. ii 'ジ 1 成分形 1.30 

カートリッジ ウン 

183 ー 



ポリウレタン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

オート化学工業 （株） 
- 
'
'
 

ノ
 ッ

 
オ
 

「

 

1
 

「
A
 

一フ01 

グレー，ホワイト, ア 
イポりー，7ンパ一， 
ブラ，夕5色 

320にSカ一ト0 ,'ジ 
5k9ペール缶 
15切ペール缶 

1成分形 1.23 

カネポウ・ 
エヌエスッ・ー （株） 

P -6000 
一 

 ブ・グ
レ ロ 

【ソ 

ボ 
リ・ 

・ズ 
 ・ア

 白イ

6如
 
12如セッ］ 

l .I 

lI0 
P -6500 ホワイト， グレー， 

アイポリー， ブロンズ 
l33cc カートリッジ 1 成分形 1.20 

鐘紡合成化学（株） 
ゴーレックス 

P -6000 
グレー 8‘セット×4 1 :2 1.27 

関西パテ化工（株） 

セルシr－ル PU ク 15印缶 1 成分形 1.20 

ク グレー，アンパー，白 9町セット 1 : 2 1 .30 

ク グレー 320cr, カートリッジ 1 成分形 1.20 

コ ニ ッ （株） 

ボンドUシール ク 9 k4 ット 1: 2 1.50 

ボンド 
ウレタンプーク ク lOOcc, カートリッジ 1成分形 1.20 

サソス声ー化学 （株） 

ペンギンッール 
# 980 

グレー，ホワイ ト,ペ 
ージュI 7 ンパ「ー 12‘セッ ~・ 1 : 3 1,34 ④ 

ペンギンシ一一ノレ 
ブラック, ク’レ一 21.1 C # 970 1 : 1 1 .32 

ペンギンジール 

 ンノグ
レ，「 

 べホ
 一ワ

7 

一 一 

イ「ン 
ト ュ 

# 955 
18 6 
333r,,8カートりッジ 

1 成分形 

1 
っJ 
《ゴ 

三 洋 工 業 （株） 

一m 

グレー, ナチュラルス 
トーン 6 kg ット 1 : 3 

1 
n 。‘
～ 

スリ,－一ウレ
ッザ・ グレ・－， アイボリー， 

ホワイト，アンパ一 320α二カートりッジ 1成分形 1.2
5 

シャープ化学工業（株） 

シャ一ビーシール 
グレー，ホワイト，ア 
イボリ一， ブラウン， 
ブラ，ク 

32Qmlカ ートりッジ 
20‘ペ一ル缶 1 成分形 1.30 

ッャーピ一シ一ーノレ 

U -75 

グレー，ホワイト，7 
イポりー，ダークブラ 
ウン， プラック 

9 k4 ッ i・ 2 : 1 

1.32 

10切.t , 1' 3 : 1 

昭和石油 
アスフブルト（株） 

ューゼッ ト 
グレー，7 イポリー， 
ブラウン，グークブラ 
ウソ 

10.5切セット（8.0 C ) 
1 : 2 4.5k 't .ト(3.41) 

1.26 ④ 

新東洋合成（株） 

パネコーク S -501 
グレ一,ホワイ ト，ア 
ンバーI 7 イボリー 

6切 9卸 12如 ' : 2 1.20 

" SG ウレタン グレー 3IOCCカートリッジ 1 成う」り彫 1.20 

世 界 長（株） 

セカイチョ－ 
シr一ラーP IJ-213 

一 

 一レ
【夕 

nノ 

 ダグ

・ブ 
ア－－フ 

イウ 
ポン 

7e セット 1 :3 1.40 ④ 

ト 
 ッカ

イ一 
チラ 

 一ョ

一U 

 他グ
 3レ

 色一

ホ 
ワ 

・、‘ 

320m カートリッジ 1 成分形 1
.2
9 

セ メ ダ イ ソ （株） 

セメダイン 
S -750 

グレー 1
ノ、 
0
7
 

加s 
七
‘
 

ッモ 
k
‘ッ 

・h
-
 

、J 1:3 1.33 

セメダイン 
S -700 

グレー，ホワイ｝・ 333cc カートリッジ 1 成分形 1. 20 

ソニーケミカル （株） L -6500 
白,グレー， アンパー， 
アイボリー 

雛 

1 成分形 1.20 

大 H 化 成（株） 

一 

 フ一

サ 

ソ 

 『ノ

 U一

一 

nJ 

1 

一 

グ・ 
レ 

白一 

 ン－リ

! 

イラ 
ポウ 

● ， 

アプ－ 

809 (5.81) 
セッ ト 1:3 1.3

8 

り 

ン 
 ン」

 フ一
 U[

B 
0 

里 15kg (10.78 ) 
セッ ト 1:4 1.4

0 

スカイシ一ルU 

白一 

7ブ 
イラ 

ポウ 
 ンり

, 

グ 
レ 

! , 320;d カートリッジ 1成分形 1
.1
5 

大和高分子工業 （株） 

…m 

ジ・ 
一ク 

プ・）j 

【一フ一 

グ】フ・ル 
 バウレ

【ン一 
・ ・グ 

べプレ 

基 剤 3却 
硬化剤 6 k 1:2 1.20 

4. # 100 グレー，アイポリー， 
ホワイト，アンパー 333cc カートリッジ 1成分形 1.20 

- 84 一 



ポリウレタン系シーリング材 

会 比 名 商 品 名 色 容最・ 荷姿 混 合比 比 重 備 考 

テ イ パ 化工 （株） 

7ドニーッーラ・ 
0 -2000 

クレー， ブラウン, ブ 
ラ7ク，7イポリー 

8.40 -l ット 3 : 6 1.40 ④ 

ボニ一シーラー 
U -2500 

プラック 13.3e セット 1 : 1 1.20 セルソレペソりグ七ッ ト 

東亜応用化工（有） コニポコールU-2 白， グレー， ブ口ソズ 9毎 1 : 2 1.30 

（株）東京ポ一ス工業社 

ウレポンりノール グレ,- 9加セッ ト 1 : 2 1.44 

ウレボンシールS グンー，ホワイ ト， 
アイポりー 

1/3 0 カ一トリッジ 
1 成分形 

20本入 
1,20 

（株） Fl 興 社 
ニッン一ラー 

ウレタン グレ一，黒，ブPンズ 9 切セット 1 : 3 1.40 

日東化慮工業（株） 

プラッーラー ノ
 

■

ー

 

一 グ
ほ
 

レ
か
 

一S 

ラ
 

L
- 

ク
 

レ
 PU-180

0 ・色 曹化難5k5k灘詔 1 : 3 L37 

'.. PU --- 300 カートりッジ(333i8) 
グレー，ほか4 色 

ペール缶（8.5I) 
1 成分形 1.18 

日東ポリマー工業（株） 
ニ

 
り

 

、

J

 

一
 

一

 

2
 

コ

＃

 

9
~~ U
 

グレ－ほか 8句セット 1 :3 1.40 

（株） 日本化学研究所 
ニッカウレタイト グレー 
シーラー＃300 

6kg-Is ット 1 : 2 1.25 

口木合成化学工業‘株） 
ゴ一セシ一ルU 白，アイポリ一，グレー 

F P -800 アンパー， ブラック 
320肩カ・ートりッジ 
15如缶 

1 成分形 1.30 

日 本 シ ー カ （株） 

シーカフレックス 

べ一 

12 」リ

 イ【レ
【クポ 

白ン一 
Lハ 

一 ー 
 黒ジ

ュ ・ 

5k3240 

・アリ 

 成 
分 
形 

 －アダグ

La 

胤 
---0 

鷲ジゾ 

毒Ccc ')Occ

- ' 3) 

ュレJ 

1 . 4
9「 ( 1 . 

20  黒‘34 

lグ1 

シーカフレッ’ス 
I IFC 

分
 

324~
 
1~
 

白
 
一
ブ
ダ
 

ii

一

 

2

.

 

7

.
 

・ 

ラ一 

OCcc
C19
基副 

黒
 

ッ・ 

一
〉
ブ
 

グ
 

－
グ
ワ
ン
 

－
・
ラ
 

形
 

3
 

レ
 

レ
イ
ほ
 

・ 

・ 
・ 

成
 

1
 

一 

《
ト
か
 

ホ
ウ
 町5k 

遠乾型 

日本添加剤工業 （株） 

フアインッ一一フー－ 
# 200 

一
 フ

 r 
イ
 

ン
 ン 

－フ＃ 
! 
2
 

『0 
ホワイ ト, グレー ク 1 : 3 1.36 ALC 用 

フアインシ一ラ・－ 
8 2000 

グレーー， ブラソク ク 1 : 3 1 . 37 I 土木用 

H本ホリウレタン 
U - －ラント 

工業（株） 
ク－レー， ホワイト， ア 
イポリ一,アンパー 

クレー，各色 

320廊カート リッジ 
40 べ一ル缶 1成分*6 
13‘ペ一ル缶 

L22 

（株）ノ一ペル樹脂化学 ニューコーク‘401 90 1 :3 1.20 土木用，建築用 

H' 
ケ
 

コ （株）ハ イ
 
ケミカ ル
 

」
6
 

ク
知
 n
 
0
 

ブ
 

グ一フ 
レ
 
ッ 

ブ
ホ
 

口
ワ
 

ン
イ
 

ズ
ト
 

ク
 

10匂七ット，10l缶 1 : 3 1.38 

（株） 服 部 商 店 

サンノ一ル＃701 碧系・リ自・ アン／、一・ カ一トリッジ 
グレー，白，7ンパ一1 

サンシ一ル＃901 アンパ-2 ,アイポリ 9加セット 1 : 2 1.29 ④ 

サンッール＃903 ク 10匂－ヒッ ト 1 : 3 1.30 

保土谷建材工業 （株） 
ミリオネN§-12 g各プ君V~' ホ 7kg 蕎I難認 1 :2.5 1.21 ④ 

ミリ*ネりとラー ぐ二7：究輪二ホ 320ex25 1成分形 

ボスチッタシ十ノ4蘇） ボスコンす5000 ぐり示’9容ンズ’ 

三 星 産 業 （株） 三尾シールAU クレ一I 白， ブロンズ 10句-0 .,ト 1 : 3 1.40 

明星チャーチル （排） 

スターッール 
’レー 

U -29 
9句七ソト ' : 2 1.30 

スター／iール 
LJ-70B 

，

ノ

 
レ
 

白
 320ccカ」トリソ三／ 1成分形 ク里一 

],25 

山内プ ム工業（株〕 Lー Lッ 

ノ
・
一
 グレ－，白，黒， アノ

 
フ
 

－フ＃ 

一
 

1/
 

。

一

 

7柳セッ ~・ 2 : 5 1.21 

横 浜 コ ム ‘株） 
ハでタイ ト 
ウレ夕ンッ－－ラント 

tN-I--3D 

一 

、

ン

 

ュ

 
,

 
白
ゲ
 

ク
ク
 

レ
ブ
 

一一フ ・ウ 

（
 

ン 

5
.5
w七ット 1:3
 ・

 

一 

L28 ④ 

一85 ー 



アク リ ル系シー リ ング材 

アクリルシーリソグ材は水性の合成樹脂系シーリソグ材であり,通常アクリルエマルジョン樹 

脂を主成分とした1成分形シーリング材である。硬化は含有水分が蒸発したり，目地構成材に吸 

収されることによって始まり弾力性が出現し，シーリング機能が発揮される。おもな用途として 

はコンクリート，A LC ,石材，石綿スレ・ート,木材などの目地施エに適している。 

〔特 徴〕 

・アクリルシーリング材は1成分形であり,高粘度と低粘度に区別されている。色はほとんど 

がグレイとホワイトである。 

・エマルジョン特有のチクソトロピック粘性を示し，流動性が小さく,温度にあまり左右され 

ず，四季を通じて使用できる。 

・水性であるから臭気も少なく，工具の洗浄が水でできる。 

・一時的な湿潤面にも施エができ，完全に密着できる。 

・施工後，水性ペィントを塗布してもシーリング表面への塗料のぬれは良好である。 

・まだ固まらないコンクリートやモルタル面には施工ができない。 

・シーリソグ直後の表面にモルタル，コンクリートなどの打設はできない。 

・一般に0。 C以下では施エができない。 

・常時水につかる箇所へは使用できない。 

・水性系のため硬化前は水に弱く，雨にあたると流される。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

取 扱 い 上 の 注 意 I 主 用 途 

・水性系であるため,冬期の施工時においては凍結に注意する 

こと。 

・施工後,硬化するまでの間,雨水を避ける措置が必要である。 

・約15％の収縮があるので, 日地設計の配慮が必要である。 

・開封後の残製品の保管は水分の蒸発を防ぐために，ボリエチ 

レンフイルムで製品の上面を覆ってから密封保管しなければ 

ならない。また雨水が入らないように注意する。 

・溶剤系のプライマーは火気に注意し,使用後は密封して冷暗 

所に保管する。 

・ALC ，コンクリート， 

石材，石綿スレ一ト，木 

材などの目地に使用 

〔貯蔵安定性〕 

・アクリルシーリング材の貯蔵に際しては，直射日光を避け5℃から30℃以内で保管する。貯 

蔵安定性は通常6箇月である。保管中凍結しないよう注意する。 

会 社 名 商 品 名 

1

容量 荷姿 混合比 比 重 

り ，fUI 建「I （株）‘ ュ ー 」 ” ク7・ クリり ~ - 1 

I 

「 カ了ポウ・ 
ユヌュニスツ （株〕l F 一-iI)UU 

鐘紡合成化学（株） 

関西パテ化二I二（株） 

フーレ ッ ク ス 

P -4000 

、イ トコーク 

ボンド 
白 

~ 8 暗 1.41) 

f ト， グレ ー・ 18，缶(26如) 
320αニカートリッゾ ~.41) 

1 ， ー 

~ 

~ 188 (8 1.46 

~ l§！色． 1.50 

500gチューブ 1.50 
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アクリル系シーリソグ材 

容量 荷姿 混合比 

コ 

ー ッ 

（株） 

与～1りルコ一－'I 口 

ポントコ4-. 二イト 

― 白 

サン・スターイ匕学（株）へンキンン難50 』一フイト 

II3c 一 トリッジ 

シャーゾ化学エ業（株） アクリゴ 

町,.z7アルト（株） アタリレエ一ス ~ ホワイト 

世 界 長（株） セカに二二EA ! ,1 26kw (ISo )缶人 1.54 ① 

セメグイノ（株） 篇と元ルS--20 ク 

三9 化成（株） サソン一ラーA 

器008617(6 ートリッジ~ 

Ill ダレ一 

アイパ化エ（株） 701りルに二00 d リイト 

H 東化成工業（株） 
一 一 ノ

 
シ
 

ラ
E
 

一M 1
 

r
り
 

呷・ 

α

 

ノ・ っ・ 

3ir. 

(333cs 
'331- 

綿
 

ホ
a
 

リ
 

昭
 

ラ
 

、J 
'7I,
,
 イ

り
．
 

ー
色
 

い
 
66A 

I, 50 

日東ポリマ－ 工業（株〕 -L ノノ,'． ’一 ク 
ihリイ下， ク－レ一， 

プイポリ一 

白 

18 e缶333,l? 
カートリッ一／ 

500gチ－, 一－ゾ 
1.'10--I,SO 凍詰防止品 w -l5の 

（株） ト」本化学研究所 ニッカン一ー一“A 
」8 ,'h 
よ；oCO.力・― － リッ i l 50 

1 .4 

- 

AL
.
C, 
PC6用
 

日本添』ロ剤エ業
（片） フ r 

インどノ“00 

白 ISo (26加） 

（株）ノ－！ 、ル樹脂化学 － ュ・ 」‘ ク＃ 30! 、‘/ 

白 

I

.16 

 1・

ハ 

r 
ケ 

コ 

IL 

'-01
1

5000 

m 

ケ 

司 

リ 
 り‘

Lー 

‘ 」ュ 

－缶プ1

18 *一1リ8 

~ 

j 

.4 

ー 
5 

( ) 

服 

部 

n 

サ 

7 
シ 

一 
ル 

.500 

－ 

か 

トー 

・ 

ク 

レ 

 調ホ

 色ワ
イ口け 

ッ01 

4 
にU 

1 - 

- 

－ 

C - 

〕 － 

星 

産 

」臣 

三 
星 

ン 
一 

ル 

AC 

白 

・ 
ク 

レ 

［ 

18 
I 

」 

1 1 
5 6 
0 ~ 

鵬 
チ 

ャ 

一 

チ 

レ 

株 

ス 
 一タ

一 
シ 

「 

It- Y

-6

～ 

ホ 

‘－ 

hソ 

レ 

1632 

ワ 
'6 

・ 

S叱 

 一。，

” 

ッ 

C.:S -缶- 

町 

 コ・

ム 

工 

業 

株 

I 

ト 
ッ 

ブ 
シ 

 ＃＃一

5」~~~.S

~~~N

レ 

一 

1833 

白 
］ 

タ 

I' !! 
ッ 

ジ 

DlC 

1 
5 
~ 

」 

 漏「

 叩ロ

N 

凍 

防 
止 

 プ－

－ッ 

下 
“ 

:7

- 

~~~~6

~~~N 

 #＃一

ク 

ク 

1 
5 
~ 

4 

マ~ 

A 目」｝：シーリング工業会推挙品 

’モルタル（25X50×駒） ￥180ノ枚 

■アルミ（5X50X50) ￥ 140ノ枚 

’ガラス（5(650(6 50) ￥ 90ノ枚 

''" 

シーリング材の販促用ジョイント見本・カラーサンブルの製作‘加エ 

■日瓜サン0lセンター 
本社／T102 東京都干代田区飯田橋4-7-11（カクタス飯田橋ビル） 

容（U3)2641 賞S1 3 代 
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SBR 系シー リ ング材 

S BR シーリング材はSBRのラテックスを基剤とし,充てん剤などを加えてペ・ースト状とし 

た水性シーリング材である。硬化は水分の蒸発とともに始まり充てん剤などを合んだゴム粒子が 

集まり融着し合い,徐々に部分的な架橋反応が進みゴム弾性体となる。性能はアクりルシーリン 

グ材よりも柔らかく，ゴム弾性があり，油性コーキング材と弾性シーリング材の中間に位置づけ 

られる。 

〔特 徴〕 

・低粘度でしかもスランプがなく押出し性がよい。 

・一時的な湿潤面にも施工ができるが，常時水につかる所へは使用できない。 

・指触乾燥が速く初期硬化が比較的早い。 

・硬化前は水に弱く，施工直後の雨には流される0 

・0C以下では施工できない。 

・硬化後10数％の体積収縮がある。 

・モジュラスの経年変化が少ない。 

〔取扱い上の注意,用途〕 

取 扱、、上 の 注 意 主 用 途 

・下地はきれいに清掃し,必ずブライマーを使用する。 

・わずかな力で流動するためにへら押えの際，カを入れ過ぎ 

ると目地からはみでる恐れがある。 

・硬化収縮を考慮してへら仕上げをする。 

・指触乾燥が速いのでへら仕上げは早めに行なう。 

・水性であるために降雨に対する十分な配慮を行なう。 

・0℃以下では施工しない。 

・サッシ回り 

・PC板の目地 

・ALC 板の目地 

〔貯蔵安定性〕 

保管は5 C -'40C以内で行うのが原則であり，貯蔵安定性は6カ月である。凍結融解を繰り返 

すと再使用できなくなることがあるので凍結には注意を要する。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

日本合成ゴム（株） 

3 SR シ-ラント 
360 

グレ・→ 22k9缶入 1.40 

ク 360W 白 ク ク 

- 88 - 



ブチルゴム系シーーリング材 ~ 
I'I-l, -",l"‘」H "HI ,"l ',III-l-l，」『IH """,lH ""I '"'IlII"I 'HH ""II ""H ”●I'"H "'I"lln －『 

ブチルゴムシーリング材は合成ゴムの一種であるブチルゴムを主成分とした1.成分形シーリン 

グ材であり,施工後,配合されている溶剤が蒸発することによって硬化し， その性能を発揮す 

る。 

一般的に建築物の外壁目地に使われることは少なく，盲目地や二次防水的個所，ブチルゴム系 

ルーフィング材の継目，船舶，コンテナー関係の需要が多い。 

〔特 徴〕 

・貯蔵安定性にすぐれている。 

・耐候性,耐熱陛,耐寒性が良好である。 

‘多くの被着体に対して適応する。 

・表面乾燥が早くホコリの付着が少ない。 

・モジュラスが低く，はく離を起こしにくい。 

・ほかのシーリング材に比較して収縮が大きい。 

・硬化剤は溶剤が含まれているので弓Ik性である。 

・耐油性，酬容剤性が悪い。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

取 扱、、上 の 注 意 主 用 途 

・火気のそばでの作業をさける 

・粘度をさげるため灯油, シンナーなどを混合しないこと。 

・溶剤を使用しているため,肉やせがある。 

‘耐油，耐溶剤性が悪い。 

・材料に合まれる溶剤の種類によっては労働安全衛生法の 

表示対象に属しているものもあるので，その場合には表 

示されている注意事項を十分に守ること。 

・盲目地，二次防水的な個所， 

ブチルゴム系ルーフィング 

材の継目。 

・自動車，船舶，コンテナー 

関係。 

〔貯蔵安定性〕 

・直射日光を避け冷暗所に保管する。 

・貯蔵安定性は通常6カ月である。 

会 社 名 商 品 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

カネポウ・ 
ユニヌユスツー（株） 

p ---3000 

鐘紡合成化学（株） 

つ’ーレッ ク.二A 
P -250 

グレー, ・ンルパー，黒 

黒 

[8a 缶 
500 g カートリッジ 
320cc 0 

1.25 

18 0 缶 1.02 埋没用 

コ’ーレックス 
P -3000 

グレー 

関西パテ化工（株） セルシ・－・ルB 

＝ シ （株） 

ボンドプチ'I-つーク 

グレー 
新茶（カートリプジ〕 

ボンドジ・ー儿パラー 

、、 / ,1, .j  
'、ノ85~ 

クレー 

ク 

ク 

ク 1.09 

18‘缶 
320cc チ ューブ 

330cc1J ートリッジ 

1.30 

1.30 

18 0 缶 1.30 

18 C 缶 
333“カiート ッン 

三 洋 工 業 （株） 
クレー，新茶I ブラウ 
ン‘ ブルー 

シ＋ーブ化学工業（株） ブチルコ 

ク 

1.49 

1,10 

誉7り警,青ワイ 

住友スりーエム （株） リポンシール グレー 

18 C 
360m0 カー1・りッジ 

1.12 

300cc カートリッジ 1.20 
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ブチルゴム系シーリング材 

会 社 名 ~ 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

世 界 長 （株） 
セカイチョー 

ッーラ・ーRB 
グレー 18 6 缶 1,17 

ブチルシール セ メ ダ イ ン （株） 
S -620 

ク 18 6 Lj 
333cc カートリッジ 1.22 

ソニーケミカル （株） 

L 6004 7 ノレく 380 gカー一トリッジ 1.17 

L 6020 グレ一，白，74.ミ ク 1.20 

大 日 化 成 （株） －けンシーラーB グレー 

 36

 ”缶

一 

ジ 

1.20 

テイパ化エ（株） ブチルッ，乙100 ク 333ccカ ートリッジ 
18‘缶 

（株） 日 興 社 プレンシール グレ－,黒 
18 6旬 
330cc カートリジジ 

1 . 11 

日東化成エ業（株） ご2峯芳BG 
グレ・－, ホワイ ト, 
プラック， アイポリー 

10‘缶 
333(エ力ートり，ジ 
SOOci -" 

日東オ1リマーエ業（株） りフーゴムコーキ 
20‘缶330?d 

グレー，シルパー,青 
カ一トりッジ 

深茶，れんが (200i6 チ ューブ） 

（株）ノー・－くル樹脂化学 18 6 ([1 ニ，ーコーク＃201 グレー，各色 
330c カ一トリッジ 

1 .05 
i 土木用， 防水用 

（株）ノ、イケミカル ハイケミコ届20 
18‘缶 グレー‘新茶，赤，青 33occ カ一トリッジ 

（株） 服 部 商 店 
グレー，プラック，シル サンシール＃601 パー，新茶，レンガ，青 

カ一ト リッジ 
18 6 缶 
ペ一ル缶 

早
 
川
 
ゴ
 
ム
 
（株） 

サン夕V クB -1300 
コーク G -1300 

黒，グレ,ー 
330u】カートりッジ 
20町缶 
330ccチ ュ,ープ I :1 す 

ポスチッタジャパン 

（株） 
ボスコシール＃310 グレー 18 6缶 

330ml カートリッジ 
1.20 

三 星 産 業 （株） 三星シールプチル 

グシ 
 ルレ

 パ一

青 

赤 

新 
茶 

・ 一 18 6 
333ccカ ートリッジ 

1.20 

明星チャーチル （株） 
一 

コ 

一 

ス 
 －タ

 －ソ
キR 

4グ0 

グレー， ブラック 
18 6缶 
320ccカ 一トりッジ 

1.20 

山内ゴム工業（株） トップシーラ一＃30 
18‘缶 

グレ”-，ほか 330cc カートリッジ 
ほカ、 

1
.2
0 用途別多品積取揃 

横 浜 ゴ ム （株） 

ノ 

、 
一「 

 Yタ
 一イ

- 

7ト3 
0 
2 

C; 

グレ一 330（エカートリッジ 
20切ペール缶 1.23 

建築用シーリング材 

日東電工 
東京支店／東京都千代田区内神田1 - I -7（東大手ビル） 

〒 101 員 03 (295) 4441 

名古屋支店／名古屋市中区錦1 -I7-招（名興ビル） 
9460 # 052 (221) 7811 

大阪支店／大阪市北区梅田2 -4 --S（サンケイビル） 
〒 5S0 昇 06 (341) 9531 

関西シーリングエ事業協同組合会員 

有限会社 摂津シール工業 

代表取締役 槌 屋 邦 夫 

木 店 〒569 高槻市柱本6 -403-17 

TEL 07-26(78)6956 

営業所 〒530 大阪市北区野崎町6 -2 

（日宝東梅田ビル内） 

T E L 06 (315) 0638 



油性 コ ー キ ン グ 材 

油性コーキング材とは，ビヒクル（天然および合成の油脂または樹脂など）ならびに鉱物質充 

てん剤（炭酸カルシウム, タルク,石綿など）を主成分とするペースト状のものをいう。雨水や 

湿気の浸入を防ぎ，また部屋の気密性を保持することをおもな目的として建築物の目地部分，サ 

ッシ回りへの充てんおよびき裂の補修などに使用される。 

〔特 微〕 

・扱、、やす、、。 

・安価である。 

・界面はく離（接着破壊）を起こしにくい。 

・耐候性が劣る。 

・大きな動きの目地に使用できない。 

・無皮膜性のコーキング材は汚染性が大きい。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

取 扱 、、 上 の 注 意 主 用 途 

・夏期，70C以上の温度の金属への使用ではスデンプを起こす。 

・冬期，作業性を・よくするための灯油なとの混入は絶対にさける。 

・5.-.3字Cの室内に保存する。 

・子供，鳥のいたずらに気をつける。 

・使用後の材料の残りは表面を塩化ビニルや，ポリエチレンなど 

のシートでおおう。 

・多孔質の被着体では，汚染に気をつける。 

・窓枠回り 

・打継ぎ目地 

〔貯蔵安定性〕 

貯蔵安定性は通常6カ月であるが，冷暗所に保管すればそれ以上も可能である。しかし, メー 

カーにより夏用，一般用I 冬用などにわかれているのでそれぞれの区分に合わせて使用しなけれ 

ばならない。 

会 社 名 商 品 名 色 容量一荷姿 混合比 比 重 備 考 

（株,ュービーシ一商会 ABC ＝ーキング グレー 
18 8缶 
400cc0 ートリッジ 
400 g チューブ 

1.44 ④ 

小野田建材 （株） ュニF ンコーキソグ ク 18‘缶 L63 ④ 

鐘訪合成化学（株） ゴーレックスP・320 ク 18I缶 L48 ④ 

関西パテ化工（株） K コ‘－ク ク 
180缶 
333cr カートりッジ 
チューブ(1毎,400g ) 

1.40 

 蹴④

コ ニ ッ （株） 

ポンド油性コーク ク 330cc カ一トりッジ 1.50 

ポンドゴ一キ’/／グ 0 580gチューブ 1.50 

サンスタ一化学 （株、 一m 
ク
 

333層0カート リッジ 
18‘缶 
500g チュト－ブ 

3.47 ⑧
 

三 洋 エ 業 （株） スリー」‘一キング ' 

18 0缶 
カーl・リッジ330c二 
チ，．ーブ S20cc 
チュープ  800a二 

18I 
360mlカ ートりッジ 
1 如 Slog 

チュ一－ブ 

1,65 ④ 

、ン十一プ化学工業（株） 
 「‘ 一 【 [ 

ッ 

ビ 

 Pン

レa J1' ''

一 

り・・”? 一・

 ガレ

青 

新 
茶 

レ 

1 .44 ④ 
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油性コーキング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

町7 ちプノlノト（株） エバ一ノール グレー 18 6缶 
600ccチュ一－ブ 

1.60 ④ 

世 界 長 （株） ケミ コーク ク 1
3
 

8
2
 

‘
』
 

硼
一
 

rJ ッ 
「ン 

1.49 ④ 

セ メ ダ イ ン （株） ポリコーク ク 
lllccカ,-1' ')ッジ 
500 gチュ一プ 
3‘缶 18 6 缶 

1.46 ④ 

大 日 化 成 （株） ・サンコーク ク 18 6缶 
1/3 6 カートリッジ 1.45 

テ イ パ 化工 （株） グレインコ一ト ク 
833cc SOOcc 350cc. 

カートリッジ 
18 6缶 

1.60 の 

東亜応用化工（有） ポリン－ル＃100 グレー，白， ブロンズ 186缶 1.50 ④ 

（株）東京ポース工業社 ポーースコーク 

18 6 ft

グレー 800 500ccチュ一ブ 
367 360cc 

カート リッジ 

1.45 

日東化成工業（株） 
プラシール 

コーキング 

18 6 缶 
グレー， ライトグレー 333cc カートリッジ 
ほか5 色 333cc 666cc 

チューブ 

1.50 

日東ポリマー工業（株） ニ 
一
 

ッ 

一

 

1
 

ク－叩 

コ

＃

 

G
 

18 6缶 36析 1如 
グレー， ホワイ｝・ チューゾ 

330rn6 カートりプジ 
1.40--I. 50 

（株） 日本化学研究所 ニッカシーノレ グレ・－ 25卸缶 
1.40 55ogカートリッり 

日本添加剤工業 （株） フ7インコーク ク 18 6 (26k9) 1.46 0 

（株）ノ一べル樹脂化学 ニ二ューコーク＃101
 グレ一,各色 '~
 

缶
師
 

9
」 

缶
』
 

ジ－ 
1.40 ④ 

（株）ハ イ ケ ミ カル ノ、イケミコ一ク グレ,一 18‘缶 
330cc カーI- I) ,ジ 1.50 ④ 

（株） 服 部 商 店 
一
 レ

 
新
 
茶
 

レ
 

ン
 

ガ
 サンシ－ル＃101 

ダ
青
 

ブ
り
 

，

 

一
 

‘
 

一
ト
缶
 

り

 ジ
 

チ
カ
1
8
 

1.50 ④ 

三 星 産 業 （株） 三星コーキン グレ,-

18‘缶 
800ccチュ一ブ 
IOOccチューブ 
360cc カートリッジ 

1.50 

’ ④ 

明星チャーチル （株） 
ス夕ーコーキング 

ク 
B -20G 

18 6 缶 
320c二カ一トリッジ L50 0 

“」」‘ 

t:s 
KANNO 

株式会制二 

本社工場 

1コーキン贈ガ島 
か・HIッヂガ・ 

専門メー力ー 

菅；野 製 イ乍 月j〒 
代表取締役 菅 野 庄 一 

峯番者讐馬驚3に「34番l噂 
TEL . 03 (961) 1 2 4 6 番（夜間） 
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~ 
昭和56年度 日本シーリングエ業会機構表~ 

横 理 

浜 
事 

コ 

ム 

嚇） 
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役
 

同
 

同 顧 同顧名 同 同 

問 間誉 

会 
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加 小 西 狩 青 渡 岩 伊 

藤 池 野 木 辺 崎 藤 

憲

太

郎

 

一
 郎

 

正 迪 忠 春 

守 夫 雄 一 済 

一

 

副
会
長
 

理
 

事
 

日
東
ポ
リ
マ
ー
工
業
脚
 

東
芝
シ
リ
コ
ー
ン
喃
 

理
 

事
 
信
越
化
学
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脚
 

同
 

サ
ン
ス
タ
ー
化
学
開
 

同
 

セ
メ
ダ
イ
ン
岡
 

同
 

ト
ー
レ
・
シ
リ
コ
ー
ン
囲
 

同
 

日
本
添
加
剤
工
業
卿
 

同
 

ボ
ス
チ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
岡
 

同
 

昭
和
石
油
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
囲
 

同
 

囲
ェ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
会
 

同
 

山
内
ゴ
ム
工
業
開
 

同
 

保
土
谷
建
材
工
業
囲
 

同
 

カ
ネ
ポ
ウ
・
エ
ヌ
エ
ス
シ
ー
囲
 

同
 

東
京
支
部
長
 

同
 

名
古
屋
支
部
長
 

同
 

大
阪
支
部
長
 

同
 

福
岡
支
部
長
 

同 同 監 

事
 
世
界
長
囲
 

コ
ニ
シ
開
 

三
洋
工
業
脚
 

支
 
部
 

北
海
道
支
部
長
謝
勲
齢
智
 

仙
台
支
部
長
鱗
麟
所
 

東
京
支
部
長
 
日
本
添
加
剤
工
業
囲
 

名
古
屋
支
部
長
課
鷺
調
工
業
開
 

大
阪
支
部
長
 
テ
イ
バ
化
工
囲
 

広
島
支
部
長
鷺
彰
叱
 

福
岡
支
部
長
 
髄
講
工
業
囲
 

委員会構成表 

－一事須～玉一一～一運ー一！一一 委 員 長 副 委 員 長 

総 務 委 員 会 信越 化学 工業囲 横 浜 ゴ ム 囲 

技
 

広
 

術
 

報
 

委
 

委
 

員
 

員
 

調
 
査
 
委
 
貝
 

会 会 

昭和石油アスフアルト囲 横 浜 ゴ ム 囲 

ボスチッ クジャパン卿 日 本 添 加 剤 工 業 脚 

会 サンスタ・－化学囲 東 芝 シ リ コ ー ン 椈 

シーリング管理士検定委員会 セ メ ダ イ ン 囲 ト ー レ・シ リ コ ー ン囲 

分科会構成表 

一～~~～一一一～~－区 分 
分 科 会 ～一～～一～~~ 

幹 事 副 幹 」事 会 員 数 

シ リ コ ー ン トーレ・シリ コーン囲 信 越 化 学 工業 開 9
 

5
 
5
 
4
 

・上 

n乙
 

3
 

変成シ リ コーン カネボウ・エヌエスシー囲 日 本添加剤 工 業( ) 

ポリ サルフアイ ド 囲エ一ビーシー商会 横 浜 ゴ ム 囲 

ポ リ ウ レ タ ン 保土谷建材エ業脚 サ ン ス タ ー 化 学 囲 

アク リ ル・SBR 世 界 長 囲 日東ポ リ マ一ー工業(t ) 16 

チ
 

ブ
 

油
 

ル
 

性
 

山 内 ゴ ム 工 業( コ ニ シ 囲 12 

三 洋 エ 業 脚 三 星 産 業 囲 15 
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ン グニL 業会~ 

会 員 名 簿 

本部・支部所在地 

二蔭蘇か区～む 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

本 部 東京都千代田区外ネci田2-2 -17 共同ビル 1 

0
1
6

08001
6

(03) 255 2841 

北海道支部 札幌市中央区」ヒ3条西3丁目1-4当諮鷲鼠織薪 

0 

(011)231 5281 

仙 台 支 部 仙台市大町1 - 1-30 曹纏紘台営業所内 9 (0222)61 6732 

東 京 支 部 東京都千代田区外神田2-2 -17 共同ビル 

1 

(03) 255 2841 

名古屋支部 名古屋市中区丸の内1 -17-19 長銀ビル鶴響騒暴詰 
4 

3~
21433

(052)231 6568 

大 阪 支 部 大阪市東淀川区淡路5一1-7 東淀JIに亡業協会内 5 (06) 322 1929 

広 島 支 部 広島市南区東雲本町1 -15-22 セメダイン囲広島営業所内 

7 

(0822)82 1471 

福 岡 支 部 福岡市博多区綱場町2-2 鬻響撰囲福岡支店内 

8 

(092)291 8442 

1 正 会 員 早り 

所 在 地 郵便番号 電 話番号 

東京都板橋区大谷口北町3 -7 173 (03) 972 4929 

ノI 干代田区永田町2-12-14 100 (03) 507 7255 

ノノ 港区西新橋2一器一1 第3東洋海事ビル 105 (03) 437 3482 

H 千代田区平河町2-8-2 ュターナルモーヴィノレ 102 (03) 263 4701 

東大阪市日下町3 -7 -36 579 （叩29)82 2131 

東京都中央区日本橋室町4 -S 近三ビル 103 (03) 245 6923 

ノノ 港区三田1 -3 -36 108 (03) 453 9301 

'I 江東区亀戸6-20-7 136 (03) 685 3452 

大阪府堺市築港浜寺西町13-12 （堺市化学工業団地内） 592 (0722)68 0321 

東京都品川区南大井1-7 -4 140 (03) 761 4291 

大阪市北区小松原町2一4 大阪富国生命ビル 530 (06) 313 4821 

Iノ 西区西本町2-5 -19 550 (06) 541 1931 

東京都世田谷区玉川台2-33-1 158 (03) 709 8240 

I！ ノ八、王子市狭間町1456 193 (0426)61 1339 

I, 千代田区九段北1-13-5 日本地所ビル 102 (03) 230 8546 

ii 渋谷区道玄坂2-10-7 新大宗ビル 150 (03) 462 5161 

'F 品川区東五反田4 -5 -9 141 (03) 442 1341 

Iノ 中央区日本橋室町1-6 103 (03) 279 0441 

大阪市鶴見区茨田焼野町223-4 538 (06) 911 0251 

東京都千代田区平河町2-4 -16 平河中央ビル 102 (03）器0 4311 

大阪市東区道修町2-27 541 (06) 204 2480 

“ 東淀川区下新庄3 -11-28 533 (06) 328 11玲 

香川県坂出市室町1一3 -32 762 (08774万 3231 

東京都荒川区西日暮里2-45-2 116 (03) 801 1151 

ノ！ 港区六本木6 - 2-31 東日ビル 106 (03) 479 5355 

'I 中央区日本橋室町2-8 三井ビル6号 103 (03) 243 1551 

'F 江東区白河4一9-5 135 (03) 642 7103 

会 社 名 

アサヒ ボン ド工業岡 

開ユービーーシー商会 

オ ー ト 化学工業囲 

カネポウ・エヌエスシー（排） 

関 西 パ テ 化 二l二 囲 

=1 ー ニ シ 囲 

サ ン ス タ ー化学囲 

三 洋 工 業 妹） 

シャープ化学工業囲 

昭和石油アスファルト囲 

信 越 化 学 工 業 囲 

新 東 洋 合 成 脚 

(F 

開
 
囲
 
開
 

ム
 
ン
 
業
 

ン
 

エ
 
ボ
 

工
「
史
 

一 

一
学
 

ー
 

ー
 
ニ
 

ダ
 

ス
 

I 
日つ 

友
 
ス

鉄

 

メ
 

住

開

製

世

 セ
 
ソ ニ ー ケ ミ カ ル ( ) 

大 日 化 成 ( ) 

大和 高分子工業( ) 

武 田 薬 品 工 業( 

テ イ パ 化 工 囲 

東 亜 応 用 化 工 園 

（株）東京ボース工業社 

東 芝 シ リ コ ー ン脚 

トーレ・シリ コー ン囲 

僻） 日 興 社 
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大阪市住吉区大領町5一8-10 

東京都千代田区内神田1一1-7 東大手ビル 

兵庫県尼崎市大浜町2-5 -1 

東京都中央区京橋1一6 -13 

ノノ 中央区日本橋3 -12- 1 三木ビル 

Iノ 中央区築地2 -11-24 

If 港区新橋4-2 一1 第29森ビル 

板橋区前野町1 -21- 5 

III, 港区虎の門1一2-8 虎の門琴平会館 

558 

101 

660 

104 

103 

104 

105 

174 

105 

(06) 693 3561 

(03) 295 4441 

(06) 418 7421 

(03) 564 5161 

(03) 273 1384 

(03) 541 4111 

(03) 436 6031 

(03) 960 8621 

(03) 508 0621 

埼玉県川口市東領家4 -19-4 332 (0482)23 4511 

東京都品川区住原7一7 -17 142 (03) 786 0165 

京都市伏見区淀美豆町705 612 (075)631 3128 

東京都江東区佐賀1 -16-10 135 (03) 642 9434 

I! 港区浜松町1 -18-14 スパックスビル 105 (03) 437 9471 

千代田区内神田1-13-7 四国ビル 

'III 

101 (03) 294 4501 

港区虎ノ門3 - 8 -21 第33森ビル 105 (03) 431 6193 

I！ 千代田区神田小川町3 -28 三東ビル 101 (03) 292 1961 

大阪府堺市浜寺石津町中1一4一7 592 (0722)44 7500 

II 枚方市招提田近2-7 573 (0720)56 1131 

神奈川県平塚市中原上宿900 254 (0463)31 3002 

東 化 成 工業( ) 

東 電 気 工業 囲 

東 ポ リ マー工業囲 

日 本 化学研究所 

本合成化学工業(4) 

本 合 成 ゴ ム 脚 

本 シ ー カ 囲 

日 本 添加剤工業(1 

日
 
日
 
日
 
岡
 
日
 
日
 
日
 

日本ポリウレタン工業 囲 

( ノーーベル樹脂化学 

( ハ イ ケ ミ カ ル 

囲服部商店 （淀工場） 

早 川 ゴ ム 囲 

保土谷建材工業岡 

ポスチッ ク ジャパン囲 

三井 日曹ウ レタ ン囲 

三 星 産 業 欄 

明 星 チ ャ ー チル囲 

山 内 ゴ ム二L 業( ) 

横 浜 ゴ ム (I4) 

(1） 北海道支部 0 

会 社 名 電 話番号 郵便番号 所 在 地 

札幌市中央区南三条西13

II,' 

-329 柴田ビル 

白石区東札幌5条1 - 2-20 三信ビル 

白石区南郷通21丁目南14番地 

060 

062 

061-01 

(011)認1 

(011)822 

(011)871 

7904 

1326 

5155 

万 中央区北一条西5丁目 北一条ビル 060 (011)221 6471 

ノノ 中央区北一条東9丁目 060 (011)261 1471 

If 中央区北二条西2丁目 加森ビル 060 (011)221 6331 ,, 

中央区北一条東9丁目 潮物産ビル内 060 (011)261 8271 

I1 中央区北三条西1丁目 東芝市し幌ビル 060 (011)214 2586 

If 中央区北三条西3丁目 北三条三井ビル 060 (011)231 5281 ', 

中央区大通東7丁目 060 (011)241 5111 

開ェービ・ーシー商会 

サ ン ス タ ー化学開 

三 洋 工 業 囲 

越 化 学 工 業 脚 

メ ダ イ ン 囲 

シ ー カ 囲 

本 添加剤工業囲 

芝 シ リ コ ーーン 囲 

ーレ・シ リ コーン囲 

本
 

信
 
セ
 
日
 
日

東

 ・h
・
 

ョコハマゴム 
工業品北海道販売(*) 

(2） 仙 台 支 部 rレ 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電話番号 

( ェービーシー商 

サ ン ス タ ー化学 

三 洋 工 業 

信 越 化 学工業 

昭和石油アスファルト 

( ) ス リ ・ー ボ ン 

世 界 長 

芝 シ リ コ ー ン 

ト ーー レ・シ リ コ・ーン 

ボスチ ッ ク ジャパン 

仙台市小田原1一4-10 

I

t-

上飯田大町12-10 

983 

982-01 

(0222)97 1811 

(0222)89 3391 

' 扇町5-9 -1 

！ノ 本町2-10-33 第2オフィスビル 

983 

980 

(0222)92 5311 

(0222)64 2777 

!I 北目町2-22 ビトリービル 980 (0222)67 5319 

H 柏木1一2-38 柏木ビル 980 (0222)71 1106 

！ノ 大町1 - 1 -30 新仙台ビル 980 (0222)61 6732 

II 国分町2-2 -2 東芝仙台ビル 980 (0222)64 7496 

Iノ ー番町2 - 3 -20 第3オフィスビル 980 (0222)27 9528 

II ー番町1一5-5 日立仙台別館 980 (0222)27 8665 

II 本町1一3 -20 980 (0222)62 5201 

I, 萩野町3 -1 ---8 983 (0222) 94 0437 

東
 

三 星 産 業 囲 
ョコハマゴム 
 ェ業品東北販売(1/1/)
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(3） 東 京 支 部 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

アサヒ ボ ン ド二亡業岡 東京都板橋区大谷口北町3-7 

1 

703

005

0

2

2

80301

3

3014052039610004536

002

51606

97 

50 

43 

26 

85 

24 

45 

68 

64 

76 

24 

89 
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囲エ一ビーシ一ー商会 ” 千代田区永田町2-12-14 

1 

オ ー ト化学工業（株） ” 港区西新橋2-器一1 第3東洋海事ビ/k 

1 

カネボウ・エヌエスシー囲 I！ 千代田区平河町2-8-2 エターナルモーヴ」ル 

1 

関 西 パ テ 化 エ（株） ” 足立区竹の塚3-14-10 

1 

コ I！ 中央区日本橋室町4一5 近三ビル 

1 

サ ン ス タ ー化学開 I！ 港区三田1 -3 -36 

1 

三 洋 工 業 囲 ノI 江東区亀戸6一加―7 

1 

シャープ化学工業掬 江東区東陽5 -26- 1 小川ビル 

1 

昭和石油アスフアルト岡 ノI 品川区南大井1-7 -4 

1 

信 越 化 学 工業 囲 ノノ 千代田区大手町2一6-1 朝日東海ビル 

1 

新 東 洋 合 成 開 ノノ 荒川区東日暮里5-45-12 

1 

囲 ス リ ー ボ ン ド ノノ ノ、王子市狭間町1456 

1 

製 鉄 化 学 工 業 開 I, 千代田区九段北1-13-5 日本地所ビル 

1 

世 界 長 岡 1/ 渋谷区道玄坂2-10-7 新大宗ビル 

1 

セ メ ダ イ ン （掬 II 品川区東五反田4一5-9 

1 

ソ ニ ー ケ ミ カ ル(4 ” 中央区日本橋室町1-6 

1 大 和 高 分子工業囲 ” 千代田区平河町2-4 -16 平河中央ビル 

1 

テ イ パ 化 工 (O 1！ 港区新橋6-10-3 遠江ビル 

1 

伽東京ボースエ業社 “ 荒川区西日暮里2-45- 2 

1 

東 芝 シ リ コ ー ン 囲 

ト ー レ・シ リ コーン囲 

囲 日 興 社 

I！ 港区六本木6-2 -31 東日ビル 

1！ 中央区日本橋室町2-8 三井ビル6号 

“ 江東区白河4 -9 --S 

~335

l 

1 

1.F 日 東 電 気 工 業 鯛 1ノ 千代田区内神田1-1 -7 東大手ビル 

~1

日 東 ポ リ マ一工業(O /1 千代田区外神田2-2 -17 共同ビル 

~1

1

'IL

1 

(*) 日 本 化学研究所 // 中央区京橋1一6-13 

~4

日 本 合 成 ゴ ム（周 II 中央区築地2-11-24 

~4

日 本合成化学工業岡 ” 中央区日本橋3 -12- 1 三木ビル 

IL

1

~3

日 本 シ ー カ G ) ノノ 港区新橋4 -2 -1 第29森ビル 

~574

'1 

日 本 添 加剤工業（1牛） Iノ 板橋区前野町1-21-5 

日本ボリウレタン工業 囲 I！ 港区虎の門1一2一8 虎の門琴平会館 

i

i3

~5324235

舶ノーべル樹脂化学 埼玉県川口市東領家4 -19-4 

,1 

囲 ハ イ ケ ミ カ ル 東京都品川区荏原7一7-17 

早 川 ゴ ム 脚 Iノ 江東区佐賀1 -16-10 

1.F 

保 土谷建材工業囲 Iノ 港区浜松町1 -18-14 スバックスビル 

~5

ボスチック ジャパン脚 Iノ 千代田区内神田1-13-7 四国ビル 

F 

~1

三井 日曹ウ レタ ソ脚 // 港区虎ノ門3 -8 -21 第33森ビル 

F 

~5

三 星 産 業 囲 ノI 千代田区神田小川町3 -28 三東ビル 

F 

~121

明 星 チ ャ 一 チJレー囲 神奈川県横浜市神奈川区三枚町299- 5 

2

.1

山 内ーゴ ム 工 業 開 東京都中央区八重洲1-4 -21 共同ビル 

'1

~30s 

横 浜 ゴ ム 囲 II 港区新橋5-36-11 

' 

(4） 名古屋支部 ニロ 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

( ェービ・ーシー商会 名古屋市中区栄4一3 -26 昭和ビル 460 (052)251 4411 

カネボウ・エヌエスシー囲 II 中村区名駅4 -17-19 鐘紡ビル 450 (052)583 8606 

コ ニ シ 聯） I！ 西区西菊井町8-3 451 (052)563 6171 

一96 一 



名古屋市千種区萱場町2-4 サンスタービル 464 (052)722 6815 

Il 緑区鳴海町字母呂後26 458 (052)623 0061 

/I 中区丸の内1 -17-19 長銀ビル 460 (052)231 6568 

Iノ 中村区名駅4 -27-23 新名古屋ビル東館 450 (052)581 6511 

東区矢94町8 -20 

//'I 

461 (052)722 3301 

千種区井上町34 464 (052)781 3166 

大阪市東淀川区下新庄3 -11-28 533 (06) 328 1118 

名古屋市中区栄2-6 -12 白jll第ービル8F 460 (052)201 8541 

I, 中村区名駅3 -25--- 9 堀内ビル8F 450 (052)563 3951 

ノノ 中村区大閣通り4 -1 -18 フタバビル 453 (052)451 8632 

Iノ 中区丸の内2-18- 1 460 (052)221 9461 

” 中村区広小路西通3-9 信泉ビル日江化成．上業内 450 (052)581 2967 

1！ 中区錦1 -17-13 名興ビル 460 (052)231 7251 

“ 東区泉2-29-19 第2大野ビル 461 (052)931 3390 

Iノ 名束区一社3-90 チサンビル 465 (052)703 2061 

ii 中村区名駅4一2 -28 名古屋第2埼玉ビル 450 (052)561 5401 ,' 

中区錦1 -17-13 名興ビル 460 (052)231 4321 

サ ン ス タ ー化学翻 

三 洋 工 業 囲 

昭和石油アスフフルト囲 

越 化 学 工 業 囲 

世 界 長 囲 

セ メ ダ ィ ン 囲 

テ イ パ 化 工 (#4 

東 芝 シ リ コ ー ソ囲 

トーレ・シ リ コーソ卿 

日 本 添加剤工業囲 

囲 服 部 商 店 

ボスチック ジャパン囲 

保土 谷建材工業(#4 

三 星 産 業 (#4 

明 星 チ ャ ー チル(#4 

山 内 ゴ ム 工 業（掬 

横 浜 ゴ ム 囲 

信
 

(5） 大 阪 支 部 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電話番号 

(#4 ービーシー商会 

カネボウ・エヌエスシー(#4 

大阪市淀川区西中島4一2-9 

大阪府箕面市船場西1-10-3 カネボウ千里ビル 

532 

562 

(06) 303 1171 

(0727)28 4701 

コ ニ シ （株） 大阪市東区道修町2-6 541 (06) 228 2961 

サ ソ ス タ ー化学(#4 高槻市上土室5-590 569 (0726)94 7771 

三 洋 工 業 (#4 吹田市広芝町15-22 564 (06) 385 5241 

シャーブ化学工業囲 堺市築港浜寺西町13-12 （堺市化学工業団地内） 591 (0722)68 0321 

昭和石油アスファルト囲 大阪市北区梅田2一4一9 産経ビル 530 (06) 341 6395 

信 越 化 学 工 業(#4 ” 北区小松原町27 富国生命ビル 530 (06) 313 3141 

新 東 洋 合 成 (#4 If 西区西本町2一5-19 二＝ーーォカザ＝トノ、シビル 550 (06) 541 1931 

製 鉄 化 学 工業 開 ft 東区北浜5 -22 新住友ビル第2号館 541 (06) 220 8560 

世 界 長 (#4 西宮市津門大箇町8-39 663 (0798)35 1741 

セ メ ダ イ ン (#4 大阪市南区大宝町東之丁41 542 (06) 251 3555 

ソ ニ ー ケ ミ カ ル囲 I1 北区堀川町18 高橋ビル 530 (06) 363 2071 

武 田 薬 品 工 業 囲 II 東区道修町2-27 541 (06）加4 2481 

テ イ パ 化 工 開 ！ノ 東淀川区下新庄3 -11-28 533 (06) 328 1118 

東 芝 シ リ コ ー ン(#4 1/ 東区本町3-27- 1 センバセントラルビル 541 (06) 251 6272 

ト ー レ・シ リ コーン囲 II 北区小深町3一1 阪急タ・ーミナルビル9階 530 (06) 376 1251 

日 東 化 成 工 業(#4 II 住吉区大領町5-74 558 (06) 693 3561 

日 東ポ リ マーー工業開 兵庫県尼崎市大浜町2-5 -1 660 (06) 418 7421 

日本合成化学工業囲 大阪市北区神山40- 4 530 (06) 314 3115 

日 本 シ ー カ 囲 “ 北区野崎町69 高橋ビル 530 (06) 315 7851 

日 本 添 加剤工業(#4 ノノ 西区江戸堀1-5 -13 日々会館ビル 5駒 (06) 4始 6器1 

囲服部商店 （淀工場） 京都市伏見区淀美豆町705 613 (075)631 3128 

ポスチックジャパン(#4 大阪市東区北浜4-6 日生日立ビル 541 (06) 202 6341 

保 土 谷 建材工業琳） ii 東区高麗橋5 -45 興銀別館 541 (06) 203 4651 

三 星 産 業 囲 'I 西区京町堀1 -10-17 大栄ビル 550 (06) 443 9721 

明 星 チ ャ ー チ ル(#4 堺市浜寺石津町中1 -533 590 (0722)44 7500 

山 内 ゴ ム 工 業 開 枚方市招提田近2-7 573 (0720)56 1131 

横 浜 ゴ ム （#4 大阪市北区堂島1-5 -17 堂島グランドビル 530 (06) 345 1425 
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(6） 広 島 支 部 [2-

一 会 社 名 所 在 地 ~郵便番号 電話番号 

― 椈エービーシー商会 広島市中区鉄砲町1 -20 ウエノャビル3号館 730 (0822)21 3096 

カネボウ・エヌエスシー姻 'I 中区本川町1-3 -3 730 (0822)94 7084 

コ ニ シ 囲 1, 西区上天満町3-14 733 (0822)94 8811 

三 洋 エ 業 開 ノI 東区曙町4 -50 - 730 (0822)61 9321 

サ ン ス タ 一化学囲 ノI 西区商工センタ一515120 733 (0822)77 8444 

信 越 化 学 エ 業 囲 H 中区中町7 -認 日生広島ビル内 730 (0822)48 3931 

セ メ ダ イ ン 囲 II 南区東雲本町1 -15-22 734 (0822)82 1471 

東芝 シ リ コ ー ン囲 H 中区大手町2-7 -10 広島三井ビル 730 (0822)47 0951 

トーレ・シリ コ一ーン 嚇） H 中区大手町2- 7 -10 広島三井ビル 730 - (0822)49 7811 

日本添加剤エ業開大阪支店 火阪市西区江戸堀1一5-13 日々会館ビル 550 (06) 443 6231 

明 星 チ ャ 一チル囲 広島市南区比治山町5-12 730 (0822)63 4461 

横 浜 ゴ ム 幽う ノノ 中央区鉄砲町5-16 広島サンケイビル 730 (0822)27 8100 

(7） 福 岡 支 部 7lo 

会 社 名 所 在 地 I 郵便番号 電 話番号 

囲エービーシー 商会 福岡市博多区博多駅前3 -10-24 812 

733815 
812816812812 
81281053381~
8
1~553 
55~
8
1~
 
81~
8
1~812812 
53~
 

554170841761 
22293438000884425582 
7188 

11183691615876216231724142433361 
214316471425 

:
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:
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:

0
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9
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:

0

9

2

)

2

9

1

0

9

2)474092

)

7

4

1

0

6

)328

~92

)

7

1

3

~92

)

7

1

2

 

~6 )445 

~6 )443

~92

)

7

5

1

~92

)

7

1

2

~92

)

7

8

1

~92

)

4

7

2

~92

)

4

7

3

~6 )345 

カネボウ・エヌエスシ一囲 広島市中区本川町1一3一3 

コ ニ シ （閑 福岡市南区清水3-24-19 

サ ン ス タ ー化学8*) ノI 博多区博多駅南4 -4 -17 ャノウラビル 

三 洋 工 業 8*) ノノ 博多区大字板付866 

昭和石油アスフアルト ( ノノ 博多区綱場町2-2 福岡第一ビル 

信 越 化 学 工業 8* “ 博多区綱場町2-2 福岡第一ビル 

世 界 長 (818 ノノ 博多区博多駅東3 -13-28 

セ メ ダ イ ン (8* II 中央区大手門1一9-22 大手門ビル 

テ イ パ 化 工 （株） 大阪市東淀川区下新庄3-11-28 

東芝 シ リ コ ー ン8* 福岡市中央区長浜2-4 -1 東芝ビル内 

ト ー レ・シ リ コーン囲 II 中央区天神2-13- 7 福岡長銀ビル 

日東ポ リ マー工業8*) 大阪市福島区吉野1-14-2 

日本添加剤工業開大阪支店 H 西区江戸堀1一5-13 日々会館ビル 

保土谷建材エ業囲 福岡市中央区大名2 - 9-25 わこうビル 

ボスチック ジャパン囲 ” 中央区天神1 -14-16 三栄ビル 

三 星 産 業 囲 1ノ 中央区天神4 -1 -18 サンビル4階 

明 星 チ ャ ー チル（林〕 'I 博多区博多駅前4 -26-11 鐘芳ビル 

山 内 ゴ ム 工 業 8*) If 博多区博多駅前3-2-8 住友生命博多ビル 

横浜ゴム8*大阪支店 大阪市北区堂島1 - 5-17 堂島グランドビル 

2． 賛 助 会 員 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

旭 ダ ウ （818 東京都千代田区有楽町1-1-2 日比谷三井ビル 00 

04 

05 

30 

41 

77

~3 

16 

1
 
1
 
1
 
5
 
1
 
1
 
1
 
1
 

(03) 507 2957 
小 野 田 建 材8 *) ノ！ 中央区銀座3-2 -19 建築会館 (03) 564 6361 

化 研 マ テ リ ア ル囲 I！ 港区西新橋3-6 -5 入江ビル (03) 432 7654 

鐘 渕 化 学エ業（株） 大阪市北区中の島3一2-4 (06) 208 6217 

鐘 紡 合 成 化 学 囲 東京都品川区西五反田7-22-17 TOC ビル (03) 494 2741 

光 栄 商 事 岡 II 練馬区上石神井1-432 (03) 928 5811 

白 石 エ 業 8* II 中央区日本橋室町1-2 -4 (03) 241 1321 

囲 新 和 商 会 ノノ 荒川区西日暮里2-24-14 (03) 803 1411 
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東京都北区東十条3-13-9 114 (03) 912 8447 

I！ 稲城市東長沼641 192-02 (04器）78 3535 

大阪市東区平野町1-29 541 (06）認1 8751 

東京都中央区日本橋本石町3-6 日本橋室町ビル 103 (03) 241 1845 

大阪府吹田市南金田1一4 -46 564 (06) 385 3886 

東京都港区南青山5 -11- 2 共同ピル（南青山） 107 (03) 409 6986 

I! 中野区中央1 -12- 9 164 (03) 369 0215 

1ノ 港区新橋2-6 -5 織田ビル 105 (03) 5別 8696 

Iノ 荒川区西日暮里5一7-6 116 (03) 806 0175 

！ノ 港区西新橋1-1 -15 物産ビル別館 105 (03) 502 1466 

1! 墨田区業平4一4-11 130 (03) 625 3370 

H 中央区日本橋蛎殻町1一昭一6 103 (03) 669 9471 

大 進 商 工 囲 

大 成 商 工 姻 

タ カ ビ シ 化 学 囲 

東 レ チ オ コ ー ル囲 

日 本 化 成 工 業 嚇） 

（社） 日本カーテン 
ウォールエ業会 

日本バックアップ工業 囲 

日 本 ペル ノ ッ クス脚 

野 口 興 産 

( ) 野 村 事 務 

フ ョ ・ー 

姻
 
所
 
囲
 

ミ キ ス タ 工 業（掬 

ノ 

× 

R のマークは 
× 

シーリング工事 

ビル用改装サッシエ事 

店舗の企画・設計・施エ 

理建工業のマークてす 
東京都知事許可（般-56）第37037号 

―級建築士事務所 

理建工業株式会社 
本 社 東京都墨田区江東橋2-8 -8（パークサイドビル） 

〒130 TEL (631) 4 0 8 1 （代表） 

店装部 横浜市旭区東希望ケ丘21 5（第5尚功ビル） 

〒241 TEL 045(363) 8 9 5 1 (代表)r
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日本シーリング工事業 
団体連合会の歩み 

山本 勇 

私たちの団体略称は， 日シ工連と呼称いたします。組織形態は全国を七地区 

にわけ，各地区に地区団体を置き，東京本部においで総括運営いたしておりま 

す。目的は全国会員会社の技術,技能のレベルアップを目指す教育事業の推進 

と，企業力安定のための団結力の醸成にあります。昭和44年4月に，メーカー 

団体である日本シーリング工業会（略称日シ工）の施工部会上り材工体制の確 

立を目指し,同工業会の協力のもとに施工業者のみの独立団体を結成誕生させ 

たのが始まりであります。爾来，現今に至るまで，各地区団体を指導し,昭和 

53年12月，東北地区を包括することで全組織の体制作りを完了したわけであり 

ます。現在は，事業目的達成の目標に邁進中て’， 材工一体の協調精神をもっ 

て，日シ工の援助を得て活動しております。シーリング管理士と防水技能士の 

確保は，業界発展の基となるべきものと信じておりますので，関連業界皆様の 

理解とこ支援を切にお願い申し上げ，ご挨拶といたします。 

（日本シーリング工事業団体連合会会長） 

競麟麩織鷲■翻麟鷲懿‘ 
'‘責任施エと保証の確立，, 

シーリング防水施エの発注は優秀な技術管理（シーリング管理士） 

と国家認定技能（防水技能士）を持っ、下記所属団体会員へ。 

本 ’繕麟日本シ一リングエ事業冒体連合会 中 部地区＃中部シ一リングエ事業連合会 
住 所 〒105 東京都港区浜松町1 -11-11 アルフア産業脚内 

電 06 03 (432) 5 73 5刊 

住 所 〒451 名古屋市西区琵琶里町1 -22 脚ピルメン内 

電 06 052 (524) 6 1 4 1 

北海道」世区護北海道シーりングエ事業協会 大板こ地区1 関医』fーリングエ事業協同組合 
住 所 〒060 札幌市中央区北1条東9丁目 潮物産脚3F 

電 話011 (251> 3 3 64 
北海道コー キンクm 内 

住 所 〒530 大阪市西区新5] 1 -6 一17 杉田ピル 

電 06 舶(531) 0107 

東北地区コ東北シ一リングエ事業協会 広島地区」中国シーリングエ事業協会 
住 所 〒900仙台市名掛」 B 大島金属商事婦内 I 

lit li 叱22 (91) 2 2 8 8 

住 所 〒733 広島市中広町3 -17-16 脚争ンゼオン防水エ業所内 

電 06 0022 (91) 1631 

東京地区告東日本シーリングエ事業協同組合 ,九州地区「．九州シ一リングエ事業協会 
住 所 〒139 束京都江束区深川2 -15-23 小泉ビル204号 

Sit 06 03 (641) 9561 ・ 9562 

住 所 〒010 博多区中洲中島Ii] 4 -15 卿野田エ業所内 

電 06 092(281) .1 0 2 7 
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日本シーリ ングエ事業団体連合会 

会 員 名 簿 

本部・支部所在地 

区 分 所 在 地 郵便番号 電 話番号 

本 部 東京都港区浜松町1 -11--li アルフア産業囲内 105 03-432-5735 

北海道シ一リングエ事業協会 札幌市中央区ゴヒ1条東9丁目礎鰐讐りグ網内 060 011一妬1-3364 

東北シ一リングエ事業協会 仙台市名掛丁8 大島金属商事囲内 980 0222-91-2288 

東日本シーリングエ事業鯉 東京都江東区深川2 -15-23 小泉ビル 135 03-641-9561 

中部シーリング工事業連合会 名古屋市西区琵琶里町1-22 (I ビルメン内 451 052-524--6141 

関西シ一リングエ事業纏 大阪市西区新町1-6 -17 杉田ビル 550 06-531-8107 

中国シ一リングエ事業協会 広島市中広町3-17-16 (I L)サンゼオン防水工業所内 733 0822-91-1631 

九州シーリングエ事業協会 福岡市博多区中洲中島町4 -iS ( )野田エ業所内 810 092-281-1027 

北海道シーリングエ事業協会々員 J){ 

所 在 地 郵便番号 電話番号 

北海道静内郡静内町末広町2-42 

旭川市神楽岡6条3丁目 

札幌市西区手稲両野863-11 

ノI 北区屯田4条8 丁目1 -- 5 

苫小牧市緑町4番地10 

I！ しらかば町2丁目4 -5 

帯広市西10条南11丁目―2 

札幌市豊平区月寒東2条20丁目 

056 

078-11 

063 

001 

053 

053 

080 

061-01 

01464-2----1651 

0166-65-0121 

011-664-1488 

011-772-3377 

0144-33-6256 

0144-73-4697 

0155一巧-5776 

011-851-3782 

1！ 北区」ヒ14条西1丁目（磯田ビル） 001 011-731-7486 

ノノ 卞レ呪市中央区南10条西21丁目 060 011-551-6276 

函館市時任町22-13 040 0138-51-3586 

旭川市常盤通3丁目 070 0166-23-9657 

" 8条西18丁月右7号 070 0166-33-1270 

札幌市豊平区平岸1条2丁目 062 011-841-6101 

ノノ 白石区菊水1条2丁目 062 011-812-9121 

'I 豊平区西岡1条10丁目334 062 011-854-0222 

/1 東区北33条東9丁目 065 011-721-0211 

帯広市西16条南4 -170 080 0155-22-5565 

I！ 西17条北1丁目14番地 080 0155-22-5594 

室蘭市高平町1番26号 050 0143-55-4400 

函館市花園町41-17 041 0138-54-0421 

札幌市中央区北3条東5 -5 060 011-261-5676 

ft 中央区北2条東10-15 すずかけビル 060 011-231-0046 

函館市美原3 丁目40-16 041 0138-46-2223 

札幌市白石区本通り6丁目北28 003 011-863-5226 

ノノ 中央区北1条東9丁目 060 011-281-2885 

ノノ 東区北7条東3丁目 065 011-742-1248 

旭川市末広町3条7丁目 071-13 0166-57-2163 
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フ タ バ 工 業 (t4 
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札幌市中央区北2条東9丁目 060 011-251-3648 
II 東区北20条東2-15-41 065 011-731--6351 
” 豊平区北野288-33 061-01 011-882-5987 

函館市榎本町72 042 0138-57-1870 

札幌市豊平区美園1条6丁目 062 011-812-6347 
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2． 東北シーリングエ事業協会々員 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電話番号 

囲 阿 部 商 会 仙台市二日町7番32-213 980 0222-21-2813 
大 島 金 属 商 事 囲 H 名掛丁8 980 0222-91-2288 
囲 河 北 工 業 所 ノ！ 宮城野1-8 -15 983 0222-91-9182 
囲郡山医療器製作所 郡山市大町2 -16-17 963 0249-32-1474 
小 山 商 店 盛岡市上堂1 -19- 9 020-01 0196-46-9162 
仙 台 高分子エ業囲 仙台市青山2丁目27- 9 982 0222-29-5102 

(;)タンドウエンタープライス 福島県耶麻郡西会津町野沢字原町 969-44 02414-5-2676 
中外商工囲仙台営業所 仙台市台ノ原4 - 7 -20 980 0222-71-2171 
ト ッ プ 工 業 開 ノI 新寺小路60-15 980 0222-57-5023 
園 丸 本 工 業 所 I, 扇町1-3 -6 983 0222-94-6662 

3． 東日本シーリングエ事業協同組合員 gI 

所 在 地 郵便番号 電 話番号 

東京都港区浜松町1 -11-11 

'I 杉並区阿佐谷北5-12-2 

新潟市下場新町20-12 

東京都台東区西浅草2-15- 9 

105 

166 

950 

111 

03-432-5735 

03-338-0905 

0252-76--5991 

03-842-1431 

” 北区豊島2-20-13 114 03-919-9420 
” 練馬区上石神井1 -497 177 03-928-0386 

新潟県柏崎市幸町7 -32 945 02572-3-8506 
11 上越市大字荒町453 942 0255-24-3402 

埼玉県朝霞市泉水3一6-13 351 0484-63-8693 
栃木県宇都宮市若草町字宮の関2647-22 320 0286-24-7072 

東京都葛飾区西亀有2-56- 6 125 03-620-4901 
1/ 江戸川区西瑞江2-24-67 132 03-678-4512 

” 墨田区緑4 -22- 9 林ビル 130 03-631-0106 
II 練馬区上石神井1-432-56 177 03-928-2271 
！ノ 文京区本郷2-12- 6 113 03-815-4421 
Iノ 新宿区西新宿7 -16-3 160 03-363-8741 

神奈川県大和市中央林間3-12-11 八千代ビル2F 242 0462-74一舶51 
東京都渋谷区恵比寿南2 -21-11 150 03-713-0191 

” 千代田区内神田3 -4 -9 上田ビル3F 101 03-251-6476 
千葉県市川市相ノ川1 -20-20 272-01 0473-57-5153 
東京都渋谷区代々木1-28-1 151 03-370-0121 

新潟県上越市南城町1 -14- 5 943 0255-24-4161 

東京都豊島区東池袋3 -5-7 ユニオンビル203号 170 03-981-7266 
1/ 千代田区神田佐久間町3 -21 宮地ビル 101 03-866-7468 
1/ 立川市錦町6-28-33 190 0425-26-0231 
II 新宿区西新宿6-20- 9 160 03-373-4630 

社 名 会
 

囲
 
社

事

 囲
 
囲
 
囲
 
栄
 
囲
 
囲
 
開

業

 岡
 
囲
 
囲
 
所
 
囲
 
開
 
囲
 
脚
 
脚
 
ス
 
卿
 
ト
 
堂
 
囲
 
卿
 

ル フ ァ 産 業 

石 黒 建 材 

石 田 シ・ー ル工 

ノ 

フ
オ
 

ア
 
園
 
囲
 

藤

上

倉

柏

引

元

 ン

栗

リ

葉

栄

津

進

力

栄

協

和

 ン
 
マ
 
ン
新
起
一
 

有
 

和
 

ロ
 
1
 

工
 

」ノ
 

】
「
ン
 
帝
 

伊

井

内

園

鹿

木

協

囲

グ

京

光

囲

興

サ

 山
 
三
 
三
 
囲
 
シ
 
囲
 
園
 
清

大

 

ス 

- 102ー 

材
装
業
マ
？
轟
ル
業
“
業
業
業
水
業
ク
水
ン
業
業
 

建
建
工
“
工
嘉
マ
竺
興
防
工
ッ
“
『
工
工
 



東京都板橋区板橋3 -30- 5 173 03-964--1901 

I！ 練馬区大泉学園町5487 177 03-925--3106 

長野市稲里町田牧1180-12 381-21 0262-84-6255 

東京都大田区池上7 -30- 5 146 03-758-0342 

I! 江戸川区西小岩5-4 -11 133 03-650-5261 

II 練馬区大泉学園町618- 2 177 03-925-0711 

Iノ 中央区銀座7-14-3 安田松慶ビル 104 03-543-8106 

I1 文京区春日2-1 -5 112 03-815-3047 

I! 中央区八重洲1一5-10 児玉ビル 103 03-271-0176 

ノI 練馬区中村北2-20-10 176 03-970-3008 

II 千代田区神田神保町3一7 石橋ビル 101 03-264-7458 

江東区豊洲4一4 -24 I

,'I

135 03-531-7821 

杉並区方南2一4 -6 168 03-313-1281 

'I 港区新橋5 -12- 7 富永ビル2F 105 03-437-0720 

I！ 練馬区豊玉北2一5 高野ビル 176 03-948-5160 

新潟県長岡市前島町237 940-11 0258-23-1529 

東京都文京区千駄木3 -50-15 環ビル 113 03-8器-6061 

埼玉県上福岡市大字駒木680 356 0492-61-2398 

東京都港区芝大門2-1 -8 105 03-432-8731 

1/ 台東区台東1-6 -3 110 03-834-6696 

1

I/

江東区佐賀1一9-14 135 03-643-5911 

, 杉並区高円寺北3 -31-15 166 03-330-9312 

品川区戸越3-11-6 

//// 

142 03一招7-0360 

渋谷区幡ケ谷2-20-12 151 03-377-3481 

ノノ 墨田区江東橋2-8 -8 パークサイ ドビル 130 03-631-4081 

'F 千代田区神田佐久間町2-4 丸和ビル 101 03-861-2706 

埼玉県大宮市大和田町1 -332- 1 330 0486-42-6639 

大 栄 建 材 園 
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囲 泰 成 工 業 
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東 邦 シ ー ル 脚 

東 邦 防 水総業囲 
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4 中部シーリングエ事業連合会々員 好 

所 在 －郵便番号I 電 話番号 

名古屋市西区ノ八、筋町347 452 ~ 052-502--8935 
金沢市泉が丘2一9-3 921 0兆2-42-1281 

富山市柳町4一1一9 930 0764-33-8966 

沼津市神田町2 -1508 410 0559-21-6061 

春日井市花長町1 -21-19 486 0568-31-8775 

金沢市増泉3 -15-10 921 0762-42-1494 

名古屋市中区新栄2-49-22 460 052-241-7628 

金沢市増泉3一7-1 921 0762-42-5101 

名古尾市北区志賀本通2-24 462 052一・981-2134 

豊橋市鴨田町52- 1 440 0532-45-8211 

土岐市旭ケ丘町47-34 509-54 05725-9-4505 

名古屋市西区稲生町3 -37- 1 451 052-531-5295 

静岡市西島473- 1 422 0542-81-1618 

名古屋市名東区猪高町大字上社後田94番1号 465 052-703-6181 

清水市北脇新田328- 1 424 0543-46-7防9 

福井市開発2-121 910 0776-54-3355 

名古屋市中村区五反城町3一1 453 052-412-2709 

” 中村区深川町3 -8 453 052-452-5806 

静岡市中野新田173- 3 422 0542-82-2910 

会 社 名 

( 朝 日 コ ー キ ン グ 

朝 日 建 物 囲 

石 動 コ ・ー キ ン グ囲 

石 渡 産 業 囲 

大 久 保 コ ー キ ン グ 

加 賀 防 水工業(rn 

北 川 コ ,ー キ ン グ 

囲 栗 原 

( ,三 栄 コ ー キ ン グ 

三 信 建 材工 業(*) 

山 新 工 業 

囲 志 水 化 工 

(t*)静岡コーキングエ業 

（株）シ リ コ ンエ ンジニア 

( ) シ ン コ ー 工 業 

業
 
ン
 

硝 和 硝 子 ( 

（合）清谷商店名古屋出張所 

伸 栄 コ ー キ ン グ 

工 業 囲 栄
 

大
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愛知県海部郡甚目寺町山の浦65 490-li 0560-44-8021 

” 西春日井郡師勝町大字六ツ師500 481 0568-21-0794 

名古屋市中村区五反城町4 -31 453 052-412-0857 

Iノ 中村区中村中町3 -45 453 052-482-1654 

伊勢市上池町2677- 1 516 0596-23----3113 

名古屋市千種区高見1一6-1 464 052-761-6181 

” 昭和区ーツ山1-2 468 052-801-1195 

浜松市白羽町2676 430 0534-41-2273 

静岡県浜名郡可美村増楽1481 432 0534-48-8711 

豊橋市岩屋町字岩屋下33-13 440 0532-62-7614 

名古屋市千種区若水3 -20-23 464 052-721-2211 

ノ！ 千種区都通1 -33 都マンション302 464 052-723-0528 

” 千種区本山町3 -9 464 052-762-1596 

” 昭和区車田町2-8 466 052-731-5059 

愛知県西春日井郡清洲町新清洲6 - 5 -24 452 0560-49-4629 

富山県砺波市三郎丸313 939-13 07633-3-1202 

静岡市広野2一5 -32 421-01 0542-58-7537 

名古屋市中村区名駅3 -10-26 450-91 052-561-4371 

1/ 西区琵琶里町1 -22 451 052-524-6141 

清水市鳥坂327 424 0543-45-7281 

名古屋市北区石園町3-21 462 052-991---4741 

金沢市法光寺町24 920-li 0762-58-4755 

彦根市南芹川町1276 522 0749-23-5282 

富山市布瀬町1区3-6 930-11 0764-21-6924 

！ノ 総曲輪4 -10-4 930 0764一器一3754 

福井市豊島2丁目8-15 910 0776-24-3526 

名古屋市守山区小幡字小林2984-22 463 052-791-4465 

岐阜市藪EH 3 -63 500 0582-73-2761 

名古屋市西区松西町2 -87 453 052-562-1668 

浜松市向宿町212 430 0534-65-1328 
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' 5． 関西シーリングエ事業協同組合員 

所 在 郵便番号 電話番号 

京都市伏見区桃山西尾5 

豊中市熊野町3一9-5 

豊中市長興寺南4一3 -22 

大阪市住吉区我孫子西2-48-7 

612 

560 

560 

558 

075-611-2798 

06-849-6886 

06-862-4193 

06-6妬一0751 

'I 淀川区西中島4-6-30-303号 チサン第5 ビル 532 06-301-5器5 

I, 西区南堀江3 -13-11 550 06-531-4814 

” 北区天満4 -11-16 530 06-352-2895 

守口市梶町1 -124- 7 570 06-903-0016 

大阪市福島区玉川2-11-21 ユニロンビノレ 553 06-448-2341 

和歌山県東牟宴郡古座町西向842 649-41 07357-2-1111 

神戸市東灘区青木5 -18-23 658 078-411-4418 

大阪府南河内郡太子町山田2673- 1 583 07219-8-0239 

京都市伏見区石田大受町31-266 601-13 075-571-0246 

ノ！ 山科区音羽八ノ坪町34-15 607 075-501-1100 

大阪市東区本町5-4 広和ビル 541 06-262-5845 

高松市浜の町18-27 760 0878-21-3010 
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664 0727-81-5189 
558 06-671-2498 
550 06-448-0450 
551 06-551-0587 
670 0792-97-0658 
770 0886-54-3056 
670 0792-98-8176 
661 06-431-8429 
584 07212-3一羽82 

530 06-315-0638 

574 0720-71-8951 

556 06-649-4105 

653 078-642-3760 

550 06-443-7321 

569 0726-77-1536 

658 078-453-2211 

545 06-621-3741 

530 06-315-0700 

652 078-511-4501 

652 078-576-0851 

556 06-631-8915 

564 06-385-3886 

534 06-924-2536 

653 078-631-5048 

536 06-939-7149 

587 0723-61-5572 

571 06-901-0868 

570 06-991-0500 

581 0729-92-3846 

550 06-445-0735 

597 0724-22-7712 

525 0775-63-7772 

582 0729-72-2370 

郵便番号 電 話番号 

733 0822-38-3883 

733 0822-92-3200 

733 0822-93-0511 

733 0822-91-4566 

733 0822-93-6557 

700 0862-25-4868 

745 0834-28-2196 

733 0822-91-1631 

733 0822-71-9317 

734 0822-83-3366 

703 0862-52-9311 

700 0862-52-2641 

733 0862-93-3827 

伊丹市荒牧字桑田60 

大阪市住吉区万代西2-34 

“ 西区京町堀3-3-30 第2同盟ビル 

” 大正区北恩加島1一7-3 

姫路市八代宮前町18--iS 

徳島市東吉野町3 -12-16 

姫路市御立1571 

尼崎市武庫元町3一5-26-303 

富田林市大字彼方1529-49 

大阪市北区野崎町6 -2 日宝東梅田ビル 

大東市寺川2-1 一1 

大阪市浪速区元町2-97 第3カネイチビノl-4 F 

神戸市長田区西丸山町3 - 3 -16 

大阪市西区靭本町1-5 -14 

高槻市芝生町1-281- 1 

神戸市東灘区岡本4 -4 一6 

大阪市阿倍野区文の里2一3 -15 

“ 北区末広町3-21 星和地所扇町ビル 

神戸市兵庫区上沢通6一1-1 

ft 兵庫区水木通8-2 一7 

大阪市浪速区東関谷町2-30-3 

吹田市南金田1一4 -46 

大阪市都島区都島本通2-15-1 

神戸市長田区林山町9-5 朝日マンション105号 

大阪市城東区野江3一2-2 

大阪府南河内郡美原町大井549-5 

門真市大倉町16-14 

守口市八雲西町4 -69 

八尾市久宝寺5-4 -31 

大阪市西区靱本町3一－1-6 

貝塚市小瀬1 -25-34 

草津市西大路町10- 5 

柏原市本郷2-1 -7 
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8 中国シーリングエ事業協会々員 2, 

地 所 在 

広島市西区楠木町3-6 -9 

！ノ 中区舟入幸町19-10 

“ 西区南観音町1一2-19 

西区楠木町1-9 -14 

西区中広町2 -25-14 

岡山市丸ノ内1 -13-13 

徳山市城ケ丘3 -15-25 

広島市西区中広町3 -17-16 

If 西区庚午南1-3 一釦 

I！ 南区東雲本町2一4 -21 

岡山市伊島町2-3 -18 

I！ 矢坂西町7 -36 

広島市中区舟入幸町23-20 

ノノ 

！ノ 

名
 

社
 

会
 

開
 
囲
 
囲
 

業
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( ) ア ル フ ァ ー工業 

大阪アルファ産業岡答業専 
園 小 野 甚 商 店 

小 林 工 業 

岡 サンゼオン防水工業所 

（周三洋技建広島営業所 

三 和 防 水 工 業(84 

() ス ミ 防 二L 業 

大 和 防 水 囲 

第 ―A 化 工 囲 
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広島市西区中広町3 -11- 9 733 0822-31-9958 

” 東区矢賀1丁目527-12 730 0822-84-3117 

“ 西区山田町921-18 730 0822-72-7600 

広島県安芸郡府中町本町1-11-3 735 0822-82-7018 

岡山市表町2一6 -21 700 0862-25-2021 

山口県新南陽市大字富田4530 746 0834-63-2532 

岡山市原尾島5別―1 703 0862-72-1221 

尾道市新浜1-3 -4 722 0848-23-2760 

広島市東区戸坂南2一1一3 730 0822-29-3411 

I！ 西区東観音町12-14 733 0822-94-3238 

広島県安芸郡府中町緑ケ丘16-15 735 0822-82-2201 

徳山市野上町2-15 745 0834-21-0003 

広島市中区白島九軒町14-5 730 0822-28-7766 

II 中区宝町8-26 730 0822-43-7474 

If 中区舟入町7一9 733 0822-32-6155 

ノI 西区中広町3 -22-12 733 0822-91-2629 

国特殊防水産業(:) 

国富士化工建設( ) 

葉 工 業 

タ ニ 二I二 

鮒
 
業

囲

 囲
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業

業

囲

 開

業

囲
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業

工
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材
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工
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ぬ

ま

工
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 ミ

建

 ン
 
ェ 
材
 

ア 
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ツ

化
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中

中

千

囲

 

中 国 防水工業（閑 

は田」マ「稽 

日
 
ニ
 
東

開

 肥

囲

 圏

防

ホ

 囲

丸

囲

 

7． 九州シーリングエ事業協会々員 ユ、 

電 話番号 

092-451-1073 

09叩一20-5937 

092-611-0姐6 

092-541---4334 

0992-54-2704 

092-471-1355 

093-963-1955 

092-843-3311 

093-582-1169 

092-821-1546 

092-503-5070 

093-571-4581 

092-561-1675 

0963-67-3631 

0963-62-2829 

092-741-5050 
nnり 281_i 1\o'7 
092－餅1-3681 
0988-63-2164 

0992-67-6121 

092-862-3331 

092-851-0111 

093-941-5441 

0992-57-2535 

092-595-0983 

092-851-8722 

0飴-922-7631 

0958-49-2232 

郵便番号 

812 

890 

812 

815 

890 

812 

803 

814 

803 

814 

816 

803 

815 

862 

862 

810 

812 

900 

890 

814 

814 

803 

890 

816 

814 

802 

852 

所 在 地 

福岡市博多区博多駅前3 -95 チサンマンツ”ン’31G号 

鹿児島市玉里団地1 -73-11 

福岡市博多区千代4一5一1 

ノノ 南区清水3 - 8 -27 宝満ビルSF 

鹿児島市下荒田町1-17-6 

福岡市博多区博多駅前3-5-7 博多センタービル 

北九州市小倉南区大字南方409 

福岡市西区原4一8 -11 

北九ザ、トI市小倉北区清水1 -12-14 

福岡市西区別府6丁目3-6 

“ 博多区金隅字提ケ浦303- 3 

北九州市小倉北区西添町61-13 

福岡市南区長丘5 -11-20 

熊本市健軍町小峯2622-20 

” 九品寺5丁目4 -8 

福岡市中央区渡辺通り2-8 -3 

Iノ 博多区中洲中島町4 -15 

那覇市前島2丁目14-11 松ビル内 

鹿児島市中山町2037 

福岡市西区免10-4 

I' 西区昭代3丁目2-5 -

北九州市小倉南区重住2一3-41 

鹿児島市永吉町1156 

福岡県春日市大字春日1666-27 

福岡市西区別府2-15-14 

北九州市小倉北区霧ケ丘1-5 -11 

長崎市扇町8-5 

会 社 名 

大阪アルファ産業(8 響業盟 

()仮 屋 防水工業所 

九 州 特 殊工 事( ) 

九州シーリ ング工業G ) 

（掬 佐 藤 防 水 

三 賀 産 業 囲 

嶋 田 工 業 48 

I 日 本 化 成（株） 

栄 工 業 （用 

欄
 
工
 
囲
 
囲
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関連会社、 団体ー覧 

D バックアップ材メーカー 

所 在 地 郵便番号― 電 話番号 

東京都千代田区有楽町1-1 -2 日比谷三井ビル 100 03-507-2957 

I！ 練馬区関町1 -46 177 03-920-2671 

Iノ 荒川区西暮里2-望－14 116 03-803-1411 

If 中野区中央1 -12- 9 164 03-369-0215 

'I 墨田区業平4 -4 -11 130 03-625-3370 

会 社 名 ~ 

旭

光

 

ダ ウ （株） 

栄 加 工 ( - 

囲 新 和 商 会 － 

日本パックアップ工業鯛 ： 

フ ョ ー 囲 － 

2） 施工用具メー力ー 

会 社 名 所 在 地 郵便番号－ 電 話番号 

104 03-552-3611 

115 03-903-3140 

103 03-274-0411 

660 06-418-7421 

564 06-385-3886 

457 - 052-612-7321 

103 - 03-669-9471 

東京都中央区新富1一7-4 阪和ビル 

I！ 北区志茂3 - 3 -26 

” 中央区日本橋3-14-1 新新会館ビル 

兵庫県尼崎市大浜町2-5 -1 

大阪府吹田市南金田1 - 4 -46 

名古屋市南区南野1 -39 

東京都中央区日本橋蛎殻町1 -38- 6 

囲

所

 囲
 

工 業 

作
 

製
 

竹

野

 工 業 

東 ポ リ マー工業( 

本 化 成 工 業 開 

本 ソ セ ー工業( ) 

キ ス タ 工 業 脚 

大

菅

巴

 日
 
日
 
日
 
ミ
 

3） 建材関連団体 

団 体 名 所 在 地 

1 板 硝 子 協 会 

! A L C 協 会 

」圃 化 学 品検査協会 

ト岡建材試験センター 

ー コソクりート 
！ カーテンウォールェ業会 

－ 全国板硝子商工 
協同組合連合会 

- （社）日本カーテン 
ー ウォールエ業会 

（社）日本建設材料協会 

（財）日本建築センター 

（財）日本建築総合試験所 

日本建築仕上材工業会 

（社） 日 本サッ シ協会 

プ レ ハ ブ建築協会 

建築ガスケ ッ ト協会 

H 木接着 剤工業会 

4） 防 水 団 体 

東京都千代田区丸ノ内3-3 -1 新東京ビル 

Iノ 港区元赤坂1- 1 -15 ニュートョピル 

大阪市天王寺区堂ケ芝町12 

東京都中央区日本橋小舟町1-3 太田ビル 

Iノ 

I1 

I1 

II 

千代田区五番町4一5 番町第6金井ビル 

千代田区神田神保町3-4 総合板硝子会館 

港区南青山5-11-2 共同ビル（南青山） 

中央区銀座3-2 -19 建築会館 

Il 中央区晴海1 -14-16 

大阪府吹田市藤白台5 -125 

東京都千代田区神田和泉町1-6 ィンターナショ！―ルビノl 

港区南青山5-11-2 共同ビル（南青山） 

港区芝公園3-1 -38 公園三丁目ビル 

港区西新橋2一2-10 三喜ビル 

/1 千代田区内神田1 -15-10 福島ビル 

I! 

II'' 

郵便番号 

100 

107 

543 

103 

102 

電 話番号 

03-212-8631 

03-403-7767 

06-771-7752 

03-664-9211 

03-264-3708 

101 03-262-6737 

107 03-409-6昭1 

104 03-561-7260 

104 03-531-6351 

565 06-782-0391 

101 03-861-3996 

107 03-409-1308 

105 03-431-1481 

105 03-501-2906 

101 03-291---3303 

団 体 名 所 在 地 

~ 九州アスフ王隷協同組合 福岡市中央区舞鶴2- 8- 2 村ーヒビル 
！ 合成高分子 

完ニフィングエ業会 － 東京都中央区新川1 - 3 - 2 新東京ビル 

郵便番号 

810 

104 

電 話番 号 

092-713-5263 

03-552-8479 
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ゴムアスファルト 
防水工事業協同組合 

シート防水工事業団体連合会 

西部アスファルト 
エ事業協同組合 

東京都品川区南大井1 -17-25 勝島パークハイツ 

I! 中央区日本橋小舟町1-7 太田ビル 

大阪市西区江戸堀1-20-11 辻川ビル 

140 

103 

550 

03-761-4378 

03-661-5787 

06-445-1138 

全国アスファルト 
工事業協同組合連合会 

東京都中央区八重洲1-2 一1 新呉服橋ビル 103 03-271-5797 

全国塗膜防水 
工事業団体連合会 

II 港区新橋6-13-3 島田ビル 105 03-434-0406 

全国防水工事業団体連合会 Il 中野区中野1 -55- 7 藤ビル 164 03-369-7351 

全日本プレハブ建築防水協会 /I 中央区日本橋蛎殻町1 -22- 4 直江ビル 103 03-669-0764 

東部アスファルト 
工事業協同組合 

ノノ 中央区八重洲1一2一1 新呉服橋ビル 103 03-271-5797 

（社）日本アスファルト同業会 Iノ 中央区八重洲1一2一1 新呉服橋ビル 103 03-271-2208 

日本ウ レタ ン建材協会 万 港区新橋6-13-3 島田ビル 105 03-438-0988 

日本塗布防水工事業協同組合i ！ノ 中野区中野1-55-7 藤ビル 164 03-367-1611 

（社） 日 本薬液注入協会 H 文京区後楽1一2一7 全逓会館 112 03-816-2681 

東日本建設防l水協同組合 If 新宿区歌舞伎町2一1-2 160 03-200-3584 

2 成分形シーIJング材用混練器 

キ 泡 鐘 塗5り響 
餌
 

〈特 徴〉 

羽根の型が改良され、山型となり混合時に材料より1om下になる 
ため、不完全混合がほとんどな（ 、混合時の空気の混入が減少し 

た。また反転装置付であり、メーカーの丸缶がそのまま使えるパン 
ド式である。（標準型175, ; 3l 缶、他はアタッチメン’トにより 
どの缶も使用可能です。） 

A 型、 、」 
ミキスタ 
Y 88J00() f' 

』 

二関西地区代理司 前田精市商店 
大阪市東区道修町1-7費06-203-4641 (n;) 本 社 東京都中央区日本橋蛎穀町I -33- 6 

TEL 669-947I8匂 

く特 徴〉 

シーリング材の混合時の空気抜が完全に出米：専用のフタ式タンク 
をかぶせるだけで、真空状態に出来る。30秒毎の反転装置が付い 
ている為、混合不良がない。またメーカーの九缶がそのまま使え 
るバンド式である． 

2501 
真空脱泡ミキス声 

' 370,000・ 

）芦 

シーリング業界の発展とともに歩む 

ミキスタエ業株式会社 
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「シーリング技術管理士」に関する規約 

第1 条 く目 的） 

『シーリング技術管理士」は, シーリソグ材の重要陛にかんがみ，設計施エを通じた技術の向上に併せ 

て，業界の地位向上を図るため，日本シーリングエ業会（以下工業会という）が設けた資格である。 

第 2 条 （職 務） 

「シーリング技術管理士」は，シーリングエ事に関して，防水設計，シーリング材の性能品質,施工法 

にト分な知識を有し，かつ技術指導を行なう。 

第 3 条 （資格の認定） 

シーリング管理士検定委員会（以下検定委員会という）は第2条に基づき，講習ならびに検定試験を毎 

年実施し，これを受講受験し,合格した者をエ業会が「シーリング技術管理士」として認定する。 

第 4 条 （受験資格） 

受験資格者はエ業会々員会社に所属する者,および会員会社が推薦し，理事会が承認した者とする。 

第 5 条 く資格の更改） 

「シーリング技術管理士」は，2年ことに資格の更改を行なう。 

更改に際しては，検定委員会で定める技術向上を目的とする講習を受~ナ1コばならない。講習に不参加で 

あった者は，一年間資格を停止しI 次年度の講習を受け，その資格を復活できるtのとする。資格停止 

者は，連かに「シーリング技術管理士」証明書をエ業会に返却しなければならない。資格停止者が次与 

度に講習を受けなかった場合は，その資格は取り消される。 

第6 条 （資格の取消し） 

次に掲げる各項に該当する場合は「シーリング技術管理士」の資格を取消すことができる。 

1， 第2条に定める職務の遂行が困難になった場合 

2， 刑罰またはこれに準ずる行為があった場合 

3． その他「シーリング技術管理士」の権威を著しく汚す行為があった場合 

（昭矛154年11月22日制定） 

「シーリング管理士」 に関する規約 

(56年4月1日改訂） 

第1条 （目 的） 

「シーリング管理士」は，水密，気密保持に関するシーリング材の重要性にかんがみ，設計・施エを通じた 

技術の向上に併せて，業界の地位向上を図る目的のため，日本シーリングエ業会（以下工業会という）が設 

けた資格制度である。 

第2条 （職 務） 

「シーリソグ管理士」は，現場施工管理能力を有し,シーリング材の性能・品質・施工方法ならびにシーリ 

ングエ事について，施工管理および技術指導を行なう。 
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第3条 （シーリング管理士の認定） 

シーリング管理士検定委員会（以下検定委員会という）は第2条に基づき，講習ならびに検定試験を毎年1 

回実施し，これを受講し試験に合格したものをエ業会はシーリング管理士として認定する。 

第4条 （受験資格） 

受験資格者は日本シーリングエ事業団体連合会々員会社に所属し，人格識見を有するもので，所属する会社 

代表者の推薦を必要とする。 

「シーリング管理士」の受験資格は下記とする。 

（ィ）実務経験年数7年以上,または旧2級シーリング管理士資格取得後3年以上の経験を有する者 

（ロ）年令25才以上の者 

ひりゴンドラ運転の特別教育修了証所持者であって,特定化学物質等作業主任者の資格を有する者 

第5条 （資格の限定） 

「シーリング管理士」は，日本シーリングエ事業団体連合会々員会社に所属するものに限り，この名称を使 

用することができる。 

第6条 （資格の更改） 

「シーリング管理士」は，2年ごとに資格の更改を行なう。更改に際しては，検定委員会で定める技術向上 

を目的とする講習を受けなければならない。 

講習に不参加であったものは, 1 年間資格を停止し,次年度の講習を受け，その資格を復活できるものと 

する。資格停止者は速やかにシーリング管理士証明書をエ業会に返却しなければならない。 

資格停止者が次年度に講習を受けなかった場合は，その資格は取消される。 

第7条 （シーリング管理証明書の返却） 

「シーリング管理士」が所属する会社を退職する場合は,速やかにシーリング管理士証明書をェ業会に返却 

しなければならない。 

第8条 （シ・ーリング管理士証明書の再交付申請） 

第7条によりシーリング管理士証明書をエ業会に返却したものが，新たにシーリング管理士証明書の再交付 

を希望する場合は,改めて所属会社代表者の推薦書を付してエ業会に申請することができる。 

第9条 （シーリング管理士証明書の再交付） 

シーりング管理士証明書再交付申請を受けた場合，エ業会は所定の審査の上再交付する。 

第10条 （資格の取消し） 

「シーリング管理士」が不法行為などにより著しく体面を汚した場合，その資格を取消すことができる。 

第11条 （資格者への特典） 

シーリング管理士資格者は，エ業会が発行する「シーリング誌」その他に掲載し,シーリング関係業界にP 

R を行なう。 

第12条 （その他の事項） 

前各条の他,運営上必要な細部事項については別に定める。 
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シーリング技術管理士名簿 

i 会 社 名 氏 

ーアサヒふン ドエ業( 

囲ユービーシー商会 

ニ シ ( ) 

氏 名 

斉藤 修、渡辺修二、 

小笠原義治、小野部盛雄、 

清水千之 

市橋弘雄、笠井慎年、 

岸原 淳、沢村直文、 

椎名健介、久野二郎、 

広田正行 

与儀守信 

篠田正己、松村 博 

藤野慎二 

山室義行 

梅野雅孝、鈴木典夫、 

山田 博、渡部高久 

羽原吉雄 

大原光良 

会 社 名 

東芝シ リ コ ー ン囲 

ーレ・シリ コーン囲 

日東ポ リ マー工業囲 

脚 口 興 社 

早 川 ゴ 1 ( 

ボスチックジャパン囲 

山 内 ゴ ム 工 業 囲 

横 浜 ゴ ム 囲 

ョ＝「ハマゴム 
工業品関西販売( ) 

徳田精久 

芥川慎一 

河端次彦、谷口雅俊、 

勝又賢次、小林保夫、 

中野信二 

木曽英隆 

青山 勝、河野純－六 

小林 勲、坂詰功晃、 

増田 透、鑓水寿博、 

石坂和夫、佐藤和治、 

鳥屋幸男 

小形考一、田沼英己、 

八代秀雄 

大塚浩史 

上田 武、北野真一、 

山崎保充 

コ 

サンスタ ー化学翻 

信越 化 学 工 業G菊 

セ メ ダ イ ン 囲 

ソ ニーケ ミ カ ル 妹） 

テ イ パ 化 工 （排） 

北海道支部 

i リ ング管理士名簿 ~ 一
 、ソ 

会 社 名 氏 名 

北海道 タ イ ホー囲 

東 洋 防 水 工 業 囲 

（株） 浜 建 

( ) ャ マ ト 工 業 

園 日 光 美 装 

鳴海忠義、長尾忠幸 

石田誠二 

下井 守 

小山毅芳 

村田 渉 

仙台支部 

会 社 名 氏 名 

（有）丸 本 エ 業 所 本吉和康、浜砂喜重、 

千葉忠男 

東京支部 

会 社 名 

ア ル フ ァ 産 業(I) 

石 黒 建 材 社 

(E日 石 田 シー ル 工事 

氏 名 

山本 勇、秦 達也、 

宮代 博、吉原直行 

石黒勝己 

石田 実、鈴木隆男 

木 元 工 業 囲 

（株） 栗 崎 工 業 

京 葉 シ ー ル 囲 

光 栄 工 業 （雨 

( ) I 業技術研究所 

興 進 工 業 ( ) 

山 栄 興 業 囲 

（株） ジ ッ ク ス 

( )新 堂 

大 ー 工 業 囲 

大 和 興 業 囲 

中 央 建 材 工 業（掬 

囲 日 本 コ ーキ ング 

平沢コーキング工業（1*) 

北 斗 工 業 囲 

マ サ ル 工 業 ( ) 

榊マツダパラウォータ 

(; ) 山 形 防 水 

神尾 健 

栗崎堅司 

木下義晴、木下 剛 

内田鴇鵺 

鈴木裕二 

五十嵐志郎、山村辰志、 

高宮昇二、小山忠夫、 

大坪徳夫 

宇山広道、柏瀬謙一、 

鶴田正行 

名倉 茂 

神 繁夫 

伊藤 孝 

斗成隆 

渡辺昭悟 

高津昭一、吉無田泰長 

平沢敏男、勝視益明 

高橋和彦、大関 勉 

操上弘昌、鈴木賢一、 

宮川文雄、大辻勇七郎、 

雪入 毅、塚本 弘、 

佐藤義政、中沢文隆、 

木村芳孝 

福山政隆、松田和彦 

竹内利三、上田欄身 



理 建 工 業 脚~加藤由之助、木村正一、 

室井幸雄 

瀝 青 建 材 脚 嶋崎裕一 

東邦防水総業( ) ~広瀬忠夫、戸田 裕 

名古屋支部 

I 

会 社 名 氏 名 

朝 日 建 物 囲 朝倉英心 

加 賀 防 水 工 業 囲 諸橋茂一、八田次郎 

（排）静岡コーキング工業 堀川信昭 

囲 志 水 化 工 栗戸 裕、清水茂喜 

囲 栗 原 栗原 眞 

津 田 硝 子 囲 竹田正始 

シ ン コ ー エ 業( ) 新保喜美雄 

中 央建材工業(4w) 阿野田卓男 

名古屋 日本化成卿 山口孝志 

囲日本ビルサ一ビス 坂口 貢 

（掬 ビ ル メ ン 守山彰治 

大阪支部 

会 社 名 氏 名 

阿 南 工 業 (40 

大阪アルフ ァ産業囲 

大 阪 工 業 囲 

囲 大 阪 シ ー ル 

（有）大阪防水工業所 

岡田城治、山下雄治、 

岡田誠治、小森 勝 

井上信夫 

笹崎幹雄 

中元幸弓J・、 

岡 

ノレ 

グ
 

材

ー

ン

 

、ン
 

キ
 

建
 

一 

栄
 
コ 

洋

豊

尾

 

白
 
同
 
八
 

広島支部 

会 社 名 氏 名 

青 盛 建 材 G ) 月本満俊 

(サンゼオン防水工業所 佐々木守、佐々木淳 

大阪アルフア産業囲 
広島営業所 

狭間述史 

東中国防水工業(j 小野田毅、加藤 孟 

( マ ル エ ス 工 業 小野田真治、原 俊之 

丸福建材工業 囲 長島隆良 

囲 ッ キ タ ニ 工 業 世羅敏則 

福岡支部 

会 社 名 氏 名 

テイパ化工九州販売囲 龍 健一 

昭 和 日 本 化成（相 吉川繁満、山嶺知行 

囲 ム ト ウ 武藤貞、楢原行雄 

( ) 野 田 工 業 所 諏訪憲雄 

三 賀 産 業 囲 中田 努 

ビ一一 ジ エ ー工事囲 下田敏彦 

宮 本 産 業 囲 宮本宣博 

詰将棋解答 

64頁の「将棋の世界」の解答を掲載します。 

A 図の正解手順。5二馬，同銀右，6二銀まて二 

3手詰。以上となっております。 

なお，B 図の解答は同頁にもあるように,応 

募となっております。 (64頁を参照してくださ 

、、） 

庄川和貴 

内田勝久、袖山衛彦、 

秋山 哲 

中田安信、長棟利彦 

阪井敏夫 

水口峰彦、野上條司、 

佐伯忠雄、塩谷昭文 

金山満昭 

竹田征司 

松山駿三 

益田憲司、松川光雄 

高木 修 

横谷興彦 

大西利昭 

歳川 博 

北川和弘 

亀井一身 

上田正義、上田三郎 

安東延治、吉田 功 

黒木俊行 

志水利達、高月春彦、 

和田俊治、長江誠一 

谷口忠文、横道哲幸 

西山義雄 

松下 実、三谷孝一、 

岡田良平、山村博司、 

囲
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シー・リングー 

編集後記 

新年明けまして，おめでとう 

こざいます。本年も相変りませ 

ず，当工業会のお引立を賜りま 

すよう，お願い申し上げます。 

昭和56年のシーリング業界は 

総体的に決して明るいものでは 

ありませんでした。しかしミボ 

ートピア’81．が開催され,各パ 

ビリオンおよび高層ホテル,諸 

施設，また，各地の超高層ビル， 

大型現場なども建築され，JI S 

A 5758 も定着し，各基材の一一 

層の性能アップと，JASS 8 

の尊重に伴い施工面の充実で益 

々の活性化が得られたように思 

っております。各業界の諸先生 

方に種々こ指導を賜り，当工業 

会においてもシーリング材の耐 

久性に関し動暴露試験機の作成 

に取り組んでまいりました。当 

誌でも今回，この問題に触れて 

いることが，ご理解いただける 

ことと思います。性能の向上， 

工業会の活性化，材・販・工の 

協調をモットーに，年々努力し 

ております。昭和57年も，まだ 

まだ，厳しい年と予想しており 

ますが,エ業会としての使命を 

積み重ねてまいりたいと思いま 

す。業界の発展と,各位のこ健 

勝を祈りながら，今後のこ指 

導，こ戦撻をよろしくお願い申 

し上げます。 

昭和57年1月 

広報委員長 小林 茂之 

広報副委員長 山内 雅夫 

広報 委 員 坂倉 征孝 

性格 と 組織 ~ 

業 

発 行 図 書 

日本シー リ ングエ業会の概要 

本会はわが国における建築用，土木用シーリングエ事の健全な発展と振興を計ること 

を目的として,昭和38年2月に設立されました。会員はわが国のシーリソグ材メーカー 

が加盟し，賛助会員は原材料メーカーおよび取扱業者が加入しており，全国に支部を有 

する全国的組織であります。 

O シーリング管理士の養成 

〇日本シーリングエ事業団体連合会と連携，材料およびエ事に対する信頼の確保 

〇技術資料の収集と情報の交換 

OJIS , lASS への協力 

〇市場調査，需要開発に関する調査研究 

〇機関誌「シーリング」 （年1回） 

〇シーリングニュース（年3回） 

〇建築用シーリング材とその正しい使い方 

0 シーリングハソドブック 

〇シーリング管理士用テキスト 

シ ー リ ン グ 
SEAL ING 

第19 号 （第14巻・第19号） 

発 行／日本シー リ ング工業会 

東京都千代田区外神田2 - 2 -17（共同ビル万世） 

TEL 03 (255 ) 2841 -2 

編 集／日本シー リ ンク’エ業会広報委員会 

制作協力・広告／新 樹 社 東京都中央区銀座8 -15- 4 

きららビル き雪03 (542) 9 3 2 4(fし 

印 刷／毎タ 印刷株式会社 

昭和57年1 月15日印刷 」ヒ 量二 

昭和57年1 月20 日発行 ヲF 7c 
品 

く禁 無 断 転 載＞ 

l‘・lI-I-I'I●I ,,II, 
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ユーザーの立場で考える 

鞭
 

i 

■ 
, 

●アサヒシールI00グループ（ポリサルファイ ド系シーI)ング材） 

●アサヒシール650シI)ースぐ（ポI)ウレタン系シーリング材） 

アサヒボンド工業株式会社 
本社及び工場 東京都板橋区大谷口北町3 -7 
大阪営業所 大阪市福島区鷺洲1 -11 -29 

コンナニ ョ，ツク 

173 TEL (03) 972 -4929 (代) 
553 TEL (06) 458-1771 (ft) 

一T

〒
 

親 

防 水 材 

"''：排猫．~ 

営 業 品 目 

東 

．毒累鴛J 電，吹付塗響 
●塗膜ウレタン材料 ●チオコール ●吹付タイル 

●シート防水材 ●シリコーン ●吹付リシン 

●ェポキシ注入材 ●ウレタン ●その他全般 

●その他副資材 

化研万リ7JW 式会社 
KAKEN MATERIAL LTD . 

〒105 東京都港区西新橋3-6-5（入江ビル） 

TEL .(03)432-7 6 5 4（代表） 

倉庫 〒105 東京都港区西新橋3 -14-5 

TEL .(03)438-1 3 3 5 

R - , 
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高級シーリング材 

日合シリコーンシーラント 

  
ノバイェル甘との技術提携により建築用、 

、から工菜用までmJ云いシーリンジγ不丁 ノ 

特にBA -lOは接着性極めてよく、フuラスチック 

等広範囲の材料にもOK~ 

（低モジュラス 1 液型無酢酸タイプ） 

日合ウレタンシーラント 

倉シ-IIw 
硬化が速く低温でも硬化するので冬期，寒冷地帯 

にも適しています。 

1 : 
、 

HT 

J
・七 

が 
き 

『 

1T 

く専用ガンゴーセシールガン》 
舞ワンタツチの支点切替により普通 

ーガンから強力ガンにかわります。 

日本合成化学工業株式会社 
一
一
一
一
一
 フアインポリマー事業部 

フアインポリマー営業2部 

本 社 大阪市北区野崎町9 番6号 （東梅田ビル） 1王L 大阪（06)314-3H 5（代） 

東 京 支 社 東京都中央区日本橋3丁目12- 1（三木ビル） T E L.東京（03)273-1381 （代） 

名古屋営業所 名古屋市中区錦1丁目19-32（名古屋広小路ビル） TEl‘名古屋（052)201-6251 

.一ご1瓦－，」‘I~．‘量き~ーゴ孟ル」’二二言‘ ~二一Lコ，~－~」‘一可 －受い 」』－二－- , 二L らA 山L-＝」4 一．” 

超高層ビルでの実績と信用 

シーリング工事責任施工 

日本化成工業株式会社 
許可番号 大阿奇知事許可（般一53) 34549号 

吹田市南金田1 - 4 -46 

〒564 電話06 (385) 3886（代） 昭和日本化成株式会社 

名古屋日本化成株式会社 
許可番号 知事許可（般一56）第1417号 

名古屋市千種区本山町3 -9 

〒 464 電話052(762)1596（代） 

可な要詳：響I二聾青‘廿誉尋井き苔，fやI、」卿 

許可番号 知事許可（般一53）第12100号 

福岡市西区大字原4一8 一11 

〒 814 電話092(843)3311（代） 

南日本化成株式会社 
許可番号 知事許可（般一55）第4182号 

鹿児島市中山町2037- 5 

〒 891-01 話0992(67)6121)ft) 

いn 、 ！ごら~ーど＃ーコ七喝脅喰舞響I 
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＠サ力りしシーリコり”材 

細性コーキング材サンシール＃101 1驚翻） 

ノプチルシーリング材サンシール＃60i 
I 、 ，

アクリルシーIにク材サン熱Iまじii鋤鰥 

に：鷺鷲ご鷲恐鷲謙 

．●L 

ー杠‘]F, ，」：ド・ 
熱I与‘」讐‘ 

'
．
”
 

《
」
」
 

,a
「で 
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ウ以＆こ：、；プ！露露綴材2 181 
成分γり 捲乙I 

、
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．
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建築用充境材の綜合メーカー 

株式会社服部商店 
エ 場 京都市伏見区淀美豆町705番地 

TE L075(63i)3128fi 
本 社 名古屋市巾区丸ノ内2丁目18- 1 

TE L052(221)9461代 

建築用シーリング材 

ボニーシーラー 

：●・●・・・”，, 

ニ’~”’‘皿’'' 
.*-"-'’「、W’『. 

に’"'”二 －.－一 

MS一3000 
変成シ リ コーン系 

PS一2000 
ポリサルフアイ ド系 

一

！

 

一
 

U一2000 
'"“喫麟 

" 

'~‘・じー ‘ 

1 

ポ リ ウ レ タ ン系1 
中

《

 

'！に 

、
 

網 
' 

融嘗 

『

】

】

‘

 

〇テで7、化工株式航t 
本 社 〒533 大阪市東淀川区下新庄3 - II -28 

TEL 大阪（06)328- 1118（代表） 
東京営業所 〒105 東京都港区新橋6 -10-3（遠江ビル） 

TEL 東京（03)431-9357（代表） 
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コ月晦・灘J_!JU 

コプ」・ートJtI 

ユコ ~’！~ー 
ーョ1’~』 
~r 」~ 

嚇 

. 

"L, 

T -27 2液ポリサルファイド系シーリング材 

U -73 1 液ポリウレタソ系シーリソグ材 

U 一29 2液ボリウレタン系シーリング材 

S -20 1 液シリコーソ系シーリング材 

S 一50 2液変成シリコーン系シーリング材 

#100 #500 感光性接着剤 

綱入り板ガフス防錆ゾチルテーブ 

（ガラスメー:Jj --3 社 全硝連推奨品） 

Jls表示二L場 第567215号（JIS・A・575D 

第58~036号（JlS・A・5758) 

明誉！チャーチル株式会社 
本 社 堺 市 浜 寺 石 津 町 中 1 丁 4 - 7 

関西営業所 電話 堺（07 22)44-7500（代表） テレックス5374 -743 

関東営業所 機 浜 市 神 奈 川 区 三 枚 町 2 9 9 -- 5 

電話横浜(045)383 - 4651（代表） テレックス3823-253 

熊谷営業所 埼 玉 県 熊 谷 市 宮 町 2 - 13 林ビル 

電話 熊谷（0485)25-1822（代表） テレックス 2942- 7 24 

名古屋営業所 名古屋市名東区ー社3丁目90 番地 チサンビル202号 

電話 名古屋（052 )703 ---2061、代表） テレックス 447-3639 

九州営業61 福岡市博多区博多駅前4丁目 26 一1 1 鐘芳ビル 

電話，福岡、092 ) 472 ----21 43（代表） テレックス 724 --S 9 7 

広島出張所 広 島 市 南 区 比 治 山 町 5 一 1 2 

電話広島I0(22)63 --4461（代表） テレッ久ス 652 ---4 I 4 
 、皿~ “, ，言Aソ三皇二 － 'n 急、に鶴Fe,mm ・・－ 

’リコーンシ・ 
P - 8 .OOO'-鑿

 
た末ボウ・エヌ工スシーのP一8000 は最高の品質 

と評価されています。是非御使用を 

力末ボウシーラント シリーズ 

〇ブ チ ル P-3000 

〇アクリル P-4000 

〇ポリサルフアイド P-5 000 

〇ウレタン P-6000 

〇ー液ウレタン P-6500 

0変成シリコーン P ---8 000 

ん末ボ▼咋・エヌ工スシー株式会社 
本 社 大阪府箕面市船場西1 -10- 3(jネポウ千里ビル） 〒562 TEL 0727 )281 -4701刊 

東京営業所 東京都干代田区平河町2 1 目8 -2 〒 102 TEL (03)263-4701 
名古屋出張所 名占屋市中村区名駅4 」目17-11カ不ボウビル内 〒450 TEL (052)583-6606 
広島出彊所 広島市木川町1丁目3一3 〒 733 TEL (0822 )94-7004 
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r 
変成シリコーン系2成分形シーリング材 

-'ii-,-●MS 
ボリサルフアイド系2成分形シーリング材 

ポリウレタン系2成分形シーリング材 

~、卯51:1 
ブチル系I成分形シーリング材 

7 ルンシ4 
く製造ラ己＞ 

株式会社日興社 
■画135 東京都江東区白河4 9 -5 

■ft東京（03) 642-7103（代） -~ 6 
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●営業晶目 

①目地材 

②断熱材 
③防音材 

④防水シート 
⑤機密材 

⑥防振シート 

⑦養生マット 
⑧結露防止マット 

⑨接着シート 
⑩ガスケット各種 

・

×

 

謙
鼻
 

、
一
 

' 畿
 

、 
「「 

せ－】 

J
叫
 

、

《

 

廼
 i. 鍛i懸 

複合資材で用途開発をお引受する 

株大会危新柁雷会 

新和化工株式会社 

本 社 東京都荒川区西日暮里2丁目24番14号 
TEL.03(803) 1411（代表） 

エ 場 埼玉 県 浦 和市 町谷 2 0 -I 
TEL.0488(64) 1751（代表） 

物 流 埼玉県与野市鈴谷 2 8 3 番地 
センター TEL. 0488(53) 1761（代表） 
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内
 

案
 

書
 

図
 

社
 

樹
 

新
 

月
刊
防
水
ジ
ャ
ー
ナ
ル
 

防
水
設
計
、
防
水
施
工
の
考
え
方
と
実
務
に
参
考
と
な
る
よ
う
編
集
さ
 

れ
た
技
術
者
必
読
の
実
務
書
で
、
経
験
豊
か
な
執
筆
陣
に
よ
る
最
新
技
術
 

ブ
ー
タ
を
迅
速
・
正
確
に
お
届
け
し
ま
す
。
 

B
5
判
・
一
七
り
ー
二
O
O
貞
上
質
紙
使
用
 
定
価
ー
ケ
年
九
、
九
〇
〇
円
 

（一T
とも・】 

新
 

聞
（
旬
刊
）
 

シ
ー
ル
エ
ー
ジ
 

わ
か
国
唯
一
の
総
合
シ
ー
ル
専
門
新
聞
。
建
築
・
土
木
・
機
械
・
機
器
 

を
中
心
に
、
シ
ー
ル
の
総
合
的
な
報
道
、
解
説
を
た
て
ま
え
と
し
て
、
あ
 

ら
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
満
載
し
て
お
届
け
致
し
ま
す
。
 

月
三
回
刊
、
定
価
ー
ケ
年
八
、
〇
〇
〇
円
（
」
T
とも】】 

冷
ー
い
グ
棚
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
 

多
岐
多
様
に
わ
た
る
市
販
防
水
材
‘
工
法
を
体
系
的
に
分
類
・
整
理
L
 

精
選
し
た
三
五
O

の
商
品
に
よ
る
，
材
料
別
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
ゲ
集
。
最
 

新
の
資
料
と
技
術
デ
ー
タ
を
盛
リ
こ
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
設
計
指
針
、
材
 

料
の
採
否
基
準
の
参
考
圏
書
と
し
て
最
適
で
す
。
官
公
庁
仕
様
、
主
要
メ
 

ー
カ
ー
（
組
合
）
仕
様
一
覧
付
き
n
 

B
5
判
・
四
七
〇
頁
、
上
製
本
、
定
価
四
、
九
六
〇
円
（
」
T
と
も
）
 

圏 

建
熱
（
防
水
・
シ
ー
リ
ン
グ
の
ォ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
タ
ー
た
る
1
人
の
筆
者
か
 

皿
豆
官
山
な
知
識
と
陛
験
を
生
か
し
て
．
建
築
に
と
っ
て
防
水
と
は
何
か
ー
を
世
 

に
問
・
フ
随
志
風
技
術
書
。
小
池
迫
夫
、
鶴
田
裕
、
大
浜
嘉
彦
、
小
林
孝
悌
ほ
か
 

A
5
判
‘
二
六
四
百
（
、
上
製
本
、
定
価
一
、
四
O
〇
円
（
〒
と
も
」
】
 

建
築
防
水
1
0
人10
話
 

建
築
・
上
木
一
機
械
‘
機
器
を
中
心
に
、
シ
ー
ル
の
材
料
か
ら
施
c
、 

適
用
法
ま
で
総
合
的
な
報
道
一
解
説
を
満
載
し
た
わ
が
国
唯
一
の
シ
ー
ル
 

専
門
新
聞
フ
ン
ー
ル
エ
ー
ジ
」
の
年
間
縮
刷
版
u

資
料
の
宝
庫
と
し
て
、
 

シ
ー
ル
、
防
水
、
接
着
剤
の
総
合
的
な
参
考
書
。
商
品
別
・
会
社
別
索
引
 

つ
き
。
 

シ
ー
ル
エ
ー
ジ
縮
刷
版
 
1
9
8
1

年
版
 

A
4
判
ー
二
五
O
頁
、
上
製
本
、
定
価
四
、
五
五
〇
円
（
〒
と
も
）
 

続
・
建
築
防
水
1
0
人10
話
 

好
評
の
前
書
「
建
築
防
水
1
0
人10
話
」
に
続
く
ク
建
築
に
と
っ
て
防
水
 

と
は
何
か
》
を
世
に
問
う
技
術
書
。
執
筆
者
廿
丹
羽
守
、
深
沢
明
、
本
田
 

敏
，
池
田
光
治
、
本
間
正
直
、
荒
井
光
興
、
寺
内
伸
、
中
村
壊
、
逸
見
義
 

男
、
松
枝
甫
明
。
 

A
5
判
一
二
二
〇
百
（
、
上
製
本
、
定
価
二
、
〇
C
〇
円
（
〒
と
ら
】
 

建
築
の
防
水
構
法
と
雨
仕
舞
 

総
点
検
シ
リ
ー
ズ
の
第
＋
三
弾
ノ
 
建
築
ー
土
木
に
お
け
る
防
水
・
止
 

水
・
ン
ー
リ
ン
グ
材
料
の
用
途
開
発
に
伴
い
、
材
料
、
工
法
の
捜
術
開
発
 

も
日
進
月
歩
の
状
況
と
な
っ
て
き
て
い
る
A
l
日
、
建
築
‘
土
木
防
水
の
最
 

近
の
情
報
と
技
術
デ
ー
タ
お
よ
び
積
算
．
見
積
リ
の
実
務
講
座
を
盛
り
こ
 

川
広
三
。
B
5
判
二
〇
O
頁
、
上
製
本
、
定
価
一
、
三
。
O
円
（
〒
と
も
）
 

ん
で
掲
載
。
小
林
孝
悌
、
梧
原
幸
八
郎
、
木
下
日
出
男
、
丸
一
俊
雄
、
石
 

年
 

鑑
 

防
 
水
 
総
 
覧
 

防
水
界
全
般
を
知
る
手
引
書
、
業
界
唯
一
の
興
信
書
で
す
。
さ
ら
に
内
 

容
を
充
実
し
て
好
評
発
売
中
で
す
。
 

内
容
～
会
社
別
製
品
．
覧
、
製
品
・
工
法
紹
介
、
全
国
防
水
業
者
・
団
体
 

要
覧
ほ
か
。
防
水
の
積
算
・
調
査
に
最
適
で
す
ロ
 

B
5
判
八
五
〇
頁
、
上
製
本
、
 
一
部
九
、
九
八
〇
円
（
〒
と
も
）
 

1
9
8
1
年
版
 

外
壁
防
水
の
総
点
検
 

久
性
‘
性
能
評
価
問
題
、
外
壁
防
水
の
事
故
防
止
対
策
と
補
修
例
な
ど
外
 

壁
雨
仕
舞
の
問
題
点
と
提
言
な
ど
を
収
録
a

小
池
迫
夫
、
稔
木
堯
、
荒
井
 

の
テ
キ
ス
ト
に
も
使
用
。
建
築
防
水
に
お
け
る
外
壁
の
問
題
、
外
壁
の
耐
 

総
点
検
シ
リ
ー
ズ
の
第
九
弾
ノ
 
本
誌
主
催
第
九
回
防
水
牧
術
講
・
慣
会
 

B
5
判
‘
七
〇
百
ハ
、
上
製
本
、
定
価
九
八
O
円
（
〒
と
も
）
 

繊
維
？
翻
強
セ
メ
ン
ト
・
コ
ソ
h
ノ
リ
 

ー
ト
 
国
《
内
・
国
外
文
献
目
加
戴
億
”
 

セ
気
ト
o
務
ハ
リ
議
製
議
講
課
総
鯛
鼠
婦
難
 

ー
タ
バ
ン
ク
。
こ
の
種
の
文
献
集
で
は
国
外
を
含
め
最
も
多
く
の
文
献
を
 

収
録
、
製
造
業
者
、
研
究
者
索
引
が
つ
い
て
お
リ
迅
速
な
検
索
が
可
能
な
 

文
献
リ
鋒
雪
談
繊
叢
線
議
鷹
『
－
5
n
円（午と6
一 

防
水
と
シ
ー
リ
ン
グ
の
総
点
検
 

総
点
検
シ
リ
ー
ズ
の
第
八
弾
ノ
 
本
誌
、
王
催
第
八
回
防
水
技
術
講
演
会
 

の
テ
キ
ス
ト
に
も
使
用
。
防
水
工
事
の
安
全
管
理
、
新
し
い
防
水
工
法
の
 

問
題
と
展
望
ほ
か
。
巻
末
に
建
築
用
シ
ー
リ
ン
グ
材
の
用
途
別
性
能
（
J
 

I
s

）
の
全
文
を
掲
載
。
嶋
野
源
次
郎
、
松
本
洋
一
、
小
林
孝
悌
、
松
村
 

秀
雄
ほ
か
。
力
セ
ッ
ト
テ
L
ブ
も
別
売
。
 

B
5
判
・
二
一
六
白
（
、
上
製
本
、
定
価
一
、
 

．
二
五
円
（
〒
と
も
）
 

総
点
検
シ
目
：
ー
ズ
の
第
十
二
弾
ノ
 

本
誌
主
催
第
＋
二
回
防
水
技
術
講
 

演
会
の
テ
キ
ス
ト
に
も
健
用
1
1
－
土
木
に
お
け
る
防
水
工
法
の
展
望
、
沈
埋
 

ト
ン
ネ
ル
の
防
水
工
法
の
問
題
と
展
望
、
都
市
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
 

防
水
の
現
状
と
今
後
の
方
向
、
山
岳
ト
ン
ネ
ル
の
防
水
工
法
ー
現
状
と
問
 

題
点
ー
、
合
成
ゴ
ム
シ
ー
ト
の
農
業
用
貯
水
池
へ
の
応
用
な
ど
土
木
防
水
 

の
最
近
の
惰
報
と
技
術
デ
ー
タ
を
盛
り
こ
ん
で
掲
載
。
吉
田
迫
雄
、
江
尻
 

隆
雄
、
佐
”
木
道
雄
、
立
石
俊
一
、
海
老
名
芳
郎
。
 

B
5
判
・
五
〇
頁
、
上
製
本
、
定
価
一
、
〇
五
〇
円
（
〒
と
も
〕
 

土
木
防
水
の
総
点
検
 

樹 -kL 宴亮都中央区銀座多11514きららビル 

りェ 篭清古03(542)9324（代） 

郵便振替口座・東京4-102983番 
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光
興
、
逸
見
義
男
、
茶
谷
正
洋
・
ほ
か
。
カ
セ
ッ
ト
・
テ
ー
フ
も
別
売
。
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◆防水工事，シーリング工事一式 

光 栄 工 業 株 式 会 社 
〒 177 東京都練馬区上石神井1-432 TEL 03(928)2271（代） 

◆防水材，シーリング材，販売一式 

光 栄 商 事 株 式 会 社 
〒 177 東京都練馬区上石神井1-432 TEL 03(928)5811（代） 

◆バックアップ材，パッキン他加工一式 

光 栄 加 ：L 株 式 会 社 
〒 177 東京都練馬区関町1 -46 TEL 03(920)2671（代） 

◆工具ー式，安全用具一式展示販売 

光 栄 シ ョ ー ル ー ム 
〒 177 東京都練馬区上石神井1-432（光栄 ピルlF) TEL03(928)2271内線22 

防水およびシーリング工事の施工、材料、副資材の御用命 

は一貫したシステムの光栄グループノ＼ 

代表取締役 内 田 鴇鶴 
~~ 

- 120 -



ウレタン建材の 
ニ液型ウレタンシーリング材 O 680006 

割Ji14'-+NS 
―液型ウレタンシーリング材 S・MC- I A 刊 

ミリオネートョーう・一 

羽 

.. 

-Z乃 

~ 

ら
片
弓
 

寺
・
ミ
g
博
 

・
 尋

ミ
『
一
II
h
ミ
（
 

『
 

ミ～「「「ミ 
一 

…篇 

』一 

①保土谷建材工業株式会社 
m105 東京都港区浜松町1一18-14 費 03(43カ9471 

より強固な・より尖鋭な・より鮮明な・生活空間をノ 
弾性シーリング材 

サンシーラーB（ブチル系） 

サンコーク（油性） 

ー液性ポリウレタン系 

シーリング材 

スカイシール・U 
驫 

サンシーラーP 
（ポリサルファイド系） 

サンシーラーU -13 
(2液ポリウレタン系） 

サンシーラーA（アクリル系） 

複 合 防 水 材（新製品） 

スカイコ・ート 
3 ．エマルジョンなので作業性、安 

全性、毒性がなく無公害である 

4 ．使用が広範囲で経済的である。 

特 長 

1 ．軽量で弾性に富む 

2 .湿潤面及びモルタル、アスフア 

ルト、ウレタン等への接着が強 

力である。 

一 

〇太日化成株式合社*4 
〒 538 大阪市鶴見区茨田焼野町223 - 4 

電話（00)9 ~ ~一025 I I代） 

T709 -43 岡山県勝田郡勝央町黒土l15 - ~ 

電言舌 086838 515 ~（代J 



sunstar 

そ彡無 
BETASEAL 

き l， ’ー， 」 

サンスタ 

建築用シー 

、 

9 .O －日 

ベン拍シー」レ 

聾無’ 

－・の 

リング材 
2成分形ポリサルフアイド系 2成分形ウレタン系 2成分形変成シリコ―ン 

バqいIL⑧ 
169 

ペンギンシ-Jレの 
980 一B 

ペンギンョ－」い 
2500 

建築用シーリング材は、カーテンウォール工法を 

はじめとする建築工法の革新にともない、高度な 

シール性能が要求されています。 

サンスターの建築用シーリング材〈ペンギンシール 

980-B・2500、ベタシール169）は、コンクリート・ALO・ 

金属その他の多くの建築材料に強い接着性をもち、 

硬化後はすぐれた復元力を示すゴム弾性を有して 

います。しかも、硬化後のシーラントは、耐熱・ 

耐寒性・耐水性・耐候性にもすぐれ、建築物の耐 

久性向上に大きく役立っています。 

ビル等、様々な建築物に、豊富な実績・確かな技術でお応えする 

サンスターの建築用シーリング材は、 

皆様にご満足いただけるものと確信しております。 

I 

誠 
サンスター化学株式会社 
〒569 大阪府高槻市明田町7番1号 

TEL(0726)81-0351 

屋
岡
阪
島
岡
 

古
 

名
静
大
広
福
 

052ーフ22- 68 15 
0542-83-0668 
0726-94-7771 
082-277-8444 

092-45 1 -2229 

03-453-930 1 
0427-92-0111 

0486-41 -2412 
045-753-3490 
011-822-1326 
0222-89-3391 

京
田
宮
浜
幌
台
 

東
町
大
横
札
仙
 


